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序

農業基盤整備事業は、圃場整備、各種農道整備等、その事業内容は多岐にわた

り、また近年その事業地がしだいに平野部から山間部へと移行しており、必然的

に遺跡にかかる割合も増加の傾向を示している。

したがって事業の早期把捏に基づく文化財保護との調整協議は、事業の円滑推

進のうえで今後とも相互の努力がより一層必要となってこよう。

さて、ここに報告する 7遺跡の発掘調査報告は、いずれも再々にわたって保護

協議がなされた結果、最終的に遺跡の破壊が避けえられなかった各遺跡の調査の

概要をまとめたものです。調査結果の公表は我々の責務でもあり、その成果につ

いてはより広く利用されることを切望します。

とりもなおさず、調査に際して多大のご理解とご協力をいただいた農林水産部

の各関係機関、また調査現地にあっては、各土地改良区をはじめ、多くの地元の

方々の暖かいご援助を得ましたことに対し、記して深甚の感謝の意を表します。

昭和60年3月

三重県教育委員会

教育長横田猛雄



例 言

1 . 本書は、昭和59年度農業基盤整備事業地域内にかかる埋蔵文化財の発掘調査

の結果をまとめたものである。

2. 調査にかかる費用は、 その一部を国庫補助金を得て県教育委員会が、他は県

農林水産部の負担による。

3. 調査の体制は下記によった。

調査主体

調査担当

調査協力

三重県教育委員会

三重県教育委員会事務局文化課

文化財係員（主事・技師）、及び昭和59年度文化課埋蔵文化財

発掘技術者研修生

三重県農林水産部耕地第一課、第二課、畜産課

各耕地事務所

各土地改良区

各市町村教育委員会

4. 各遺跡の整理、報告書作成は各調査担当者があたり、下記の表のとおりであ

り、文末にも記した。

項 目 執 筆 者 項 目 執 筆 者

削‘“ 芸r---~ 技師 新田 洋 上事 田村勝陽・
金剛坂遺跡 研修生 '浅t村9田せ 栢功

t 事 増田安生 研修t
古市遺跡 t 事 田村陽—-· 平松代遺跡 田阪 仁t 事

研修生 河北秀実
青ノ代遺蹄

t 事 稲坦良―-

11 服部 久士 t 事 田阪 イ:

曲 遺 跡 ケ 宮田勝功 観音寺遺跡 主事 仁保晋作
/,, 浅尼 悟

技師 新田 洋 岸 本遺跡 主事 増田安生

なお、古市遺跡「 2. 古市周辺の地形と地質」については、

玉稿をいただいた。

山本 威氏より

5 . 本書で用いた遺構表示略記号は下記により、図面における方位はすべて磁北

を用いた。なお、各遺跡の表示略記号は目次（カッコ書き）に示した。

S B ; 竪穴住居・掘立柱建物

SD; 溝・堀 SE ; 井戸 SK; 土城 SF ; 焼成琺

SA; 柱列・柵 SX; 墓・その他

6. 本書に使用した航空写真、各事業計画図面は農林水産部の提供による。

7 嘗 スキャニングによるデーター取り込みのため、若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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前 言

県教育委員会では、各種公共巾策の実施f定につ

しヽて、！『内各間発関係課あて 'l-f業照会し、ヽ11該年度

あるいは次年度以降の巾翌汁圃をヒアリンクすると

ともに、＊裳関係['メ］面の添付提出を求めている"

特に圃場整備＊業については、麦の転作焚励とも

からみ、 まだ通年施工とう［期の限定化も加わり、

現実的に遺跡が発掘の要に =f..Jた場合の調査期間が

かなり短期に制約される場合がばとんどである。

それゆえに、

もとより、測斌設計発注前に埋蔵文化財の坪没深度

の確認後の111畑の切り盛り調整が必要となってくる。

追跡の把捏は第

できるだけい期の・ti繋Jn・［間の把捏は

•に分布凋森（表血観察）に依るか、

坪蔵文化財の属性卜、ヽJi然掘＇）てみなければ確，証が

つかめなしヽ点も多く、実際の掘削（，試掘調査）

る遺構、

によ

あるいは遺物包合層内の正確な把捏は保護

協議の店礎責料として非常に重＇度とな.)てくる。

まだ、近t仕以降の間釈と考えられる段茅ある水川

1(1iにおいては遺跡の罪没深度が栢めて浅い場合（耕

作土直ド） も多く、［甫l場整備の拮本施工（表士扱い）

との関連で遺跡の保護に支悼をきたしている実例も

；ド々 mりIIして-し)る。

. }j、各種農道整備事業の場合は、 •度ルートが

決定されるとその設叶変更は用地買収ともからみ、

非常に困難となるため、測試段階での関係諜との綿

密な連携により遺跡の周知徹底を＃祁に図る努力が

必要となる。 また、 このためには巾業の直接受益但I]

としてのT.'f+域にかかる門該rli町村との綿密な相h

連絡も関然ながら大切になってこよう。

遺跡はそのt地t地と密杵して存在しており、広

大な農業利用地にもなお数多くの遺跡が眼っている。

大化年間に端を発し、

での古代、

あるいはそれ以降の時代の中

あるいは中 lltの条用制（水田地割）

賠f(]の条用土木ともいえる圃場整備([刈叫整理）に

よってその土地の歴史は刻々と喰り変えられつつあ

る。上地に刻まれた往時の「字」

も、

ペJ 「4ヽ才：」('!:_き証

人としての地名）．． 
える。大型機械の使用による開発のスピート化は現

もすでに滅びつつある段附とも，i

代文明促成の落し r-とも，iえようが、先人の残しだ

貴重な文化遺産・歴史をひもとく精神の余裕も盟か

な文化つくりのI恥点であるかもしれない。

今後とも間発と文化財保護の調整については本米

的に輻広しヽ行政背箪・の中で位附づけられるべぎ施

棗とも考えられるが、 なお h 層の各関係者へのごf用

解とご協力を強iく唱むものである r

ー 分布調査

陪fll59年度農業枯盤整備事業については、昭和58

年8月に裳林水咋部各関係渫あてに事業照会を行な

い、昭和58年 9月にその[11]答を得た。そこで文化課

では『速詞年 9/J-12/lにかけて、4f業叶圃図面（縮

f'(1 : 1000) をもとに県ドの事業 f定地全域につい

ての現地踏査〈分布温l査〉を実施した。

その結果の詳細は（第 l表） の通りであるが、［甫l

場整備lJ{.業につしヽては:ej{.業面積 664haのうちで、 62

件（遺跡数）、面積にして764.400m'もの遺物包合地、

古墳究を確認した。

方、農道整備事業関係についても並行して分布

調査を実施した結果、広域常農l寸］地悲幹嬰道につい

ては 7遺跡、揮発洲税財源身替農道では大山田南部

地区でr4ij山 l砂墳がルートにかかることか確，忍され

た。

これらの分布闊査結果については、各々 •y;業i可？

謀である耕地第— ~I渫、

轄耕地＃務所布に報内するとともに、遺跡の現状保

存、

及び耕地第・..l果を通して各所

あるいは_[$設叶変更を要請する旨の通知文内

を提出した c
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事業名
耕地

地 区
巾業面

遺 跡 名 所 在 地
遺跡面積

拮 宇(Li_ 

事務所 積 (ha) (m') 

桑名 大安東部 35 

大安西部 26 堀 戸 遺 跡 員弁郡大安町石柚 17,000 試掘のち」~-'tい［

北 勢 16 

員 升ム 42 戸 I:川東北遺跡 員弁郡員弁町 8,000 試掘・丁~*立合

大呆東遺跡 ,, 大泉 1,200 試掘のちI.-$11f 

長 ’'-~皇·' ・ 遺 跡 11 長窮 22,000 試掘のち［事af
県

北金井城跡 ,, 北金井 18,000 i也[x渭余外`

四[l市 鈴鹿第―・ 17 

安 塚 35 地 r 遺 跡 鈴鹿市地f町 8,000 試掘のち工事叶

深 溝 27 

合）i卜i_. 
I 

20 
~ロ'? '今 之JI:

八 風 50 永井 A 遺跡 ＿こ重郡菰野町永井 50,000 試掘のちI.$可
ケ B ケ

,, 600 試掘のち「:*11f

津 河芸南部 20 

ミ雲東部 25 

豊 地 11 薬王寺遺跡 一志郡嬉野町薬王寺 3,500 試掘のちI~可

圃 嫁 田 遺 跡 ,, 3,000 試掘 ,, 

津西部 15 薬王寺 A 遺跡 津市薬玉寺町 1,500 試掘 (1000m'分地区除外）

薬王寺 B 遺跡 津市薬＋ム．寺町 2,000 試掘のち Pf仕 r
安濃川

10 草生 A 遺 跡
右岸

安芸郡安濃町草生 1,500 ク

,, B ケ ク 1,000 ,, 

場 ケ C ケ ケ 3,000 ケ

ケ D ヽ ケ 1,500 ,, 

芙里南中部 22 下の郷 A 遺跡 安芸郡芙里村五白浬f下之郷 18.000 試掘のち保一＃存立合（盛士）
（排水T ) 

,,. B ,, 
ク 10,000 試掘

舞 谷 遺 跡 ,, 舞谷 15,000 昭和60年度巾業へ

整
筒 井 逗ヽ且 跡 ク 筒井 3,600 試掘のち工事af

井 面 遺 跡 ,, 井面I3,500 ケ

臼山西部 20 山田野 A 遺跡 店：郡臼山町山田野 4,500 ケ

,, B ,, ク 3、500 ,, 

,, C ,, ，' 20,000 試掘のち盛土保存

白 山 15 古市A遺跡 志^郡(1山町古市 4,500 試掘
備

ヶ B ヶ 2,500 排水路部 (2000ケ ケ

,, C ヶ
古市遺

3,600 m') のみ本調査、ケ ,, 

,, D ,, 跡
35,000 他は盛土保存,, ,, 

ヶ E ,, ,, 40,000 ,, 

白山西郎 両構 A 遺跡 -. 志郡(J山町八対野 17,000 試掘のち工事可

事 ,, B ,, ケ 11,000 試掘のち盛土保存

11 C ,, ,, 6,000 試掘のち工事nf I 
ケ D ク ケ 12,000 ケ

津 津南部 20 磯 古 遺 跡 津市雲出本瑯町 1,400 試掘のち工事uf
的.. 蜂 遺 跡 ,, 伊倉津町 20,000 昭和60年度事業へ

業 松阪 K御糸 6 

斎
9呂』. 30 令剛坂遺跡 100,000 試査掘(Sの.OちSO盛m'f)媒存• 本調

東黒部 30 田の上遺跡 松阪市乙部町 18,000 試掘¥の会ち保存（排水のみ
l―: , ' ( _ )  

明 , 日1,_ 12 明宝苑東方遺跡 多気郡明和町明星 6,000 試掘のちI事 uf

堀坂、h川八i序旦 30 曲 A 遺 跡 松阪市曲町 36,000 試掘のち保存• 2本.調介
(. 700m'J 

ケ B ケ ケ 8,000 ,l人掘のち保仔• 本(ti調OU介m'J 
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I，I I 巾業名下-¥耕籾地所I地 Vー.. I I ~ 業面 遺 跡 名 所 在 地
遺跡面積

措 !"iH l 

積(ha) (m') 
I 

伊紐,, 伊勢南部 30 H 向 遺 跡 ィ:n-;がdiI・. 哩flllj" 3,000 試掘のち「事可
I 

i 1-_ 里f大山田 ,,, I幽斗,•_松松代A 逍遺跡跡） 阿山郡大山川村平松 試掘•本調査 (800m'J20 12,000 
伍•,!，-, 

'Li"l -
平松 B 遺跡 ケ 7,000 試掘のちT.事叶

11 C ,, ケ 6,500 ,, 

猿野 A 遺跡 ク 猿野 2,100 ,, 

,'~‘-‘-・ l ’ 

I ヶ B ヶ ,, ，' 2,500 ケ

｛叶 合 16 T- 11 A 遺跡 伽Jti J翡I屈叶1l1旧[「・ll 12,000 ク

圃 ク B ,, ケ 25,000 ,,. 

赤 日 13 観 行 寺遺跡 名張di中村 15、000 試(掘6,0の00ちm本')批l査

場
観紆寺 A 古墳 ク 500 試掘のち」:*J:lr

l1 B ,, ケ 500 地区除外

i/1 木す 遺 跡 ケ 7,000 試掘のちエ市可

点"父"・ iill 逗、9 跡 ,, 'j・: 浦 10,000 
試度(1掘に、5調の00査ちm保）'に存ついて61年

備 J・. 野東部 33 1',・,'1・ 山 -I[_J • 墳 I・. 月fr!i r介;,11 400 地区除外

｛叫:IA~迫:l亦I且」り ヶ 60,000 

鵡 I
＊ 

ク 8,000 クヶ 本温l査 (2.000m') 

,, 6,000 

大 狭 間 A 遺跡 上野市中友生 2、000 試掘のち「り事可
業 ，' B ク ケ 7,000 ケ

l・. 友 '1: 遺跡 !: 野市上友生 15.000 ケ

り匡 野 相野谷！ 18 

664 60件 742,000 

昭か 桑名 藤I原東部

ら ｛ド 久 fr, t! 
和 の

5 9 地規新

,, ijt 郷 北坦外遺跡 一志郡嬉野町森本 20,000 昭和60年度巾業へ

,, 芸濃南部

年 ［メ・・ 伊勢 f寸 松 村 松 遺 跡 伊勢市村松町 2,000 試掘のち T.~ur

総件数 62件 遺跡総面積 764,400 

[IL] f I rti 北勢^ ．期 水 ｝ト 遺 跡 五［郡菰野町永井 1,000 試掘のち工事可

県祝広 耕地 」じ今が怜J;『IS 深井沢 A・ B遺跡 鈴鹿叶i深溝町 3,000 ク

域常農 市務所 ケ fli 無田遺跡 四fl市市和無田町 2,500 本年度用買のみ・協t義要

村］地甚 津耕地 中勢地区 岩 I原 A・B遺跡 安芸郡芸濃町岩原 1,600 試掘のち丁り事可

幹裳道 巾務所 ケ 相 阻f 遺 跡 ケ 安濃町草生 2,500 ,, 

整備事
,, 中勢頂）j 並 松 遺 跡 久柑rli榊I駁町 1,200 ケ

業 ,, 
、{ヽl"ユr. 城 跡 芯：郡(I山町浜城 1,000 地区除外

県栢；揮 卜．哩f
部幻l 1 H・. li!!もIiI 前山古,", ・ 墳） 

阿山郡大山田村富岡 500 本調査 (250m')

発油税 耕地
（前山 l 墳

財源身 事務所

杯農道

整備巾

業

第 1表 昭和59年度農業基盤整備事業地域内埋蔵文化財一覧
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遺 跡 名 所 在 地 i J位］介面積 (m')
発掘品l 行 1!11 J1ti111 ll 

-L 1l ・ 市
迫ヽ,., 

跡 -、し：ヽfi¥;(I l !J旧rr1idi 2.00() B(lt!l59り:-5 Jl28ll~l!--il1l'-7 J 

村 ノ 代遺跡 J: ・阻f1li,:':i1/1 2,000 廿什,l:!159什:, 5 /J IOll~l11]ff 7 /]251! 

観 i怜寺遺跡 名張市中村 6,000 11({,l:1159り:,5 /-l22l!~/ii]{f.llll 2 II 

曲 逗、中 跡 松阪市曲町 3,500 H召,l;ll59if.10/l15H~lii]fflZH 101 ! 

令剛坂遺跡 多気郡明和町金剛坂 1, 700(第 1次） 賠利159年6/]2711~[ii] 年 8 / l 31 f I 

2,600(第 2次） 11(1禾[159り:,10月l11ヘ-rd]!f-12 I 1 6 f I 

750(第 3次） 11{1禾1160年'3月4II~ 詞年 3I l 23 ff 

r"cr-』 本 遺 跡 飯南郡飯高町深野 500 廿({,f:1159;1'-9 Jj 9 fl~[口l ;I'-9 J J 10 f I 

ril 19,050 

第2表発掘調査遺跡一覧

遺 跡 名 間 催 年 /j LI 参加人員

！!］ ・ di 逗、中 跡 Hf1 f[l 59り:'.6) ] 30 fl 80人

観 府 ,-!J-・. 遺 跡 陪禾1159年 10月 6 H 110人

削‘“ 山 1 け 墳 II({禾1159年 11)]1011 80人

金 剛 坂 逗、中 跡 A(l禾ll59 り~- 11 J j 18 l I 120人

曲 遺 跡 II({ fll 59 ;f. 12 Jj 8 fl 150人

第 3表 現地説明会開催一覧

2. 試掘調査

県祈；圃場整f1iii-¥業では、 62遺跡のうち、多くは試

掘説］査を実施することによって逍構、遺物の {i無、

及び坪没深度：り、逍跡の実態を明確化してゆくこと

になっだ n それによゾて遺跡の拡がり、遺物包合/,;り

の深度を正確に把捏し、上法 I:の切り盛り謁l整をは

かる責料とし、遺跡保設にれ脚した r~.i支社変更笠

につしヽて具体的に各耕地事務所との間で協ぷをも.)

だっ

• カ、員弁町北令｝卜城跡（町指定）と、古瑣と推

定された I:野市高山古墳等については門初から地区除

外とし)ー）形で現状保存されることになった。

中でも歴史的に許名な明和町金剛坂遺跡は、試掘

をするまでもなく台地 K全体（約lOJf而）に遺跡が

- 4 -

拡かることは確火：であり、その令面的な保存を強く

要i打したへその結果、縦横に 1じる排水路、近路:かの

構恐物につしヽての設壮変更は不可能であり、本，；/,;]介

を実施することとなり、 1fi1につしヽ ては）店本的に客f:

による盛l:L法に変更することとな＇）た，しかし、

合地北辺郎については地凡の水川化＇炭唱ともからみ、

面積約 5,000m'につしヽ ては本』,¥]介X施を余儀なくさ

れたた

中勢に位附する (I山町古rfi遺跡は現古rfi1./訊容をは

さむ県道の南側滑;- (約 7Jjm'J の広範[HIに追物散

布がみられ、ぶ掘，凋査は全面対政を余f義なくされた

が、試掘時が必刈り人れ以前にかかり、おのずとぷ

掘個所が限定された，、概観的には‘り籾 f屯！してし)だ



雰出川に沿って東内•に長くのびる叫料段丘 I: ではな

く、現止落に近い県道付近を中心に宰町II、伊代の遺構

が拡がることが判明したへ古rli に限らず、 14~15!仕

紀の比落は現伽吝にt複した形で坪没している場合

が多 tヽ のではなかろうか。

伊例では名張市の赤tlT区に所在する観背寺遺跡、

I・. 野東部に属する I:野市青ノ代遺跡笠でも広大な遺

跡面積をかかえ、それそれ試掘後に辛っても 1文重な

る保護協i義を継続してしヽった（、また、これらの地区

では現水田が段々状を足し、かなりの比高差をもち、

必然的に圃場整備における切り盛りが大きくなるこ

とも調整を ・IM難行させだ。特に近年、中憔遺跡の

発兄例も多く、またその埋没深度が桶めて浅いため

に、上市においては表上（耕作上）さえ触れること

が謹されなしヽケースが年々増加してきてしヽる。

ここに至＇）ては文化財の保護論理と圃場整備の最

低限の打効論理が全く相反する現象として相剋して

しまうへ

塵免道伯各関係について屯、県圃に並行する形で試

掘調査宵を実施してきた。特に大山田村前山 1砂墳

については横穴式石室古墳のほゞ中心が道路の輻に

かかり墳丘全体の約半分についてか破壊の対象とな

ったため、その取り扱い（保護にしても、本調介と

してもその範囲の間題笠）が取り沙汰された。従来

も経険しているが、古墳の周溝の作1;布にかかった

場合など、遺跡の保護はさておき、調査の範囲設定

（調査特の適用範囲とのからみ）については相 I1: の坪

解を界にすることもある。他のあらゆる種類の遺跡

についても占えようが、特に古墳の場合、 I昔l溝は墳

丘と一体化して存在するものであり、たとえ骨じで

あっても遺跡混境の現状変更として考えさるを得な

いであろうし、今後は遺跡の保存とその在り方（環

境立地を合めたその内容と t't) についても環境論を

も合裕した更なる論壌を尽くす段階にあろう。

3. 第一次調在

4月、及ひ 5月の]・.平期はなお各地区で協議と，；),t]

整が続行されたか、特に今後の追加分の試掘調査結

果によっては大きく』M査対象面積が拡大される恐れ

のある I:野市青ノ代遺跡は 5月IOLIに、 (l山町古市

遺跡は 5I l 28 I Iに調査を開始した。しヽずれも排水路

部を中心とした線的調査であったか、 2遺跡とも分

布調査、及び第 1次の試掘調査段附では膨大な面積

が推定され、とりあえす調育の進展と並行して協汲

をしてゆくこととなった。

• カ、大郊分は盛土f呆仔の方向にポった明禾II町令

剛坂遺跡は畑作の取り人れ時期とからみ、悔雨明け

の 6月木に、伊賀では本年度の面，翡l査の最大をかか

える名張市観紆寺遺跡の発掘調査をほほ'lt-i]時期に開

始した。金剛坂遺跡はまず排水路関係の調介を実施

し、その後、秋段階で台地北辺部の面調査を行なう

f定となった。年々 1~2 件牛じてしヽるが、本年度

も、麦、野菜布の作付によって調査の f:/1[(をしばし

ば変更することを余儀なくされ、開始前の地几への

作物了解のイ叶散底さが各地区でみられ、圃場整備*

業地内での調査遂行卜の大きな諜題として本年度も

残った。

4. 第二次調査

例年になしヽ村胄衿の夏をもかえた中、なお第•次温l

査は各地区で継続されだが、 • カでは秋以降に控え

た第•次調査を準備した。

9月''1初からは大山田村前II I 1砂墳、 10月に人.)

てからは、明和町令剛坂遺跡の面調介、ひぎつづき

松阪市曲遺跡の調査をllM始した c

前山 l砂墳は ''1籾、径IOm前後の通常規模のかな
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り破壊のすすんだ横';尺式石市墳と推定してしヽたが、

調在が進むにつれて、石市の遺存状況の良好さに加

え、贋j((部に貼石をめぐらす特異な古墳であること

が明らかになってきた。‘り初から渭古瑣の骨［は道

路 f乱こ輻外にあり、その内容M如によ.)ては道路そ

のもののルート変更と坪め戻し保存を要峨しており、

この},圧につし¥-cは協議済みであった c



排水跨調査後の面調査に移）た金剛坂遺跡は各所

に近年の壁士採りの穴があり、遺構の残存状況は決

して芳しいものではなかったものの、 f想していた

通りの方形）行］溝墓布が検出された c

金剛坂遺跡は旧国道23号線以北の台地を中心に、

又、道路をへだてた以南にも大きく拡がる大船落跡

と推定され、北側は勿論のこと、南側の台地につい

ても胄初の設計協議段階で、桔本的に吝上による盛

上工法（保存）の線で了解されていた。しかし、そ

の-. 部が、耕地事務所と施I.業者との間の連絡不徹

底のため、包含層、及び地山の一部がエ巾削平され

るとしヽう不詳事をひきおこした。令急、耕地巾務所

と連絡をとり、そのいきさつをただしたか、その根

幹には強い地元要咽ともからみ、業者が速断して走

ったとの旨であったでしかし、こ）した軒動は、桔

本的ルールとして許容されるものでもなく、今後の

耕地側との保護協壌そのものの在り方を検討せさる

を得ない結果となったことははなはだ遺憾であるヘ

終局的には、やむなく記録保存の徹底を図り、そ

の後は埋め戻すという方向で収終せさるを得なかっ

たc

5. 本年度調査と文化財保護

賠利159年度農業悲盤整備事業地域内にかかる坪蔵

文化財の発掘J/t]杏は1H7件となった D

試掘調査はほぼ県ド全域に及ひ、また.1$行I崩、

上事中等の立ち会い調査等を人れると年間の現場!I 

数が非常に多く、出士品の整理、報告書作成、研究、

将及公間等に骰すことができる H数は微々たるのが

現状である。

間断なく進む開発のヘースは、大型機械の導人に

よってよりスピート化するなか、時間を十分に必要

とし、且つ綿密な調査を要する遺跡発掘はまさに他

次厄的世芥にさえおぱえる。

本年度も原則的には遺跡の破壊という反面、多く

の学問的成果を得た。中でも金剛坂遺跡は排水路部

の調査、台地北辺の面調査笠、 3次にわたる大がか

りな調査となった。碍遺跡は明治年間にハレス式土

岱が発兄され、又昭和45年の土砂採取にかかる明和

町主体の発掘調査による数々の成果によって、南勢

地方屈指の標式逍跡として軍要な位沢を占めてきた。

今[11]の調査でも弥生時代後期を中心とする方形周

溝悩群が検出され、慕域がさらに台地北縁部まで拡

がることが確認された。集落とそれを常む墓地との

立地関係については未解明の課題として残したが、

排水路部調査で出土した良好な弥生時代前期の土岱

責料は、門地方における弥生文化の波及過程、土栂

編年 Kにおいて貴重な資料となろう。

松阪市曲遺跡では奈良時代後半から平安時代全般

を通しての掘立柱建物群、井戸囲を検出した。平安
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期の集落、その構造については不明な点も多いが、

1ヽ1遺跡では20、t,'.i.余の緑釉陶料をはじめ、阪釉掏料も

多く出上しており、その,Jl時のこれらのI濯怜の将及

半ともからめて遺跡の性格を知る卜.で今後とも検討

を要しようぐ

伊賀地域では名張市観音、If遺跡が注目される(>弥

生時代後期前'i':の方形/,rl溝焔検出は伊費で初例であ

り、又これまで比較的資料の薄かったこの期のt点，閑

括貢料は伊賀地域の弥牛後期t器編年の 1ズ重要

となる。また、調査区西辺で検出された奈良時代の

方形掘形をもつ整然とした掘立柱建物群は円面硯出

士とも相ま＇）て遺跡の、性格の一端を知る I・.で興味深

し＼

゜
大山川村前山 l砂墳は 6t仕紀後平から 7t阻紀前艇

にわたる横穴式イi南墳であるが、その出七遺物には

Hを見張るものがある。通常の副葬品の他、馬具、

鉄）］等が出上し、鉄刀柄には銀象嵌による (fl甲文か

施されており、全国的出土例（約20f列）をからめて

新聞紙 I:をにぎわかせた（万また ''1古墳が、ヽ｝訊ヽルー

ト変更により、全壊の危機を脱したことは』外の至

上の弱びでもあ・;だ

その他、日山町古rfi遺跡では排水路輻ではあった

が、 15~16t廿紀の中世村落跡を坦 till み、県ド各所で

それぞれの発兄と責料の蓄積的成果を僭たヘ

調査の途中段恰、あるいは終ー［時にはできるだけ

地元を中心とした多数の人々に遺跡の理解、 J肋蔵文

化財の大切さを知I.)ていたゞけるよう現地の。が明会



を実施した。

しヽずれの地区でも現水田、あるいぱ削地のドに息

いも紆らぬ過去の文化遺産を目のあたりにして、悠

久の歴史の軍さに感じ触れ、多くの参加と共鳴を得る

ことができだ。

分布調査にはじまり、各現地での発掘調査の完了

にいたる長い期間、各土地改良区、各耕地事務所に

は温l査遂行のIり滑化のために多くのご配慮とご協力

をいただいた。無論、各現場にあっては地元の多く

の人々の惜しみないご援助とご理解を得ることがで

きた。 ＾方、公務多用の中にあたって、同志の斎窮

跡調査事務所、各市町村教育委員会の各位には調査

の推進にあたって格別のご高配を賜わった。

以 L、文末ながら記して多大なる惑謝の意を表し

たしヽ。

（和斤m ; 羊）

1 . 古市遺跡

2 . 曲遺跡

3. 金剛坂遺跡

4. 平松代遺跡

5. 青ノ代遺跡

6. 観音寺遺跡

7 . 岸本遺跡

伊

勢

湾

r, 
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¥
、
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I 一志郡白山町 古市遺跡

1 . 位置と環境

雲出川は、奈良県との境を東西走する高見山地の

~ 蜂山 (1,235m)付近に源を発し、蛇行しながら北
い又き

流し、白山町家城付近では家城ラインと呼ばれる渓

谷を形成しつつ、川 r1付近においては割合広い河岸

段丘を形成している。

家城付近から流れを東に変えた雲出川は、近鉄大

阪線と交差したあたりからド流域において、肥沃な

沖積平野を形成し、伊勢湾に注いでいる。

古市遺跡 (1) は、この雲出川中流域左岸の、河

岸段丘低位面に位置する。古市における河床と段丘

面との比高は約 7~10m で、段丘面の標高は46m 前

後である。現状は水田である。また行政卜は、 •志

郡白山町古市字前川原、中切、東沖に属している。
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当遺跡の周辺には、縄文時代の遺跡として、馬乗
① ② 

岩遺跡 (2)、吹毛遺跡 (3)、大角遺跡 (4)、市河原

遺跡 (5)、岩井戸遺跡 (6) 等があるが、詳細は不

明である。

弥生時代の遺跡も、段丘面卜．に多く確認されてい

る。大角遺跡では昭和57年に一部調査が行われ、弥

生時代中期の竪穴住居跡が 2棟検出された。また8召
R 

和46年に調査された野田浦遺跡 (7) では、中期の

土器の出上があった。その他、風呂谷銅鐸発見地(8)、

J: 野西遺跡 (9) や、東西約 2kmに長くのびる川口

北方遺跡 (10) 穿があり、雲出川右岸の段丘面•帯

に、弥生人の生活が展開したことを示している。一

方、左岸でも、大角遺跡の対岸の算所遺跡 (11) や





北家城遺跡 (12) があるほか、やや下流になるが、

二本木の林業技術センターが立地している和遅野遺
④ 

跡 (13) がある。この遺跡は、雲出川中流域におけ

る弥生時代の拠点的躾落と考えられている。

古墳については、躾中的なまとまりをみせる群巣

墳は確認されていない。

古市の集落を見おろす標高約80mの丘陵l甘こ、径

llmで横穴式石室を有する円墳の古市古墳 (14) が

ある。また古市古墳と県道を隔てた東側には首塚と

呼ばれる小祠があるが、これは破壊された円墳上に

建てられたものである。その他、岩井戸古墳群 (15)、

岩井戸幸方古墳 (16)、馬廻古墳群 (17)、狭間古墳(18)、

コメンド山古墳 (19) 等、 1~2 基単位の小規模な

円墳と考えられるものがあるにすぎない。

奈良時代以降についてみると、河r1関跡 (20) が

当地方の歴史を考える上で、重要なものとなろう。

『続日本紀』天平12年 (740) の条に見える、「河口

頓宮」あるいは「関宮」は同所と比定されている。

しかし、比定地そのものをも含めて不明であり、今

後の課題であるが、種々の文献にあらわれるように、

この地が古代にあって、大和• 伊賀から伊勢への交

通の要衝を占めていたことは事実であろう。また川

[ Iの地名は、下流からの遡航地を示すし、古市の地

名は、雲出JII水運を利用した商業活動の隆盛を連想

させる。古市遺跡も、このような古代から中世の地

理的・歴史的環境の中でとらえられよう。

固辺の主な遺跡をあげると、野田浦遺跡からは、

平安初期の竪穴住居跡 l棟のほか室町時代の遺構・

遺物が検出された。また昭和57年に発掘調査された
いわ 9 ⑤ 

岩脇C遺跡 (21) でも鎌倉時代後半～室町時代の遺

構、遺物が検出されている。このほか、室町時代築

造と考えられている川口城跡 (22) があり、古市遺

跡との関連も考えられる。

（田村陽—・）

2. 古市周辺の地形と地質

I 地 形

発掘調査が行なわれた古市は、一志郡白山町のほ

ぼ中央に位蹟している。

南側には、奥一志に源を発する雲出川が流れ、北

側は、海抜 100m前後の丘陵が、屏風の如くそそり

立っている。

東西に細長く広がる戸数50戸足らずの小さな集落

である。

周辺の地形は、布引山脈並びに奥一志に連る山地

と、海抜 200m以ドの丘陵地、雲出川及びその支流

によって開析されて生じた段丘面等で形成され、

小さな谷底には、沖積層からなる平地が存在する。

布引山脈は、長野峠から南に次第に高度を増し、

笠取山 (845m)から三角点(856m)までは特に高原

性地形を示している。この地域を青山高原と称し、

隆起準平原の名残りを留めている。その東側は、急

斜面となり、瀑布もかかっているが、海抜 300m以

Fの地域は再び緩斜面となっている。

南の一志山地も、高峯 (548m)から北は急斜面と

なっているが、布引山脈と同じく、海抜 300m以下

-11-

では、山麓緩斜面を形成している。

丘陵地は、古市北方、山田野南方及び川口から波

瀬にかけて分布している。いずれも海抜 200m以下

が大部分を占め、傾斜角も 10・ 前後以下である。水

系も各方向に発達し、谷密度も大である。

台地地形としては、高低のこ面が認められる。高

0 2000 m 

l. —'l—, • ..L., -l __ ,J 

D 谷底平野［口］低位段斤面冒言心位段丘面

□第~系丘竣皿冊冊山麓緩糾面餐慧1!1地色斜面

第 4図地形分類図 (1 : 100 . 000) 



位段丘面は、近鉄大二駅北方の台地（白山台）と古市

北方丘陵の東半部にある。いずれも海抜 100m余で

あるが堆積面はよく削剥され、平坦面は殆んどない。

低位段丘面は、雲出川本流並びにその支流によっ

て形成された平坦面である。その I:には巣落が形成

され、稲作に利用されている。

谷底平地は、開析谷にそって各地に分布し山地、

丘陵地からの運搬物で坪積され、主に湿田となって

いる。

II 地 質

1 • 地質概説

古市周辺の地質は、布引山地及び貨岳山地を構成

する領家帯の片麻岩類と花尚岩類が碁盤を形成し、

その上に海成の第・ー：＾紀層である一志層群が堆積して

いる。

本層群は二・阿の堆積輪廻の産物と考えられ基盤に

接する所は、礫岩や粗粒砂岩となっているが、上部

は頁岩、シルト岩が多くなっている。又中にはi疑灰

岩層を挟み、凝J.f..質岩も各所にみられる。

この一志層群は、その後の侵食作用によって、丘

陵や平地が生じ、河川の働ぎによって、高位、低位

の段丘堆積層をつくっている。

古市周辺の層序は次のとおりである。

沖 積 I怜
心弟 四 紀

段 丘 堆 積 層

心<,l~ 
： ヶ 野 貞 岩 砂 岩層

大井累 層

井関砂岩泥岩柑

紀
波瀬 累層 井 生 泥 柑 r,;1 

先第—ー：系 桔 舟,m.支 !'Ll -'--! 類

2. 地質細説

(1) 基盤岩類

県の中央部を東西に走る中央構造線より北側には

片麻岩並びに花尚岩が広範囲に分布し、これを領家

帯と呼んでいる。古市地区も基盤はやはり領家帯の

岩石からなっている。

領家帯は、古生層の中へ花岡岩の岩漿（マグマ）が

広域にわたって、地殻の深部において大規模に近入

し、単なる接触変成の程度をこえて混成現象をおこ

して生じたものとされている。

従って含まれる岩石も、場所によブて変化は大き

く、南縁部では、片状ホルンフェルスや縞状片麻岩

がじ流をなしているが、臼山町地内では、黒裳母花

尚岩や黒雰母片麻岩、所によっては、 1i色鉱物とし

て角閃石を含む閃緑岩類が多くなっている。これら

の岩石中には平花尚岩や変斑栃岩類も含まれている〔）

般に白っぽい色をし、結晶が大きしヽ特徴をもっ

ている。

発掘地の上中から掘り出された礫も大部分はこれ

らの岩石である。

領家帯の生成時代については、合H元素の年令測

定の結果、 9-t }j年前後崩と推定され中牛代臼亜紀

の中頃である'.)

(2) 一志層群

基盤岩類が生じて後、わが国は長い間大陸の•部

となっていたが、新第―:．紀中新世の頃になると、ー・:_

重県の北半部は海底となり、白山町地内では、布引

山地の麓まで海水が進人した。当時海の底にt砂が

運ばれ堆禎したのが—•志！怜群で、約 2 「.}J・年前のこ

とである。

北は安芸郡芸濃町雲林眈から南は•志郡嬉野町小

原まで、南北20数kmにわたり、東西も冥出川流域で

0 1000 m 
I I --―←Tー 1

□沖積泌□低胃贔璽高位旦贔，竹

瓢に贔□□悶尼府層言言片牛泥岩！杓

第 5図地質図 (1 : 50. 000) 
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約15kmに達している

臼山町の小高い丘陵地や、‘ド地のド部は、殆んど

本）,;,,: 群からな')ている＿

柴川博氏によれば、 ＾志),;~· 群は::[u]の堆積輪廻か

らなり、 ド部より波瀬、大井、片田の二累Ti;1で構成

されている C) この内古市周辺に分布するのは、波瀬

累層 I・.部と、大井累層であるっ

A. 井生泥岩層

波瀬累層は、一志層群最初の堆積層で、悲底礫岩

で始まり、 I: ガヘ砂岩、泥府と漸移する。その最 I・.

部が井牛．泥岩州であるへ雲出川以南に広く分布し、

層理のない賠青灰色の泥岩とシルト岩からなってい

るー風化すれば黄褐色となり、タマネキ状の剥離を

示す勺!!化石を含み、 I怜厚は約 160rnである＾

B. 井関砂岩泥岩層

志層群の中央部以南に分布し、日山中学校周辺

の丘険地や）ii岸及び古市の県道に沿ってみられる。

青灰色細粒～粗粒砂岩と青灰色泥岩又は暗灰色シ

ルト岩の ti層からなっている（） ＾般にド部は 10cm~

40cmの中粒砂岩と泥岩のff!怜であるが、 1-. 部になる

につれ砂岩が優勢となり、最 1-.部は凝灰質である。

層I'/.は)'/い所で 150m に達し、中には~枚貝や巻

貝の化石を合んでいる。

C. 三ヶ野頁岩砂岩層

一志層群中最も広い分布を示し、古市周辺では稲

垣から I・.ノ村、南出方面に広がる丘陵地を構成して

しヽる CJ じに貞岩、 シルト料、砂岩からなり、著しく

i疑I仮質である。

賠灰色～淡褐色を呈し、風化すれば褐色となり、

タマネギ状の剥離を示す。

本府は、甚盤に近接して変化した小礫まじりの中

粒砂岩と、凝I仮質頁岩、シルト岩の二種類があり、

前者を北長野相、後者を J:二ヶ野相としている。古

rli周辺は後者に！，対するもので、中には 1m以下の白

色をした凝灰岩を挟んでいる。本層中にも・.枚貝、

巻貝布の化石を多く含んでいる。

3. 第四系

第四系は洪積層と沖積層に分類されるが、沖積I曽

は、最も新しい堆積層で、谷底平地に僅かに分布す

るにすぎない。雲出川沿いに発達する平野は、大部

分洪積1•;1 に J成するものである。俗に段丘礫 1•;1 と呼ば

-13-

れ、古市旧辺では高低二段が認められる。

A. 高位段丘堆積層

近鉄大：．駅北方の丘陵地（臼山台）に広く分布し、

大—゜．礫層と呼ばれている。詞じものは、古市北方の

丘陵上にも、点々と認められる。

礫は花岡岩、片麻岩、ホルンフェルス、石英斑岩、

石英安山岩穿で、よく円麻された中礫から大礫であ

る。これらの礫は、花尚質中粒～細粒の砂によって

比較的よく膠結されている。 !•II 理は乏しく、厨さは

20m以 kある。基底の分布高度は、 120m-100mで

ある。

中に含まれる石英安山岩は、大洞山、尼ヶ岳笠室

生火山由来のもので、かっての大洪水によって運搬

されたものである。

火山の哨出は 200万年前後前のことと推定されて

いるので、本段丘堆積層の生成はそれ以後のことと

判断される。

B. 低位段丘堆積層

雲出川をはさんで両側に広がる古市と川口の平野

及び山Hl野、八対野、 卜.ノ村から大てに広がる平野

は低位段丘堆積層である。

現汀J床からは数mの高さにあり、川岸に見られる

断面によれば、基底はよく Pl閉された花岡府及び片

麻岩からなり、上部になるにつれて、粗粒から中粒

の砂になる。

発掘調査地区のド部には、 60cm-150 cmの黄色中

粒砂が堆積し、そのドには、 tにコフシ大以ドのIり

礫が多数みられる。これらの礫は、 J仮白色粗粒の砂

によって充てんされている。

本層には、石英安山岩礫は稀にしか含まず高位段

丘堆積層生成胄時とは河川の運搬作用も小規模であ

ったものと推論される。

（山本威）
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3. 試掘調査

昭和59年度臼山地区県宮圃場整備事業に伴なって、

白山町古市地区の事業和E地について、昭和58年12

月に分布調杏を実施した。その結果、遺物の散布が

5ヶ所で認められたため、昭和59年 1月及び一部を

6月に試掘調査した。この結果をもとに協i義を重ね、

排水路部分に限り発掘調査をすることとなった。

試掘調査の結果は、第 4表に示した通りである。

出上遺物については後述する遺物の項で、若干とり

あげているので参照されたいで

また、圃場整備に関連して県道藤・大：．停車場線

の付け替え工事がf定され、そのエ巾に伴なう試掘

調査を 9月に実施した。場所は Fトレンチ北西方の

県道北側の水田及び畑地であるが、調査の結果遺構

・ 遺物とも検出されなかったことを付記しておく。
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第 4表 試掘結果一覧（備考欄の数字は報文の遺物番号を示す）

4. 遺 構

¥_(l遺跡の上層の基本的層序は、 じから第 IM;耕

作f:、第 II層；明灰茶色枯質上 (r禾士）、第m層；

灰褐色砂質土、第N層；茶褐色砂質土、第V層；黄

褐色七（地山）である。

発掘区を東から両へ順次A トレンチから Fトレン

チと称することにした。東部の A~B トレンチでは

第II1,;1ドに搬人十．のI怜が介在するほか、東部のトレ

ンチの溝の底などには、村灰色で粘質のグライ化土

壌も見られる。ーリj、西部の D~E トレンチでは全

般に砂質の土壌が卓越する。

遺物包含層は第NI付で、遺構は第VI怜 f・.面で検出

した。また、遺構の埋土はほとんどが茶褐色tであ

ったが、一部の遺構には黒褐色土が埋っていた。

検出した遺構は、掘立柱建物と考えられるものや

その他のものも含めた柱列、井戸、溝、上琺などを

検出した。しかし、幅 2m前後のトレンチ調査のた

め、掘立柱建物のコーナ一部分を確認したものもな

く規模や棟方向なども不叫であり、掘立柱建物と

明詮できるものはなかった。そのため第 5表ではす

べて柱列として扱った (SB 11をのぞく）。

-15-



時代的には平安時代末期の遺構と、室町時代後半

の遺構とに大別できるが、なかには近世のものもあ

る。

A トレンチの遺構

1 . 柱穴群

トレンチ西端部で多数の柱穴を検出した。これは

西隣の Bトレンチ東端部の柱穴群と一連のものと考

えられ、ひとつの居住域が想定できよう。その際、

SD4および S015が、この厨住域を画する溝と考

えられそうである。

S A 1は東西 3間の規模で、調査区外北方へ広が

る掘立柱建物であると思われる。

2 . 溝

S02 肩幅 2.4m 、底幅l.3m~l.7m 、深さ 30

cmの溝である。北東から南西に向って低くなってい

る。遺物の出土はなかった。

S03 幅0.8m~l.2m 、深さ 70cmで、溝肩に河

原石を 2~3 個積んだ石組溝である。南東から北西

に向って低くなる。染付椀や阪釉小皿など、近世陶

磁器類が出土した。

S04 SD3の西に隣接する南北方向の大溝で

ある。肩幅で6.5m、底幅で4.0m、深さ45cmである。

底面の•部に河原石が散乱していた。土師料鍋、羽

釜片などが出土した。

Bトレンチの遺構

トレンチ名 遺構名 H・ダlj車開hrt1 t従 1B~見 t莫

A S A 1 N67°W 束 西 3 

SAS N83.5°W 東 l凡i 3 

SA6 N88°W 束 西 2 

SA 7 N69°W 東 西 3 

SA 8 N86°W 束 西 2 

B SA 9 N91°W 東 西 3 

S AlO N93°W 束 西 3 

間

間

間

間

間

間

間

S811 Nl01.5°W 東西 3間、南北 l間

SA 12 Nl20 5°W 東 両 2 間

S Al3 N121.5°W 東 西 4 間

E S A35 Nl02.5°W 束 西 2 間

S A36 N99.5°W 東 西 3 間

r S A38 N29°W 南 北 2 間

S A39 N16.5°W 南 北 4 間

第 5表柱列一覧

1 • 柱穴群

トレンチ東端部で多数の柱穴が検出された。二れ

は農道をはさんで東隣の Aトレンチ西端部の柱穴群

に続くものと考えられる。 A トレンチと同様に柱列

を確認するにとどまった。

SBllは東西 3間に、柱:/くは 1個にすぎなしヽが南

北 l間分を検出した。また、 SA9・SA10やAlヽ

レンチの SA5・SA6の柱穴内には、根固めの石

がみられた。柱穴内から上師沿小皿が出Lしてしヽ る。

2 . 溝

SD 14 柱穴群の中を東西に延び、柱穴の途切れ

る西端で南へ折れる浅い溝であるへ溝輻は肩輻で0.4

m~0.5m 、底輻で0.3m~0.4m 、深さは12cm~16cm

で、底面はほぼ平坦である。

SD 15 柱穴群が途切れる所から約 3m西にある

南北溝で、肩輻が2.0m~2.2m 、底幅がl.lm~l.5

m、深さが30cmであるっ底面には大きな;uJr原石が転

っていた。 Aトレンチにおける柱穴群の西にある S

D4と同様、居住地域を圃する溝と考えられる。

SD 18 カギ状になった Bトレンチの南端で検汁し

溝輻は肩幅で1.3m、底幅で0.8m、深さ約20cmの東

西溝である。人頭大の河原石が多数散乱していたこ

とから、石組み溝が破壊されたものと考えられる。

遺物は上師料片が少斌出上したのみである。

t£ 『り 屈ti 腐佳 (m) 備 考

l.8X2.0Xl.8 

l.8X2.1Xl 8 根固め石あり

2.5X2.5 根固め石あり

l.4Xl.4Xl.4 

l,4Xl.4 

2.1X2.5X2.0 根固めイiあり

2.1X2.1X2.l ,, 

東西l.9Xl,9X19 南北1.8

l.5Xl.5 

1 6Xl,5Xl,6Xl.4 

2.1X2.l 

l.5Xl.5Xl.5 

2.2X2.2 

2.ox2.2x2.1x2.2 
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第11図 S 019、S020、SE21、S022、S023実測図 (1: 80) 
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3 . 土拡

SK16 l.8mX5.7m、深さ25cm-60cmの長楕円

形の上琺で、一部調査区外へ広がる。遺物の出土は

なかった。

SK 17 一部調査区外へ広がるが、径2.7m、深さ

30cm-40cmの円形にちかい上砿である。遺物の出土

はなかった。

C トレンチの遺構

1 • 井戸

SE 21 推定径約 2mで、河原石を積んだ石組み井

戸である。全体の三分の二は調査悦外に広がる。

検出直後に鋲雨のためトレンチの壁面が崩壊し、隣

接する水田が大きく崩壊する恐れがあったため、調

査を断念した。

j拿．部の埋士中より土師器鍋 (24) が出土している。

2 . 溝

S D19 C トレンチ東端で検出した石組みの南北

溝である。溝の肩幅は1.6m、底幅で0.5m、深さ約

30cmである。河原石を溝の肩に乱雑に積んだ簡単な

ものである。土師器片が少拭出土したにすぎない。

SD 20 S D19の西で直交する方向に検出された

浅い溝である。肩幅0.6m-0.8m、底幅0.5m-0.6

mで、深さ 8cm-16cmである。溝の底部は平坦であ

る。溝をはさんでピットが多く検出されたことや、

周囲に比べてわずかに高い場所であることから、居

住区内とも考えられる。

SD 22 S E 21につづく南北溝である。肩幅は0.8

m-1.5 mで深さ約30cmである。井戸の排水溝かと

思われる。

S D23 C トレンチが東西方向から南北方向に折

れる箇所で検出した。 トレンチ中央部で東西に現長

10.7m延びる石組みの溝である。河原石を 2ないし

3個ほど乱雑に積んだもので、溝幅20cm、深さ 30cm

-50cmである。溝は調査区外へ延びている。溝内か

らの遺物の出土はほとんどなかったが、わずかに描

鉢片 (21) が出士したにすぎない。

S D24 Cトレンチの南北方向の部分で、 トレン

チに沿う南北溝を検出した。溝は肩幅でl.4m-2.3

m、底幅でl.Om-2.0m、深さは60cm-80cmの大溝

である。南から北へゆるい傾斜をもち、北端の SD

23の手前で東方へ折れ曲がるようで、その隅の南肩

-22-

あたりでトレンチの壁面に、乱石積みの石垣様の石

積みが見られた。

この溝が折れ曲る付近が最も低く、多址の土器が出

土したが、完形に復元できるものはない。

Dトレンチの遺構

1 • 溝

S D25 D トレンチに沿って南北に走る溝で、溝

の一部は調査区東側に広がる。肩輻 0.5m~lm以

上で、深さ 8cm~30cm、現長で51m にわたって延び

ている。

S D26に流れ込むものと考えられるが、遺物の出土

はなかった。

S D26 溝の肩幅1.4m 、底幅0.8m で深さ 30cm~

36cmで台形の断面をもつ東西溝である。遺物の出土

はなかった。

SD 27 S D26から約 2mを隔てて北側に検出さ

れた。 SD26と平行し、 トレンチ束壁付近でトレン

チに沿って北へ折れ曲がり、約20mほど北へ延びる。

溝幅は肩幅で1.6m、底幅で0.7m 、深さは16cm~20

cmである。溝内より士師沿皿 (25) が出土した。

2 . 土拡

D区の北部で礫を多く含む略方形の竪穴状土拡が

3ヵ所で検出された。いずれも調査区外へ広がるも

ので、土坑内の礫には焼けたものも含まれていた。

この部分を拡張した結果、計 4基の略方形土琺を確

認した。これらには、いずれも黒褐色土が埋ってお

り、遺物は上岱の細片が出土したのみで、時期決定

は難しい。

S K28 西半が円形に近いが略方形を星する。

南北2.2m、東西2.4m、深さ 10cm-36cm、底面は平

坦で、焼けた石を含む礫が底面に散乱していた。こ

の土坑を取り囲むように、四隅に柱穴が検出された。

柱間は2.4mx 2.4mである。おそらく、この土拡の

トを覆う掘立柱の覆屋であろう。

SK 29 S K28から北へ約 7mはなれて検出。土

琺は南北1.8m、東西2.2m、深さは12cm-20cmの略

方形である。底面は平坦で、 SK28に較べるとやや

小さい礫が散乱していた。

土琺の四隅には柱穴が検出されたが、西側の南北柱

穴間にはピソトもあり、 2間分になるのかもしれな

い。柱間は南北2.4m・2.6m、東西2.3mである。
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第12図 S K28、29、30、31実測図 (1: 80) 

SK 30 S K30の北に隣接して検出。士琺は南北

2.9m 、東西2.0m 、深さ 15cm~2lcmの略長方形で、

底面は平坦である。

礫は土琺の北西肩と南肩に少し見られたにすぎな

い。また、柱穴は南北 2間、東西 1間で、柱間はバ

ラッキがあるが南北西側l.4ID<く1.6m、東側が1.6mX 

1.8m、東側がやや長い。東西の柱間は2.8mである。

SK 31 S K30のさらに北に隣接して検出。南北

2.7m 、東西2.2m 、深さ 18cm~30cmの略長方形の上

琺である。士琺の東肩には原位韻を保っていると思

われる礫が4個並んでおり、土琺の肩に石が貼られ

ていたことが推定できそうである。

土琺を取り囲む柱穴は 1間X 1間で、柱間は南北3.0

m、東西2.4mである。

Eトレンチの遺構

1 • 柱列

Eトレンチにおいても、柱穴が多数検出された箇

所がニヵ所ある。 A・Bトレンチの柱穴群と同様に

居住域としてまとまる区域があるようである。

S A35は、そのような居住地域からはやや離れるが、

東西 2間で 2.1m笠間の柱列である。 トレンチ南の

調査区外へ広がる南北棟の掘立柱建物であろう。ま

たSA36も東西 3間の同様のものと考えられる。

2 . 溝

S D32 肩幅1.5m 、底幅I.Om 、深さ 16cm~33cm

の南北溝である。遺物は士師器の細片のみである。

S D33 肩幅1.7m 、底幅0.8m 、深さ 32cm~37cm

の南北溝である。遺物の出土はなかった。

S D34 肩幅l.6m~l,9m 、底幅0.8m~l.Om 、

深さ 24cm~32cmの南北溝である。遺物は細片が微鼠

出士したのみである。

S D37 肩幅1.7m、底幅0.7m 、深さ 40cm~50cm

の南北溝である。土師器鍋の小片がわずかに出土し

たのみである。

Fトレンチの遺構

1 • 柱列

S A38 南北 2間分を確認した。柱間は 2.2mの

等間で、 トレンチ東方へ広がる掘立柱建物と考えら

れる。柱穴内からの遺物の出士はなかった。

S A39 南北 4間分を確認した。柱間は 2.0m X 

2.2 m内におさまり、ほぼ等間である。 トレンチ西
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方の調査区外へ広がる掘灯＾柱建物と考えられる。柱

穴内からの遺物の出土はなかった。

2 . ピット

P 40 S B 38とSB39の中間で検出。 70cmX 40cm、

深さ 50cmのピゾトで、底から土師器鍋 (26) が出土

5. 遺

出土遺物は、コンテナバソト（整理箱） 15箱程度

である。遺物は、縄文時代後期から近世に及ぶ。主

として平安時代中葉から鎌紆時代までの、黒色土器

・瓦器•土師悩• 山茶椀・ 常滑廂甕が出土する時期

と、土師謡皿、土釜、鍋、＇常滑産甕• 捏鉢• 信楽産

揺鉢• 瀬戸産施釉陶料が出土する室町時代後期のこ

時期に背っている。遺構に伴う遺物は遺構ごとに、

包含層出t遺物は時代別にまとめて概述していく。

なお、土器分類の基準は『ミゾコ遺跡発掘調査報告』

（ミ庫県教育委員会・ 1985) に依る。

1 • 遺構出土遺物

1) A区・ B区・ C区の SA・（柱穴）出土遺物

①小皿c-v類（じ口径 8.0cm、器高1.85cm、扁

平な底部から[J縁部は、斜め上方に立ち Kがり先端

が細る。色調褐色、胎土は均質で、焼成は良好。 S

A5出七。

②小皿B-V類(41 [ 1径8.0cm。器高2.0cm。扁平

な底部から Ll縁部は、直立する。色闊濁橙褐色で胎

上は均質で金雲母を含む。焼成良。 A区 SA6出土。

③皿8-V類(3) 口径9.4cm、器高2.4cm。薄手で

直立する r1縁部を持つ。色調濁乳褐色で胎土は、良

質で石英砂を含む。焼成は、良好である。 A区Pit

2出士。

i皿8-V類 2) LJ径10.5cm、僻高 2cm。薄手で

直立する口縁部を持つ。色調淡孔褐色を呈し、胎土、

焼成ともに良好である。 A区 SA7出士。

R皿8-V類 6) 口径11.0cm。辟高2.0cm。(2)に

類似。色調橙褐色で胎土・焼成は、良。 A区 SAS

出土。

R青碗小椀 (15) 底部径 3.0cmである。ケズリ

出し高台で、高台は断面三角形である。全面施釉で
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した。

P 41 P 40の東で検出。径40cm、深さ 15cmで底面

に学大の河原石が 3個おかれ、その卜に山茶椀の底

部 (27) が底部が伏せられた状態で出土した。

(LH 木寸肛楊—·)

物

釉の色は、淡灰青色。胎土は、淡}~い色で良質。焼

成は硬い。龍泉窯系青磁小椀III―l類。 A区Pit5 

出土。

⑦ B区pit 1小皿c-v類 (5) I I径8.0。名怜高1.4

cm。色調孔褐色を塁し、胎上・焼成は良好。 B区pit

1出土。

R小皿B-V類 7) 口径8.0cm。孔閻高1.9cm。[J縁

部は直立する。色調淡橙褐色。 B区 SD14出土。

⑨小皿B-V類8) I I径8.2cm。竹認高2.5cm。(4) 

に類似。色調乳褐色。胎土良好。 C[;{Pit 1出土。

⑲青磁小椀 (l~\·A地区µt 22より出上した。 底

部のみ完形で、底部径 3.0cmである。ケズ Ij出し高

台で、接地面が細く丸味を持つ。底部の中央が、逆

円錐状に厚くなる。釉は、淡阪青色で底部内外面と

もに施される。胎土は、淡l仮白色で精良である。森

田分嚢贔の龍泉窯系青磁小椀IIIー 1類である。

2. A区・ SD4出土遺物

①土師器小皿C類 (9) 推定[]径 7.2 cmの小ぶり

で薄手の皿である。底部乱ナデでII縁部を横ナデし

て先端部を先細らせている。色調乳褐色を堪し、胎

上・焼成ともに良好である。

゜
(g• 

2土師器鍋A-Ve類(11・12) り蚕く外反した後

r J縁部は、内側に折り曲げられて内面に段を持つ。

r J 径30~35cmで胴部外面に荒いハケ調整を施す。 (11)

については不明だが、 (12) の内面には、横方向のハ

ケ調整が認められる。色調濁孔褐色、胎土には、白

色微砂を含む。胎上、焼成ともに良好である。

R土師器鍋B-VI類 (10) くの字状の頭部から外

反して立ち卜．がるu縁部は、その先端を卜]jにつま

み I:げられて断面が三角形となる。胴部外面は、横

方向に刷毛調整が施されている。口径27cmで、色調

濁褐色・胎土の均質は個体である。
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④茶釜A-Vmm類 (13) 推定rI径11.2cm。高さ

2.4 cmの頸部はやや内傾し、 i1縁部は真 1-.に引き J:

げられ、その端部はやや肥摩し I:面に端面を持つ。

胴部外面にはハケ調整がなされる。推定口径11.2cm。

色調淡褐色で、胎士・焼成ともに良好である。

⑤青磁椀 (14・16) (14)は、底部のみ残存し底

部径 4.4cmである。削り出し高台で、底部中央部に

未調整部が円形に残る。高台の接地面がやや細く、

釉が高台内面半分までかかっている。釉は灰緑色で、

胎土は灰色である。焼成は、良好である。森田分類

の肯磁椀 I-7類である。

(16)は、印花文青磁椀で底部径 5.0cmである。高

台内側は、斜めにけずり出され、外側はケズリ痕が

2段になっている。釉は、やや甘く淡黄灰緑色を呈

する。釉は、底部外面までかかる。胎土は灰色で、

均質である。焼成は硬い。見込に明瞭な蓮華文が刻

印されている。残存状態を見ると、底破片の端部が

打ち欠かれて円形に成形されている。蓋笠への転用

であろう。森田分類龍泉窯系青磁椀 I-5d類である c

時期的には、 15世紀代を考えている。

R灰釉平椀(19) 底部径 9cmである。削り出し

高台の底部から腰が、広く直線的に立ち上がる。釉

の色は、淡灰緑色であるが、施釉が安定せず剥落し

ている。胎土は並で、焼成はやや軟。瀬戸昔田窯の

ものと類似しており、 15世紀後葉と考えている。

3) B区SD15出土遺物

①灰釉平椀(18) 推定rI径14.8cmの[J縁部は、直

線的にゆるやかに立ち卜がり、そのfI縁端を k方に

向け丸くおさまる。釉の色は、淡黄灰縁色である。

胎土は、淡黄褐色で黒色微粉を含む。焼成は堅緻

である。 15世紀後半の所産である。

②土釜(22) 推定口径30cm。rI縁部は、薄手で直

立する。鍔部をはりつけて作っている。鍔部下半部

には、すすが付行している。色調淡橙褐色で、胎土

は良好である。金裳母• 白色砂を含む。焼成は、良

好である。土釜D-N類である。

4) B区SD18出土遺物

天目茶椀(20) l J径10.5cm。口縁部のくびれが強

く、口縁端部は直線的に立ち卜がりやや外反する。
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釉の色は、茶黒色を呈する。胎土は均質で金雲け・

黒色粘質粉を含む。 16世紀後半の所産である。

5) C区SD19出土の遺物

①土師器鍋B-Nm類(23) 外反する口縁部から

口縁部は、 k方につまみ出され、断面二．角形におさ

まる。推定u径28.8cmである。色調は、外側暗褐色、

内側褐色を屋する。胎土は良好で白色砂を含む。焼

成は、良好である。 16枇紀前半の所産。

②常滑甕 (32・35) 32は、口径23cmで[l縁部の

み残存する。直立する口縁部は、その端部を折り返

して仕上げられている。下垂した面の先端を指でつ

まみ出しなでている。色調は、褐色で肩部に自然釉

がかかっている。胎土は、良質で白色砂• 黒色砂を

含む。焼成は硬い。 (35) は、内傾しつつ立ち上が

る口縁部から、 I1縁端を外側に折り返しド垂した端

面をさらに指でナデている。[l径16cmをはかり、色

調は暗褐色である。胎士は、良質でfl 色砂• 黒色砂

を含む。焼成は、硬い。

6) C区SD20出土遺物

①鍋蓮弁青磁椀 (17) [ J縁部は、ゆるやかに外

反する。蓮弁数は、推定20である。釉の色は、淡青

白色に発色している。胎土は、精良で鉄分の微粒を

含む。焼成は硬い。森田分類 I-5 a類である。

7) C区SE21出土遺物

①土師器鍋A-Vlm類 (24) 外反する rI縁部か

ら口縁端は、上方につまみ出されて横ナデにより断

面-----:_角形となる。推定口径28.8cmである。 LJ縁端部

の外側へのつまみ出しが強いため爪当りの沈線が現

れている。頸部外面には、ハケ目をナデ消した痕跡

がある。外面には煤が付行している。謡壁は薄い。

色調は、外面暗褐色、内面濁乳褐色である。胎士は

良質で、焼成は硬い。井戸内青灰粘士),;かから出土し

ている。

8) C区SD23出土遺物

擢鉢 (21) 色調茶褐色を呈する。カキ Hの幅は、

1.6 cmで 5条の櫛目状を惜する。カキ目の数は、約

24と推定される。胎士は、良質で長石質砂粒を含む。



焼成は硬い。 16世紀前半の所産か。

9) D区SD27出土遺物

①土師器皿A-I類 (25) 口縁部は、その端部

を斜め上方につまみ出され、その先端がやや外反す

る。 ~l縁部は、横ナデされている。 rJ 径は、 14.6cm

である。器壁が荒れているため調整は判別し難い。色

調茶褐色を呈し、良質の胎士には白色砂、金雲母を

含む。焼成は、硬く焼きしまっている。平安時代後

半11世紀代の所産であろう。

10) E区 Pit1出土遺物

摺鉢 (28) 常滑産で、[l径は40.0cmである。[]

縁端がJ:下につまみ出されている。 卜方よりも下方

のつまみ出しの方が強い。内面には使用痕が残って

いる。外面は、横方向に刷毛状工具で調整され、さ

らにそれをナデ消している。口縁端部には、暗緑褐

色の自然釉が付行している。色調暗褐色で、胎士は

白色砂を含み均質である。焼成は堅緻である。 16世

紀前半の所産であろう。

11) F区pit40・pit 41出土遺物

①土師器鍋A-II s類 (26) 扁平球状のf本部か

ら外反しつつ立ち卜がる[j縁部は、その端部を内側

に折り曲げられて仕上げられている。推定口径16.4 

cmである。胴部の最大径は t胴部にあり、径22cmで

ある。口縁部内面・胴部内面に横方向の刷毛目が残

る。外面上胴部にも横方向の刷毛目痕跡がある。中

胴部以下には指頭圧痕が認められる。斎宮編年の S

D3052より後出の要素を持ち、 ミゾコ遺跡 SD21出

土A-ill類に先行する。新田編年の 4類と 5類の間

に位置づけられるよう。 pit40出上。

②山茶椀 (27) 底部径 7.8 cm。はりつけ高台が

しっかりしている。色調淡灰色を星する。胎士に白

色砂• 黒色微砂を含む。焼成は良好である。藤澤編

年の IIー 4類である。 pit41出士。

12) C区SD24出土遺物

①常滑産壺 (29・30) (29)は、玉縁状の口縁部

を持つ壺である。口径14.2cmである。釉が原くかか

り色調暗茶褐色を屋する。胎士に径1mm程度の砂粒

-27-

を含む。胎土の色は暗灰色で良質である。焼成は、

良好である。 15世紀末~16世紀前半の所産か。 (30)

は玉縁状の口縁部を持つ壺で、口縁部比べてu縁端

がやや内傾する。折り返されF垂した端部は、やや

つまみ出されて細くなる。[J径13.4cm。口縁部内外

面は、横ナデされている。頸部内面には指押え痕が

ある。色調暗灰褐色を里し、胎士は並で砂粒を多く

含む。焼成は硬い。 15世紀時半の所産か。

②常滑産小型甕 (31・33・34) (31)は、口縁

部がN字状を呈する。 rJ縁端部は、上下方に引き延

ばされ強い横ナデにより尖がっている。頸部内面に

は指押え痕が残る。推定口径19.9cmである。色調茶

褐色を呈し、胎土は並で径 2mm程度の砂粒を含む。

14世紀の所産であろう。

(33)は、玉縁状口縁で、折り返され下垂する端部

の先端がややつまみ出されて尖る。色調暗褐色で、

胎土、焼成ともに良好である。 16世紀前半の所産。

(34)は、 N字口緑の退化した甕で、色調暗褐色で、

胎土・焼成は良好である。

⑧常滑産大型甕 (37) N字口縁が下垂して頸部

に完全に密行する。口径41.0cmである。色調暗褐色、

胎土は灰茶色を呈し、良質で白色砂を含む。焼成は

良好である。 16世紀前半の所産と考えている。

④信楽産甕 (36) 口縁端部は、上方に強くつま

み出された後、斜め上方に鋭く外反する。さらにロ

縁下端部は、 F垂し細長くおさまる。頸部内面には

指頭圧痕がある。色調暗赤褐色を里し、胎土は灰褐

色である。神山 1号窯併行14世紀末に比定でぎよう。

⑤フイゴ羽口 (38・39) (38)は、羽口の先端部が

残存する。胴部径8.0cm。穿孔径2.7cmである。色調

濁赤褐色を呈し、羽口の先端部は、黒く焼けている。

(39)は、やや小ぶりで推定径 7cm、穿孔部径 2cm 

である。色調赤褐色を呈し、胎土に金雲母、石英質

微砂、長石微砂を含む。胎土は、かなり精製されている。

R土師器鍋 (40・41・42) (40)は、やや原手で

I I縁部が外反し、口縁端部がつまみ出されて断面三

角形となる。 1本部内外面に刷毛調整が認められる。

推定口径23.4cmである。色調淡褐色で、外面に煤が

付行している。胎上は、並で径 1mm程度の砂粒を含

む。焼成は良好である。 A-V-mである。

(41)は、斜め上方に長く引き出された後、口縁端



部が内側につまみ出されて断面三角形となる。 f本部

外面には 1.2cm幅で 4条のハケ目を持つ原体で横方

向に調整されている。胴部にかけてはさらに縦方向

の刷毛調整がされている。胴部外面には、すすが付杵

している。 AN-I類である。 16世紀前半の所産か。

(42)は、外反しつつ斜め上方に立ち上がった LJ縁

部がその端部をk方に引き上げられ断面ー．．角形とな

る。 [J縁部は、横ナデされ、頸部には、刷毛調整が

される。 AVIー m類で、 16世紀前半に比定される。

⑦茶釜型鍋BVI―l類 (43) 薄手で内傾しつつ

直線的に立ち上がる頸部は、その外面を縦方向に刷

毛調整されている。 rI縁部は、内側につまみ出され

ている。さらに口縁部外側には、突帯状の段がつく。

色調茶褐色を屋し、胎土は精良で金雲母を含む。焼

成は、硬い。

⑧土師器土釜 (44~47) (44)は、口径19.2cmを

はかる小型の土釜である。内傾しつつ立ち上がる [J

縁部は、内側につまみ出された後外t方に引き上げ

られ、 I: 端面を持つ。イ本部の調整は不明である。色

調淡黄褐色を呈し、胎土には 0.5~lmm程度の砂粒

を含む。焼成は、良好。外面に煤が付行している。

土釜A-VIs類で16世紀の所産か。

(45)は、口縁部が内傾し、端部が外側につまみ出

されて突帯状の段を作るもので、 1本部は張り球状を

足する。 f本部外面は、横方向に刷毛闊整される。 r1

径18.8cmの小型の個体である。色調淡黄褐色を屋し、

胎土、焼成ともに良好である。土釜AV-s類である。

(46)は、頸部が短く直立している。鍔がほぼ真横

にはりつけられている。胴部外面の刷毛調整がてい

ねいである。色調淡橙褐色を呈し、胎士には砂粒を

含む。焼成は硬い。外面には、煤が付着している。

土釜 BV-m類である。 15世紀の所産である。

(47)は、口径33.0cmの法拭の大きい羽釜である。

内舟しつつ立ち卜.がったr1縁部は、横ナデされて内

側に面を持つ。 rJ縁部外側には貼り付け突帯がつけ

られている。口縁部に比べて、鍔部が短い。胴部外

面は、原体輻 1.5cmで 7本l単位のハケ調整が横方

向にされる。色調淡橙褐色を呈し、胎土は精良で金

雲母• 白色砂を含む。焼成は硬い。士釜CVI― l類

である。

⑨瀬戸産卸皿 (48・49) (48)は、底部径 7.Ocm 

-28-

と小ぶりである。釉は、安定せず剥落箇所が多い。

色調は、 I仮緑色である。胎士は、淡灰色である。焼

成は硬い。内面に、ヘラ状工具で卸し目をつけてい

る。瀬戸産で長曽窯併行15世紀前半と考えられる。

(49)は、底部径11.6cmと大ぶりである。腰部の立

ち上がりが、 (48) に比べてゆるやかである。釉は、

黄緑色を旦し安定している。胎上は、暗黄灰色で、

黒色微砂、白色砂が含まれている。ヘラ状工具で卸

Hがつけられている。 15世紀前半と考えられる。

⑲灰釉盤 (55 56) いすれも横にひろがり、内

側に段のある［］縁部を持つ。釉の色調は、淡黄灰色、

胎土は、黄f仮色である。焼成は、良好である。 [:_J径

は、 26~27cmである。やや小ぶりであり、底部内面

に卸し Hがある可能性もある。 15世紀前半の所産。

⑪灰釉縁釉皿 (51) ロクロ成形で底部に糸切痕

が残る。口縁部がやや外反する。 fI径10.5cm、底部

径 5.0cm。色調灰色で、口縁部のみに淡灰緑色の釉

がつけられている。胎土は良好で、焼成は硬い。 15

世紀後半の所産であろう。

⑫灰釉尊式花瓶 (52) 底部のみ残存し、径 8.5

cmである。底部の僻壁は）ばく、腰部は薄く引き出さ

れている。底部にはロクロ阿転による糸切痕が残る。

釉の色は淡灰緑色で、胎土の色は、淡灰緑色である。

胎士は良好で、黒色微砂、臼色砂を含む。焼成は、

良好である。 15世紀中葉の所産である。

⑬灰釉平椀 (53・54) (53)は、[]縁部のみ残存

し、口径16.0cmである。斜めt方にゆるやかに引き

出された後、 rI縁部がやや外反して終る。釉は、体

部外面半分までかかる。釉の色は、淡黄灰緑色であ

る。胎上は、淡｝仮色で精良であり、白色砂を含んで

いる。焼成は硬い。

(54)は、径 5.0cmの平椀底部である。削り出し

高台である。釉の色は、淡黄灰緑色で、胎土は灰色

である。いずれも 15世紀代の所産である。

⑭天目茶椀 (50) 底部径 4.5cm。底部は、けず

り出し高台である。釉は、 J厚くかかり漆黒色で安定

している。胎土は、精良で淡黄臼色を呈する。焼成

は、堅緻である。

⑮信楽産摺鉢 (57~59) (57)は、 LJ縁部が斜め

上方に引き出された後外反する。 LJ縁部のみの小片

であるが、片口が残存している。口径27.6cmであるっ
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内面には、幅 1.5cmで 5条 l単位の揺uを持つ。間

隔は不明。色調橙褐色で、胎上は並である。胎土に

は、金雲屈、白色砂、赤色砂を含む。焼成は、軟質

である。古市遺跡Q-V類であり、時期は15世紀後

半と考えている。

(58)は、底部のみ残存し、底部径15cmである。内

面に幅 8mmで 5本の揺目が施されている。底部内面

には、使用痕が残る。色調淡乳褐色を呈し、胎土は

並で、長石、石英がみられる。 Q-V類であり、 15

世紀後半の所産か。

(59)は、外面に縦方向のハケ IJがある。径13cmの

底部から腰部は、斜め卜．方に直線的に立ち卜がる。

揺目は、 2cm幅で 5条が l単位である。色調淡黄褐

色で胎土は、良好である。胎tに白色砂を含む。焼

成は硬い。 T-V類であり、 15世紀後半に比定できる。

⑯摺鉢 (65) 口縁部が外反し、内面には指圧に

よる沈線がつく。口径39.4cmである。色調黄褐色で

胎士は、良好で日色砂を含む。焼成は硬い。

⑰常滑産捏鉢 (60-63) (60)は、やや外反して

立ち上がったrJ縁部が、その端部を卜]勺こつまみ出

されている。 t端部の方がより長く伸びている。 LJ

縁部内面に、竹管状の施文工具で 3つの円を印刻し

ている。片口部分が残っている。外面暗茶褐色、内

面濁茶褐色である。胎上には黒色微砂を含み、焼成

は堅緻である。 15世紀後半の所産であろう。

(61)は、推定LJ径35cmで、 u縁端部が両端に圧延

される。 (60) に比べて（本部の傾斜が緩くなる。色調

茶褐色である。胎土は並で、白色砂を含む。焼成は、

並である。 16世紀代の所廂である。

(62)は、口径39.8cmを測る大ぶりのもので、 rI縁

端部には、指による 2条の沈線がみられる。 f本部内

面は、ていねいにナデ調整されている。外面は、刷

毛状工具で調整され、その後にナデ消されている。

色調外面赤褐色、内面暗褐色で、胎士は良好である。

焼成は堅緻。他の S024遺物とは離れた箇所で発見

されており混人と考えられる。 17世紀代の所産か。

⑱山茶椀系練鉢 (64) はりつけ高台で、高台は

やや高い。断面三角形を里する。内面下方部には、

使用痕がある。色調灰色で、胎士は良質である。胎

土に白色砂を含む。焼成は、良好である。 13世紀後

半から 14世紀初頭の所産であろう

-30-

2 . 包含層出土遺物

1) 縄文時代

①縄文時代後期の土器 (66~72) 6(66)は、深鉢

である。ゆるやかに外反しつつ立ち卜．がる [J縁部は、そ

の端部がやや肥麻して丸く終わる。fI縁部内面には、沈

線が引かれている。外面には、 3cm輻で 2条の沈線

が引かれている。外面には、一面に RItの縄文が

施される。色調は、外面暗褐色で、内面淡褐色を吊

する。外面に煤が付行している。胎tは、良質で金

雲情・臼色砂を含む。焼成は、良始である。堀之内

I式併行と考えている。

(67)は、径11cmの縄文土器深鉢の底部である。網

代痕をかすかに残す底部から、腰部がり狙く外反して

立ち卜.がる。外面を板状I具で横方向に削ってい

る。色調淡褐色を足し、胎士に金雲母• 赤色粘士

を含む。焼成は、良好である。この個体は、 (66) と

共に F区北より出上しており、同→個体である可能

性もある。堀之内 l式併行であろう。

(68) ・ (69)は、縄文時代浅鉢である。共に F区

包含層から出土している。地に縄文を施し、 3ない

し4条の平行する沈線により文様帯を区画している。

色調は、褐色を足する。胎上は良質で金冥母・ fl色

砂を含む。焼成は硬い。

(70)は、色調暗茶褐色を呈する深鉢である。やや

外側にふくらむ体部に 5条の沈線が、山形に施され

ている。胎土には、日色砂を多く含む。焼成は、堅

緻である。

(71)は、左 Fがりのやや細い縄文を施す小片であ

る。色調黒褐色を屋し、胎土は精良で金雲母を含む。

焼成は、堅緻である。

(72)は、左下がりのやや荒い縄文を施す小片で、

色調濁褐色を屋する。胎土は、良質で金雲母を含む。

(73)は、外反する I1縁部を持ち、 fI縁内面には、

沈線が施されている。 rI縁上端面に刻み Hがある。

器面は、横方向のミガキ調整がなされる。

(76) ・ (77)は、無文の深鉢である。 (76) は、や

や小さく推定口径24cmである。 (77) に比べてやや粗

製である。[]縁部は、ゆるく外反し端面がやや角ば

る。色調濁！仮褐色を堪し、胎土に長石• 石英• 金雲



-
.
 

,
＇_1—
」

.

、

`

.

J

`

9

J

が

.

`

『
ヽ
•
"

.• 

t
g
'
-
」
}
"

J. 

、
そ

，ヽべハ‘・し・'[ふ？？

．．
 
r・" 

J
 .

.

 

9
,
b●
、
'
、
•
•
ふ
ハ

.

.

 

`
 

.，‘’[ 

.̀ ＾
 

,
9

ヽ

．

．

 

・

鴫

．． 

9,~ 

．．
 

,・ 
•  ̀

｀
 

4
,
‘
,
｀
,
 ヽ ヽ＼ ヽ

/ 66 

ぷ..'.',.: ． --~.., ~. 
ヽ• メ. <.:.・. 

• ,.、
， 

● ..... ...... :、；`,_.,', ..'.、.、．． 
ぶ^．ゞ、 9

4 、"'.、·-~--・'"'・,;.. 心. ・- >•.'•, .. 
,i.¥: ・;. ; ・`．．ヽ,,;>¥『
- t~ '.,.. .. , 、__,;-, 

. . . 
j:、芯‘ふ.;•1·.:;_ 

、し、・→

-~:::-~
｛ぷ 'I'..:::•. ,.., 炉.... ， 

．．ヽ o・
. .,.. ,'".•"-" 

. . ・疇 9 -~..,;,., .,,; ヽ ：・.-....'.,』‘’

,．` が...··-.:-•'_ .......... , ..... .. 
.·-i• 、~.·....・・-・,，，.. , ., . .'.. ・・・・・.'.. -.... ,.,. 
-""'.)'・←

, ,. ヽ.. -・. ・...,.,.~. 
.... .,,~a-& ... ~.J: :~ ， 

•、 'r:-ヽ子．
ノ・ ． ~-. .. ・．．．．、・ヤ‘ぐバ
、,.-'."-ー：9ー』●ら、.:-,・",../

ふよャ、ソ ＇`68 

•9, 

‘、

9
9・ヽ．`ィh

i
・

.̀, ．．．．． 
‘:．．
9
A
.
9
.
 

ヽ

ヽ
曇
•
‘
'
,
』

.,・,4 

ー
ぷ
谷
望

.• 

t
”¥＞

9̀
'
’
 

I

/
；‘ 

r
;‘-
L
・
 

.:`
？り・'•.. 

)
 

切ぃ’

.’
 •• 

＊
 

`
•
ノ
”.
l
'

‘
`
.
'
＊
．
 

ノ
”
沿
．
ふ
‘
—
;

rt心
位
翠
·
り
•
)

3

9ヽ
” 
----彎..

ヽ,. ..... --鼻9ヽ ・・
(.,---・ ぢ.:..... ―̀ . . ... -.. ~······ , . . ..... . .,.,.,.、..:. ·'.'"''·-~ ... 

・,--・ .• ぞ C・',
.'ー・. • ・.,-

• ,•· —·、.．．． .... 
; . .'.. ~.. -. .』.・..・ヽ.、.., ·-~·.... •べ,.. 
ヽ. .,  ,・,・・・. • ... 
心’•. .. ・,,.,. ・，． ．． ． ．・・’ .t,.・.. ・,・・・ ・.,.・,・-. ・•.,. :._ .... ...;c; ・, • ・．．. :r _,.,~. 一........ ‘ ・・-・ .... 

・・. . . . ・.・... . . ........ ・, ．、c:ヽ し

＇ 
・ヽ:・-・:::::.・: JT-,,・::-:., ••• -,, .. , ・....--. むふ-→, .. 

，ヽ；芯c,・.・..,. •. ・; :-: .. , 
立：：':::..、..・.・、

・.•、.
. . .-.-•. ・. / •· ! ' • ・・・‘ .' .ヽ. ， 

, ..• ・, に.,. .. ,, ・. _ .... •.• ヽ．,． ’こ_.,.•. ~- •. ベ•一・、...._ ．ヽ•ベ―、..• . . • ...、-・・-'..  . . .., .・ ~ . . . . ........ , 
● ・. st ... , .•. ,. 

.. ,.. ,. 

、

ー
1

ー

1

.

.

 

l9: 

的
，
 
ヽ＇ 

ー
ロ
ー

゜5-ヽ`
 
．
 

．
 9

，ヽ
’

9

C

 

．．
 

，
 ．．
 

,．,., 
．
 

.1..

'
"5•

— t
 

[
i
.
i
q
.
J
 

... ̀
J-
‘" 

'
-
,
 ．
 ．
 

.̀
' 
.• 

f

しヽ・ー・

e

s
 

6
 

、,
9
•
2
•

3. 

`

.

9

r

`

J

、
,
.

,
t
9
.
 

[

・

-

l

バ

ì．
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母・赤色士を含む。焼成は、やや軟。 (77) は、外反

する口縁部を持つ。内外面とも横方向にヘラミガキ

がなされる。色調は、暗褐色である。胎土に細い長

石• 石英・金雲址を含む。金雲母も目立つ。焼成は、

堅緻である。

②縄文時代晩期の土器 (74)は、横方向に条痕が

施される甕の胴部である。1.3cm幅で 5条の条痕がつ

く。原体は貝殻であろう。色調淡褐色を旦し、胎上

に長石、石英、赤色粘上、金雲母を含む。焼成は並

である。

(75)は、 lI縁端に 2条の突帯を持つ。（突帯をつけ

た後、条痕施文具でその突帯を横方向に 2分してい

る。内外面に荒い条痕が、施されている。まず右ド

りに条痕が施され、次に左下りに条痕が施されてい

る。色調暗褐色で、胎土に金雲母• 長石• 石英を含

む。焼成は、堅徴である。

2) 弥生時代の遺物

①弥生時代中期土器(78) 甕の底部である。色調

暗茶褐色を足し、胎上に白色砂を含む。底部は、ケ

ズリ調整によりやや上底となる。腰部は、内弯しつ

つ立ち上がる。縦方向にハケ調整がみられる。

3) 平安時代～鎌倉時代の遺物

①黒色土器 (79~82) (79)は、ゆるやかに立ち

I・. がる腰部と、外反し先尖りとなる IJ縁部を持つ。

内外面ともに棒状工具によるミガキが認められる。

口縁部内面には、細いハケ調整がみられる。壁壁が

薄いのは、外面をケズっているためである。色調内

面黒色、外面赤褐色である。胎土は、精製されてお

り、金雲母を含む。焼成は良好。黒色t器A類であ

る。試掘坑No.28の上琺から出土している。 10世紀後

半の所産であろう。°

(80)は、 (79) と同様の特徴を持つが、 f]縁部の尖

りが、ややゆるい。内外面とも黒色である。胎土、

焼成ともに良好である。 (79) と同じ試掘坑No.28の士

琺出tである。黒色上料 B類である。 10世紀後半の

所産であろう。

(81・82)は、共に黒色土器の高台部である。底部

内面の周囲をヘラ磨きし、内面を平行線状にヘラ磨き

している。色調内面黒灰色で、胎土・焼成ともに良

-32-

好である。推定底部径は、 6cm前後をはかる。高台

は、斜めに立ち卜がりかなり高い。試掘抗No28J:t広

出土である。

②瓦器椀 (83・84・85) (83)は、ゆるやかに 1/.

ち上がり LJ縁部がやや外反する。内面にヘラ磨ぎか

されている。外面にもわずかにヘラ磨きが残る。推

定rl径16cmで、色調黒灰色を呈する。胎土は、良質
⑨ 

で均質である。焼成も良好である。川越編年の川段

階A型式で13世紀前半に位潰づけられよう。

(84) ・ (85)は、断面こ角形のはりつけ点i台を持

つ。両者とも器壁が荒れているため調整は不明であ

る。底部径は、 (84) が 4.8cm、(85) が径 9cmである。

瓦質の黒い部分が剥離している。胎上は、孔臼色で

均質である。焼成は並である。瓦料は、この 3}, 月の

みであり、 (83) がEl/、(84) ・ (85) がFlメ．．から出

士した。

®土師器甕•鍋 (86~90) (86) は、推定[l径18

cmの甕である。頸部から引き出された r1縁部は、く

の字に外反する。 LJ縁部端面は、内側につまみ出さ

れて先が尖る。口縁部内外面ともハケ状工具による

調整がされ、その後横ナデにより仕 tげられている。

胴部内外面には、ハケ調整される。色調淡褐色を屋

し、胎土は良好で細砂を含む。焼成堅緻である。試

掘坑No28上拡より出土している。斎宮編年 SE 31・ 

34併行で10世紀末葉と考えられる。新田編年N-1

段階。

(87)は、［］径14.6cmの小型の甕である。張りのあ

る胴部から頸部は、直線的に立ち上がり、口縁部は

斜め k方に直線的に引ぎ出され先細る。謡壁が荒れ

ているため調整痕は不明である。色調濁茶褐色を足

し、胎七・焼成ともに良好である。 10冊紀後半の所
⑲ 

産である。新田編年の平安N-1段階に位骰づけら

れる。試掘抗No.28上琺より出土している。

(88)は、推定rI径30cmをはかる。[]縁部が、わら

び手状に丸くなり、 rJ縁部は、横ナデにより仕 Lげ

られている。胴部内外面に、指頭圧痕が残る。斎宮

跡の第45次 SK27と類似しており 12世紀中葉と考え

ている。鍋AIIー 2類である。

(89)は、直径30cmでわらび手状に立ち tがった[I 

縁部が、 t方より圧延されて上端面を持つ。色調濁

褐色を呈し、胎土・焼成ともに良好である。鍋AII 
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類である。

(90)は、直径31cmでやや扁平な折り返えし lJ縁を

持つ。色調橙褐色を呈し、胎土・焼成ともに良好で

ある。鍋A-III― l類である。 13世紀前半に比定で

きよう。

④土師器皿 (91-94) (91)は、 LJ径15.4cm、僻

高 2.5cmの土師器皿である。器壁が！？く、 n縁部が

肥摩する。色調褐色を呈し、胎上は良好である。焼

成は並。 Eli包含層出土。斎宮編年 S03052併行で

ある。土師器皿BIIー 2類で12世紀中葉に位韻づく。

(92)は、上師器皿で径11.0cmである。色調淡橙褐

色を呈し、胎土・焼成ともに良好である。口縁部横

ナデ・下半部には指頭圧痕が残る。

(93)は、やや!'{.手で、斜め上方に引き出される。

先端部は、先細る。色調橙褐色、胎土良、焼成良で

ある。 [J径 9.4cm。 E区包含層出土。 CII類である。

(94)は、口径 9.8cmでやや原手の個体である。ロ

縁部は、やや外反する。色調橙褐色、胎土良、焼成

良である。 E区包含層出上である。 12世紀中葉の所

産であろう。 CII -2類である。

⑤山茶椀 (95-102) (95・97・99・98) は、 E

35区地上直上で菫なった状態で出土したものである。

いずれも口径16cm程度で、器高が 5.5cm-7 cm内に

おさまるものである。肉厚の底部から腰部が張って

弯曲しながら立ち卜.がる。口縁部は、外反してやや

先細りになる。色調は、いずれも淡灰色で良質の胎

土には白色砂を含む。 (95) は、やや器高が低く高台

に籾殻痕が残る。底部外面をナデ消した後高台をは

りつけている。焼けひずみがある。 (97) は、底部が

原く、高台部外面に籾殻痕が残る。 (99) は、口縁部

の外反が、他の個体に比べて強い。 (98) は、はりつ

け高台の形がやや甘いが、底部外面をナデ消してい
⑪ 

る。これらは、藤澤編年のIIー 4段陪に位渥づけら

れ、 12世紀末葉のものである。

(96)は、口径15.6cm、器高 5.0cmである。薄手で、

［］縁部が強く外反する。底部の調整は、糸切痕をナ

デ消している。色調淡灰色を呈し、胎士に白色砂、

黒色砂を含む。藤澤編年の IIIー 6段階に比定でき、

13世紀前半と考えられる。

(100)は、 F区pit41より出土した。底部径 7.4 cm 

で、糸切痕をナデ消した底部にはりつけ高台をつけ

-34-

ている。色調灰色を呈し、良質の胎上には白色砂を

含む。藤澤編年のIIー 4段附で12棋紀末葉のもので

あろう。

(101)は、底部5.8cmをはかる。底部外面には、糸

切痕が残る。藤澤編年N-9段階で14世紀初頭のも

のであろう。

(102)は、 rJ径13.4cmで口縁部がやや肥I厚する。色

調明灰色、胎上・焼成ともに良好である。 A区包含

層出土。藤澤編年N-9段附で14世紀初頭のもので

あろう。

R青磁椀 (103) 鏑蓮弁青磁椀である。rJ径16.4

cmで、鉛蓮弁が大きい。釉の色はJ仮緑色で、胎上は

灰白色である。胎士は良質で、焼成は硬い。森田分

類の龍泉窯系青磁椀 I-5類である。 14世紀初頭の

所産

4) 室町時代～江戸時代の遺物

①土師器皿D-V類 (104~105) 口径14cm前後

で器高2.2cm~2. 4cm。扁平な底部から外杏しつつ立

ち卜.がった後、口縁部は外反し先端が真 Lに尖る。

色調淡橙褐色～淡乳褐色。胎tは、精良で均質であ

る。焼成は、良好である。

②土師器皿 B-V類 (106~107) 薄 fで扁平な底

部から其 tに内笞気味に引き出された fI縁部は、そ

の先端が先細る。色調乳褐色を星し、胎士・焼成と

もに良好である。

③土師器小皿8-Vs類 (108) 土師料皿B-Vn

類とセットになるもので、同様に扁平な底部と直立

し先細る口縁部を持つ。色調乳褐色を屋し、胎士・

焼成ともに良好である。 15世紀末葉から16世紀代の

所産。

④土師器小皿c-v類 (109、llO) 径約 7cmで

あり、左手手法により成形されている。 fI縁部は、

横ナデされて先尖りになる。色調乳褐色、胎上・焼

成ともに良好である。 15世紀末葉から 16世紀前半の

所産。

⑤土師器鍋A-Vm類 (lll) r1縁部が外反し、

折り曲げられて扁平となっている。径22.6cmである。

1本部外面に刷毛目が施される。 C区包含層出土。 15

世紀末葉から 16世紀前半の所産。
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R土師器茶釜CVI― l類 (112) L-J径18cmであ

りやや外反して直立する長い[J縁部と、球状の体部

を持つ。鍔部は短く、斜め k方にはりつけられてい

る。

⑦土師器土釜 EVI―m類 (113) 内傾しつつ立

ち上がった fl縁部は、その先端をつまみ出され、内

側に明瞭な沈線を持つ。鍔部は、はりつけられてお

り、斜め上方に伸びる。器壁は、やや厚手である。

体部外面には刷毛調整がなされている。色調橙褐色

を呈し、胎土は良質で赤色土、白色微砂を含む。焼

成は良好である。

⑧土釜BVIー m類 (114) r 1縁部が内傾し、[J 

縁端部は、両側につまみ出されて上端面を持つ。 [J

径23cm鍔部は、斜め上方にはりつけられている。体

部外面には、横方向の刷毛調整がなされている。色

調乳褐色で、胎土は均質である。焼成は良好である。

⑨土釜DVI―m類 (115・116) 非常に薄手で、

直立する［］縁部は、やや内側につまみ出され、狭い

上端面を持つ。色調は、乳褐色で、胎土は均質であ

る。焼成は良好である。体部外面には、刷毛調整が

なされている。口径は、 (115) が25cm、(116) が22cm

である。

⑲土釜CV―釦類 (117) 口縁部が内傾し、ロ

縁端部は折り返されて突帯状となる。口縁部外面は

横方向に刷毛調整される。口径30cmで大型である。

色調淡黄褐色で、胎土は精良である。焼成は硬い。

⑪土釜AVI―m類 (118) r1縁が内傾した後、

強くつまみ出されて、 I: 端面と外に出る稜を持つ。

色調淡黄褐色で、胎土は精良。焼成は硬い。

⑫常滑産水指 (119・120) (119) は、口縁部が

圧延され、強く横ナデされている。口径18.4cm。色

調暗茶褐色、胎土は良好で白色砂を含む。焼成は、

良好である。

(120)は、底部で径11.0cmである。平底の底部は、

ケズリ調整がされている。色調暗茶褐色で、胎上は

良好で白色砂を含む。焼成は、良好である。いずれ

も16世紀の所産であろう。

⑬信楽産甕 (121) 外反する口縁部を持つ。ロ

径29cm。色調茶褐色。胎土中に多くの長石質白砂を

含む。焼成は硬い。 15世紀代の所産。

⑭信楽産摺鉢~(125~130) (125) は、軟質の揺
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鉢である。 rJ縁部が外反し、やや肥厚する。外面に

刷毛Hをナデ消した跡がみとめられる。内面に揺目

は認められず、 2条のヘラ判り痕が残る。色調茶褐

色で、胎tは並である。胎士に白色砂を含む。焼成

は、軟質である。 C区出七。古rH遺跡における P-

V類である。 15世紀後半の所産か。 ドり合遺跡 (49)

に類似する。

(126) は、!l縁端面が外反する。片!Jの揺鉢で内

面には、 4条 1単位で原体幅 1.5cmの揺Hが施され

る。色調淡褐色で、胎土は良好である。胎士には、

白色砂を含む3 焼成は、良好である。 Q-V類であ

る。

(127) は、 LJ縁部端が圧延され、 L端面を持つ。

内面には帷い横ナデによる [U]面がある。 r1径28cm。

内面には幅 1.2cmで 5条の揺目がつく。色調淡褐色。

胎土は良質で、焼成も良好。 s-v1 -2類である。

(128) は、口縁部がやや直立し、角ばった/-.端面

を持つ。口径29cm。揺Hは太く 4条である。色調橙

褐色、胎土は良質で金雲母を含む。焼成は、やや軟。

R-V類である。

(129) は、揺鉢底部である。外面にたて方向のハ

ケ調整が施されている。内面には、 2cm輻で 5条 1

単位の卸 H が10条 ~12条施される。色調暗褐色であ

る。胎士は並で、臼色砂、金雲址を含む。 T-V類

である。

(130) は、［］縁部端面が段状をなす。 f本部外面に

はハケ調整がなされる。 lI径348cm。色調濁褐色、

胎士は良好である。焼成は良好。 T-VI類である。

⑮常滑産捏鉢 (131~133) (131) は、 lI縁端部

が、両側に圧延され中央部が凹む。先端は、両側に

先細る。口径36cm。色調暗褐色、胎土は良好で(I色

砂を含む。焼成は良。 15泄紀後半の所産であろう。

(132) は、やや外反する口縁部は、その先端が卜．

方に引き出される。推定r1径31cm。色調赤茶褐色、

胎士は良好である。焼成は硬い。 16世紀後半の所産

か。

(133) は、常滑産捏鉢である。斜め k方に直線的

に立ち上がり、 fj縁部はその端面がつまみ出される。

内面には使用痕跡がある。外面 F端には、指頭圧痕

が密に残る。[J径31cm。16世紀後半の所産か。

⑯瀬戸産灰釉盤 (134・135) (134) は、灰釉盤



の底部である。盤には足が 3個つくものと推定され

る。底部径11.2cm。色調暗褐色。胎土は、均質であ

る。焼成は、良好。 C区出土。 15祉紀代の所産であ

る。

(135) は、灰釉盤の体部である。内外面ともに淡

灰緑色の釉がかかる。胎士は良好で、焼成は硬い。

c区出土、 15世紀代の所産である。

⑰瀬戸産摺鉢 (136~138) (136) は、 r1縁部が

玉縁状になる。 r1径28.4cm。釉の色は、茶褐色。胎

tは、黄褐色でやや軟質である。焼成は、良好であ

る。 16世紀末葉から 17世紀前半の所産であろう。

(137) は、 r1縁部が外反した後、直立し肥原する。

I I径30.4cm。釉の色は、茶褐色。胎土は、褐白色で

並。焼成は、やや軟である。 17世紀代の所産であろ

゜
二つ

(138) は、口縁部が直立し、外縁部に指圧による

2条の凹線がつく。 II径32cm。釉は茶褐色、胎土

は褐白色である。 17枇紀以降の所産であろう。
⑬ 

⑱瀬戸産灰釉四耳壺 (139) 淡灰緑色の釉がか

かっている。肩部は、丸味を帯びている。耳部は、

貼り付けられ、ほとんど1本部と密杵している。肩部

と頸部の間に櫛描きによる一・t 条の線が描かれている。

胎f:は、良質でFl色砂を含む。焼成は硬い。 C区か

ら出上している。

⑲灰釉鉢 (146) 糸切り痕を残す平底から腰部

は、ゆるやかに張り出す。内面には淡灰緑色の釉が

一面にかかっている。外面底部付近に釉の垂れた跡

が残る。底部内面には、 4条の同心円状櫛描文が施

されている。釉は、淡灰緑色。胎士は灰色で白色砂

を含む。 15世紀代の所産である。

⑳瀬戸•美濃産印花文灰釉丸皿 (142) 底部は、

削り出し高台で径 6.4cmである。釉は、底部内外

面にかけられている。底部外面に重ね焼きの円形の

痕跡が残る。底部内面には直径 3.6cmで推定16花

弁の印花が刻印されている。釉の色調は、灰緑色で

ある。胎土は、良好である。焼成は硬い。 16世紀後

半の所廂であろう。

⑪鉄釉皿 (143・144) (143) は、平底の底部を

持つ鉄釉皿である。底部径 4.4cm。底部内面に重ね

焼痕が残る。釉は、濁褐色である。胎士は灰色で良

質。焼成は並である。 18世紀後半の所産か。

(144) は、径 8.4cmの鉄釉皿である。口縁部は、

ゆるやかに斜め上方に引き出される。釉の色は、茶

褐色である。胎士は、 J仮色で良好。焼成は硬い。 18

世紀以降のものであろう。

⑫鉄釉絵付皿 (145) ケズリ出し高台の底部か

ら、[J縁部はやや外反しながら立ち I:がる。口径10.8

cm、底部径6.8cm、器高2.2cmである。底部内面には、

褐灰色の釉で 3条の同心円状の線が引かれている。

胎士は、灰白色で良質である。焼成は硬い。

⑬天目茶椀 (147) 底部径 4.8cm。高台は、削

り出し高台で高台高 1.0cmである。釉の色は、漆黒

色である。外面は底部付近まで釉が垂れている。胎

土は、淡乳臼色で精良であり鉄分微砂を含む。焼成

は、堅緻である。

⑭万古焼椀 (148) ケズリ出し高台で底部が三

日月状になる。底部径 9.0cm。釉は、外面大胴部ま

でかかる。釉の色は、褐緑色である。胎上は、暗褐

色で良質である。焼成は硬い。 19世紀以降の所産。

⑳その他の施釉陶器 (149) は落し蓋である。

外径11.2cm。薄手で口縁部が垂直に出ている。

(150) は、足付き壺である。腰部が丸味を持って

立ち tがり、外面に鉄釉がかけられている。底部15

cm。釉の色は、黒褐色である。胎土は、乳白色で精

良である。焼成は硬い。

(151) は、椀底部である。やや外張りになる高台

は、削り出し高台である。底部径 4.6cmである。

底部内面に漆黒色の鉄釉がかかっている。

(152) は、椀である。直立する削り出し高台を

持つ。底部内面には、鉄釉で梅の花弁が 2つ、群青

色の釉で枝が 3本手描きされている。釉の色は、黄

灰緑色である。胎土は良好である。焼成は良好であ

る。 19世紀前半のもの。

(153) は、窯道具である。平底で底部径20cmであ

る。体部は、薄手で外部は、ロクロ成形の後、下半

をけずっている。

5) 石製品・瓦•金属製品・銭貸

①砥石 (153・154) いずれも砂岩製で、酸化物を

多く含むためか赤褐色を屋する。 (153) は、長辺18.4

cm、幅11.0cmで 2面を使用している。幅11.0cmの面

を縦方向に使用した痕跡が残る。 B区包含層出土。
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(154) は、砂岩の粒[-が非常に細く、使用面が光沢

を持つ。砥石臼体の摩耗も少ない。残存表15.2cm、

幅 7.4 cmである。 A区出土。

②石硯 (155) 幅 4cm、残存長5.0cm、原さ 8mm

である。長方形で約 4mmの深さに硯部はけずり込

まれている。色調褐色で、粘板岩製である。

R石臼 (156・157) (157) は、径27cm、高さ 7.3

cmである。色調緑褐色の砂岩製で、砂粒が非常に細

＜硬い。地元では伊勢木石と呼んでいる。側面は、

底部よりやや外反気味に立ち上がる。側面には敲打

痕が残り、荒仕 kげの状態である。 K端面は内側に

傾斜しており、研磨されている。内面側面には敲打

痕が残り、荒仕い氏の状態である。底部は、凹面状

で、推定 6~7 条 l 単位の溝が、敲打され刻まれて

いる。溝の幅 4~5mm、溝間隔 1.2 cmである。刻み

Hは、 2単位残っているが、推定 8分画と考えられ

る。側面には、「横打込み式引き手」用の穴が穿たれ

ている。 A区 SD4出上。

(157) は、花尚岩製の上臼未製品である。径29cm

で高さは、 13cmである。十雁iは、2.5cm輻で研磨され

ている。 卜部内面は、荒仕 Kげである。「殻落し」の

穴がみられ、径 5cmをはかる。しかしド部までの穿

孔は、残っていない。底部に研磨された痕跡はある

が、刻み目が皆無なので未製品とした。 S024出上。

④五輪塔•空風輪 (158) 花尚岩製で推定高18.0

cmである。幅は、空輪部11.6cm・風輪部12.0cmであ

る。扶部は、推定高 1cm、幅 3.6cmである。空輪項

部には敲打痕が残る。空輪部・風輪部の境及び風輪

部下輪にも敲打痕が残る。その他の部分は、研磨し

ている。 B区 S018出土。16世紀代の所産であろう。

⑤五輪塔火輪 (159) 幅20.6cm、高さ 13.8cmで、

上面輻 9cmである。扶り部径 4.6cm、深さ 1.4cmで

ある。反り部分は、強くはない。花尚岩製である。

C区 S024出上。 15世紀末~16世紀代の所産であろう。

4. 結

1 • 遺 構

今回の調査は幅 2mの排水路部分に限られていた

ため、遺跡の全容をつかむことはできなかった。し
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R化粧石 (160) 残存長18cm、幅11.8cmである。

断面隅丸の平たい長方形で、 J:面と側面を研磨して

仕卜＾げている。材質は、砂岩である。C区 SD24出士。

⑦平瓦 (161・162) (161)は、 K面に布目が残

り、下面はたたきとヘラケズリしている。l'tさは、

約 2cmである。色調明灰色、胎土は良質で白色微砂

を含む。焼成は良好である。 C[K出土。

(162) は、上面に布目が残る。下面には叩き目と

ヘラケズリとなで消し痕が残る。府．さは、約 2cmで

ある。色調淡橙褐色で、胎上は良質で白色微砂を含

む。焼成は、良好である。 C区 S019出土である。

⑧鉄鉾 (163) 色調暗黒褐色、長さ 9cm、輻 4.2

cmである。重鼠は、225gである。 Al6出土。

⑨刀子 (164) 長さ 10.8cm、幅 2.4cm。刀身は、

断面二角形である。柄部分も残っており長さ 4.0cm、

幅 1.6cmである。色調は、茶褐色である。材質は、

鉄製。

⑲鉄製工具 (165) 用途不明。断面観察の結果、

4・5回以Kの鍛造痕が見えた。最大幅 8.4cm、残

存表 8.7cmである。 A-A'断面にみるように内側に

向って反っている。 Cl~S 024出土。

⑨銭貨 (166~171) 試掘抗No.2土琺の炭混りの

埋土より出土した。北宋•南宋銭である。 (166) は、慶

元通宝である。初鋳は、 1195年である。

(167) は、元祐通宝である。北末銭で初鋳は1086

年である。簗書である。径 2.3cm。方孔の一辺は、

6mmである。

(168) は、元祐通宝である。径 2.3cm。方孔の一

辺は、 7mmである。

(169) は、景徳元宝である。北宋銭で、初鋳は、

1044年である。径 2.4cm、方孔の—•辺は 6mmである。

(170)・(171) は、接行状態であった。 (170)は、径

2.4cm、}j孔径 6mmである。 (171)は、径 2.3cm、方孔

径 6mmである。

（増田安生）

語

かし、 トレンチは東西約 600mにわたるため、遺跡

の広がりについては、ほぼ把握できたといえよう。

試掘およびトレンチ調査の結果、遺構は古市の段

丘面のほぼ全域に広がることが判明した。ただし、



雲出川に面するやや高位の、畑地が卓越する所では

遺構密度が低かった。それに対して、現在の古市の

集落が立地している東西に長く延びる旧河道寄りの

所で遺構の密度が高かった。おそらくは現在の巣落

と重複しているものと思われる。

ところで、 A・Bトレンチで確認されたように、

東西約30mの範囲に柱穴群が集中する所がある。

そして、それらの柱穴群を画すると思われる南北

溝が検出されている。これらのことから、溝で画さ

れた居住域が、本遺跡内にいくつか存在したことが

考えられる。

一定の範囲の中で、建て替えられながら継続した

と思われる柱穴群は、 C トレンチ SD20付近、 E ト

レンチ SA36付近、さらにその西の柱穴群にみられ

る。これらは、中世の巣落構成や構造を知るための

重要なカギとなろうが、今回の調査では全容を知る

よしもない。

各遺構の時期については、東部のA~C トレンチ

では主として室町時代後半 (15世紀末~16世紀初頭）

に比定でき、一部の石組み溝SD3、SD18、SD

23は室町時代末期 (16世紀中葉～末葉）に比定でき

よう。

一方、西部のD~F トレンチでは、遺構に伴う遺

物が少ないが、他トレンチに比べてやや時期が古く、

平安時代末から鎌倉時代初頭と考えられる遺物が出

土している。

ところで、 D トレンチで検出された略方形を星し、

覆屋をもつと考えられる竪穴状土拡の性格であるが、

おそらく掘立柱建物に付属する屋外の何らかの施設

であろう。ただ、この土砿が、より大きな規模を有

する施設の一部に含まれるものと考えることもでき
⑭ 

る。その場合、伊勢市中ノ垣外遺跡や松阪市草山遺
⑮ 

跡などで多数検出されている総柱的建物の中で南

東隅に、東西 l間X南北 2間内にほぼ収まる浅い方

形土砿をもつものとの解釈もできよう。中ノ垣外

遺跡ではこの土拡を、近世の民家の間取り例から嵌

と推定しつつ、土砿内から日常雑器類が多駄に出土

していることに注意し、他の機能を考える必要も論

じている。

一方、阿山郡大山田村山出遺跡で検出されたsx
3は、 1.2m前後の正方形で深さ 10cm弱の土坑に、
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東西1.9m X南北2.3mの 1間四方の柱穴をもつもの

であるが、これについては埋葬遺構のひとつと考え
⑯ 

ている。

古市遺跡の竪穴状土拡については、土拡内の礫に

焼けたものを含むことから、掘立柱建物に付属した

屋外の厨房施設と推定することもできる。しかし、

中ノ垣外遺跡、草山遺跡例のような総柱建物に付属

する底と考えることも可能である。

いずれにせよ、現状では不明であり、今後類例の

増加をまって検討する必要があろう。尚、この土拡

の時期であるが、土拡内からは遺物の出土はほとん

どない。埋土が、黒褐色であること、焼け石が多い

ことを付記しておく。

2 . 遺 物

①縄文時代の遺物

後期の堀ノ内 I式併行の深鉢が出上した。 LJ縁部に

に刻みHを持つもの (66)、口縁部に刻み目を持つも

の (73)、無文で内外面にミガキ調整するもの (76・
⑰ 

77) がある。周辺では、対岸の大角遺跡・馬乗岩遺

跡等で縄文時代中・後期の遺物が発見されており、

古市遺跡より 1.5 km東にある左岸河岸段丘に立地す
⑱ 

る和遅野遺跡においても後期の遺物が発見されてい

る。今回これらの遺跡群の中で空白であった古市に

おいて、縄文後期の遺物が出土したことは、当地域

における居住の占地状況を知るうえで興味深い。

晩期では、条痕系深鉢 (74・75) が出土した。(75)

は、 2条の突帯を持つ馬見塚式併行と考えられるも

のである。条痕文土器は、古市遺跡の西 500mにあ

る算所遺跡においても出土しており、今後の解明が

待たれる。なお、石器ではフレイクも数片出ている。

②弥生時代の遺物

弥生時代の遺物としては、中期の甕・壺の破片が

数点出土している。甕 (78) は、底部がやや上底に

なり、 f本部外面を刷毛調整している。壺は、図示で

きない小片であるが、胴部下半部で外部を横方向に

ヘラ磨きしている。これらは、中期も後半の特徴を
⑲ 

示している。甕底部は、大角遺跡出士甕 (4)のタ

イプに比定できよう。壺のヘラ序ぎ技法は、大角遺



⑳ ⑳ 

跡出t壺 (2). 和遅野遺跡壺A類 (46) に類似する。

③平安時代～鎌倉時代の遺物について

平安時代後半の遺物としては、試掘坑No.28のI)広

より出 Lした黒色I渇仕A類 (79)・B類 (80)・ 甕 (86)

・ 喪 (87) があげられる。これらは、斎＇；匂編年の S

E 3134併行と考えられ、 10世紀末艇に位凶づけた。

古市追跡のこの時期における、孜沸形態と（共膳形態

を知る好資料である。

この他に、牧沸形態としてあげられるのは、士師料

鍋A IIー 2類(88)・ 鍋Allー 3類 (26)・ 鍋All類 (89)

• 鍋AIll粕 (90) がある。これら鍋は、いわゆる伊

勢型鍋の範峰で把捏することができる。

供膳形態としては、上師沿皿A l類 (25)(S D 27 

出上、 IIt仕紀代に比定。）、上師料llllB IIー 2類 (91)
.iz, 

E[i亙い合）1け出上。斎f;編年SD3052f井行、 12祉紀後

半に比定し、 t師沿皿II―l類 (93)(E区包合層出

上）、上師沿llll(92)、上師料Jl!LC-IIー 2類 (94) が

あげられる。瓦淵は椀 (83・84・85) があり、川越

編年のm段附A型式に比定できる。瓦沿椀は、 3点

のみであり、山茶椀との比率は、約 5: 95程度と低

し）

゜
山茶椀は、藤澤編年 l]--4~ffi-6 段附のものが

多い少拭ではあるが、 IV-9段附で14世紀初頭に比

定でぎるものもある。

青磁椀では、鉛蓮弁村磁椀 (106) があり、森田

分栢龍泉窯系古磁椀 I-5類である。平安時代後低

から嫌倉時代の遺物について青磁の占める削合は、

1 (%に満たない。他に村磁椀 I-7類 (14) がある。

調理形態では、須恵僻系練鉢 (122・123・124)が

ある。これらは、 13t廿紀代~14世紀切頭に位:tr!tづく。

貯蔵形態にしては、須恵料甕（破片残仔）、＇常滑哨

閃~(31) がある。

④室町時代の遺物

古rli逍跡において、この時代の遺物が多数を占め

る。 SD4・SD 24 から出 I~ している多情の遺物は

屯町後期に位閥づ彦、良好な；介料である。これらを

中心に概観してみたい。

1) SD  4出土遺物

孜沸形態としては、薄 fで折り返された扁平な lJ 

縁部を持つ鍋A-V類 (11・12)・ 断面:_fり形を屋

する 8-¥1m類 (10)、fI縁端部が肥,,;:する茶釜型鍋

A類 (13) がある。

供膳形態では、灰釉平椀 (I9)、印花文青磁椀（龍

泉窯系青磁椀 I-56)、r11'磁椀 I-7類 (14) がある。

2) S D 24出土遺物

烈沸形態としては、鍋A-Vm類 (40)、鍋A-VI

-e類 (41・42)薄手が口縁端部の断面がこ角形と

なる茶釜型鍋 B-¥げ類 (43)、I1縁部が短く外に折

り返される上釜 A-¥1 s類 (44)、II縁部が外に折

り返されるが、 f本部は球形の上釜A-Vs類 (45)、

I 1縁端部が平飢で f本部が球形をなす t釜 B-Vm

類 (46)、lJ縁部が内傾し、 lI縁部外面に突帯を持つ

C -¥1 e類がある。ここでe. m . sの小分類は、

e 口径30cm前後、 m : 21~28cm 、 s :20cm以ドのも

のをさし、破片の中には、大型．・中刑を各種含む。

供膳形態では、天LJ茶椀 (50)、瀬!i産縁釉l]]l(51)、

阪釉平椀 (53・54) がある。

調理形態では、瀬戸卸皿 (48・49・50・56)、13枇

紀後半から 14t彫紀代のものと杓えられる須恵悩系練

鉢 (64)、軟質で口縁が外反し片rIとなるイぷ楽拙鉢Q

-v類 (57・58)、淡黄褐色で外面にハケ llがあるい

楽揺鉢T-¥'類 (59)・',惰滑哨相鉢 (60~63) があ

る。 ,:t地不明の揺鉢 (65) もある。

貯蔵形態では、＇常滑哨壺 (29・30)・',消滑陥小刑

甕 (:1l・33・34)、大型甕 (37)、1rl楽哨甕 (36) があ

る。

その他の遺物として特色があるものは、吹fの羽lI 

(38・39)、仏料の尊式華瓶 (52) があげられよう。

2)その他の遺構・包含層出土遺物

煮沸形態では、 S D19出 I:L師料鍋B―¥'I類 (23)、

SE 21出t鍋 B-Vl e類 (24)、鍋A-¥lm類 (111)、

SD  15出t釜D-Vlじ類 (22)、ll緑がやや内傾し内

面に淡線を持つ t釜E-Vm類 (113)、r1緑部端面

が平た＜面を持つ B-VIm類 (114)、薄 fでll縁郊

が直立する 0-¥Jm類 (11;)・116) II縁部が内傾し

折り返されて突帯がつく c-ve類 (117)、 l I縁

部が内傾し K端面を外に出る稜がつく A ¥1 m類

(118)、 がある。茶釜では、 lI縁部がやや長く短い

鍔を持つ茶釜C-¥'e類 (112) がある。

供膳形態では、薄fで浅し、小皿c-v類 (1・5・
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109・110)、薄手で口縁部が直立する小皿B-V類

(4・7・8・1 08・)、 小皿Bとセットをなし薄手

で口縁が直立する皿B類 (2・3・6・106・107)、

口径14cm前後で口縁のナデが 2回なされる皿C類(

104・105)がある。灰紬手椀 (18)、青磁小椀類(15)

鉛蓮弁青磁椀類 (17)、 天目茶椀 (20)瀬戸灰釉印

花文丸皿 (142)がある。

調理形態では、須恵器系練鉢 (122~124)、瀬戸産

灰紬盤 (134・135)、 内面に揺目の無い信楽産揺鉢

P-V類 (125)、 口縁部が外反し片口を持つ信楽産

描鉢Q-V類 (126)、 角ばった口縁部を持つR-V

類 (128)、外面にハケ調整を持ち、口縁端部に段を

持つT-V類 (129・130)、常滑産捏鉢 (131-133)

がある。

貯蔵形態としては、 SD19出土常滑産甕 (32・35)

瀬戸産灰紬四年壺 (139)がある。

⑤江戸時代の遺物

供膳形態としては、鉄紬皿 (143・144)、鉄紬絵

付皿 (145)、 天目茶椀 (147)、 万古焼椀 (148)、 鉄

釉椀 (I51)、 絵付皿 (152)がある。

調理形態としては、瀬戸産揺鉢 (136~138) があ

る。

貯蔵形態としては、鉄紬足付き壺 (150)がある。

3 . まとめ

古市遺跡の調査は、線的な調査ではあったが、雲

出川を遡行する水運と青山越、長野越の古道に通じ

る好立地をなす当地における、考古学的解明につい

て若干の資料を提供することになった。以下遺物に

ついてのまとめとしたい。

①縄文時代後期・晩期土器・フレイクが出土し、

当地域の空白地域についての手がかりを提供した°

⑨が生皿 ・N様式土器数点が出土し、対岸の大角

遺跡・上野遺跡や近隣の和遅野遺跡との関連を考察

する資料を得た。

③古墳時代遺物は、今［中の線的調査については、

土師器S字口緑甕が 1点のみ出土している。

③奈良時代遺物は出土していない。対岸の大角遺

跡において奈良時代後半の須恵器杯が出土しており、

今後の課題となろう。

④平安時代においては、 lOtlt紀後半に比定される

黒色土器A・B類、 11世紀に比定される土師器皿A

-I類 (25)筈が遺構に伴って発見されている。平

安時代末葉の土器は、土師器鍋• 皿等かなり多い。

土師器について、斎宮跡で研究の進んでいる南勢に

おける土師器編年の範疇で把握できる。

譴倉時代においては、煮沸形態は、いわゆる伊

勢型鍋が大半である。瓦器と山茶椀が共存するがそ

の割合は約 5: 95である。この時代の遺物もかなり

多い。青磁のこの時代に占める割合は、 0.5%である。

⑥室町時代においては、前期の遺物がほとんどな

く、後期の遺物が多い。後期の遺物は、全体の約80

％程度である。煮沸形態では、土釜A・B・C・D

類が登場し鍋A・B類と共伴する。土釜と鍋の割合

は、約 4: 6である。 f共膳形態では、土師皿の大小

• 青磁椀・瀬戸灰釉乎椀•印花文内皿・鉢• 天日茶

椀が出土した。

調理形態では、 13、14世紀の須恵器系練鉢に続い

て、 15、16世紀においては瀬戸産灰釉盤・｛言楽産

揺鉢•常滑産捏鉢が交差している。 15世紀前半にお

いて瀬戸産灰釉盤、 15世紀~16世紀前半において信

楽産揺鉢、 15世紀後半から 16世紀代が常滑産捏鉢が

主流となっている。破片ではあるが瓦質揺鉢も 1点

出土している。

貯蔵形態では、常滑産壺・甕が90%を占める。少

数ながら信楽産甕・瀬戸産灰釉皿瓦壺も出土した。

⑦江戸時代遺物

A悦、 C区で主に出土している。この時代の特長

は、瀬戸・美濃産の陶器が多数出士していることで

ある。今後の資料増加を待ちたい。

⑧石製品・瓦• 金属製品

これらすべてを室町時代遺物としてとらえている。

石臼の未製品(113)、図示しなかったが、 S019より

水輪の未製品があり、古市遺跡内における石エの存

在を暗示している。同様に吹＋の羽口及び鉄鉾の出

土は、集落内の鍛治屋の存在をうかがわせている。

布目平瓦も 2枚出土した。金属製品では、刀fと用

途不明の鍛造品がある。

（増田安生•田村陽ー）
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II 松阪市曲町曲遺跡

1 . 位岡と環境

~ 重県の中央部南奇りに位附する松阪北西域は、

砧志地塊のIr.険に源を発する：渡川・岩内川• 堀坂

川の小河川が、緩斜面で連続する扇状地を形成し、

方では伊勢湾に向って沖積低地を発展させている。

曲遺跡 (1) は扉伏地の末端部にあたるところで、

堀坂JII /-if悼の河；ド段丘低位面の標高約11mの微高地

I: に立地する。当遺跡は現曲墾落の西域から南域に

かけてのかなり広しヽ地域が周知の遺跡として知られ、

須恵悩• 上 (lrfi 料・阪釉陶料• 山茶椀片が多址に分布
2 

する遺物包含地となっていた CJ I試掘調査の結果、集

落の東北部にも遺跡の広がることが確認され、今回、

県常圃場整備1~業に伴い地ド遺構に影愕を及ぼすと

第22図遺跡位閥図 (1 : 50,000) 
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考えられる約 3,300m'を発掘調査した。行政区圃 k

は松阪市曲町字出口に所在し、 I11f] [井］には水田が広か

っており、 •部は桑畑として利用されていた。

さて、渭遺跡をとりまく歴史的環境であるが、 ：^ 

渡川・岩内Ill・ 堀坂川の中流域は、遺跡の分布密度

が非常に高く、弥生時代から中枇にかけての多種の

遺跡が展開している。

時代順に概観してみると、縄文時代以前の遺跡は

縄文土料片• 石悩剥片がわずかに採取されているに

すぎない。弥生時代になると、昭和47年に発掘調査

され、県ドで最も古いとされる前期の弥生士料を出
3 

士した中ノ庄遺跡 (2) が、％遺跡の北 3.3kmの：．



i、度11I {ii;~t こ/「J也ーする 炭G't:_H『{¥::叶りPlになると、 先の

・渡IIIの沖積地の徴高地 I:に、 III井町遺跡 (3)

鉗ijr尋・グr閲且怖 (4) . i成tii_内i直屈亦 (5) • 田高1ll直跡

(6) . 剌j閲且怖 (7) などがl仄介してしヽる 移包ti)の逍

跡としては、 49年ぶ瓜掘湛l査された箇1iJr坦内迎跡

(8) や内 fi. 曲逍跡 (9) などがりIIわる

古瑣II、『代に人ると、松阪市と嬉野町との境にある

前方後）j瑣の向山古墳が、小形f}j製鋭や巾輪イi. 石
4 

針,,の出上した前期の古墳として知られてしヽる やや

遅れた時期になると、阪内川右岸の花/;ii]地区に全長

糸り95mと伊勢国最大の前方後円泊である屯塚 l砂墳

が出現し、 また、[ri]左岸でも帆けJl式の前 }j後円瑣

である高地蔵 l乃墳 (10) ヵゞ 筏しカヽ れてしヽ る 4 ill: 紀

木から 5lit紀前半にかけてのこの時間に、堀坂III流

域の伊勢炉地区でも、 48年に発掘闊査され舶載神獣

鋭が出1tした八屯川 l乃瑣をはじめ、 ftj製捩文鏡の

ti', Lした同 8砂瑣、 全に:SOmの前）j後円瑣である柏l

10 }}t打力ゞダs;立されている 5 ttt糸ビ（妥 'j':(こなると、 径

第23図

古瑣時代後期（こなると、 Hit穴式1国が採Illされる

ようこなり、八_if(f!I古瑣群の西見の丘岐地に •越占

t翡tir-(12) か朋造されるのをはじめ、堀坂川なと・一▲

叫川の流域の印凌地卜.に、瑞厳仔古瑣群 (13)、1-.文

珠古墳群 (14)、ド文珠古墳群 (15)、平林古珀群 (16)、

応農!ll古瑣群 (17)など屑叫頭がみられる上)(こなる

％逍屈亦の西南域の丘l凌地に群庄する多数の古瑣と

相関連するように、占瑣時代の上師沿• 須恵料の散

布する遺跡が堀坂川流域に展開しており、 ばとん

どが奈良• 平安11、'i=代から中 Ill:まで連続する役合遺跡

として存在する 例えば、 so年に発掘闊介されだ小

阻f遺跡は、遺構の検出は少なかマ）たが、直物は古培

II、『代前半から鎌倉時代後 'j:iこおよぶJ::沿か出！：して

48~ 

いる 中には、伊勢、伊追跡 (18)、出 fI追跡 (19J、F11J

形遺跡 (20) のように広大な面積を行している遺跡

もある、特に堀坂川流域は、 'II迎跡を東端こして北

狭間遺跡(21)・わこ灯II迎跡(22)・ 城厨内追跡(5). 

茶I尋l1111遺跡(23)・Ill高Ill遺跡(6) • 中広遺跡(24)・



炉｝；応では、` 片逍跡の内南約 2.5kmに}f形の寺院地

刈が残存する伊勢炉彪抒 (27) がある C {見在、その

郎は国分、'fとし＼う、料.,.c(こなダ）ており、周辺から祝弁

述崩文軒丸瓦や段別をもつ用弧文軒平瓦などの白鳳

期（こ此定される」［や、奈良時代後平から f'如峠代 iこ
8 

かげてのliしが採見されてしヽる

中廿tになると、嬉野町との境、摂高 321rnの）じ根

I: に別名「白米城」と呼ばれる詞坂城をはじめ、

の出域が依l辺に築かれている

i凡h村の斤1凌jfui: には伊勢、印城 (28)

み
J

また、伊今が特の集落， 
がみられるこ 58

年には中批を中心とする「山兄迎跡 (29) が試掘調

代されているほか、

する地域である:

Et悶且怖 (30)・ /ill前i肛阻亦 (31) 

り上うに叶l廿tび）」：閻｝片＼り打1.介iすーる恐り跡、もいく.;)力'fr

在する：

今後、発掘調査の機会が増加する

｛こつれ、更に詳しく‘片地域の時代的'『t格なり｀地域

刊：．が叫らかにな-)てくるものと息われる

おぎた tヽ？ 「曲」
閲

として登場し、古代律令制におしヽては旧飯高郡に属
II 

すーるへ｛卸/•且（よ｛祖I(叫とともに神訊領の荘［叫として、吊

このように、曲遺跡の周辺をII、ヤ（しを追づて概述し

てぎたが、弥牛JI『代中間鳳降、各時代り退跡が密屈

征川立lぺJ

＾^り:: (1205if-) 

年）

という地名は、文献t「勾御厨」

くは延長年間 (923~930 年）に度会郡城田郷の大橋
し2

心郡の島抜御厨の名が見られ、伊勢国で500

余にのほる御厨• 御園は10{it紀後平から 11枇紀にか
13 

げて盛んに設沢されだと 3われる

(/)外,I内禰宜度会忠行らの解状にその
14 

名が記されてし＼るほか、吾杜鏡でも貞応元年 (1222

の北条II相分が伊勢ふ護に補任された忍＊の中で
15 

兄られる'.) このように、勾御厨の{f在は、鎌介時代

初頭までは文献/・.でみられるが、

のぼるかは定かでな tヽ まだ、厨の位；代がどこに比

定されるかも明らかではな tl 

u、卜、 ,Ji.遺屈亦をとりまく地形、

概況べりを，記するにとどめたい

クJi飼｝拉れよ、 ）しク、

どの時点までさか

なお、ヽ i1逍跡の西方

すぐ近くまで、北30゚ 東の｛：地'NlfPF線をしもつ条恨地
16 

杓りの分布が確認されており、荘の坪、
li' 

字名が残されてしヽる

U{f拇岱とし\~ぅ

およびl,Y]辺の直跡
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2. A地区の遺構

A地区の枯本的層序は、第 l層；陪I仮色士（耕作

土）、第 II層；淡灰褐色土 (f米士）、第IIJ層；茶褐色砂

質士、第w層；暗茶褐色砂質土、第V層；地山であ

る。第 IIl料と第I¥「！村が遺物包含柑で、表士 t面から

地山面までは60~80cmである。

主な遺構として、竪穴住居 3棟、掘立柱建物26棟、

柵列 8条、井戸 3某、溝 2条を検出したが、以下時

代順、遺構種類別に概観していぎたい。

A. 弥生時代の遺構

(1) 溝

S D27 調査区の西端中央部から北端中央部へ流

れており、輻は 1~4 m 、深さは10~40cmである。

埋上は砂で、溝というよりは自然流路と考えた方が

よいかも知れない。縄文士料 (2)、弥生士料 (5 • 

10・13・16・19) が出士している。

B. 奈良時代後半の遺構

(1) 掘立柱建物

S 826 2間以上 X2間 (4.0m) で、棟方向はN

58°Eの東西棟と考えられる。柱間寸法は桁行、梁

行とも 2.0m等間、柱掘形は40X 60cm前後で方形で

ある。

S 838 桁行 5間 (8.5m) X梁行 2間 (3.8m)

の大型の建物で棟方向は N58°Wである。柱間寸法は

桁行1.7 mの等間、梁行1.9mの作間で、柱掘形は短

辺が50~80cm、長辺が70~110cmの長方形である。

S 839 桁行 3間以 r.X梁行 2間 (3.9m) で、

棟方向はN29°Wである。柱間寸法は桁行 2.4mの守

間、梁行は2.5m+l.4m で、柱掘形は50~80cmであ

る。

S 840 桁行 4間以 I:X梁行 2間 (4. Om) で、

棟方向は N32°Wである。柱間寸法は桁行 1.8m、梁

行 2.0m で、柱掘形は一辺60~80cmの長方形である。

S 842 桁行 5間 (9.3m) X渫行 2間 (4.2m)

の大型建物と考えられる。棟方向はN43°Wである。

柱間寸法は桁行1.86mの布間、栄行 2.1mの等間で、

柱掘形は50~90cmの方形で、埋土に炭を含んでいる。

- 50-

切り合い関係により SB41より古い。

C. 平安時代前葉の遺構

(1) 竪穴住居

SB34 3.5mx3.0mの長}j形で、長軸}j向は、

N78°Eである。検出面から 1米面までの深さは20cmで

ある。

S B 36 5 . 5m X 3. 5 mの長方形で、長軸}j向は N

45°Wで、 1禾面までの深さは10cmである。北東隅に短

径60cmX長径90cmの楕円形のヒノトが検出された。

上師沿杯 (90・91)、皿 (92)、甕 (93・94)、長胴甕（

95)、須恵悩杯 (96・97)、土錘 (98) が出tしてしヽ る。

S B 37 2 . 8m X 2 . 4 mの長方形で、長軸方向はN

71°Eで、床面までの深さは遺構検出面より 20cmであ

るo S B 36とWなって検出されたもので S836より

古い。

(2) 掘立柱建物

SB 10 桁行 5間 (11.5m) X梁行 2間以卜．の大

型の南北棟で、棟方向は N34°Wである。柱間寸法は

桁行は 2.3mの等間、、栄行は1.8m + 2 . 4 mである。

柱掘形は一辺50~90cmの方形または不整形で、西南

隅の柱掘形はSD9により消滅している。柱掘形より土

師悩杯 (99~101)、甕 (102)、製塩七料 (103~105)

が出上してい•ふ

S 811 桁行 4間 (5.2m) x: 栄行 2間以卜.の南北

棟と考えられるが、東側は SD9により消滅したも

のか、調査区外へ延びるものか不明である。棟方向

はN28°Wで、桁行の柱間寸法は1.3mと狭しヽ。柱掘

形は40~80cm程度である。

SB 19 桁行 3間 (6.9m) X梁行 2間 (4.8m) 

の東西棟で、棟方向は N72°Eである。柱間寸法は桁

行は 2.3mの笠間、、戊行2.0m+2.8mで、柱掘形は

短径40~70cm、長径60~90cmの楕円形であるが、中

には不整形なものもある。切り合い関係により SB

20・22より古し）：

S 820 桁行 3間 (5.lm) X梁行 2間 (4.2m) 

の東西棟で、棟方向は N74°Eである。柱間、「法は桁

行が1.7m等間、梁行は西側が2.lm穿間、東側が2.7
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第25図 A地区遺構平面図 (1 : 300) : 遺構配骰図 (1 : 1000) 
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m + 1.5mである。柱掘形は30cm前後 X40~70cmの佑

円形で、し＼ずれも判J:に炭を多址に混人してし＼る。

切り合い関係により SB 19・21・22より新しい。

S 821 桁行 3間 (4.8m) X戊行 2間 (4.2m)

の南北棟で、棟方向はNl7°Wである。柱間寸法は柘

行ぱ1. 5m + 1 . 7 m + 1 . 5m、；裳行は2.lm布間である

柱掘形は径20-~70cmの円形または不整形である。切

り合、い悦H系により SB20より古い

S 822 桁行 4間 (5.7m) x・ 栄行 3間 (4.5m) 

の東西棟で、棟ガ向は N76°Eであふ柱間、「法は桁

行1.43m布間、戊行 1.5m布間と狭く、柱掘形は60

cm前後 X70~90cmの方形であるが、西側の改行方向

の柱掘形は30~40cm と小型である。切り合し、関係に

より SB 19より祈しく、 SB20より古い。

S 823 桁行 5間 (7.5m) X栄行 3間 (4.5m) 

の大府りの東西棟で、棟}j向はN76°Eであるへ柱間、「

法は桁行・、（北行とも 1.5mの等間で、柱掘形は形、

大ぎさとも不揃しヽであり、検出できなかったものも

ある。

S 824 桁行 3間 (3.6m) X戊行 2間 (3.2m)

の束柱をもつ建物で、棟方向は SB23とほぼ同じの

N74°Eの東西棟である勺柱間寸法は桁行1.2m布間、

梁行 1.6m窮間と狭く、柱掘形は60X 70cm前後の }j

形または径30~70cmの円形である。

S 828 桁行 3間以 I・.; い裟行 2間 (4.5m)の南北

棟で、棟方向ぱ N25°Wである柱間、「法は桁行は、

2.0mの笠澗、戊行は 2.0m+2. 5mで、柱掘形は60

~90cmである

S 833 桁行 2間 (5.8m) X: 戊行 l間 (4.2m)

の東西棟で、棟 }j向ぱ N61°Eであるo S E 32を[JF]む

ような形で検出されたもので、 t、 l::thl\Jfi は況」が60~

80cmの）j形である）

13) 柵列

S A 13 4 !Ul (8. 0 m J で、柱間寸法は2.0m芹間、

}j向ぱ SB 21と同じでNl7°Wである柱掘形は径20

~30cmのド］形である

し4) 井戸

SE 32 発掘区の西南部で検出されたもので、掘

形の平面形は南北約5.2m、東西約4.lmの不整円形

で、深さ約 2mで、底に1H!IIJとしての木組みを据え

~r? — ,)~ 

だ井戸である"'怜i側の掘形の•段低くなゾたテラノ‘

血は、本来の掘形によるものか、忍図的な作業場と

してのテラス面を紅識したものかは不詳である

11寸リI] は、長さ 131cm~146cmの伯材・板材を内法約

1 m の正ガ形になるよう組んでしヽる 南北のfり材の

両端は長さ 20cm前後の柄になゾており、東西の板材

の両端近くに方形の柄穴ががたれたところへ象し込

まれ、角材の外側には、両肩に令1,lし)柄をもつ横板か

東西の板材に掛かるように附かれてしヽる （第27図参附）

更に西側部分だけ井側の裏側に縦板や横板、長さ 2:1

cmの大ぎな石が補強材として使用されている 井f!ll」

木組みや補強材は青灰砂混粘上によってJi'i)定されて

しヽる「‘

出土遺物としては、}!叶剛I]内、掘形内から比較的ま

とまって出土しており、土師＇沿杯. Jillや甕が多く、

製塩t料、須恵料などが杓 t―.含まれる．可また「lfl」

とし)う用閃の見られる L師悩杯も出上してしヽる （屯

用時期は出t追物から平安時代籾頭と考えられる

D. 平安時代中葉の遺構

(1) 掘立柱建物

S 825 桁fr4間 (7.Orn) ><'翡fr31/¥l (1.5ml 

の東西棟で、棟）j向は N58°Eである Hllll、「法ば柘

id. 7: 泊 rn~が間、戊fi·l.Srn~が間であるか、 H通り；ょ

ィ、す前し＼である H掘形は径40~~HkmC「） f lj形、まだ；土

不整l11形である

S 829 桁fi・3!Ill (4. りrn) ><'岱fj・2間 (3.4m)

の東両棟で、棟 }j向；土 N68゚ ［である柱1/U、「法は柘

f j-I. りm笠間、、沿:fj-J.7rnべが間と狭く、 H掘形：よ径40

-~7(km 0) f 1]形であるが、）j形 1こ近し¥L (/)もある H 

托l形より」： (\Iii 沿杯 (106~108)、阪釉 l;foJ 閤｝椀 (109) が

出 Lしている

S 830 柘行 3!Ill (4. 8m J メ沿行 31/ll(3.6rn)

の東両棟で、棟）j向は ;¥)65°[であ心柱11¥l、「法は桁

f j-1. 6m笠間、戊[i-1. 2m笠間と狭く、 H通りがイ寸削

し＼である 柱掘形：ょff..30--60cmの不整111形である

SB 31 桁fj-5間 (11.りm) メ＇翡 fj-2間(4.1m)

の大町'.!I})東両棟で、棟）j向は N61° じである H.11¥l寸

法：よ桁fj-2.3m~·';; 間、心ri・2.2rn'序間で、{、[掘形:t

辺50へ 90cm(/)}j形である



E . 平安時代末葉の遺構

I 1) 掘立柱建物

SB 1 桁行 3間以 l・.x索行 3間以 I・.の束柱をも

つ建物で、棟方向は N70°Eである柱間、「法は桁行

で1.6m布間、戊行で1.5mの存間と狭く、戊行の南

から・.番lj (/)柱仰に束柱をもつ 柱掘形は側柱が径

70~80cmのド］形、束柱が径30~40cmの円形である

SB 2 桁行 3間 (4.2m) X戊行 3間 (3.6m) 

の束柱をもつ建物で、棟 }j向は SB 1とばぼ詞じの

N69°Eの東両棟である 柱間寸法は桁行で1.4m芥

間、索行で 1.2 m 布間ど狭く、 SB 1とfIi]様に戊行

の南から．．番11のtl憎伽こ束柱をもつ一柱掘形は側柱

が径50~70cmの I I J形または）j形で、束nぱ径40cm前

後のド1形である，

SB 3 2間 (3.6m) X 2間 (3.6m) の正方形

の建物で、棟 }j向は SB 1・S B 2とほぼ同じの N

72°Eの東西棟と考えられる 柱間は柘行、戊：行と

も1.8m の布間で、柱掘形ぱ径50~80cmの円形また

はイ沖俗円形である

SB 4 柘行り間 (9.0mJ ><戊行 2間 (4.4 m) 

り）＜府］の南北棟で、棟}j向は N21°Wである柱間、「

法：ょNdi・が 1.8m布間、戊fj・ は2.0mt 2.4mで、 H

掘形：t格30へ 50cmのII j形である

12) 柵列

SA12 SD9から 1Jljへ 3m離れて、平行して検

出されだ柵列である 6 !Ill (13. 8 m) Jか検出され、

fl渭 ll 、「法 i.i:2.3m~り間、軸 }j向は N25°Wである H. 

掘形；土20-40cmの円形である

SA  14 り1m(17 .0 m) で、 H間寸法ば 3.4m芹

間と杓えられるが、 1>Ljから 3番11の柱掘形は検出さ

オしなか.)だ ）j向：t N 72°E で、 H掘形ぱ径20~40

cmである

S A 15 ,1 !Ill (9. 5 m) で、 H間、「法は西から 2.4

m土 2.4m・2.0m」2.7 mである ）j向：上 N74°E、

f U/11¥ Jfi (t ft20-;)0cm GT) 11 J n=i で、あ勺~- UJり合し¥I周係；こ

上り SA16上り祈しい

SA  16 4間 (7.1 m) で、 fl囁ll、「法は両から 1.7 

m ↓ 1.7m・2.0m l 1.7m、方向：t N 70゚ Eである

H掘形：t30cm1、ifi後のI'l形で、 1>Ljから 4番II J)fヽj:_掘形

J)J-1札 I~ には~i此力り且 A し ·c し\ tこ UJり{';--しヽ伐lf系1こ上り

SA 15より古し、

SA17 SA14・15・1flから南へ約 3m離れて、

ほぼ'fff (こ検出されだ， 4!Ill (9 . 5 m) で、柱間、「

法は西から 2.4m+2.4m+2.0m+ 2.7mであり、規

校・、「法とも SA15とIwlじである l Ji向はN71°E、

柱掘形は20~50cmの円形である

S A  18 6間 (18.lm) で、柱間、「法は北から3.0

m -t-2.5m+2.4m+2.lm L5.4m +2.7mとIヽ` ラつし＼

てしヽ る 北から 5番IIと6番IIの柱掘形の間が広す

ぎるので、 7間であ＇）だ可能性 tある 方向はNl8°

Wで、柱掘形は径:m~40cmの円形である

(3) 井戸

SE 6 ・ 辺約2.2m の力.形の平rffi形で、深さ約

1.8 mの掘形の底に、術板紺Jii'IH:とめの木組みの中

に3段の曲物を備えだ JI汀 i 北東湘分は SE 7と爪

な.)・cし)る

爵足板は残りの悪しヽものが多しヽが、輻25cmf立のもの

を 2 枚ならべ、その間の部分の外側に l!JlO~15cmの

縦板を添板として充てる 横仕は南北の長さ65cm前

後の板材の両端を角形に袂り、東西の板材の両端に

厨い角柄を設けて組み合せる上う（こな.)たもの 油

物は径38~47cmのもので、外側と中央の間物の I:端

湿分ぱ残{f-状態が咆しヽ 比較的大ぎなイiをまわりに

つめて青阪枯上で固定してしヽる

まだ、木組みからやや離れた西南と西北部にぱ、

輻 7cm、厄さ 4cmの杭が打ち込まれてしヽる 井側、

曲物内からの出 L遺物は少なしヽが、料と息わ ~l る長

さ約20cm!))木製心i,1 ,1,1,i, が出 I:しだ 掘形からは、 I!-~

r片のある 1廿茶椀笠：が出Lしてしヽ る

14) 溝

SD 9 謁l介Ix・ーの東南で検出されだもので、輻1.1 

~2.0m 、深さ 30cmであるが、南端が』，t] hiメ:外へ延び

るため長さはイヽ :IIJIである SA 12とt・fj・ しており区

圃溝と考えられる 坪 L上り I:(lrJi : 岱杯 (l10~-115) 、

ぅ~(1 1 6~- 1 1 8)、I、!(利hi祝J閻f (119-~125) 力汁I',I・．してし）

入ン

F . 鎌倉時代の遺構

I 1) 井戸

SE 7 索掘 }j形の掘形をもち、 JI寸りi・JH』とし

て3段の曲物を if:ね I・.げた形態をも-)J j:'iと考えら

り
rし

L
J
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S E 6、 S E 7 }t-1 i'J匂且I]『'J.l (1 : 40) 
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灰褐粗砂層

暗灰枯土
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SB1~3 実測図 (1 : 80) 
第28図 SE 6井戸枠の組手校式図
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SB 
t見 t莫u廿l) 棟 }j向 tfrfr(m) 戊・、fi(rn)

村：． 廿廿 、「 i去(m)
面積(rri汀 II 、~: 期 備 考

番乃 桁 ff ~本、I):、fT, . 

1 3↓'J, I: x 31) I・. N70゚じ 1 6 1. 5 、ド安末策 束柱

2 3 X 3 N69°E 4.2 3.6 1.4 1. 2 15 .12 ク ク

3 2 X 2 N 72°C 3.6 3.6 1.8 1 8 12.96 ,, 

4 5 X 2 N21°W 9 0 4 4 1.8 2.0+2.4 39 6 ケ

r` ） 
2 X 2 N 19°E 3.2 3 2 1 6 1. 6 10.24 不 明

8 2 X 2 N 58°E 3.5 2.6 1. 75 1.3 9 1 ケ

10 S x 2以 I. N34°W 11. :i 2.3 1.8し2.4 平安前虻 出t遺物99~105

11 11 X 2以 I: N28°W 5.2 1. 3 2.2 ,, 

19 3 X 2 N72゚［ 6.9 4.8 2 3 2.0--+-2.8 33.12 It SB 20、22より占い

20 3 X 2 N 74°E 5.1 4 2 1 7 
2. 1 

21.42 ~ S B 19、21、22より序斤しし＼(2 7+1 5) 

21 3 X 2 Nl7°W 4.8 4.2 
1 5+1. 7 

2 .1 20.16 ケ S 820より古い+1 5 

4 X :"¥ N76°E 5.7 4.5 1.43 1. 5 25.65 l1 
S B 19より新しい
S B20より古九ヽ

23 5 X 3 N 76° じ 7.5 4.5 1. 5 1.5 33.75 ケ

24 3 X 2 N74°E 3.6 3.2 1. 2 1.6 11. 52 ，' 束柱

25 4 X 3 N 58°E 7.0 4.5 1. 75 1.5 31.5 、ド安中葉

26 2以ト'.X 2 N 58°E 4.0 2.0 2.0 奈良後 'j':

28 3以 I:x 2 N25°W 4.5 2.0 2.0+2.5 平安前葉

29 3 X 2 N 68°E 4.5 3.4 1. 5 1. 7 15.3 平安中艇 出t遺物106-109

30 ;) X 3 N65°E 4.8 3 6 1. 6 1. 2 17.28 ，' 

31 5 X 2 N 61°E 11. 5 4.4 2.3 2.2 50.6 ,, 

]3 2 X 1 N 61°E 5.8 4 2 2.9 4.2 24.36 平安前艇 SE 32を［井］う

38 5 X 2 N58°W 8.5 3.8 1. 7 1 9 32.3 奈良後'j':

39 3以 r_X 2 N29°W 3.9 2.4 2.5+1.4 /1 

40 4以 I:x 2 N32°W 4.0 1.8 2.0 // 

41 3 X 3 N53°W 3 9 3.9 1.3 1 3 15.21 不 明 SB 42より新しい

42 5 X 2 N43°W 9.3 4.2 1.86 2 .1 39.06 奈良後 'j': S B 41より古い

第 6表 A地区掘立柱建物一覧表

訊 t見t葵（川I) 軸方向 長さ (m) t主廿り 、j・?去 (m) II、f期 備 考

12 6 N25°W 13.8 2.3 平安木英 SD9と平行

13 4 Nl7°W 8.0 2.0 平安前虻

I /4 ,r 1 N72°E 17.0 3.4 平安末虻

15 4 N74°E 9.5 2.4+2 4 t-2.0+2 7 l1 S Al6より新しい

16 5 N 70°E 7.1 1.7+1 7+ 2.0+1 7 ケ SA 1:)より古 tヽ

17 4 N 71°E 9 5 2.4+2 4+2.0+2. 7 ク

18 7 N 18°W 18.1 
3 Ot-2 5+2 4 l 2 I ,, 
+5.4 l 2.7 

35 ,r 1 N64°E 11. 0 2 9tl 3+1.3-+ 2.6↓ 2 9 イ＜ 明

第 7表 A地区柵列一覧表

ーり9



れる。曲物は径38~45cmだが、高さは 12cm前後と浅

し＼）切り合し、関係から SE 6の方が古しヽが、遺物に

はほとんど時期匁が認められなしヽものも合もっ

G. 時期不明の遺構

(1) 掘立柱建物

SB 5 2間 (3.2m) X 2間 (3.2 m) の正）j形

の建物で、棟}j向は決定しがたしヽが、一応Nl9°Eと

しておきたし、 r、柱間、「法は桁ff、、栄ffとも 1.6m宮

間と狭く、柱掘形は径30~50cm のド 1 形、または•辺

40~70cmの長方形である 3

SB 8 桁行 2間 (3.5m) X戊行 2間 (2.6m J 

の東西棟で、棟}j向は N58°Eである柱間寸法は桁

fr 1. 75 m布間、戊frl.3m~11\間で、柱掘形は径40~60

cmの円形である c

SB 41 3間 (3.9m) X 3間 (3.9 m) の廿山形

の建物で、棟方向は決定しがたし)が、 4ふ:---;s3°Wど

しておぎだし、"・H間、t法はNifi・、戊ffとも1.3mと狭

く、柱掘形は20~40cmのド l 形で、坪L に多 lit の炭が

混人していだ戸切り合し、関係により S842より新しし、

(2) 柵列

S A35 5間 (11.0m)で、 n間寸法は西から 2.9

m+l.3m+l.3m+2.6m+2.9mmである }j向はN

64°E で、柱掘形は20~40cmの円形まだぱ伍円形である

3. A地区の遺物

出 I:した遺物は整岬箱で 150箱（このばり、縄文時

代後期の十:ri:}をI:限として中世（嫌倉時代～屯町時

代）のものまでみられる 奈良時代以前のものと、

中枇のものはりt的には少なく、平安時代に属するも

のが）＋―:f到的に多し)つ上(i:f以外のものでは、 Jj:'i枠や

曲物宵の木製心h、イi製紡錘巾、 L錐などが出十．して

しヽる CJ 平安時代の上悩では、 tム．師料の杯、甕が械的

1こ11立つが、阪釉陶悩が比較的多く出tし、緑釉肱J

料片も20、,,',i.を数える その他、製塩L悩もかなり出

上してしヽる）また、県内:j:料は 7},'J, に及び、中には

頂」とし)う文字がはグ）きり読みとれるものがある。

括迎物として良好なもの（こは、平安時代の井Iiゃ

溝、翌パ住居 ~r;, から出i:したものと、鎌倉時代籾頒

のjj:'iから出土したものがあり、他は包合州出f量）

ものとして記述しだ 以ド、時代別・形態別に佃々

に概述してゆく：）

A. 縄文時代の土器 (1- 3) 

小片がばとんどで数は少なし、 S D27のほか、砂

礫質の包合/,,-_,,:から出Lしたものが多し＼

(1) は甕の rlry球部小片で、 I店耗が進んでしヽるが、

2本の太しW尤線を配し、後期に属するものであろう

(2) は晩期の喪形I濯｝のII縁部片を考えられ、

断面~角形の索文突盟が~条走る ）恰 L は 2~4mm

の小イiを合もが精 Lに近く、色凋は白っばしヽ黄褐色

を情する， SD27出 1~

--60 

(3) はll帝吠部力ゞ 「く」 オ::1-f~( こ仏］｛項すーる ll免m1 び）i¥ 

鉢形十．沿片である I 1縁部外面には輻 2mmの2本の

沈線が平行による II合t:は小粒砂を含み、色闊ぱII介

阪褐色を望する

B. 弥生時代の遺物

1 1 I 弥生時代中期の土器

-:c-
空 (4~8) (4・5) は：[ I 采吠；'fl~ ヵゞ 、大ぎく外反

する広II壺である 0 (5) はラ J I：ヽ!)((こ/lt-J< I l縁；';;15

をもち端部がFガヘ I居れドり、端面（こ怖描戌：If(文が

施される. I l縁池内側には麻状突起が貼付される

頸部には 4条のヘラ描沈線がめぐり、 Id部（こかけて

9条単位の櫛描瀦状文が 2常施され、 f本部 t平部に

は時計訓りの櫛描ぎ枷線僻が施されてし＼る 内面ぱ

頸部がヨコナテされf本部の 3分の 2以ドはヘラケノ‘

リがなされる 色謁］は外面が臼味を悶びた貨褐色を、

体祁内面はリ［阪色を情する 津市のfじ井直跡でw似

. 1a 
しだものが出上しており、突起をもつなど東海系の

形慇をもちながらi廂状文やII縁端部の枡浙'ii皮状文な

と畿内第 ill様式の影；；隊をうけた中期後下のものと考・

えられる (4) :t小片であり、 II縁祁の形態はイ＜

叫であるが、櫛状rJし（こよる波状文が施されてし＼る

(6~8) はしヽずれも I l縁部が文lJ状を情する糸Ill

頸壺でlJ 径は 6~8cmである。 r J縁端部は乖直に立ち

kるもの(6・7)とやや内傾して立つもの(8)がある。

(6) のll縁部は櫛描き列，1,¥i,文が、頸部には櫛描



き簾状文が 2段に施される。

(7) のII 縁湘は 2 条の櫛状 l~具によるl川線がめ

ぐり、 II縁部以下は縦）j向の粗し¥Iヽケメが施される，

(8) は[1球；'f15に2条のヘラ描沈線が施され、そ

の間に平だしヽ浮文が貼付される。頸部にはハケメが

方他されてしヽ るが、 IH耗が激しし＼内面には粗し、横）j

向のハケメが見られる、 (7・8) の胎上は精良で

あり、色調はしヽずれも淡灰褐色から淡褐色を用する。

甕 (9~11) 「く」字形に厨く外反するII縁部をも

つもので、頚部から f本部外而にかけて縦方向のハケ

メが施されてしヽる

(11) :.ti I径2ふ・mと）＜形であり、他： i:12-~1 沃rnである

19・10)(})[ I系吠；'f15(よヘラ、、iJ(l・・！！．｛こ上る刻I!文が(11) 

：こ；よ杯i'i、、IJ~l ・・几：こ上る刻 11 が施される 内川i(よII縁湘

：こ横}jf11]の比較的粗し¥I ヽケメが見ら ~l る 色温j(よし＼

すれ L烙褐色を情し、焼成ぱ良好である (9・10) 

：こ：よ頸乳15を除く外川i(}) . 森15:こ媒の付{fか兄られる

12) 弥生時代後期～末葉の土器

壺 (12~14) (12) はII縁部が大きくラノハ状に

間く広Il壺であり、 ll径は25.6cm。Il縁端部は 1・・ド

｛こ肥いし、外面に櫛状[具による羽状刺突文、内面

にも刺突文を施す可け部には 1条の突帯をめぐらし、

刺突文を施す 頸部は細かし）ハケメが見られる 焼

成は軟であり、色闊は杞褐色を呈する。

(13) はほぼ足形に近し i;壺で、丸昧をおびた球状の

張りのある胴部から「く」字形に外反する長い11頸

乳,~ かつき、端部は直立して丸くおさまる 端部外面

には浅しヽ ［川線が走る可（本部 I・・半は縦位の、 ド'j':部に

は横位の乱~]整時のハケメが残る 胎七は細砂を合も

がてし)ねしヽ ：こ11I・. けられており、色調は淡褐色を I11 

する SD27出t:である 後期木艇に属するもので

あろう］

(14) は、外面ヘラミガキされたもので、わずかに

細かいハケメの痕跡が残る I I縁部は鋭く外反し、

端郊は l・.)jに肥Iばするこ'f本部内面は用色に’妥色して

おり Jヽケメが見られる。

甕 (15・16) (15) はII縁部が鋭く外反し、端；'fi5

は直立して受II状をなす万 II縁部ド端：こは櫛状[!し

による刺突文が、イく規則に連続して施され、（本部外

面にはハケメの痕跡が残り、訂部以ドに 1~3mmの

櫛描ぎ沈線が 6条めぐる勺焼成は良好であり、色調
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はII介茶褐色を望する= I I径14cmである 近江の影秤

をうけた後期前半のものであろう。

/16) は球形に近しヽf本部をもつ台付小形甕で、 lI 

径よりも胴部最大径がやや大きい。 II縁部はわずか

に外反するもので短かく、 f本部外面は比較的細かし、

ハケメがみられる 脚台は八字形に間くもので内外

面ともしっかりとナデられてしヽる 脚台を除く外面

には煤の付行が見られる 胎tは小石を合み粗J:で

あり、色調は外面か暗褐色、内fffiぱ貨褐色を堪する

後期後'j':のものである。

高杯 (17~19) (17) は脚部が大きく八の字に間

ぎ、 l却ヤ居・ tイ忙船は欠オ且する 3 肱肌祁位iは12cm(ifif受と推

定される CJ 脚柱部に櫛状T具による 10条の横線文が

」^疫に巡り、 3}jに円形の透し孔がみられるへ外而

はヘラミガキが施され、内面には比較的末Iiし、横}j向

のハケメが施される＇）胎土は緻‘、所であり、色調は明

褐色を情する＾後期前‘ドのものである勺

(18) は脚裾、杯部を欠損する、脚柱部は 1~ 平が

直線的で、中央部以下は大きく裾が広がるものと思

われるへ 4}jに円孔が穿たれているが、無文である

脚部内外面ともナデられている。胎tには細砂を含

み、色闊は淡褐色を哨する。

(19) は[J径15cm、閤齢j10. 6cmで杯部は大ぎく内

,'りし端部は丸くおわる c, 脚部はやや中太で、脚部が

ゆる＜屈折して間<C) 杯部内両はハケメのちナテら

れており、脚裾はヨコナテされてしヽる）胎J:は小イi

や令冥母を多 titに合み、色J/,t]は淡黄褐色を情する。

杯部には輻約 1.5cmの枯土紐による成形痕跡が残り、

杯部II縁部の一端には，1,1、＼斑が見られる C s 027出J:

¥3) 弥生時代中期の石器

石鏃 (20) チャー l、製の無苓イi鏃で、未製品と

息われる最大長3.0cm、最大幅2.6cm、最大Iり(0.9cm

と大型のものである c

C. 古墳時代の遺物

(1) 土師器

椀 (21) []径 10.7 cm、料高 3.8cm。丸みをも

って灯．ち卜^ がる1本部から 1l縁部は丸くおわる。

f I縁部はヨコナデされている。胎士は精良であり、

色闊は淡黄臼色を情する cc (29) の須恵料杯身と同

じピソトから出土したものである r_>



(2) 須恵器

杯蓋 (22~24) (22・23) はつまみを有しない

杯蓋で、杯身 (29・30) のタイフとセットになる

ものと思われる。犬井部は未調査であり、犬井部

と（本部の境の稜は不明瞭である万 II縁部はロクロナ

テされ、）け井部内I面には不定）j向のナテがみられる

l I縁端部は内側にわずかに面をもつ l I径10.8cm、
⑲ 

料高 3.5cm前後 陶邑編年でT1<209期に併行する

7 I廿紀前rのものであろう、

(24) 宝珠形のつまみを行するもので、 lI径10cm

と小さく、内面にかえりがみられる c 1;1fLJ邑編年によ
, :2Q 

るIII型式段I祈に該屑し、 7 t胆紀のものであるヘ

杯身 (29~31) (29・30) は口縁部の立ち上り

が矮少化している。たちあがりは内傾したのち直

立する。 (29)は底部％がヘラ削りされ、 f本部はロ

7ロナデされる一胎・f:は小石を含み比較的粗く、色

調は淡村灰色を情する') l J径9.5cm,1(30)はII径12.8

cmしやや扁'I'-な料形で、受部は水平にのびる 胎L

は緻密で、色説］は村I仮色を情する，

(31) はII径10cmと小型, ! I縁部は内内気昧に 1汐ト

)jへのびる 端部はやや肥りして丸<f I: I: けられる

底部は平らで、ヘラケズリ後は未謁l整である f本祁

・I I縁部はロクロナテされる 胎土は小fiを合み、

色調は青}fく色を情する。

高台付椀 (34) 台付椀の椀部のみ残存している

もので、イ本部は外反しつつ上外}jへのび、端部は丸

くおさまる。[J径15cmで、 1本部高は 7.5 cmと深しヽ。

低い高台の付くものであろう。

把手付椀 (35) 杯、あるいは椀形態を呈し、

棒状把fがのこる。把fは犬井部と f本部の境から

長さ 2.5cm、輻 0.8cmで k方に折れ曲がる。対峙す

る；祖分が欠mしてしヽ る ） dlザH~i訓fil瓜ヘラケノ、リが

なされ、 f本部との燒は、わずかながら稜の痕跡か兄

らオlる f本部・ II帝吠;'fi;:t内対し、浅し i;"・ 尤線が 2ヶ所

：こぶりぐ.)ー（しヽる I I径 9cm、'沿位i4. 4 cm, llfi'I・:(土/jヽ

石を｝『「合むが精良であり色虚lぱIii°!'青灰色を情する

偽の nf能性もある

(3) 石製品

石製紡錘車 (36) 滑石製の糸屑阻Fで、 l・.r(f1 ff 2 

cm、底!ff]径4cm、高さ 2cm 側面、底川iそれぞれ 1こ

紛該l」の鋸歯文か兄られ非沿:: こ精巧なftI: けである
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県ドで:t、お：ょ、だ：t迎跡でIii]タイフのものが/ILLし
ii 

てしヽる他、荘避跡で：上動物笠:の絵が線刻されだ tの

が出t:してしヽ る22古墳時代後期のものと名えられる

が、明確な時期決定はしがたし）

D. 奈良時代の遺物

(1) 須恵器

須恵器杯蓋 (25 28) いずれ t) -)まみを行する

もので、 ll 径は 13~17cm と様々である (25) (ょ

仏jタト川iとも・:、し＼ねしヽ ｛こロクロナナされており、 II奇吠

端部はド）jへ短く屈曲する 外面に：t (! 然釉がかか

り色，．訊lぱ淡孔灰色を情tる (26) はつまみ池を欠

オ11 すーる力；、、）く JI' 乳I~:1 グj (}) 2は：／、ラケノ、＇）がなさ}. l、

l I矛吠端岱j¥(.t内側へ屈曲する 色，，/.';]しよ青阪色を＇仕す，，；

/27) (土沿高の低し¥もので）くJl';'fi;(i: ばば水f・｛こ広か

る 端乳1;(.i: わずか｛こド）j(こ屈曲i―る II合!:(よ小イiを

苔 1・-合むが精艮であり淡青阪色を＇仕する (28) itつ

まみ部分のみ残存してしヽるが、）くJI惰1;中央内lfli(こ斐lj

印のみられる tのである つまみの径：t 3. 7 cmで、

偏平な凝‘ド珠形である 刻1:/J: ょ0.9 cm! 川）jで、［月構

えの中に片かなの「キ」のような記りか陽刻されている。

須恵器杯身 (32・33) (32)はIJf f 1 :3 . ,1cm、f本部・

l)矛吠；'fj;は I:外}jiこのひ、端部は丸くおさまる。底部は

平l氏を情してしヽ て、 j11]1転ヘラ切りが j府;:: こfj・ なわれ

てしヽる 内thi3分の 2はイ切th向のナテがみら ilる

(33) はII径22cm、料高 5cmと大形のも(})で、体闇

は、仏j:(';; ~ メしII木：こ l:)j,,U)し，：：た後（こ直立す，； 底；'fj;と

体祁の境ぱ丸昧をも-).)J'(;'fl只tlr1卜1リ；ヘラケノ、リがみ

られ、 Ilが涼部はロクロナテされる 色湛]:tしヽずれ t

古釈色を II~ し、胎 1~(}) 徴＇俗な焼 I戌良奸な t りである

E • 平安時代の遺物

1 1 l S E 32井側内出土の土器

［土師器

杯A (39) I l任12.8cm、閏高 :3cm、I l矛吠；'fi;:tゆ

るx:)か｛こ内魯し、端；'fi¥(i:丸くおわる I l縁 I・.、j':;'f I~1 土

ョコナテ、他：tナテられてしヽる ）I合L:tやや粗く、

全体的に,',!,しく変色しでしヽ る

杯 (37・38) I l径13.6cm、閏高;)• ;i~ilcm 平ら

な底祁から、外傾する l)帝吠郎がつ-j" < f, りで、 II示吠

端｝森1;:t、内伽l(こわずか 1こ肥！ばする I I砂囁；：t :3~J -)一

テさオしてオ~- :J、I l 帝吠,~・、j':;開から底；'fj;: こか：tて：i、ユ

l:::: オサエによる 11!]凸が残され・:しヽる (;38) cl)底;'fj;
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タト頂iは:/ヽラケスリされており、 Il縁部内面には斜行

賠•文が施されて tヽ る。胎上は緻密であり、色調は淡

赤杓色を情する勺

皿A (40) r l径14cm、料高 1.8 cm~ 内内して立

ち卜.がる lJ縁森［は「く」字状に屈曲し外反するもの

で外血全体がヘラミガキされており、内面はヨコナ

テされてしヽるり胎上は檄密であり、 (I色をおびた淡

橙仄色の色調を情する一

皿B (41) fl径16.4cm、悩高 2.5cm直立する[J 

縁湘から端部は外I又してそのまま丸くおさまる 9、底

部は未温l東長であり、色晶］は淡褐色を情する］

甕 B (42~47) LJ径17cm前後、 (47) は21.4cmと

やや大ぎし＼悩高15cm前後 n J本部最大径はII径とば

ば詞じである戸 r1縁部はヨコナテされ、するどく外

反し、端森15はわずかしこ k方｛こ肥lばして立ち I:がる

(44) はII縁端部外面には浅し刈尤線が 1本施されて

しヽる， 1本部は球状で、外面は討湘から比較的粗し¥Jヽ

ケメ (4本/cm) が施され、 ド平部はヘラケスリが

なされて t¥る n (46) は底祁近くまで細かしヽハケメが

施されている内面は、横方向のハケメがみられ、

外面といlじくド半部から底部にかけてはヘラケスリ

がなされてしヽる (46) は外面f-'ド分に使HJによる付

煤がみられ、底部内面には、炭化米が大小併せて約

100粒付杵しており、炊飯に使用されてしヽたものと

推定される 色謁］はいずれも淡褐色から淡茶褐色を

情するう

(2) SE 32掘形内出土の遺物

〔土師器〕

椀 (48~51) r 1縁部はゆるやかに内内し、丸昧

をおびた椀に近しヽもので、端部は内側にやや肥/'/す

るもの (49・51) とそのまま丸くおわるものがある-

[ ]ftll.4cmから 15.6cm .. ; 沿高は 3.5cm前後、 LJ縁 k

半部はヨコナテされており、 ド平部はユビオサエに

よる 1u1凸がわずかに残り、底祁はナテられている

胎！：は比較的粗く、色謁］は淡黄褐色を情する

杯A (52~60) 掘形出上の杯の中では最も多い

もので、ほば平らな Il径に対して比較的大ぎな底部

を行し、 Il縁部はヨコナデされ、わずかに外反する-

I l縁端部は内側に肥/'j:するものが多いの底部は未調

整あるし、はナテられており、指圧痕の残るもの (55、

57、58) がある I l径は12cmの小ぶりのものと、 14
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cmから 16cmのものがあり、沿高は、しヽずれも 3cm前

後である。胎上は杓干の細砂を含むものがあるが、

精上に近し)ものがほとんどであり、色謁］は、やや赤

昧をおびた褐色を湛するもの (52、55、56、57、59、

60) と淡褐色 (S3、:14、58) を情するものがある

(57·58) 底部は、わずか（こ内内し外底部/,~][JF] (こはユ

ビオサエによる凹凸がはっぎりと残されており、中

央部に堪内がみられる" (57) は底部中央部が•部

欠捐してしヽるが、「図」という漢字が閃•かれてしヽる「

(58) は残存が少なく、判読不能である

杯C (61・62) l I径16.5cm前後、 1沿高 4.5 cm、

やや深めで、 II縁部は、丸II未をおびてゆるやかに内

対し、端部は丸くおわる［万 lI縁 L平部がヨコナテさ

れており、底部にはケスリがみられる。 (61) ぱ淡茶

褐色の色謁を惜し、胎上は良好で硬い ci(62) は内外

面ともに付煤がみられるが、色謁は赤褐色を閑し胎

上はもろし 1,. 

杯B (63) 貼り付け高台をもつ杯で、 II縁部Lt

やや内内しながら直立するが、端部は欠拍しており

不明である C I J縁；・m外而ぱ、ヨコナデ後ヘラミガキ

が施されており、内面には斜行II介文がみられ、てし、

ねしヽな作りである 似j台はやや外間ぎに付けられて

おり高台径は推定15.6cmである）胎!:は良好であり、

色調は赤褐色を堪する

盤 (64) I I径推定22.8cm、闊薗 4.6cm 外反し

てのびる1本部からやや肥肘して端部をつくる 底部

は欠損している I I縁端部はヨコナテされ、 f本部内

面にはヘラミガキが施されてしヽる f本部外面は1れ耗

がすすみ』~]整は不明である。胎 I~ しよ徴‘、所で、焼成良

好、色調は淡褐色を情する）

皿 (65~68) l I径15. 4~1 7 . 4 cm 料高 2.5cm廿り

移L ほぼ‘ドらな底淵からやや外）又気11未に Il縁部か

直 1'(し端部は丸くおわる, I I縁部はヨコナテされ

ており、底部はナテられてし)る (65) は底部にユ

ビオサエによる [llj凸が残る。 (67) の胎tは精緻で

あるし色調は (66) が赤褐色、他は茶褐色からII介褐

色を情する）

甕A (69・70) I I径12.5cm前後の小刑喪で「＜」

字形に強く外反する lI縁部は、ヨコナテされてしヽる）

(69)はijluj部外面をハケメ調整し、内面は輪積み帖K

の痕跡が残り、ナデられている勺 (70)は胴部内外面



ともナテられており、 rd部内面には枯土のおり返し

痕跡がのこり、ヘラのアタリがみうけられる。色調

は(691が茶褐色、 (70)が赤昧をおびだ褐色を堪する、）

甕 B (71~77) l I ff 1 7 . 2 cm~21. 8 Cr'、片側内

出 tの (42~47) の甕と詞様の調整、技法布がみら

れる だだし (71) はTFf部近くまでヘラケズリがな

されて赤杞色の色調を情し胎士は緻密である。 (77)

はij[ri]部内面がナデられてし)る。 (74、75、77) には

外面に付煤がみられるし

甕C (78~80) 長胴甕と考えられるもので、い

ずれも lJ縁部から肩部にかけての小片である。 (78)

はlI径推定37.8cm、他は II径24.8cm前後 ci (78) は

ほぱ直＿立する胴部から、 lI縁部が強く外反し、端部

はつまみ kげられてしヽる。眉部から右斜めドがりに

糾1かし＼ハケメ闊整がなされ、 II縁部から肩部にかけ

てヨコナデされてしヽる C 胴部内面は水‘ドのハケメが

みられ、頸部はヘラケズリされている。 (79・80) 

の胴部外面は左斜めドがりのハケメ調整が兄られ、

I l縁部は強くヨコナデされてしヽる勺色調は (79) が

赤杞色の他は、淡黄褐色を堪する。

甕D (81) 把fをもつ大型の喪で、 LJ径推定30cm

l J縁部はヨコナデされ、胴部外面はナデられている。

内而は細かいハケメが施され、その後把手のつけら

れてしヽる部分は強くおさえつけられ［川面となってし、

る 把手は輻 3cm、厄さ1.2cmで、 [J縁から約 6cmの

所から I・.ガヘむけて L字状につけられてしヽ る'.)色謁

は黄褐色を情し、胎上は砂混りで焼成はやや軟かい。

冴須恵器J

杯蓋 (8SJ I l径1,1.,lcm xn郎を欠くもりであ

るが、‘代珠-)まみを f)-) f)のと推定さオl.る I I奇吠端

汎只iやや内側ド）jにつまみ出し、外側に面を tっ

l(JI';'fl; ~~1 L'J, I・. ぱヘラケスリがなされてしヽる ロクロ

l囁ぶi右まわりである 色,l/,"i]しよ淡/Jく村色をり［するか、

胎!:: t糾l砂を苔 I―ー合みやや粗し＼

杯身 (86) 底径11cm 平らな底渾からやや内内

ぎみ：こf本部が直。立する I応’紺外1friはヘラケノ、リがな

され、他ばし］ク uナテである 色，；），;J:.tuく色を情する

［製塩土器〕 (82~8,1 l 小片を合め掘形内からば

8、',り出 I~ してしヽるが、図以外の Lの：iい'i.である

182・83) :t f本咋1;cnみ残{!-してしヽ る f,ので、 I l ft /J r1月

者が17.8cm、後者：土],1.4cmと推定さオlる とも 1こl.6 

-6り一

~2. 2cm幅の枯上紐継ぎ目の痕跡が見られる。 (84)

は底部の部が残存するものだが、 1本部にくらべて

底部のIばみは非常に薄い。底径は推定15.2cmであり、

体部はやや内仰して直立する。胎tはいずれも 1~

3mmの海浜性の砂粒を多数合み、色調は淡褐色から

橙褐色を呈する。小片の中には熱により赤桃色に

変色しているものがあるが、付煤は全くみられない。

〔屋瓦〕

丸瓦 (87) 載頭円錐形を半載した行基式瓦で、

残存長12.8cmぐ焼成は隈緻で、色調は村灰色を閑し

ている？川l面には布 fl痕が残り、凸面はタタキ目の

卜．をナテ消している。掘形内からは、他に平瓦の小

片が 2点出士してしヽ る。

［土製品〕

土錘 (88・89) いずれも一端が欠損しているが、

径0.6cmの小型のものと、径1.5cmのもので、胴部は

ふくらみをもたず管状であるっ胎J:はもろく色調は

茶褐色を堪する。

(3) S 836出土の土器

〔土師器〕

椀 (90) l I径13.0cm、料高 3.7 cm (推定）。 f本部

は半球形に近く、 ll縁部は内’対する。 r1縁部は内外

面ともヨコナテし、 1本部外面はユビオサエ、底部は

未調整である。胎上は砂粒合み粗で、色闊は淡黄褐

色である。

杯A (91) ll径16.2cm、沿高 2.5 cm (推定）り底

部はf叫で、 ll縁池が外反する CJ l l縁部は、内外面

ともヨコナデし、底部は未闊整である。胎tは緻密

で茶褐色を情する。

皿 (92) 口径22.8cm、料高 2.6 cm (推定）。［」縁

部は内外面ともヨコナデし外面底部をヘラケスリす

る。内面には、螺線状のII介文が見られる。胎_Lは緻

密で、赤褐色を呈する。

甕A (93) l I径12.8cm、料高 9.6cmの小府りの甕

である()「く」字形に外反する ll縁部から端部は t

方に肥/'/するっ f本部外向 Iぐ卜は 5本/cmの縦}j向の

ハケメ調整、 ド半から底部はヘラケズリである•; 内

面もヘラケスリする勺底部外面に長さ 7.5 cmのヘラ

描き直線があり、記砂文と思われる。色r1/,~] は茶褐色

で、外面体部に煤が付行する。

甕 B (94) l l径15.4cm余りで、 Il縁部は内外面



ともヨコナテし、 1本部外面は、 4本/cmの縦方向の

ハケメ闊整、内面は 6本/cmの横}j向のハケメ調整

を施す。破片のため、（本部ド半は、不明である。色

調は淡黄褐色で、胎tには細砂粒を含む '.J

甕 C (95) l If和25.2cm余の長胴甕と考えられる。

I I縁部は「く」字形に外反し、端部はトカに丸く肥

厄する n [ J縁部は内外面ともヨコナテされ、 1本部の

外面には、斜位のハケメ調整、内面には横位のハケ

メ調整が施される。色調は淡黄褐色で、 1本部外面に

は煤の付行がみられる。

〔須恵器〕

杯 (96・97) (96) は底部は平底で口縁部は内外

面ともロクロナテのあとがみられ、内部底面は乱ナ

テでfI: I・. げる。色謁］は灰色である一

(97) は、 LJ縁部が直立気味に内対して間き、底

部との境が明瞭である。 lI縁部内外面と内面底部は

ロクロナテ、外面底部は、ヘラケスリする。ロクロ

j11]転は時叶廻りである 0 flい砂粒を含み、肯灰色を

閑する。

〔土製品〕

土錘 (98) t師質の上錘で円球形をしているが

凹凸がある。胎tは砂粒を含むツ •部に黒斑がみら

れる。

(4) SB10出土の土器

（土師器〕

杯A (99~101) l I径12. 0~16. 0cm、悩高 2.8~

3.3cm。lj縁端部は、丸くおわるもの (99・101) と

外面に面をつくり、面の中央と内面に沈線が施され

ているものがある o I I縁は内外面ともヨコナテし、

外面はII縁ド端から底部をナデる。内底部は、 (99J 

はヨコナデしているが、 (100)、(101) は小片のため

不明である。いずれも胎上は緻密で、色謁］は杞褐色

を堪するへ (99) は、外面底部に漢字．＾字の墨芥が

あり、第＾字は「治」の略字1本、第こ字は判読不能

である。

甕 C (102)'l I緑部は「く」の字形に外反し、端部

は外面に面をつくり先端は内面に曲る。 ll縁部は内

外面とも強くヨコナデし、体部は、外面は斜位のハ

ケメ~/~]整、内面は横位のハケメ調整を施す。緻密な

胎tで、孔「l色を情する '.J

〔製塩土器〕 (103~105) LJ径は16. 0cm~1 7 . 6cm 
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（推定） 悩形は「たらしヽ状」をし、 (104) は外面lJ 

縁端部（こ沈線がみられ、 (105) は、帖t巻ぎ Lif痕

が残る'.) i仇l整は内面はナテによるが、外面は 4婦/,~]整

のもの (103)(105) と若「＾ナテているもの (104) と

がある c 胎士は 1~3mmの小石を合み、粗である。

色調は、褐色を情する 3

(5) S 829出土の土器

［土師器〕

杯8 (106・107) l l 径 14.2~16.2cm 、'沿高 2 .1 

~3. 2cm(推定）::i l I 縁は内'~}して立ち卜がるが、途中

大きく外反して、端郊を形成する I J縁ぱヨコナテ

し、 rI縁ト・半はユピオサエでtit]整されている、料隈

は薄く、胎tは徴密で、淡褐色をしてし lる

杯C (108) Ll径16.6cm、'沿高 3.2 cm (推定） I l 

縁部はゆるやかに＼＇「．ちあがり、 II縁端部でわずかに

外反し、外面に沈線を施す'.) l I縁 I・・半は、内外面と

もヨコナテされてしヽる '.))j弁十．には非•常に細かしヽ砂粒

を含む）色謁］は、茶褐色をしてしヽるが、内面に黒斑

がみられる＾

〔灰釉陶器］

椀 (109) l I径15.8cm (推定｝閤犀i5. 0 cm, f本部

は内内して立ち卜がり、 ll縁は外I又する 外面f本部

下半はヘラケスリされており、ロクロ j11j転は時叶廻

りであるっ lI縁部は内外面ともつやのある !'I色の釉

が1本部外面と内面には、つやのなしヽ臼色の釉がかか

-)てしヽ る r

(6) SD 9出土の土器

〔土師器〕

杯A (110・lll) ll径は 13. 0~1 3 . 2cm、料高は

3. 2~3.8cm (推定） I I縁部は内対して立ち卜がるし

11縁部は内外面ともヨコナテ、底部は未調整である

(110) はII縁部外面に粘t紐の痕跡が残る r (110) 

ぱ淡黄褐色を情し、胎士は粗である (111) は淡茶

褐色で、胎によ良し、

杯8 (113) l I径13.8cm、料高 3.1 cm (推定）＇沿

斤；、 』周東笈 f:f};(よ、 SB  19nU:O)tイ、 B (106)、 (107) 

と[,ij様であるが、胎tに細砂粒を合も',

杯C (112) I l径13.8cm、悩高 3.4cm。Il縁部は

ゆるやかに内内し、端部で外反する）化怜壁が1~1耗し

ており、調整技法は不明であるが、胎士には、砂粒

を含み、色調は明茶褐色を情する 3 内面底部に，rヽ且斑



がみられる

椀 (114・115) 高台径5.4~7. 2cmへ 口クロ水挽

きされたもので、付高台は外側 Iこ間く (115) は、

底部外面：こ糸切り瞑が残る

色謁］は黄褐色である n

胎上（こ細砂粒を含み、

甕 B (116) i 1径15.Ocm (推定）〕直立気昧の（本部

から fI縁が外反し fI縁端糾で面をつくる。 fl縁部は

内外面ともヨコナテしているが、内面には横方向の

ハケメが残る :J f本部は外 [~i 8本/cmの縦方向のハケ

メを施した後、 ナテてしヽる勺内面は 9本/cmの横}j

向のハケメ謁］整をしてしヽる '.J)j合tは緻密で、茶褐色

をしてし)る

甕 C

1118) 

(117・118) I l径は (117)が22.8cm (推定）

が34.4cm (推定） [ 1縁が「く」の字形に外反

し、端部で面をつくる o l I縁部は内外面ともヨコナ

テし、外面（本部は、斜め）j向のハケメ調整を施す

体郊内川iぱ、 (117) ではナテられており、 (118) で

ぱ横）j向のハケメ調整が施され-cし)る。胎tは砂粒

を合み、色調ぱ淡褐色をしている

［灰釉陶器J

皿 (119~121) 高台径6. 2~11 . 4cm (推定） (119)、

(120) は、 ffj r:','j台がつぎ、内血全体に白緑色の釉が

かか-)-cおり、刷じ塗りと考えられる l闘在14砂窯
• .23 

式であろ),へ (121) よ高台の断而が-~!l月に近い形

をしており、外面体部と内面に白縁色の釉がかかっ

ており、刷 E塗りをしたと考えられる-直接屯ね焼

き痕が明瞭に残る リ闘在90砂笠式であろう。

椀 o22~125) 高台径6.4~8.8cm (推定）(122・ 

123) は断面が ~I ! J l形またはそれに近しヽ形をした

位jf;カ:~J(t られてしヽる (122) は内面と f本部外面に

(123) では、内面に (1緑色の釉がかけられており、

刷E喰りと考えられる l ,'.I、し侃90号窓式であろう。

(124) は、断面が:~l I月形に近しヽ高台がつき、底部

に糸切り痕が残る 釉は内面1本部に漬け掛けされて

しヽ る-折戸53り窯式であろう ci (125) は高台が外間

ぎにな-;ており内面底部に白然釉がみられる C 胎土

はあまりよくなしヽ。

1.7) 包含層出土の土器

［土師器〕

杯A (126) l lff..12. 6cm、沿高 3.6 cm •• [ J縁部は

内四気II末に立ち I:がり端部は丸くおさまる J I l縁を
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内外!Yiともヨコナテするもので、外面に粘L紐の継

ぎ痕が残ふ色調は淡黄褐色で、 Ii合いよ敏密であるハ

杯 B (127~131) r I径14cm内外、悩高 3cm内外。

し〗ずれも l I斎北部をヨコナデするものであるが、 (130・

131) 

残る

では底部外面にユビオサエによる指頭圧痕が

色調は淡褐色を惜し、胎j~ は緻密である。

杯E (132) f Hf:17 .8cm、悩高 3.9 cmつロクロ製

で、底部外面に/11/転糸切り痕が明瞭に残り、直線的

に外傾するf本部には、 ロクロ I!が明瞭に残る。色調

ぱ茶褐色で砂粒を含み、 II 縁部内面の•部に、rg斑が

p I ！出土である。みられる C)

皿 (133) f !ff:16. 2cm、沿高 2.0cm。fI縁部はヨ

コナテし底部外面は未温l格で凹凸がある＇う胎上は緻

密で、色調は赤褐色を惜する。

皿 (134~136) f I 径 11~12cm内外、底径 5~6

cm-_, ロクロ製で底部は原く、糸切り痕が明瞭に残る。

f本 ;'H~( 訂直糸泉的に外傾してしヽるが、 (136) ではlI縁部

で内内する-色;/,~ は茶褐色または淡黄褐色で、胎土

｛よ (134)、(136) ｛よ紆致;,If;、 (135) は：｛沙末立を含む）

皿 (137・138) (137) はII径 9cm余り （推定）戸

(138) 

くり、

は約12cmバ U クロ水挽ぎによって浅い皿をつ

高台をつけたもので、 (137) は、底部外面に

糸切り痕が残る .J (138) はロクロ成形後内外面とも

ナテられてし)る＼胎士には、しヽずれも砂粒を合み、

淡黄褐色を情するし

椀 (139) I) ff: 14cm:? ミり （推定）、沿高 5.4cm,、1本

部は内西しており II縁森1位）料壁が薄くなる（米且雑な

作りで、外面は[Uj凸がはげしく f.°;j台も ,iiんでおり、

外侑iに枯I:ひもつなぎ痕がみられる 赤褐色を惜し、

内面には、］］、し斑がみられる r

甕 A (140) l l径13.2cm、沿晶 9.6 Cillo 底部は+

底風で、胴郊は球状をしており、 1J縁部は外反し、

端部は 1:)jに肥州する= I氏部内外面と ij[ri]部内面はヘ

ラケスリをしてしヽるが胴部内面 I:}jには、横}j向の

ハケメが残るヘ ijjri];'fl¥外面は 8本/cmの縦}j向のハケ

メ j/.~J 別名か｀方他され、 I I縁部は内外面ともヨコナテをす

る )j合I:(こは、令戊母片や系Ill砂粒を合み、色J),';]は淡

茶褐色であるが、外面は焼けて桃褐色をしてしヽる

甕 B (141) f !ff..11.8cm I I径がJJlriJ部最大径より

も小さしヽものである I I縁は「く」の字形に外反し

内外面ともヨコナデされてしヽるが外面にはハケメが



残る，-/Jl1i]部は、外IITiはI虹体11本の縦力向のハケメ謁

整、内miは原体15本の横}j向のハケメ調整が、それ

ぞれ細かく施されてしヽる 色温lは茶褐色で、細砂粒

を含む ・/必平安時代としだが、あるし'(よ奈良時代

のものかも知れなし)

甕 E (142) f lff..28.0cm (推定）肥Iばした fI縁；'f!S

は「く」の字形に屈折し、!I縁部をさらに外）jにひ

く（内面には明瞭な稜線を示す,Jlfi'I: に砂粒を合み、

色調はレンガ色を情する 焼きは硬しヽ 愛知県(.

’州市）の追跡から多く出土するタイフであるで

鍋 (143) I I径18cm余り（推定） I I縁部は外反し、

底部は浅し'_'ド球形をする 胴祁は、外面は縦}j向の

タト旧iはロクロケ J、リされており、体湘にはロク 0 ミ

スピキの跡がIIJjllfitに残る 17クロ!i1Jil広はll,f1lh赳りで

ある 胎Lは、砂粒を少拭合もが、限緻で、色,;),r,jば

白阪色を情する

［緑釉陶器](152~156) (152)(1S'.)) (よ椀である

か、 (154~156) は、椀か IIIL かが明である 高台:.t

(156) は、蛇ノ ll高台で、他ば外{!Ii](こ間く高台であ

る (153) の底郊外川j(こ｛よ糸切り痕かみられる

(152·153) は軟質• で淡褐色をしており、 (154~1'.勺6)

ぱ硬質で1仮日色を情する 釉の色は、 (152~1 り4) ; 農

緑色 (155・156) は淡緑色をしてしヽる (1り6) は底

；屈タト侑i(こは：方他凩刊されてしヽ なしヽ (155) (t p i t出!:

ハケメ、内面 I・.部は、 I原体 7本の横方向のハケメ、 である

内面 F乳I)はヘラケスリで、それぞれ闊整されてしヽる

胎土は緻密で、色謁］は淡貨褐色を情する

〔黒色土器〕

椀 (144) 黒色f灌いである C r l縁内面直 Fには

沈線がめぐる＂内 fftlf本部は横}J向にヘラミガキを施

し、し冒：し焼きされる 外面は、 II縁部をヨコナテ

し、 f本部はヘラケスリする 帖 L紐の継ぎ痕が残り、

色JIMは茶褐色を情する e

〔製塩土器〕 045~I50J r1 径 14~19cm (推定）

料高 5~6.2cmで、しヽわゆる志 l't. 式製塩J:料である

(145~147) は f本部の沿収が比較的薄f で、 I I縁部

がさらに併j.くなるもので、外面はユビオサ工（こよる

指頭圧痕が叫瞭に残る 内面は、 (145)、(146) はナ

テられており、 (147) はIヽケメが施されてしヽる C ll合

L には 2~4mmの砂を含み、色謁］は褐色を情するが、

外面は熟を受けて、桃褐色に変色している= (145) 

の底部には、モミガラ痕や繊維痕がみられる (148 

~150) は料収が 1 cmを越える/!/さのもので外面は、

(149) は木調整、 (148・150) はてし)ねし)にナテられ

ており、内面は (149・150) はてしヽ ねしヽ （こナデられ、

(148) は粗しヽ Iヽケメが施される 胎上は、 2mm以 f

砂粒を含むが緻密で、色温］は褐色を II~する, (148) 

の外面はりII熱により桃褐色に変色している (149) 

の/J厨船にはモミガラ痕がみられる）

［須恵器J

ギf(151) I I径15.8cm (推定）＇沿高 6.0 Cillo 平ら

な~ 底部に、直線的に外傾する（本部がつらなる。底乳1;
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〔灰釉陶器〕

椀 (157~178) 形態、成形技法、施釉の特徴に

よって 4つに大別することができる-CDは(157・158)

で、底部からf本部下半にかけての悩収がI'/<、高台の

浙面が方形であるが、 F端中央部がややくばむもので

ある底部外面はロクロケスリをされており、施釉：よ、

内面全体に白緑色の釉がみられる 乞は (159~170)

で高台の断面が・~f I J 1形を 'ilするものである (159・

163・165・166・169・170) (}) 11'(;'fl; タト,rn: こ：.tuクロケス

リの跡が残り、ロクロIII I転は、 (163・166) は時叶廻

り、他はイ~IIJJ である 施釉位沢ぱ、 (1:i9・160・161J 

は内面胴郊に施釉されてしヽるが、底陥しか残存して

し＼なし＼ため、 lI縁部内外面につしヽては不明である

(l 62~170) は内外両面とも施釉されてし＼るが(162

~163) は、内面令面を、 (165·166) は内面 /Jlril 部を施

釉し、低部に 3~1 cm輻のひと 'jt(})Iヽケ喰りをして

おり、 (167~170) は内面胴部まで施釉してし＼る

釉の色は、 tヽ ずれも白色またば、白緑色である

(161・165・168・l70) には、低渾内面に直接_if[ね焼ぎ

痕がみられる ］）は (]71~177) で、高台が外佃j( こ

間くものである c (172・173・175・177) (こ！よ、底部外

r(1iに糸切り痕がみられる 施釉方法は (171・176・

177 Jでは(!色の釉が忙tけ掛：tされて tヽ るが、他ぱ

4ヽ片.(})だめイヽ :11Jjである (176・177) : こはIl砂培1;(こ輪

｛と力情他されており、 (177) はji.)j向と考えられるが、

(176) は、小））1．のためその数はイヽ :HJ jである 1は、

(178) で、高台ド端（こモミガラ痕がみら ~l るも(})で、



恥・n;外川i(こ糸切り痕を残す

大椀 (179) I J経32cm (推定）ロク＼］成形されて

わり、 II帝吠端部が外反する 内面にのみ施釉されて

おり、 (I砂位をオ『 r合んだ胎I:で、色調は}}く (I色を

t Itする

皿 (180~186) llllも椀と IIi]様に形態、成形技法、

施村l(こ上.)て大別でぎる CI'it (180~182) で、底

郊から胴祁にか：tての閻料悦がりく、 l枡面方形の高台

が付くものである (181 Jは外面の底部と胴部をロ

クロケスリする_,施釉はしヽずれも内面全面に白緑色

(/)釉が施される (182) は底郊内而に•・．又 l、チン痕

がみられ、まだ底部外面中央に団内がみられるが半lj

嘉；ょ不能である

2,:J (183~186) で I I 径が14~18cm程で、断面・~II

J j形の高台が付くものである (]86) 外血低郊をヘ

ラケスリしてしヽる 釉ば (186) は、内面全面（こ (183

-185) は内外両面で、 (185) の外而の施釉はijjri]部中

央までである 釉(/)色謁］｛よ、しヽ ずれも I'I緑色である

椀り ：こあだる 1111:J、出i:してしヽ なし)

F . 鎌倉時代の遺物

11) S E 6出土の遺物

［山茶椀J(l87~190J 11径1,1.6cm~16. 2cm (推

定） (187・188) はII縁蘭いみ、 (189・190) は底乳1;の

み残{{- f本；'fl;から II式'fi;(こかけてゆるやかに内対し

タト/,,z -J・ るII~: ぶ'fl;の昇乱乳1;(土丸くおわる 底部内［（廿,11央

部：:thずか；こ11ビ肘し、付ばi台：t ft6. 2cmと7.4cmであ

り、クトに屈府ん；ょ‘‘）た知-しヽ 逆台形状で(190) は輻が広

く、端部に面をもつ (187・189) の内面、 (190! の

底郊を除く f本部内[Iii(こぱ淡緑色の白然釉がかかる

胎 t 、色』.';t1;~:t (1 88・18 9 ! が机f:であり、淡I、Jく(I色

をII~ する力;・、 (187・1 90) (ょ｝『「•訓砂を合んでおり粗

＜淡/,Jく色を情する (190 ! C,')高台内祁 1こぱ、 ．．次的

な付煤が；贋くみられ、 J、JIIJj /flとしてしヽたもりかもし

才しなし¥ (190) の外底；'fl;(こは「↓」 あるしヽ は「 X」

とし＼う！！＼内がみられる

［木製品〕

木製品として出Lしたものには、窮、曲物の他、

J j:'i枠に使fl]された横仕、縦板の材布があるが、こ

れらについては、〔第 8表〕木製品舟匂表のとおりであ

., ス～

12) SE 7出土の遺物

［土師器〕

小皿 (192) I I径6.8cm、料高1.3cm . l-づくねで

あり、 rJ帝吠部はゆるやかに内舟し、端部は細くつま

みあげられており、ヨコナテがなされて tヽる 底郊

はr1縁部に対して州みが薄く、外底部は未謁整であ

る 色温J:よ淡黄臼色を情する

皿 (193) f: づくねであり、 II径1S. 6cm (推定）

とやや大ぎめ (T)llll 成形、 ,H,t]整ぱ (192) とl,iJ様であ

ス~

［陶器〕

常滑甕 (191) 頸池のみ残｛［する 推',iI l径22cm

で投{!森I):t直線(1'、J(こ外Iくし、胴張りの体郊から頭；ii) : ょ

く(/)';-:: こクト1又する 頸部外血 Iヽ^ 半渾を除し¥-c II介茶褐

色(/)施釉がなされでし＼る 曲物内から出」：

鍋 (194・195) 厨く外反する II頸部から fI縁端

部は内側に折り返して、 [U]んだ面をもつ段をつくブ

てtヽ る I I径25.5cm前後、 (195) は（本部最大径30cm、

闊高20cm (オ佳',i).)jf,'!:中！こぱ砂粒を多く合んでおり、

内面はナテられてし＼る (194) の外収は1仔耗が進み

謁］整技法宮は不明である 色温](土黄(!色であり、 II 

縁外川iにしよ怜1;付煤がみられる

［木製品］

曲物（第 8表）の木製品＾覧表のとおりである。

13) 包含層出土の遺物

［青磁〕

椀 (196~198) (196) は体祁が内内して立ち I:

がり、 II奇吠部で強く外反しており、内[(tiー（こは、 1'/i:花

文が描かれてしヽる うぐ tヽ す色の釉がうすく施され

ており、胎 tぱ緻密で、阪 (I色を閑す (197) は削

り出し輪高台のI枡面が四角形で底；'fl勾）＇沿峡がいく、

内面には 1¥'(花文か描かれてし＼る 釉ば青昧を悶びだ

緑色をしており、釉厄は 0.4mm前後である 高台；'fl;

悦付およびその内渾と底森1;は露胎をなす )j合t:は1仄

(! 色を情し砂位を合も (198) : ょ、 f本部が内内気II木

1こ立ち I・.がるもりで、 f本部内面 H立｛こ (t、沈線が施

さオt-cしヽる 外面は、櫛状」>!しによる前[}j向の平行

線文が、内血：こぱ猫描「文が描かれて tヽる 猜i描 r-
文のI原体は 5,r,1,i, / 6 mmで、大ぎな、r,1,i,が 1つ、小さな

、1ばか 4つで構成されて tヽる 釉：ようぐし＼す色で、う

すく施されており、胎1:ぱ徴密で),Jく (I 色を旱~す
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［土製品〕

土錘 (199~208) 長さが 5~6 cmの長細いもの

(199~202) と長さが 5cm前後で中央にふくらみを

持つもの (203·204) と、 f和3.2~3.6cmの球状のも

の (205-208) がある。色謁］は、［且褐色、阪褐色、

淡褐色と様々であるつ (206) にはヘラケズリによる

面取りがある。

4. B地区の遺構

調査区は現状畑地であり、まわりの水川より約40

cmの比高象がある 3 近年ば七地として所在していた

らしい ::J -t: r, 付の枯本的!~1 I午は第 I!,;り；表上、第 11府

；茶褐色t:、第 1II柑；淡茶褐色砂質上、第I¥「層；淡

黄褐色t:(地山）であり第 Il杓及びm柑が遺物凶合

層で、府の変化は漸移的である。地山までの深さは

約90cm程度である。

遺構として、掘立柱建物 3棟、土琺 3拮、溝 2条、

中批拮 1tJ店穿を検出した。年代としては古墳時代か

ら鎌介時代までの各時代に及ぶものである。以ド、

時代順に個々概述してゆきたしヽ、

A. 古墳時代後期の遺構

11) 溝

SD2 調査区の北側で検出された南北溝で、輻

約 0.6~I.3m 、深さ約40cm の溝である'.) i紺坪 Lか

らは、 t師＇沿喪の小片が出士して tヽ る-なお、茶褐

色砂質tの坪卜のド府は11介茶褐色砂礫層となり、そ

の中からは縄文t料が出tしているヘ

SD  8 輻約 1.3m、深さ約45cmでSD2にほぼ

平行して 1じる溝である＇）溝坪士からは、 t: 師＇沿椀、

甕、須忠悩杯などの小片が出土してしヽる。溝の南側

は後枇の授乱のため検出不明であった。

B. 奈良時代の遺構

(1) 土砿

SK 7 最大輻約 1.5 m、深さ約15cm余の不定形

の上坑で、埋土からは奈良時代後期の士師料（杯・

璧展） ~~ カゞau:してしヽ る。

C. 平安時代前葉の遺構

(1) 掘立柱建物

S84 発掘区のほば中央部で検出した桁行 4間

(7.6m) X梁行 3間(4.8m) の東西棟の掘立柱建物

-78-

で、棟}j向は N74°Eである。柱間は桁}j向が1.9m、

梁方向で 1.6m の笠間である'.)柱掘形は径 90~45

cmとややイ寸月1jし)で、深さは約20へ 1(km余である

D. 平安時代末葉の遺構

I 1) 掘立柱建物

SBl 桁行 4間 (7.7m) X戊行 (4.5cm) の南

北棟の掘立柱建物で棟方向は N1°Eでほば磁北にの

るc 桁}j向の柱間は比較的揃ってしヽるが、戊方向の

柱間はイ寸~j1j しヽである u 柱掘形は径70cm程度で深さは

20~35cm である-木t穴埋 J: 内からぱ fl 、~:期を決定す

る追物がなく、 •応、山茶椀の破片をも. J -c建物時

期 1-.限をぶし得る遺物とした

(2) 土砿

SK 5 発掘区のばぼ中央で表土より約40cmで検

出された径約 1.5mの円形のt:tJ.去である 5~25 cm 

程度の小,fjとともに多数の完形品を含むt沿灯iが

出tした上悩溜である 土悩は、 I: 師悩lllL、鍋、山

茶椀がほとんどを古め、型式からみると知期間に

括投崩されたものと考えられるこ］

E. 鎌倉時代の遺構

11) 掘立柱建物

S86 SB4の南側と屯複し、東西 3ml (7 .5m) 

x南北 2間(3.6m) 以卜.の柱穴の底に根石をもつ束

西棟の掘立柱建物と考えられる)tl↓石は20cm程度の

扁平な河原石が使われており、東北隅の柱↑くを除し）

た他は柱穴は検出されず、根石のみを検出した 建

物の南側は後t恥の授乱のため柱‘パ、根石とも検出さ

れず全体の規校は不明である c, 棟方向はN78°Eであ

るく）

(2) 中世塞

S X 3 発掘区の北西、 SDZをぎるかたちで検

出した。礫棺施設をもつ中i廿硲である 長辺 1.7m 
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x短辺 1.1m X深さ 0.75mばどの長）j形の掘形をも

っ t拡内の I和ffi に、 10cm 前後の扁‘ドな ~uJI泉石を東西

0.8m X南北1.6mほどに整然と放ぎつめ、その側収

砂 i]じく 10cm前後のI而‘ドな川原イiで積み I:けられて

しヽる この礫棺の I・.部には、 15cm大の川!J;i{ jが全面

にみとめられた 礫権の内法は、東両 0.8m X南北

1.4m X深さ 0.35mであるこ内；・mの四隅より木木代に

使用したと思われる鉄製の角釘を 5本検出している

また礫梯 I:部の礫のドには副作品と考えられる t師

沿皿 2、［月と小111L7 ,r, 門が出i:したが、 人骨、木木代の木

片布は検出でぎなかった

13) 性格不明の遺構

SX9 SOSの卜にかかる「コ」!))字状のイi列

である 東西1.6m、南北2.4m レヘルは椋似j10. 9 

~11.0m でばは詞じ高さで整列してしヽる 位:;筏や

}j向から、 SB6 /こ付随する施設であ-Jたと考えら

れるが、性格はイ~IIJI である イi糾の間からは鎌介時

代の1/1茶椀、 UHli料鍋笠りt沿破片が出Lしており、

-・/必、 SB 6とSX 9をこの時期に比定しだ

---------1 (:iii悩

□□ j-------・-1 I J茶碗

A
 

4
 

。
50cm 

A
 

B 11.00 m 

淡茶褐

砂質上

第44図 S K 5実測[''J.] (l : 15) 数字は土悩実測似1番砂をぷす
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5. B地区の遺物

B地区から出土した遺物はそのほとんどがい岱類

で、他は少址の屋瓦、鉄製品、 t襲狛序がある 0 時

代的には縄文時代のものを f:限として中tit(鎌倉時

代）に↑ るまでの広範[-1-/:Jの時代にわたり、その種煩

としては、縄文土悩、須恵悩、阪釉陶悩、山茶椀、

磁悩（村磁、白磁）、屋瓦、上錘、石料宮に分けられ

るっ斌的には奈良時代後半、平安時代後'f':が多し、↑

遺構に伴出する遺物としては、 SD8、 SK 7、

SK 5、 SX 3でみられ、その他はすべて辺合）付で

あるつ以ド、時代II肌に概述してゆきたしヽ。

A. 縄文時代の遺物

(1) 縄文土器 (1~4)

しヽ ずれも lI縁郎の小片であり深鉢形態と考えらる

るci (1 J は外面に 3条の太い沈線が人るつ (2) 

のl1縁端部は面をもち刻11文が施され、外面には横

位の条:Jiもか走るつ (3) はIl縁端部 l:面をヨコナデさ

れており面をもっ 0 また[1縁部分の取り付け痕跡が

内面に残り、外面にはわずかながら擦痕が残る cう (4)

はIl縁端部内面に左ドりの亥iJ11が施されるご (1. 2 

• 4) は、砂粒を多情に含み粗し消合上であるが、 (3)

は、胎上は良い。

(2) 石器

フレイク (11~13) (11) は断面ぱ不定形な台形

を情する横長剥片で表面は 1,i,',i, から 3)j向に泉lj離さ

れ刈部を形成するが打面の残りは悪い。 (12) は薄

fの縦長泉lj片で、刃部はやや和f曲し鋭い。両面とも

打、r,',i,からのフィノシャーをよく残す。しヽずれもサヌ

カイト製 (13) は断面•今．角形を呈する 5 面体の石

料で、そのうち l面のみ自然面である) 4面のうち、

横長剥片を剥離した痕跡をもつ面、縦長剥片．を剥離

した痕跡をもつ面が各 1面みられる。サスカイ l、製っ

B. 弥生時代の土器

(1) 弥生時代前期の土器

広口壺 (5) 強く張る胴部からゆる＜外反する

曼頁部をもち ll縁部は短く外に開く。また頸部と胴部

の境には数条の沈線が施される Cl r 1縁部を欠き、胎

-82-

tは砂粒を多く含むが焼成は良し、ー赤褐色を情し—ム

;'船に黒斑をもつ。

(2) 弥生時代中期の土器

細頸壺 (6) 頸部から口縁；祁を残す細頸壺で、

ゆる＜外反する頸部から II縁部を内側に内傾させる

I I縁部外面には縦方向のハケメ調格のあと 2条の沈

線で区圃した間に櫛描列、1,1,i,文を持つ C I I径は 5.6cm 

前後で赤褐色を堪す。

広口壺 (7) I I縁端部を 1:ドに引ぎ伸ぱし、端

部 k方に押Itによる波状文を作り出し、 ド）jには櫛

による刺突文を施す。頸部には数条の沈線を施す，

(3) 弥生時代後期の土器

高杯 (8) 脚部のみで脚部外面には櫛描直線文

を施し、内面にはハケメ調整を右 I:から左 lヅj向に、

左 f-.から右ド方向に交Ii.に繰り返されている 透し

孔は 3方にあると考えられる。

甕 (9) S字状ll縁甕の頸部から II縁部にかけ

ての小片で料隈が薄く、 II縁部外面に刺突文をめぐ

らせるへまた頸部から胴部にかけて 2段のハケメ』,7]

整のあと変り目に櫛による平行直線文を施す 頸部

内面には荒いハケメ温l整がのこる、

高杯 (10) 欠l廿期の高杯の脚部％ほどの破片で、

脚裾が内内ぎみに丸II未をもつ。外面は］闘；（こヘラ I廿

ぎされ、櫛描直線文が施される C 3)j向に透し孔が

残る。内面は左 Lから右ド）j向にハケメ調整されて

いる，、色闊は赤褐色を呈し胎tも良い

C. 古墳時代後期の遺物

(1) 土師器

椀 (14・15) II径11cm余の椀でfI縁はやや内傾

して立ち Kがり、端部に面をつくる c r 1縁部内外面

をヨコナデし、以ドはヘラケスリされてしヽる 色調

ば赤ii}色を望し、胎上は砂粒を合みやや粗いっ

甕 (18・19) (18) はしヽわゆる S字状Il縁甕の退

化したものでIl縁部が肥麻し、端部外面に凹んだ面

をもつ。（本部外面には荒いハケメが施され、 II縁部

はヨコナデされている。淡褐色を情し、胎Lは砂粒

を憚かに含む (19) はr1縁部が「く」の字状に外反



し、端部を I:Jjにつまみあげる （本部外面には縦位

の、内面には横位のハケメが施される II介茶褐色を

情し、焼成は良好である

(2) 須恵器

杯身 (16・17) しヽずれも底部を欠く破片でl)任

10cm前後である ［］縁端部は、やや内傾し内側に鋭く

段をなす (16) とゆるやかな (17) とがある

高杯 (20・21J (20) は外面にロクロヘラケスリ、

内面にロクロナナの訛l整を施す (21J は厨卿•段透

しの高杯の脚部で、脚端部には段がみられ断面・・・1り

形を情す (20)、(21) の透しはともに長}j形である

が、 f,if}j向にあるかは不明へ

D. 奈良時代の遺物

(1) 土師器

椀 (22) I I径12.4cm、闊高 3.6 cm 半球形の体

祁から r1縁部を内1りさせる椀で、 IJ縁部はヨコナテ、

（本部から底部にかけてヘラケズ＇）を施す

杯A (23~25·27) 平飢な底部から II緑部を直

線的にのばし端部を丸くおさめるもの (23・27) と

I I縁部を外反ぎみにのばしたのち、端部を I・.}jにつ

まみあげる (24・25) に分げられる勺謀l整技法は、

すべて II縁部をヨコナナし底祁のみをヘラケスリす

る (25・27J には底池内面に螺施状II森文がみられる

(27) は底部外面にヘラ記砂をもつ すべて胎t:は

徴密で、色謁］は (23) が淡赤褐色、他は赤褐色を呈

す.

杯B (26) 高台が付く II径20cmのやや大刑の

杯で、 II討部はやや外反する C 1ll,~] 東径技法は「＂滅が

進んでしヽるが1本部に縦位のハケメが残る, I I縁部

内面に斜放射状II(;-文が認められ、底部外面にヘラ氾

砂を行する 高台は I・.hをヨコナテ、 ド}jをユビオ

サエにより取り付けられてしヽる 色J/t]は赤褐色を情

し、胎十△し［緻密であるヘ

皿 (28・30・31) (28) はII径21cm余で内内しだ

体森1;より端部を外 I:)jIこのばすJillで、 (30・31) はし＼

ずれも II縁部はやや内内するが、端郊は (30) は丸

く、 (31) は尖がり気昧におさめる"r I縁部はヨコ

ナテ、底乳I只よヘラケスリする n すべて色 1~/.~] は赤褐色

を惜し、 )j合Lは徴密で、 (30) は内面全体に煤が付

{{する
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杯蓋 (29) I I径16cm余でつまみを欠く n I I縁部

を強くヨコナテし、）く1朽'f11I: 面をつまみを取り圃む

ようにしてヘラミガキされてしヽる

甕 (32・33) II糸吠部はややり手で「＜」の字状

に帷く外反し、 I: }jに丸くおさまるが (33) は端部

外面に角ば、グ）た面をつくる。 (32) は11縁部外面に

ハケメ・イ本部に細 tヽ 縦位のハケメ、内面は横位のハ

ケメを施すn (33) はII縁部を帷くヨコナデし、胴

部は粗いハケメ、内面は横位のハケメののちナテ消

してしヽ る ）l合f:は (32) は砂粒を合もが (33) は緻

密である•;

甑 (34) [ l径33cm余でr1縁端部は外面で浅 tヽ段

をもち内栢ぎみに丸くおさまる）外面は粗t、右ドり

のハケメ、内面は横位のハケメを施す。淡黄褐色を

情し胎uよ緻密である C

(2) 須恵器

杯 (35-37) 高台径 9cm前後の高台付きの杯で、

(35) はII径13.4cm、料高4.2cm•. I I縁、 f本部ともロ

クロナテ、底i'H)はヘラケスリののち高台を取り付け

てtヽ る勺胎Lは、 (35) は砂粒を多く含むが、 (36・

37) は緻密である

高杯 (38) 高台径10.4cm,-脚部のみの破片で杯

郊を欠く 裾端部外面は[II]状をなし断面はサり形を

望す 内外而ともロクロ水挽きの痕跡を良く残す

(3) 屋瓦

軒丸瓦 (116) 複弁八弁蓮帷文軒丸瓦で瓦‘片面の

復元長は17cm、厄さ 2.3cmを測る一，中It§ には 1+ 6 

の述f、外区内縁の珠文は18と考えられ、外縁に鋸

歯文はみられなし、 また中房の周縁には凸線がめぐ

る 述伴文の花弁の大ぎさはイサrj,jしヽ である u 全体に

l祐戚がすすみ胎 Lも砂粒を多く合もぃ

E • 平安時代の遺物

11) SK 5出土の遺物

［土師器〕

小皿A (39) l l径 8cm、閻高 1.5 cmでII縁部を

ョコナテし、内面には Iヽケメがみられる 内内ぎみ

（こ立ち I・.がる II縁部から端部はそのまま丸くおさま

る I I縁森［以ドは未謁］整でユピオサエによるいl凸を

残す

小皿8 (40) I Hf: 8. 3 cmで色調、胎l:とも小lHl



Aと同じでlI縁から内面にかけてはヨコナデ、底部

は未謁整でユビオサエによる [LI]凸を残すコ

小皿C (41) ややI'/手の小皿でlI径8.2 cm、稲

直に立：ち卜がる口縁部から端部は 1-.端に面をもつ

l I縁端部から内面にかけてはヨコナテ、底部は未謁

整である勺色調、胎上とも小皿Aと同じである。

小皿D (42) 底部にfr1l転糸切り痕を残すロクロ

製の小Jillで、 rJ径8.8cm、沿高2.2cm。胎上は砂粒を

多く含み賠黄褐色を呈する。

皿A (43~49) l I径14. 0~14 . 5cm、悩高 3.1~

3.3cmで、 r1縁部はやや外反し、端部は悩峨が薄く

なり丸くおさまる。 J/t.]整技法、胎J:、色関とも小1111

Aと同じで、 lI縁部をヨコナテし内面全体にハケメ

』月東斉を施す。

皿B (50) [ l径15.2cmとJlilAと比べてやや大き

しヽ。調整技法は小JlllBと同じでIJ縁部から内而にか

けては l闘iにヨコナテされ、底部は未闊整のままで

あるっ }l合f:は緻密だが色温lは皿Aに比べてやや濃い

黄褐色を情する。

皿C (51) I l径15.5cm余、閤凰:;3.4 cmのロクロ

製t師料で底部は[nj転糸切り痕を残し、底部はやや

突出している C)l合Lは砂粒を少斌合み、色調は」ms

と同じである。

鍋 (52~58) I J 径 22cm~25crn で、 しヽずれも口縁

部は「く」の字に外反し、 lI縁端部を内側に折り返

す形態をとる。折り返し lI縁の形態から、やや)'/l

で丸昧をもつAHi (52・57・58)、端部内面に面をも

つB煩 (53・54)、やや薄手で端部内面が凹状となる

C類 (55・56) に分類できる。調整技法はrI縁部内

外面いずれもヨコナテしており、 f本部 I・.半部の内外

面とも Iヽケメ調整してしヽるもの (56・57)、と1本部外

面は未謁整でユピオサエによる Ill¥凸が fI立つもの

(52~55·58) とがあり、さらに f本部内面を l 府i にヨ

コナデされているもの (55) やf本部内而J:}jをヨコ

ナデ、 ド）jをヘラケズリされてしヽるもの (58) など

がある。 (55) は頸部に 3条の浅しW尤線が見られる c

胎tしよしヽずれも砂粒を多く合みやや朴1しヽ。全体に淡

黄褐色を情するが、外面全体に煤が付行しているも

の (55) もある。

［石製品〕

砥石 (118) 長さ 7.5cm、輻3.5cm、/'/さ 0.8cm余。
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砥面は、表面と裏面の•祁、側面 3 面の社 5 面 I こ及

ぶ。中央部分は右下り }j向によく l佑戚し、 [11]状とな

')ている赤烙術色を情し、石材は硬い貞岩である

［山茶椀•山皿〕

山皿 (59~64) fl径8.5 cm、閻犀j2.5 cm、底ff

4.0cm前後で心i台を持だなしヽ皿である, (S9) は底；'fj;

内面にfI: I: げナテがみられ、 (60・63・64)はlI帝吠部

内面に面をつくる (60) はII径のわりに底径が小

さく J"'庫につくられて t ヽる。 (61~63) は、[ I緑端

部に自然釉がつき、 (61)は[I縁；閣が肥Iばする (64)

はfI縁まで直線的に立ち卜がる (60・63・64) は

完形ですべて底部に糸切り痕を残し、胎上は徴密で

色温］は阪臼色を情すへ

山茶椀A (65~75) 輪花をもつ山茶椀で、 lI径

16cm、沿高5.5cm、高台径7.5cm前後でおおむねf本部

は丸昧をもって立ち卜.がり、 fI縁部が外反する (68

・69) の輪花は、指によるナテ I:げによるものであ

り、他はユピオサエによるものである (65)は完形

で体部は内魯ぎみに立ち卜．がりわずかに lI縁が外反

し、 IJ縁端；＇船内面に面をつくる一底； 'fj;の糸切り痕は

ナテ消され、木艇圧痕をのこす,_,(66)はf本部内面（こ

白然釉がみられ、高台のほ面は逆台形状を情し、籾

殻圧痕が残る (67)はほば完形で、体郎の内内がき

つく lI縁部の外反も強い勺底部の謁整は糸切りのの

ちナテ消してし＼る一色調は (68) が臼阪色、 (69)が

灰白色を情す i (68)は完形cc (70・71) は1本部がゆる

く内内し lI 縁端部内面に [~i をつくる） (72・74) は体

部が直線的にのびる山茶椀で、 (73) は、 (70・75)

と同様に lI縁端部外面に面をもつー）

山茶椀B (76~79) 輪花を {iしなしヽ l廿茶椀で、

(77)は rJ縁部から f本部外面にかけて自然釉がみら

れ、[I縁部外血iIこtね焼き痕を残す すべて底部に

糸切りのあとナデ消しがみられ、胎Lは緻密で色温l

は1仮「l色を情す-

(2) 包含層出土の遺物

［土師器〕

小皿 (80・81) (80 J はlI径9.0cm、悩高1.2cmの

I I縁端部が乖直しこ立ち f・.がる小llll.で、 (81)はSK5 

の·括出tの追物土師岱小lllLA と fri] ―•のもので、内

面にハケメを施す。

杯 (82・83) 丸昧のあるイ本部か、 lI縁部を帷直＾



ぎみに＼＇，：ち I・.がり、 (82) はII縁部を丸くおさめ、

(83) は少し外反させるものである ともに 11径14

cm前後、＇盈蟷 j3. 5 cm前後でII縁部をヨコナテし、内

面はナテ、外面はユビオサエのままである。

甕A (84・85) 11縁部がゆる＜外反し f_J皐吠端部

を尖り気昧に直立する甕で、 [J縁部はヨコナテされ

胴部外面を縦位に、内面を横位にハケメを施す）と

もに茶褐色を情し砂粒を合も、 J

甕 B (88・89) 外反する 11縁部の先端池を内側

に折り間げられた喪で、 (88) はIJ径23.6cmで、 (89)

より II縁部の外反が強く、胴部はユピオサエのまま

である()(89)は砂粒を多く合み焼成もよくないジ色

謁lぱ、 (88) は赤褐色、 (89) は桃褐色を堪す。

製塩土器 (86・87) 外面は未調整でユピオサエ

による指頭圧痕を残す (86) や枯上の幣を巻きいず

だ痕跡をもつ (87) がある o r 1径は22cm余、悩高は、

(86) が5.6cm、(87) が5.2cmで、色謁］はともに赤褐

色を情し、胎Lはもろく砂粒を多く合も＼

椀 (90) uクロ製上師料で、高く丸味をおびた

高台をもち内面にはリ、＼斑がみられるぅ底部外面は、

[11]転糸t]Jりののちナテ消されているこ）

〔灰釉陶器〕

皿 (91) 角高台をもつ/'/f: のJillで、内而全体に

灰釉を施すものである まだ内面には-~ 丈 l、チの痕

が残るこ、fJ_し樅14号‘’恨式と考えられる

椀 (92・93) ともに:.! I I l状の高台をもち、 (92)

は内面に刷E喰りによる I仮釉が施され、 (93)は底部内

内面をのぞぎ灰釉が施される 黒徊90砂窯式であろ

う すべて小片でII縁部まで残ってしヽるものはなく、

胎 I:は喉緻であるこ9

山皿 (94~101) l J径8.5cm、料高2.5cm内外のも

ので、内';腎するf本部から II縁部を外反させ端部を丸

くおさめるもの (94~97) と、（本部を直線的にのば

しII 縁端部を丸くおさめるもの (98~101) に大別で

ぎる 0 (97. 98) は高台しこ籾殻II: 痕を残し、 (100 ・ 

101) は貼り付け高台をもだなし、llllである

山茶椀 (102~107) (102) (よf本部が内内ぎみに

立ち I・.がり fI縁池を外I又させるもので、 ll合上が堅緻

でつくりも良好である (103) は(102) に比べ、 II 

縁郊の外）又がゆる<f本部の内';;'もリリしヽ lff-滅が著し

く高台のつくりも雑である (104) は他の山茶椀と

85 --

胎tや色調が巽なるもので、直線的にのびるf本部か

らやや11縁部を外反させて端部外面に面をつくる。

(105) は底部から f本部にかけての破片で高台に；．角

形の高台がつく 0 (106・107) は高台のみの破片で、

高台は逆台形を消す

片口鉢 (108) 復尤11径33.6cmで、片Ilをもつ鉢

になると考えられる。、（本部から Il糸吠部の破片である。

F . 鎌倉時代の遺物

(1) S X 3出土の遺物

〔土師器〕

小皿 (137~143) II径 8cm余、 化怜高 1.3cm余の

法情の相似た小1111である。 r1縁部をヨコナテし、底

部内1fliぱ j廊：にナテられてしヽる。外面は未J/t;J整でユ

ビオサエの痕を残すもの (137·139~141) と一方向

に軽くナデるもの (138・142・143) とがある。胎tは

細砂粒を合み、色調は (139・140・142) は淡杞褐色、

他は貨褐色を情す'.)

皿 (144・145) I I径13cm余、料高 3cm余つ II縁

部はゆる＜内’屑して立ち Kがり端部を丸くおさめる。

(144) は、底部に近くなるばど悩隈が 1mm前後と沌

くなる o (145) は底部が平底であり、 II縁部をヨコ

ナデし、底部外面をナデ、外面は未 J/.~J 整である。と

もに胎上は砂粒を含み、色謁］は貨褐色を情す勺

〔鉄製品〕

釘 (146~150) (146) は完形。長さは 5cm余で

角釘であり、鉄錆がひどくもろしヽ。これらの鉄釘は

硲拡の四隅から出tし木木代に使)!]したと推定される。

(2) 包含層出土の遺物

［土師器〕

小皿 (109・110) I I径 7.5 cm、沿高 1.0cmの

相似た小皿が底部中央が 2mm前後と；源くなる） (110) 

は底部内面に鳩料がみられるが、小片のため判読で

ぎなかった

皿 (111・112) (111) は(112) より II紺部の立^

ちI:がりがり狙く外面にはユピオサエによる指頭圧痕

が叫瞭に残る 雑なつくりでJミみが大ぎい :J

ミニチュア鉢 (117) 底径 5.7 cmで、[J縁部を欠

くがミニチ ~L アの鉢になると思われる f本部外面は

;1. ピオサエによる指頭圧痕がみられ、内面にはナテ

の痕が良く残る 赤褐色を情し）I合J:は徴密である。
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〔磁器〕

青磁椀 (113・114) しヽずれも小片で外面に櫛描

文がみられる。 (114) は内面に 1条の沈線がめぐり、

底部にかけて櫛描きによるジグザグ状の文様を施す。

(113) は灰白色、 (114) は青灰白色を閑す。

白磁椀 (115) 小片で1本部は直線的に伸び鋭く[J 

縁部を外反させ内面に面をもつ。漬け掛けされた釉

がみられ、色調は明｝仮fl色を足す。

〔土製品〕

土錘 (119~136) (136) は球形のt錘で、他

は両端がすぱまり中央部がふくらむ細長い土錘であ

る0 (119~133) まではピソト中より 括出士したも

ので、すべて暗灰褐色を足し、長さは 4cm余から 3

cm余まで大小さまざまである。 (134・135) は大ぶ

りのt錘で、 (134) は復元長 5.0cmで籾殻圧痕を残

す。 (136) は径 2.7 cmで一部に黒斑がみられる。

(134~136) は桃褐色を呈す。

＼二上一""137~42 "-ニ~3
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6. 結

1 • A地区について

A. 奈良～平安時代の建物群の変遷と性格

I期（奈良時代後半）

調査区の南西部に集中して検出された SB 26・38 

・39・40・42の 5棟の掘立柱建物からなる。棟}j向

はSB26がN58°Eで、 S839とS840がN29° ~32° 

Wで、ほぼ直交している。 S838とS842は共に 5

間X 2間の大型建物であるが、 S838はN58°W、 S

842はN43°Wであり、棟方向を揃える建物は他に見

あたらない。この時期の建物群は調査区外へさらに

拡がることがf想され、全体の様相は明らかではな

いが、 SB26を除き甚本的に南北棟の建物群の配附

が推定でぎる。またこの時期の建物は柱掘形は}j形

フランを且し、規模は大きい。

11期（平安時代前艇）

調査区の南'f':分に大ぎく広がる 10棟の掘立柱建物

と3棟の竪穴住居、 1条の柵列、 l店の井戸からな

る。掘立柱建物は棟方向で 3グルーフに大別できる。

第1群はN34°Wの棟方向をもつ SB10の 1棟のみであ

る。第 2群はN25° ~28°W の S B 11・28とそれに直

交するN6l0EのS833である。 SB33はSE32を取

り囲むような形で検出され、井戸の覆因の可能性も

吾
,1,, "
 

考えられる。第 3 群は棟方向がN72°~76°E 、また

はそれに直交する SB 19~24の 6 棟の建物と S Al3 

（柵列）である。 S819~22は相 If に菫なり合って

おり、祈旧関係は切り合いにより
S B 21• 
SB 19→ SB 22→ 

S 820である。なお SAl3は方向、位沢から判断し

て、 S821に伴なうものと考えられる。 SB23は 5

間X 2間で、面積が 33.75面の大型建物で、この時

期における中心的な建物である。 SB24は平面形が

正方形に近く、面積も 11.52 m'と狭く、束柱をもち、

柱間、「法も狭いため介庫と考えられる。 S823とS

824は、距離が 1.8m しか離れておらず、棟方向も

ほほ'.致しており、詞時期に{[-在した困と介庫であ

ろう。

皿期（平安時代中葉）

S825·29~31 の 4 棟の掘立柱建物からなるが、

棟方向はN58°~68°E と若「•の輻をもっており、明ら

かに詞時期に{f在したと断定できる建物はない。 S

B 25とS831は大型の建物であるが、とりわけ SB

31は面積が50.6面と門遺跡最大のもので、この時期

における中心的な建物である。なお S830とS831 

は重複しているが、柱掘形は切り合っておらず、遺

物の時期象もほとんどなし lo

N期（平安時代末葉）
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調査区の東部に広がる建物群で、 SB1~4 の 4

棟の掘立柱建物と SA12·14~18の 6 条の柵列、 S

E 6の井戸からなり、棟方向はN18~25°W、又はそ

れに直交する N69~72°E である。 SB 4は 5間 X 2 

間で、面積が39.6m'の大型建物で、この時期におけ

る中心的な建物である。 SB4から約 6m北に、棟

方向をほぼ揃える SB1~3 がある。この 3 棟は、

面積が12~16面の小さい建物で、柱間寸法が狭く、

柱掘形も大きいことから介庫と考えられる。 SB4 

の西には柵列の SAl8が、南には SAl4~17が、建

群を区画するような形で配附されている。これらの

柵列は何度かの建て杯えによるものである。 SAl5 

とSAl7は約 3m離れているが、柱間寸法が西から

2.4+2.4+2.0+2. 7mと同じであり、同時期に存在

したと考えてよいであろう。 SD9は S012から約

3m離れて平行して検出されたもので、多くの柵列

とともに屋敷地を区画するための溝とも考えられる。

以 t:A地区における奈良時代後半から平安時代に

かけての建物配閥の変遷を時代順に概述してきたが、

その特徴は、①冷良時代は南北棟を悲本としてほば

同規模の 5間 X 2間の大型建物がみられること、次

に⑫乎安時代に入ると、占地を変えながらも、 5間

X 2間の大型建物 (2棟以 uを中心にした計画的

な建物配骰がみられることである。しかし、計画的

配閥といっても、役所、あるいは官術遺跡笠にみら

れる棟方向序を方位に整然と揃えた大型建物の規則

的な配置等を想定できるものではなく、平安時代の

ある附層の屋敷 (ii代）跡の変遷（占地と建物）を考

えた方が妥喝と思われる。

出土遺物をみると、士師謡は平安時代中葉を中心

とし、この期に盛期を読みとることができる。また、

比較的多駄出土した灰釉陶料（黒笹90衿窯式がほと

んど）、緑釉陶器 (20片）の出土などを考え合わせる

と、単なる一般的庶民,rflの鮨落とは考え難く、もし

ろ在地領~t,~引的な存在を防彿させるものである。

いずれにしても、墾落の性格についてはなお今後

の吟味と資料増加にまつ点が多く、文献資料も含め

た総合的な検討課題としたい。

B. S E 32の出土遺物

A地区で出土した追物は、縄文時代から中世まで

輻広い時期にわたるが、凰的には平安時代のものが

-90-

そのほとんどを占める。遺構出士の遺物には、 SE

32、SB36、SB10、 SB29、 SD9からのものが

あるが、ここでは SE32出土の遺物について若t惰虫

れたい。

SE 32 からは、士師料の椀• 杯• 皿• 盤・甕、須

恵料の杯、製塩士料、瓦、士錘など、図ぷできるも

のだけでも 50点以上出士しているが、井側内出土の

上師料 (37~47) は井戸の存続期を知る資料となっ

た。杯では、外底部をヘラケズリし[J縁部をヨコナ

デする b手法で、賠文を施すもの (38) と、外底部

は未調整で、 D縁部をヨコナデする e手法のもの (37、

39) がある。甕は外面の1本部上半はハケメ調整、 F

半はヘラケズリされているが、ハケメが細かいもの

(46) と比較的粗いもの (42~45 、 47) がある。こ

れらの井側内出士の土僻は、斎宮編年で平安時代初

頭とされている SK1445出土の土悩とほぼ併行す
汲〕

るものと考えられる。また、掘形出士の土器の多く

も、形態• 技法とも Jt側内出士の士料と大来なく、

ほぼ同時期のものと考えられる。井戸埋土上柑では

掘形内埋土と井側埋土を分けて遺物を取り上げられ

なかったため、掘形出土として図示した遺物の中に

は、井側埋上の遺物すなわち井戸使用期以降の遺物

も含まれている可能性もある。

2. B地区について

B地区はA地区の北方、約30mほどに位骰し、調

査面積は約 600rrfとA地lメ：に比べ小面積であった。

したがって、遺構全体について包括的にのべる責料

に乏しいが、中でも、平地における中世煤 (SX 3) 

の検出と SK5からの出土土悩群は中世煤の構造と

在り方を示す一例として、また後者は甘該時期土器

編年研究い一．の 1つの好資料となろう。以下若Tの考

察を加えて小結としたい。

A. 中世茎 (SX 3) 

中世墓 (SX 3) はその状況より、おそらく鮨団

墓の形態をとるものでなく、平地の鮨落近辺あるい

は、見落・ J脊敷地内につくられた個人蔭的な煤であ

ると考えられる。中祉雄の埋葬形態は様々であるが、

S X 3は礫楷施設をもつもので、遺構説明で記した

ように礫描内の四隅より鉄釘 (146~150) を検出し

たことから木柁を埋納したと考えられるハ坪綽手順



としては、地山面を長辺1.7m X短辺0.9mX深さ0.5

m の長方形の土琺を掘りくぼめ、床面にlO~ZOcm大

の川原石を敷設したのち、木棺を納め、そのLに（共

献遺物として土師器皿 (144 、 145)、小皿 (137~143)

をお彦、川原石で木棺の周囲、及び上面を覆ったと

考えられる。このような礫樅構造をもつ中世落の県

下検出例としては河芸町千里ヶ丘遺跡があり、当遺
邸

跡の中世墓は形態的にこの例と類似している。他に

礫邪、あるいは小石室風の構造をもつ中世墓を検出
Ii~ 

した遺跡としては、安濃町北浦遺跡 (SX 16) や名

張市辻垣内遺跡 (N地[>Z、SX 2) などがあるが、

規模•内容的に当例とは異なり、埋葬方法を異にす

るものである。また、床に川原石を敷いた中世墓と
⑱ 

しては安濃町大塚久保遺跡 (SX 13) がある。 sx
3の築造時期は土師料（皿）から考えると 13世紀前

葉と推定される。いずれにしても、こうした礫梯構

造をもつ簗が鎌倉時代以降にみられることは事実で

あるが、詳細な類型と内容の吟味は今後の資料の増

加をまって課題としたい。

B. SK 5出土土器

SK5 より土師岱（皿• 鍋）、ロクロ製土師謡（皿）、

山茶椀、山皿などが一括鮨中して検出された。上師

皿は、日径14.o~14. 6cm、器高3.0~3. 5cmで相似た

法址をもち、胎土、色調、調整技法とも同じで、同

ーの製作集団を背後に想定することができる。また

内面には—•律にハケメ手法が明確に施されており、

ある種の装飾性を思わせるが、斎宮跡をはじめ内面

ナデ調整のみを一般とする県下のこの期の土師料調

整手法に対して、背遺跡（あるいは当地域）の独自

性〈手法の地域培〉を示すのか否か等は、今後のさ

らなる検討を要しよう。

ロクロ製の土師料（皿）は、 SK5よりの他の出

士士僻に比べて駄的には少ないが、 12世紀中頃に盛

行し、 11世紀から 12世紀の極めて限られた時期に登
⑲ 

場する土器と考えられている。

鍋は、すべてlI縁部を折り返された、いわゆる「伊

勢型鍋」と呼ばれる鍋で、口縁端部の形態により、

A、B、C頴の 3類（遺物編参照）に大別でき、型

式的にはA類→B類→C類へと移行すると考えられ

ている。時期は11世紀後葉から 12世紀中葉頃の時期
⑳ 

輻に位謹づけられよう。
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山茶椀は、 1本部が彎曲し高台の高いもの (67~69)

と、 1本部が比較的直線的に立ち上がり、扁平な逆台

形状の高台をもつもの (70~75) に大別でぎ、前者

は藤澤編年の第 2型式第 4段階に比定され、後者は

第 3型式第 5段階に屈すると考えられ、およそ12世
(31 

紀中葉から後葉に位漑づけられる。—•方、山皿は小

椀形態を残しつつも高台を消失しつおり前述の後者

の山茶椀型式か、あるいはそれよりやや新しい型式
⑫ 

に比定されよう。

C. 包含層出土の軒丸瓦

包含層出土の軒丸瓦は、複弁八弁蓮華文軒丸瓦で、

東大寺様式の瓦である。時期は 8世紀後半に比定さ

れる。遺跡付近の東大寺様式の瓦の類例としては、

松阪市御麻生蘭廃寺に面径17cm、中房の蓮fーを 1+
⑱ 

5に配する軒丸瓦片が 1点、同じ松阪市の丹生寺廃

寺より曲線顎の均正唐草文軒平瓦片が 1点表採され
糾'

ており、県下では卜＾野市-=.田廃寺より表採されてい
⑮ 
る。ここでは類例をあげるにとどめ、今後の松阪市

周辺の検出例に期待したい。

尚、報文執筆にあたっては、 1章は服部、 2、3

章は河北・服部、 4、 5章は't匂廿:I• 浅尾、 6草のA

地区は河北、 B地区は宮田があたった。

直〕

① 『松阪市史 第•巻自然篇」松阪市 1976

② r松阪市史 第二巻史料篇考古』松阪市 1977

③ 谷本鋭次「中ノ庄遺跡発掘調査報告』 ：．直県教育委員会 1972 

④ 前掲②に同じ

⑤ 前掲②に同じ

⑥ 前掲②に同じ

⑦ 吉村吉男「小野遺跡」『昭和50年度農業碁盤整備事業地域埋蔵

文化財発掘調査報告』三重県教育委員会 1976 
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⑯ 前掲⑫に同じ

⑰ 曲町在住、小泉祐次氏所蔵の字切図による。
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文化財発掘調査報告』三重県教育委員会 1973 

⑲ 田辺昭こ『陶邑古窯址群 I』平安学園考古クラブ 1966 

⑳ 中村浩 r陶邑III』大阪文化財センター 1980 



⑳ !l) ド村登良男 村 I・.喜男『おばたけ遺跡発掘調査報告』、凡羽rli

教育委U会 1972 

⑬ 大西素行、新田洋『荘遺跡発掘調査報告』 :: 重県教育委U会

1980 

⑬ 灰釉掏器の窯式についてはド記の文献によった。

• 楢崎彰．『猿投山西南麓古窯跡群分布調査報告llJ. (I])』没矢[]

県教育委U会 1980 1981 

• 斎藤孝正「猿投:~におけるI仮釉陶の展開」『考古学：シャーナル

211号』 1982

• 楢崎彰，．斎藤孝正『愛知県古窯跡群分布調査報告 (Ill) 』

愛知県教育委U会 1983 

• 前川 要「猿投窯におけるI仮釉陶器生産の最末期の諸様相」

『i頼戸歴史民俗資料館研究紀要m』瀬戸市歴史民俗貨料館

1984 
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⑮ 小E道明・村 K喜雄• 金村允人『f用ヶ丘遺跡発掘調査報告』

r児ヶ丘遺跡発掘調査団 1968 

中世墓は、外部施設はすでに削平されてはいたが、 15cm1jij

後の円礫が 1X 2 mの範囲に比較的まとまって発見されてお

り、内部構造としては地山を2.0x0. 7m、深さ35cm前後に掘

りこみ、 10-20cm大の川原石で礫樅を組んでいる。副葬品と
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しては、])(-1本、 t師岱皿 3 枚、山茶椀 l 、•.'.i. を検出してし＼

る。時期は鎌倉時代。

⑳ 伊藤久嗣「北浦遺跡」『昭和53年度県常圃場整備事業地域埋蔵

文化財発掘調査報告』二侑県教育委員会 1978 

⑫ 中村信裕「辻垣内遺跡・ J:東野遺跡」『昭和57年度県祈；圃場整

備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告』 ・:ffi:県教fl委U会

1982 

⑳ 中村偏裕「大塚久保遺跡」『昭和56年度県宮［圃掲整備小業地域

埋蔵文化財発掘調査報告』 打．屯県教行委員会 1981 

⑳ 窮田直純『史跡斎‘；匂跡 第37-4次発掘調在報？；ー』明和町、

.£ 県斎‘；匂跡調査事務所 1985 

⑳ 新田 洋「平安時代～中世における孜炊用具ー「伊勢刑」鍋

ーに関する若 r-の覚書」『二重考古学研究 l』 •••項考古学談品

会 1985

⑳ 瀬戸市I梵史民俗資料節藤澤良祐氏の御教ぷによる「藤澤編年」

については、藤澤氏による『i頼'irli歴史民俗貨料館 研究紀

要 l』を参照。
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1978 

⑭ 前掲⑨に伺じ｀
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m 多気郡明和町 金剛坂遺跡

1 . 位岡と環境

水源を台高山脈の高兄峠付近に発する櫛lll川（よ、

両南!I本を大ぎく外幣と内常に分ける中央構造線に

沿って東微北流し、いくつもの曲流を繰り返しなが

ら飯南町粥見付近で、中央構造線を斜めに切る そ

して大ぎく曲流しつつ、大まかに兄れば 3段を数え

る;uJ岸段丘を形成し、国鉄紀勢本線の鉄橋付近で、

伊勢平野に流れ出る。

国鉄鉄橋よりやや下流において、現在の本流とか

つて本流であった祓川とが分流し、現本流は北流し

祓川の方は北東流し、肥沃な沖積‘ド野を形成して伊

勢高（こ；tしヽ でしヽ る。

この櫛!II川ド流域の平野部は、大きく次の二地域

に区分できるう

第51図迎跡位．附図 (1 : 50. 000) 
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〔l〕 現櫛廿I川本流以西の海成府の/'/い沖積平野

が展開する地域。

〔2〕 川の氾濫により ~uJ道が何度も変遷し、 (j 然

堤防や旧河道が多く見られる本流と祓川とに

挟まれた中央部。

(3〕 祓川右岸の広大な洪梢台地（明野I崩台地）。
1' 

さて、金剛坂追跡 (1) は、前述のような展間を

みせる櫛田川下流域の、祓川右州の11)1野原台地（厳

密には明野I崩台地は、中央部を作iのIミ城！「駿から北

東流し台地面を浅く間析する大堀川によって東西に

こ分され、西方を斎't匂台地と呼ぶこともある。）の両

端部に位附する。

地形的に詳しくみると、困鉄鉄橋付近で分流した



かつての本流である祓川は、少なくとも歴史時代の

かなり古い頃には安定状態に人った。つまり、櫛田
, 2 

川の本流でなくなったと考えられている。しかし、

歴史時代を通して現河道と祓川の間の地域で氾濫と

乱流を躁り返していたことが、地形図や空中＇与•真か

ら読みとれる。

安定状態に入る以前の祓川によって侵食を受けた

明野原台地の侵食崖は、明和町岩内の中世城館（岩

内城）の立地する城山付近から金剛坂、坂本、馬之

卜．へと北東に延び、祓川沖積平野との明確な境界を

なしている。沖積平野面と台地面との比高は、金剛

坂字辰ノ r1で 6m、同森田付近で 3 mである。

金剛坂遺跡はこのような地形的条件のもと、祓川

沖積平野を見おろす標高15mの侵食庄上に位骰し、

南北約 600m 、東西約100~2oom の範囲およそ 7 万

m, に及び、縄文時代から歴史時代にわたる遺構・遺

物を出す県下有数の遺跡である。
R 

本遺跡は昭和46年に土砂採取による事前調査が行

なわれ、縄文時代後期とされる環状壺といったユニ

ークな遺物や弥生時代前期の遠賀川式土料の伝播の

問題を考える上での資料が多く出土するとともに、

方形周溝墓を 7基検出するなど多くの成果を得た。

尚、行政的には多気郡明和町大字金剛坂字森田、字

坂垣内、字辰ノ「lに位置する。

周辺の遺跡についてみると、旧石岱及び縄文時代

の遺跡は櫛田川ではr.. 中流域に多く分布し、下流

域ではあまり展開がみられない。その中で玉城町の

カリコ遺跡 (2) をはじめ、大仏山山麓のシンデ遺

跡、シンゲ池遺跡や石川遺跡等でナイフ型石器が採
〈4'1

集されており、ー地域としての展開がみられるほか、

E城丘陵中の日寸池遺跡 (3) などでもナイフ型石

料が採鮨されている。

縄文時代の遺跡では、金剛坂遺跡自体も中・後・

晩期の遺物の出土と後期の土琺が検出されている。

また北東約 2,500mの台地緑辺に位置する粟垣外遺

跡 (4) で晩期の士料が出土しているし、後期と推

定される土器片や石料類が表面採巣されている。そ

の他、斎'1~\池遺跡（後期） (5)、上池村遺跡などがあ

る。

弥生時代に入ると櫛田川上• 中流よりも、むしろ

ド流域に人間の活動の中心が移ったことを遺跡の分
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布が物語っている。 9り地域では金剛坂遺跡が拠点的

存在となるが、弥生時代の住居跡は未検出である。

しかし、遺跡の規模からみると他を圧倒しているし、
5 

古く明治年間にハレススタイルの壺も出士している

ことなど考えると、本遺跡の用要性は j・分認識され

よう。

金剛坂遺跡の北方の古用遺跡 (6) では、中期の

竪穴住居や士坑、溝、後期の壺棺絡が検出されてい

るし、さらに粟垣外遺跡でも前期の溝が検出されて

いることから、祓川沖積平野に臨む台地の縁辺部に

は、弥生時代の人々の生活が連綿と常なまれていた

ことがわかる。

その他に岩内城山遺跡 (7)、古墳調査時に前・後
かんざぅ •,6 

期の遺物を出土した神前山 l乃墳 (8)、祓川沖積平

野の自然堤防上の下尼遺跡 (9)、神巖遺跡 (10)、台

地内陸部では天皇山遺跡 (11)、世古遺跡 (12)、北野

遺跡 (13) がある。

古墳時代に人ると、玉城丘陵には多数の古墳が築

造される。干．城丘陵所在古墳中で最も古い様相を且

するのは、 —辺25m の方墳である権現山 2 乃墳 (14)

であるが、 5性紀前半と推定されている。そのほか、
, 7 

全長25m以卜.の古墳15珪を中心とした26支群 408甚

余が見中している。またこの丘陵から北へ延びる明野

原台地 I:にも 4支群約20基がある。

金剛坂、坂本周辺の古墳は戦中戦後の開墾によっ

て相当数のものが破壊されている。じな古墳（群）

は次の通りである。

神前山古墳群 (15)23基。高塚古墳 (16)、犬閏山古

墳群 (17) 23甚。大塚山古墳群 (18) 16基。沖JIH古

古墳群 (19) 30店。 卜．村池古墳群 (20) 38基。斎‘炉，．

池古墳群 (21) 16基。エフミ古墳群 (22) 6甚。権

現山古墳群 (23) 2基。坂本古墳群 (24) 6桔。塚

山古墳群 (25) 12基。金剛坂古墳群（消滅）。

以卜．のような多数の古墳の築造を支えた地域鮨団

としての多くの集落の存在を忘れてはならないだろ

う。台地面でも特に丘陵末端部の微高地に、古墳時

代から歴史時代へと続く遺跡も数多い。

歴代天閏の即位に伴ない、伊勢神't打の御杖代とし

て祭祀に奉仕した未婚の内親王（斎玉）の居所、及び

官術からなる国史跡斎向跡 (26) は、金剛坂遺跡の

北東 1.5 kmにあり当地域の歴史に大きな特色をりえ
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ている。当然のことながら、斎宮との深い関連性を

ぷす遺跡も多い。
⑧ おこ

堀田遺跡 (27)・ 発シ遺跡(28)・ 水池士器製作遺跡

(29)などでは、奈良時代の土器焼成址が多数発見さ
(9; 

れている。このことは、古くからこの地域（有紺郷―)

が、伊勢神宮へ献納する土器を製作していたことと

何らかの形で関連するかもしれない。また、斎＇宮跡
⑩ 

での多量の土師器の出土や古里遺跡などでの士馬の

出土とともに、斎'l打（神宮）との深い関係が認めら

れるのである。

2. 森田地区の遺構

遺跡の悲本的f¥'1序は、第 I層：暗茶褐色土（耕作

上）、第 1I層：黄褐色土（地山）で、地表面より地LI!

面までは浅く、約40cmである。

逍物包含Mは認められず、後祉の間墾等により削

平されたものと考えられる。

調査地は大ぎく：＾地区に分けられるが、便宜日閲

ヘ間＜浅い谷部を中区とし、これより北側を北区、

南側を南区と呼ぶ。調査前には北区は竹林および畑、

中区および南区ば畑であった。

北区および南悦では、地山面が全面にわたり削平

を受けていたが、現地形と同様に東から西へ向って

ゆる＜傾斜し、段丘崖付近においては礫培があらわ

れる。

検出した遺構は、 }j形周溝慕、士坑、溝、掘立柱

建物である。

弥牛．時代の遺構内には黒褐色土が、奈良時代以降

の遺構内には、暗茶褐色土が坪まっていた。

尚、中Vは浅い谷地形がみられ、谷の最も深い部

分には黒褐色土がJt/く堆積していたが、追構、迎物

ともに検出されなかった。
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1 • 北区の遺構

A. 土拡

S K 1 長径6.5m 、短径1.3m 、深さ 16~34cmの

細長い土拡である。長軸はN40°Eで、中央部やや北

岱りに長径約 3mの窪みがある。比較的多址の弥生

時代中期の士器片が出土したが、保存状態は極めて

悪いものであった。

この士坑の北東にある穴は、杉の立木の抜取穴で

あるが、この SK1に続くものと考えられなくもな

い。そうだとすると、調査区以外へのびる方形周溝

墓の周溝と考えることもできるが、ここでは土砿と

しておく。

B. 方形周溝墓

SK 2 調杏区の南東端で、北西溝と南西溝の一

部を検出した。北西溝は全長6.Om、輻1.5m、深さ

17cmで北東溝へ続き、底部は平田である。また南西

溝はごく—惰［を検出したのみで、しかも削平を受け

ているため深さも 15cmと浅い。周溝により画された

台状部の径は北束＿南西で 9.0mである。南西溝

内埋土より、弥生土料と思われる細片が 2点出土し

たのみである。周溝内部の盛土および主体部は検出

されなかった。

2 . 南区の遺構

A. 方形周溝塞

SX3 調査区の西部で、北東溝と南東溝を検出

した。北西溝および南西溝は削平のためか検出され

なかった。北東溝は全長6.0m、輻2.0m、深さ25cm

で南東溝へ続く。南東溝は全長9.0m、輻1.5m、深

さ14cm前後である。両溝とも底部はほぼ平坦で、南

東溝を中央部やや南‘がりで SDllが東西に切る。周

溝内部の盛士およびtf本部は、今[nl検出したすべて

の方形周溝煤で検出されなかった。北束溝の中央部

から弥生時代後期の土悩 (16~19) が出土した。

SX4 SX3の北東に隣接して検出された。北西

から北東そして南東に続く周溝を検出したが、南西

溝は認められず、 SX 3の北東溝と共有するものか

もしれない。

北西溝については、周溝内側の壁面を検出したに

すぎず、溝輻は不明である。おそらく後世の削平が

深く行なわれたものであろう。

北東溝は輻 1.8m、深さ 20cmで底部はほば平飢で、

若「•浅くなって南東溝に続く。南東溝は輻約 2.5 m、

深さ30cmである。南端で 2段の摺鉢状を呈し、底部

近くより混人と考えられる弥生時代中期の土器 (20)

が出士した。この南東溝は隣接する SX5の北西溝

と重複しているが、その切り合い関係は不明である。

台状部径は9.0mX9.0mで、南隅が陸橋部と考えら

れる。

SX5 SX4の東に隣接して SX4の南東溝と

咀複する状態で検出された。北西溝は南端近くで奈

良時代の土i広SKIOに切られるが、深さは30cm前後

ヽ
-13.40m 

100cm 

第57図 SX6遺物出土状況 (1: 20) 

ヽ

-13.30rn 

100 cm 

第58図 SX9実測図 (1 : 20) 
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で北端はやや狭く浅くなって北東溝へ続く。北東溝

は幅0.8~2.0m 、深さ 10~44cmで溝中央部が最も深

い。そしてコーナ一部で浅く狭くなりつつ南東溝へ

続く。南東溝は、北部で SX 6とー＾；祁爪複するほか

南部でSX 7と重複し、 さらに SDllに切られつつ

南西溝へと続き、西のコーナーで輻 2.0mの陸橋部

を残して終る。南西溝の輻は 1.5m、深さは35cmで

台状部径は8.5mx8.8mである。

南西溝西端から弥牛．時代後期の土沿 (21・22) が

出士した。

SX6 S X 5の東に隣接して検出されたもので、

他の方形/,y]溝慕に比して規模が小さい。北西溝は S

X5の南東溝と重複し、南西溝は南に隣接する sx

7の北隅で軍複するが、遺構の坪LIよしヽ ずれも,rn褐

色で切り合し)による前］後関係はつかめなかった。

北東溝は輻0.5m、深さ l0cm0南東溝は輻0.8m、

深さ 15cm。南西溝は輻 0.9m、深さ 20cm::i北両溝は

輻 0.5m、深さ 15cmである。北隅に輻2.5mの陸橋部

を{fする。台状部径は3.8mx 3.8mである。

南東溝のほぼ中央部で高杯 3/.i. (23~25) がす丙

出t:した。これらは溝底から約15cm浮し)た状態で出

士している。

S X 7 北西溝がSX 5およびSX 6とifi:複する J

西隅に輻 1.8mの陸橋部を打し、他のゾjには 1月溝

が連続してまわる。

北西溝は輻 1.8m、深さ 35cmo.北東溝は輻 1.3m、
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深さ25cm。南東溝は輻 1.5m、深さ35cm。南西溝は

輻 1.5m、深さ33cmである。北西溝と北東溝および

南西溝は、 SDllおよび S012によって切られる。

台状部径は7.3mX7.5mである。

後世の間墾や耕作でかなり攪乱されているものの、

南東溝中央よりやや北で弥生時代後期の壺 (26) が、

溝底にほぼ接して出士した。また南西溝からは丹彩

の壺の肩部破片が 1点出f:している。

sxa 上取りや耕作のため、かなり攪乱を受け

ていたが、北西溝と南東溝および南西溝の•部を検

出した。北西溝は輻 1.1m、深さ 15cm。南東溝は幅

1.5m、深さ 20cm。南西溝は輻1.4m、深さ 14cm。各

溝とも底部はほぼ平肌である。台状部径は 7.8m X 

7.5mである。南隅に幅2.3mの陸橋部を有する。

攪乱から取り残された南西溝から弥t時代後期の

壺:(30) が出士したのをはじめ、北西溝と南束溝か

らも士料が出士した (27~29)。

B. 壺棺

SX9 SX3の台状部内東隅近くで検出された。

掘形はl.OmXO.Smの楕円形を団するが、大部分が

削平されているたい浅い。底に接して径20cmほどの

黒斑のある弥生土料と思われる大型壺の体部が残仔

していた。残存上脳にはrJ縁部も底部もみられない

ことから、 J渇怜は正立状態では坤納されておらず、

横臥で埋められていたと思われる。

残存士悩は1本部の最大径付近と考えられ、下半の

黒斑部がヘラミガキされていることから壺と考えら

れ、弥牛時代中期に比定できそうである。

方形周溝煤の台状部内に、 =F.f本部と共に士器棺が

埋納される例は多くみられるが、本例の場合は sx

3とは直接関係はないものと思われる。

C. 土堪

SKlO SX5の北西溝の南端近くで検出された。

北西溝を切って検出されたが、遺構埋土は暗茶褐色

で明瞭に区別ができた。 2.3mXl.lmで深さ30cm、

底はほぼ平坦なヒョウタン形の土1広である。奈良時

代の小型長胴甕 (31) が出士した。

D. 溝

SDll 調査区の中央を東西に伸びる幅0.6~0.8

m 、深さ 20~30cmの断面逆台形を足する溝である。

発掘区東部の SX8付近では攪乱のため不明となる

が、 SX8の南東溝の東の溝へ続き調査区外へと延

びるものと考えられる。埋土中より山茶椀 (32) と

山皿 (33) が出士した。

SD12 SX7の北西溝中央部を切る SDllから

分岐し、ほぼ直角に南へ延びる溝である。輻 0.5~

0. 7 m、深さは20cm前後で断面は逆台形を星する。

混人と考えられる弥生土器片が微鼠出土したのみで、

明言はできないがSDllと同期のものとみてよいだ

ろう。調査区外南方へ延びるようである。

E • 掘立柱建物

SB 13 調査区東端の SX8の南東溝を跨ぐ恰好

で検出された 3間X 2間の南北棟の建物である。柱

間は桁行で1.85m+ 1.85m +2.8mで、梁間は1.85m

の宮間で棟方向はNl7.8°Eである。柱穴の掘形は

円形ないし楕円形または隅のくずれた方形で、径は

30cm前後、深さは15~20cmである。柱穴内よりの遺

物の出土はなかった。

3. 森田地区の遺物

1 • 弥生時代中期の遺物

A. SK 1出土の遺物

土器

広口壺 (1·2·4~6) ラソパ状に開く口縁

部に刻目が施されたり、小波状であったり、突起が

つけられたりするもの (1・2) と、大きく外反す

るlI縁部が横へ広がり面をもつもの (4・5) があ

る。大型の広lJ壺 (6) もこの形態のものと考えら

-103-

れる。 (1) は波状のLJ縁部にヘラ状工具によって刻

目を施したもので、刻目は波状の最高位が大きく深

いものとなっている。推定LJ径13cmで胎士は精良な

がら砂粒を含み、焼成はやや不良。色調は暗褐色を

呈する。器表は麿耗のため詳細は不明であるが、内

外面ともヨコナデ調整と思われる。 (2) もLJ縁部成

形については (1) と同様の手法によるもので波状

部の最高位にあたる部位が突起状に大きく厚くつく

られ、そこに大きな刻Hが人る。この突起は全梧lに
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第60図 SK 1出土遺物実測図 (1 : 4) 

5ヵ所つけられており、全周にヘラ状工具による刻

目が入る。口縁端部外面から頸部にかけては、てい

ねいなヨコナデののち 3本単位の櫛描き横線文が単

帯構成でほぼ等間隔に施される。一方、内面は 5ヵ

所につけられた突起部直下に器表で使用したものと

同一の原体によって、 i皮状の横線が施される。その

下部には 6本/cmの刷毛目が横位に施される。口径

12.2cm、胎土は精良で焼成は良好、色調は褐色ない

し暗橙褐色を足する。

(4) は外反して横に広がる口縁端部にヘラ状工

具で刻目を人れ、全／月の 4ヵ所に四個一対の瘤状突

起をつけたもので、突起はナデられて丸味をもつ。

頸部には 6本/cmの櫛描横線が人る。推定口径

16.6cm、胎士には砂粒を！多く含み、焼成はやや不良。

器壁の剥落が著しい。色調はやや暗い乳褐色を星す

る。

(5) は口縁端部で若干肥Iiし、ほぼ垂直方向に

面がつくられ、上端はやや上方にヨコナデによって

つまみあげられた形になっている。内外面ともヨコ

-104-

(2 □ 15 

ナデ調整がなされる。小片のため口径の推定には難

があるが、もうすこし小さいかもしれない。胎士は

微粒砂を含むが精良、焼成は良好で暗褐色を呈する。

(6) は大型の広口壺の頸部から肩部にかけての

部分で、 3本単位の櫛描横線文と波状文を交吐に配

し、全周をおそらく四分割する形で縦位に波状文を

施している。無文部分には施文前に施された縦位の

細かな刷毛目 (7~8 本/cm) が残る。胎土はやや

粗く砂粒を含む。焼成はやや良で暗黄褐色を星する。

細頸壺 (3) やや外弯ぎみに上方へ伸びた頸部

はやや受r1状を呈し、口縁端部は内側に肥/tj:し水平

に面をつくる。内外面ともていねいにナデられてい

る。推定CJ径12cm、胎土は (2) と同じもので精良、

焼成は良好で暗橙褐色を呈する。

深鉢 (7) 水神平式と呼ばれるもので、平底の

底部からやや丸味をもってラッパ状に開く深鉢であ

る。口縁部は押し引きによる小さな波状を呈し、そ

の谷部に 2本単位のエ具（原体不明）の押し引きに

よる沈線が入る。口縁内面上端近くには同じ施文具



と考えられるこ条の沈線が連続的に施され、一部は

直角に 1.5cmほど垂下する。

器表はu縁部直Fから底部まで、縦位のあらい羽

状条痕を施す。外面に若干の付煤が認められる。推

定I=]径は24.4cm、同器高は25cm前後であろう。胎土

は精であるが微粒砂を多く含む。焼成は良好である

が料壁の泉lj落が蒋しい。色調は橙褐色を呈する。

(8・9) の器形は小片のため不詳であるが、 (8)

は口縁端部外面に押し引き突帯がつく。口唇部と口

緑部内面に二本単位の押し引きによる沈線が入るの

は (7) と同様の手法であろう。突帯の直下より斜

方位にあらい条痕が施される。

方 (9) は、一条の押し引き突帯の下は横位と

波状の条痕を重ねて文様を構成している。胎土に砂

粒を多く含み、焼成は良好だが (8・9) とも暦耗

が著しい。橙褐色を呈する。

甕 oo~12) いずれも小片でしかも磨耗が激し

いため推定復元したu径、器形等に問題があるかも

しれない。丸味をもって大きく外反する口縁端部に、

ヘラ状工具による刻Hをもつものである。いずれも

刷毛H調整と思われるが、磨耗のため不詳である。

胎土に砂粒を含み、焼成は (11) は良好のほかはや

や不良。

(13) は壺の (14) は甕の底部であろう。胎土に

砂粒を含み焼成は不良。褐色を星する。

石器 (15) 河原石で捏りやすいものを選んで利

用したもので、長径15.5cm、最大幅 5.4cm、最大厚

さ2.8cm、重さ 300グラムである。先端の方は偏平

で薄くなっており、この部分の表裏には多くの打痕

が認められる。また、わずかながら側面や先端部に

も認められる。叩き石として利用されたものである。

石材は硬砂岩かと思われる。

B. S X 4出土の遺物

広口壺 (20) S X 4の周溝内埋土から出上した

ものであるが、混人品と息われる。

残存の破片からは正確な料形の復元が難しく、図

ぷしたものも修正の余地は残るものの、ほぼ球形を

惜するようである。 f本部上半を複帯構成で 6本単位

の櫛描横線文で凝似流水文風に飾る。下半部はナデ

調整でf本部から底部にうつる＜びれ部に、縦位の粗

い刷毛日を施す。また、底部からf本部下半にかけて

-105-

黒斑を有する。胎士に石英• 長石の砂粒を多く含み

焼成は良い。黄褐色ないし、やや暗い橙褐色を足す

る。

2 . 弥生時代後期の遺物

A. S X 3出土の遺物

広口壺 (16~19) (16) は大きく外反する口縁部

が端部で下方へ肥厚し垂直方向に面をもち、口縁内

側上面で水平な面をもつものである。水平方向の面

には櫛状工具による羽状の列点文が全桔］に施され、

また口縁端部の垂直方向の面には刺突による小円文

が施されている。 (17) は頸部からく字状に外反する

口縁部で、口縁内部上面に櫛描波状文が全周をめぐ

る。器壁の磨耗のため詳細な観察ができないが、原

体は 4本単位のものかと思われる。また、頸部最小

径の部位から下方にかけて、櫛描横線文がみられる。

(18) は頸部からく字状に k方へ立ち上る口縁部

で端部はやや丸味をもつが、小円文が全周に刺突施

文される。口縁部外面は縦位のあらい刷毛目調整の

後、ヨコナデされる。口縁部に近い上半分は強くナ

デられ、刷毛Hが消されている。

(19) はf本部最大径がやや下方にくる器形で、体

部卜半に施文がみられる。文様は 7本か 8本単位の

櫛状工具を主として用い、上から横線文、小円文、

横線文、列点文、横線文、列点文、 i皮状文、列点文、

波状文、横線文というふうに施文されている。列点

文が横線文の上に施文されていることから、施文順

序としては、先に横線文やi皮状文が施行されてのち、

列点文が刺突されたものである。

全般的にいずれの土器も焼成は良いが、器壁の磨

耗が著しい。色調は (16) が橙褐色、 (17・18) が暗

褐色、 (19) が淡黄褐色である。

B. S X 5出土の遺物

広口壺 (22) 体部の最大径がやや下方にくるが

球形に近いもので、頸部から丸味をもって外反する

r1縁部の立ち卜．がりは、 1本部の大きさに比べるとや

や低く小さい感がある。 LJ縁端部は丸くおさまる。

口縁部から頸部にかけてはていねいにヨコナデされ、

体部上半も同様である。最大径付近よりド半は横位

のヘラミガキが認められる。内面は頸部に粘土接合

痕が明瞭にみられるほか、 ド半分には斜方向のヘラ
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ミガキ、その I:部には横位のヘラ II: 痕が認められ

る、J

fl ff 8. 2 cm、料高19.0cmで胎上は精良であるが、

1~3mm行のイ i英、長石粒を多く合も、焼成は良好

で、褐色を閑する C

高杯 (21) 脚部のみであるが料隈はややIばく、

真直ぐ外}j(こ八字状！こふんばり底部（こ面をもつ。料

収の序耗・泉lj落がはげしいため調整方法笠不明であ

る。 II合上に砂粒を合もが焼成は良く、明るいf登褐色

を惜する。底径 8.4cm、脚高は 5.3cmである。

C. S X 6出土の遺物

高杯 (23~25) S X 6 の周溝内より—•括出上し

たもので、杯部はやや内舟気味に斜めJ:方に間ぎ、

r 1緑端部をうすく丸味をもたせておさめるもの (25)

と、 fI縁部近くで l・.}jに向け受け rJ状をなし、[I縁

端部に水平な面をもつもの (22、24) に分けられる。

脚部の形態は、 (23)では杯部接合部分より八字状

にやや外舟しつつ広がるのに対し、 (24)はほぼ円柱

状で裾部におしヽてやや内／舟的なふくらみをもって広

がる。また (25) は裾部が大きく広がり端部に匪直

方向の面をもつ。

胎I:や調整技法布でも (23、24) と (25) とは全

く異なっている。胎f:に砂粒を多く合み焼成がやや

不良で悩表のffi耗が拷しい (23、24) に対し、 (25)

は精良な胎十．に r/~fの砂粒は合もがt尭成が極めて良

好で緊緻である。

卿部の調整は (23) はドから I・.へ、 (24)は I・.から

ドヘのヘラケズリ。 (25)は I:からドヘてしヽね tヽ なへ

ラミガキを、また杯部外面もドから I:ヘてllねし）に

ヘラミガキを施してし＼る '.J

杯部と脚部の接合方法も、 (23、24)はいわゆる円

盤充埴法と呼ばれるもので、充埴された枯t塊が脚

t部内側にそのまま残ってしヽる 0 (25) はソケノト

式と呼ばれる方式で杯部と脚部を接合している。

(23) はn径17.6cm、僻高13.3cm、(24) はfI径15

.Ocm、化怜位j13. 6cm、 (25) は[l径13.0cm、料高 9.0

cmである。

D. S X 7出土の遺物

広口壺 (26) ほぱ球形の体部に小さめの頸部が

残存している。 SX 7の南東溝の底につしヽた状態で

口縁部を欠くが、ほば完形で出士した。 f本部 J:半に
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は5本単位で3本/cmのあらい刷毛Ilが施された後ナ

デられるが、下半部は刷毛目が認められない。 f本部

内面には指圧痕、ヘラ圧痕が残る。

胎tは砂粒を合もが精良で、焼成も良好で墾緻で

ある。（本部の最大径は27.0cmで色調は褐色を閑する。

また、体部最大径付近に径 8cm程の黒斑をイiする。

尚、 SX 7の南西溝坪t中からは、小片ではあるが

丹彩の壺頸部直下の破片が 1点出上した。

E. S X 8出土の遺物

広口壺 (27~30) (27)は図ぷしてしヽなしヽが径7.0

の平底の底部をもつもので、く字状に外反する［］縁

部は途中で大きく外反し、端部に面をもつ。頸部に

11~12本/cmの細かい刷毛目が残る。[ I縁部内外面か

ら頸部にかけてはていねいなヨコナデ、 f本部は縦方

向にヘラミガキが施される。

胎上は精良で焼成は良好。イ本部下半に径10cm程の

:.u斑を行する。[I径12.8cm、色調は淡黄褐色である。

(28) は[I縁部を欠くが、 1本部のよく張った小型の

壺である。器既の内耗が押しいため調整方法布はよ

くわからなしヽが、全体にナデられてしヽる。内面には

指オサエの痕跡がよく残っている。

胎上は良、焼成はやや甘い。淡褐色を用する。

(29)は、く字状に斜めJ:方にのびる[1縁をもつ。

[ l縁部内外面および頸部はヨコナデ調整がなされる。

f本部は名怜隈の磨耗のため調整方法は不詳である。や

や丸昧を帯びた麻盤珠状の料形を堪する。

f本部内面 I:は指圧痕、下半には 4本/cmの刷t:Uが

わずかに残る。

胎土は精、若 fの長石、イi英粒を合み焼成は仰

通である。色調はやや棺色のかかった褐色を惜し、

底部付近に径 5cm程の小さな用斑を1iする。

r 1径は11.4cm、悩高は22.0cmである。

(30)はほぼ球形の1本部をもち、[I緑部は頸部から丸

味をもってゆるやかに外反し、端部は丸くおさまる。

全体的に甘怜峨がやや原く、にぶい感をうける。頸部

には原体輻 7mmで5本単小位の櫛状T具により一条の

横線がめぐり、そこからドの肩部にかけて、 卜から

下へと懸乖状に全園で11本施文されている。それら

の間隔は不揃いで、そのうちの 5本は L字状に右方

向へはね、 6本は J字状に左方向へはねている。体

部には12本/cmの細かい刷毛目が残る。料表は令体



にていねいにナデ仕 tげされている。 1本部外面には
11 

煤が付行している。大薮遺跡 SX 1出士土料に似る

胎土は並んで、石英• 長石粒を含み、焼成も将通で

ある。色調は褐色、口径は11.8cm、器高は約30cmで

ある。

3 . 奈良時代の遺物

長胴甕 (31) S K 10から出土したもので、長胴

で上方がすぼまり気味の体部からゆる＜外反し斜め

上方にひらく口縁部をもつ。口縁端部は内側上方に

わずかにつまみ出されて丸くおさまる。 r1縁部内外

面ともヨコナデされ、 f本部外面には 7本/cmの細か

い刷毛目が施される。そののち下半部は縦位に tか

ら下ヘヘラ削りされる。 f本部内面は頸部直下に 4~

5本/cmの刷毛目が施されたのちヨコナデされる。

指圧痕も明瞭に残る。底部は欠損している。

推定[J径14.6cm、同料高21.0cmで褐色を呈する。

4 . 平安時代の遺物

SD11出土の遺物

山茶椀 (32) やや内舟気味に斜め k方へのび、

口縁部で外反して端部は外へつままれヨコナデされ

る。内面はていねいなナデ仕上げ。高台は外へふん

ばるように張り出し、丸味を帯びた逆台形を望する。

高台の貼りつけ後ヨコナデを施すが、底部には糸切

り痕が残る。ロクロ [ii]転方向不明。

胎土中に砂粒を含むが焼成は良好で、色調はI仮褐

4 ヽ

今[r-1]の圃場整備事業にかかる調査では、約 7万m'

に及ぶ当遺跡のほぼ全域にトレンチが人ることとな

った。昭和46年に実施された先の調査結果も含めて

かなり資料が増加した。しかし、遺跡の中心部と考

えられる地域は排水路部分に限られ、きわめて狭い

トレンチ掘りであったため、内容はなお不 I・分なま

まである。

当遺跡の北端部にあたる森田地伍に限っていえば

昭和46年調査時に検出された方形周溝幕が、今回の

調査でも検出され、蔭域の広がりを知るfがかりを

得たことが成果としてあげられよう。今阿 7悲が検

~33 

~ ~ ―: 32 

--―三

34 

31 
0 10 cm 
じ一 丁―-, --. ―丁—- 1 

卯 2図 S KlO、S011、辺含層出土追物実測['XI(1 : 4) 

色を望する。口径17.6cm、揺高 5.3 cmである。藤澤
12 

編年によればII-4期に比定でぎそうである。平安

時代終末頃に位附づけられよう。

山皿 (33) 底部中央が厚く自然釉が全体にかか

る。高台は (32) よりは粗雑で籾殻痕が見られる。

また底部外面には糸切り痕が残る。ロクロLnJ転方向

は不明。胎土は良、焼成も良好で略緻である。灰褐

色を旦する。 rJ径9.2cm、料高2.2cmである。藤澤編

年II-4期に比定できよう。

5 . 包含層出土の遺物

山茶椀 (34) 耕作士中より出土したもので、料

峡が薄く [1緑端部は (32) のように外反せず、すん

なりおさまるものだが、形態的には詞じである。推

定rJ径17.2cm、同料高 5.7 cmで高台には籾殻痕がみ

られる。

結

出された。平面規模は·辺が10~12m で、先 [1--1] 調査

の 10~13m とほぼ同じ規模である。また周溝内部の

盛士、 じ体部については、前[uJ同様検出できなかっ

た。これらの周溝慕は弥牛．時代後期に、さほど長期

の時期苓もなく—•辺を接するか、または共布する形

で、岨次連接して第造されていったようである。こ
13 H 

のような在り方は鈴鹿市東庄内 B遺跡や松阪市依山
15 

遺跡などでみられるものであり、昭和46年調査時の

ものとは様相を異にする。

SX3~SX7 の 5 甚については•群として把捏

できるが、その中にあって SX 6のように・辺が約
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5m と小規校なものもあり、同—り集団内での被葬者

の何らかの象として考えられよう。草山遺跡例でも

規模が大小のものが一群を形成し、それらがいくつ

か鮨まって最も標高の高い丘陵尼根 1~ に募域を形成

しているようである。

西に祓川沖積平野を惰む台地端の南半については

不明だが、北半部には中期から後期にわたっていく

つかの方形周溝慕群が形成され、媒域が広がってい

たことが指適できよう。

方、弥生時代の住居跡は今[11]の調査でも検出さ

れなかった。台地中央部がりに居住域が存在するのか

もしれない。今後の調査に期待したい。

ところで SK 1については弥生時代中期の遺物が

かなりまとまって出十．した。遺構の項でも述べたと

おり、これを方形周溝のー＾部と考えられなくもない

が、南溝にあたるものが検出されなかったことや、

Ut〕

① ( )内の数字は第51図の遺跡番りに相‘りする

② 藤岡謙頂JI編 『;'nJ谷のIが史地理』［剖苫fガ 1953 

R 谷本鋭次•山 ;1~義貫 『令剛坂遺跡発掘温l査報；'f』 Ill]禾[[町

教宥委員会 1971 

(4> ll/j祉 ji,';::校郷十．史研究部 『郷 I:史研究＇；［文見』 1984 

;'~) 『弥'I・：式 u怜柏成 本編』 Pl.54 1968 

(6) ド村登良リ｝ 『神前1!1I砂墳発掘，，IM査報；’；』 llJ]f[]町教fi委

n 1?- 19,:) 

(7) ,:_城fr.I凌全体の古墳総数 408)Jについてはド村登良男氏のこ

教ぷによる最新の数字である

8) 伊藤久嗣「堀田遺跡」『昭和55年度県ャi圃場整備事業地域坪蔵

文化財発掘温l介報応 爪県教有委員会 1981

(9) 令l訓l坂遺跡周辺は、『1委名類緊拉にしヽう多気 I竹）の郷：こ）成す

る

⑩ 山沢義貫ばか 『古用遺跡発掘，，/,;]介報；';- C地Jx_ 』

屯県教行委員会 1973 

⑪ 片水I康夫 「大萩遺跡」『南坊ハイハ入坪蔵文化財凋査報加

重県教宥委員会 1973 

まだ古用遺跡C地区において中期中葉の細頸壺で、訂部に櫛

出土遺物に小片が多いことや、その出十．状況からみ

て土琺と考える方が妥当であろう。小片が多いこと

と保存状態が極めて悪いことから、図示しえた遺物

は少ないが中期初頭（畿内第 Il様式）に対比できよ

0
 

ニー'

甕は刷毛H調整の畿内型のものがt体だが、一個

体分の条痕深鉢型士料と他に小片（料形不明）が出

土した。

いうまでもなく、三捐県地方（伊勢高西岸地方）

においては弥生土料に伴なう条痕文系士料の出土す

る遺跡は少なく、鼠的にも少ないことから条痕文系

士悩は客体的な存在である。このような中で水神平

式についても出士械が微械のため第 I・II様式とど

のように対応するのか等、現状では不詳な点が多い。

今後の資料の増加を待ちたい。

(!H 木寸r紡—·)

描横線文をめくらし、その Lに縦方向に櫛描文を全/,'ijで4か所

屯ねるものが出 tしており (PL.8 1)、和去((、1:: : ~1, i)tい） t 

のであろう

⑫ 藤澤良祐 「瀬fi di! が史民俗貨料館研究紀要 l」 1982 

⑬ 伊藤禎樹 「伊勢肉周辺の弥'!:時代の蔭制」『｛ふ店』 25・l、

1973 

⑭ 小t追 11/jばか 「東庄内 B遺跡」『東名阪逍悦坪蔵文化財，J合lk

紐';-』 :^ 屯県教有委員会 1970 

⑮ 松阪市教育委員会 『依山遺跡発掘，J出j介)j訊 No.I・-10 

1982~1985 

その他の参考文献

• 谷本鋭次 『古用遺跡発掘，Ut]査報内 D地区

: ~.ili: 県教育委U会 1974 

• 大塚初tほか 「}j形/,'i]溝煤の研究」『駿台史・-;:口24 1969 
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5. 辰ノロ地区の遺構

~11追跡は、行政区圃J:、多気郡明和町金剛坂字辰

ノfI に属する。広大な金剛坂追跡の県道松阪• 島羽

線の南側にあたる部分の調行で、現況ば:till地である()

調査面積が狭いために、遺跡の、性格を全咽できたと

は言＾い難いが、弥生時代から鎌倉• 室町時代にかけ

ての遺構を調査区の随所に検出した。

謁］査区のt:J,; りの店本的l杓序は、第 l/~;;; : ・耕作1:、

第;II 柑：茶褐色枯質 I: 、第 Ill,,.-~; : 黄褐色枯質!: (地

山）で、第 Ill),;り（地山）までの深さは約60cmである「）

遺構埋!:は、弥生時代から岱良時代にかけては、IH褐

色J:、鎌介時代の逍構には茶褐色I:が充満していたヘ

調荏区で検出した逍構は、弥t時代の溝 l条、 I: 

第63図 S X 8 s l'l !l'jj且il['J.](1 : l 00) 
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拡 2屈、古墳時代の溝 5条、岱良時代の翌八:f!:_!.1;2 

棟、掘ー立柱建物 2棟、 }j形周溝状遺構 1At、l屈焼

成砿 l店、 I絋 l悲、鎌介時代の掘立柱建物 l棟、

j~.t広 1 litを検出した。以ドに検出された追構につし）

て時代別に概述する。

1 . 弥生時代の遺構

A. 土砿

SKt 発掘区の北西に位散する 溝輻；t、怜i側

で発掘区に切られてしヽるため長軸 }j向はイ~i!Jj だが、

短軸）j向は約 2.3111の不定形ない広であるっ i品のば

さは約20cmである C !)広内より多りしの弥'I:時代前!t-lJ

fj 
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第66図 SD 7、SD8浙面実測図 (1 : 40) 

の壺、甕 (6) などの土器片を検出した。

SK 2 方形周溝l犬遺構SX 13内の西隅に位潰し、

溝幅は長軸方向で 1.3m、短軸方向で90cm、深さ 34

cmの北東部をややすぼめた楕円形を堪する t琺であ

ふ l拡内より弥t時代前期の甕 (3) を検出した。

B. 溝

SD3 SK 1の東側で検出した溝で、溝輻 2m、

ぷさ 13cmで、溝幅はほほC一定し、底ぱ概して平坦で

ある。 SK1と同様、前期の壺 (8)、甕 (1)、蓋な

どの士器片を多鼠に検出した。

2. 古墳時代の遺構

A 溝

SD4 発掘区北束隅で検出した溝で、南東から

北西方向に延び、北西隅で北方向に曲折する。溝輻

は1.8m、深さ 35cm前後。出土遺物には須恵器杯身(11)、

埴輪片がある。

SD5 深さ 30~45cm。溝輻は調介区内では確認

できないが、西側で南}j向に曲折する。溝内より舶

車倫片が出Lした'.)

SD 6 発掘区南束隅で検出した溝で、溝輻は・

定しておらず最も狭しヽ処で約90cm、広しヽ処で約 1.5 
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一←・・--面--B-m I層［ニコ耕作土 収 亡 コ 堆 積 土II

黒灰褐色土 Na川原石集石

II 層 Ill〗攪乱土
Nb暗茶褐色土

II a黄褐色土混入

黒褐色土 V層［ここ］堆積土皿

II b灰褐色土 黒茶褐色土

III 層〖□旦］堆積土 I
ma黒褐色土混入 VI層じここ月遺構埋土

黄褐色土 VI a暗黒褐色土
皿b黄褐色土 VI b黒褐色土
III C黄茶褐色土

D 
16.2m 

0 2 m 
. -~--- ---. 

m である。深さは30~40cm。竪穴住居 (S B 10) と

重複するが溝内より 7枇紀代に比定される須恵器高

杯 (13) を検出し、竪穴住居から奈良時代の上師料

が出士していることから竪穴住店にきられる溝と考

えた。

SD? 溝輻l.9~2.4m 。深さ 50~60cmの大溝で、

南部分で直角的に西へ方向を変える。底面は平坦で

断面は逆台形を呈するが西側の傾斜はゆるやかであ

る。出土遺物には古墳時代の須恵器杯(10)、杯蓋(12、

14)、平瓶や奈良時代の土師器杯、須恵器大甕 (27)

などが出 Lした。

SD8 S07と平行する大溝で、溝輻約 2m、

ぷさ80cm、溝の底面より約50cmI・. 方で15cm前後の川

麻石の敷石層を検出した。底面は平坦で、断面は逆

台形を閑するが東側の傾斜は西側に対してゆるやか

である。出L遺物には、 t師料高杯、須恵料甕の L

料片や埴輪片などを検出した。

3. 奈良時代の遺構

A 竪穴住居

SB 9 東西 5.2m、南北 5mのほぼ正方形状の

プランをとる竪穴住居で、深さは地山面から 13cmほ



どで東壁中央にカマドをもつ。ピノトやLr広を多数

I米面や片l壁に検出したが、 じ柱穴は規廿lj正しく、li:ぶし

じ柱'/くの掘形は楕円形で、深さは不規則であり lぷ面

より 23~57cm を測る。 hf化は N 8°Wでほぱ東西と南

北）j向にのる。周墜には）,1r]溝はみられなかった。出

t遺物には I:師沿の細片がある。

SB 10 発掘区の南隅、古墳時代の溝SD 6をぎ

る竪'/,く住屈で、東'j':;}[;分は木掘湘分のため発掘区外と

なる。北辺と両辺にはI,ii]隈に沿うようにして柄l溝が

残存し、 I米面より）id溝の深さは 6-~9 cmである()既

辺の長さは、西辺で約凡り mである可児忍六内より検

出した逍物には、 Ulrli沿甕 (23)、須恵岱杯などがあ

る。）j位はN37°Eである。

B 掘立柱建物

S 8 1 1 2 1/lJ X 3 IHJ。桁fj-7.1m、栄fj・:3. 9mの南

北棟建物である。柱間は桁行、‘索行とも l.9rnの＇序

間であり、柱穴の掘形は径50-~80cm、深さ 30~10cm

である。棟}j向はNl9°Eを指す。出 I:逍物は柱八内

より !Jlrl国の細片を検出した()

SB 12 発掘区の北東中央に位附し、栄行は 2ll¥l 

であるが、桁行は北 'j':;';;[;が発掘区外に廷びるためイ＜

叫である。桁行、｝菜行とも 1.5 rnのべが間である。柱

掘 }j は径30~50cm、深さ 20~40cmで柱‘六内より t師

閤H片．を f~出した。棟}j[f1]はN'.26°Eを指す。

c. 方形周溝状遺構

S X 13 東西 9.1m、南北 9.5m。/,¥]溝の深さは、

北辺で20~30cm、両辺で25~35cmである l l1'i]溝坤 I:

より I:師沿椀 (19、ZO)、日lrfi化怜長胴甕 (24、25) な

どが出 Lしてしヽることから、祭良時代の）j形Iit]溝状

遺構と考えた。溝の断面は、四辺ともほぼ逆台形を

堪する（

o. 土器焼成砿

S F 14 長径 2.6111 (現仔長）底径 1.5111。深さ

15~:ZOcmで·. :rr辺・~fり形を呈し、ばば平飢な uく面に

対して側隈は瑶直に立つ。先端部は SD 5と切り合

う。焼 j~ は側隈から床面にかけて赤褐色に良く焼け

て硬し'.'t化してしヽ る。 ） jf立はN160゚ しで底辺側を北）j

向に[11]ける）焼成坑内からの迎物は怖めてf州かで、

床1(1i焼 Ur'(I・.より硬質化した［師悩杯 (21) のほか

は、｝『「ガ）糸Ill片を検出したのみであったっ

E 土拡

Aヽ
 

吋

B
 

A
 

叶
B 

•一

15.6m 

c
 

量
点

第67図 SI< 16'だ測図 (l : 40 J 

SK15 ld令'.1.'.2111、短外 '.2.,1 111 、ぷさり(lcm<f) イヽ•

定形な u広内より Ul1!i沿杯 (19) があ心

4. 鎌倉時代の遺構

A 掘立柱建物

A B 16 2 1111 X 1 11¥l「l t l通りはイ寸前］しヽ であるか、

柘fj-7.9mX孔1r3.4mの総nの南北棟建物であ

る。桁行は 1.8mの宵間で、‘索行は2.2m+l.8m + 

1.8m +2.Zm となる。柱'/くの掘形は径30~55cm、深

さ zo~50cmで円形を吊する。棟方向はN26°E を指すぐ

東側は未掘部分であるが、東側に伸びる可能性も考

えられる。

B 土地

SK 17 ・ 見」 2m l'LJ }jリ）仇翡丸）j形の u,人で、 ぷさ

:30cmをf!li]る l広内！こ：ょ茶褐色 I・．の.t11tI・・：こff)りcm-2り

cmの川hiイi加牧在し、川原ィiの間；こ；t I: 師沿皿(30)

や I: (l1/i悩鍋 (27、28、29) の I:沿/'1・ がみられた ）＼ 

『j・)'i・ ~)-k尭 I: 、 i及fじ物1:よ検1'I1iさオしなか）だか、 Ulili沿
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鍋を蔵廿料に転mした'f地の中批塔の可能性も考え られる。

6. 辰ノロ地区の遺物

出!~ した逍物は、弥牛．時代の壺、甕、古墳時代の

L師悩、須恵悩、虻i輪、奈良時代の L師悩、須恵料、

嫌介時代の t師悩に大別される。

1 • 弥生時代の土器

壺 (8) 「く」の名:/kに外I又する胴部 I:半から頸部

にかけての破片で、頸部には 2条の凸盟がめぐる。

胎土は砂粒を多く合もが良好で、色加］は淡褐色を呈

する。 SD :3より出し

甕 (1~6) すへて II縁郊から rd部のI枡片で、

接合によ＇）で応形になるのは兄られなかった。 II径

は 1'9~28cm1)fjf受。 I I系点乳15ヵゞゆる＜外反するもの (1、

2) と「く」の字状に外反するもの (:3~6) に大

別でぎる。しヽずれも II辱部に刻 11をもち、頸部から

胴祁全体に刷 lHをもつ。頸祁に（ょj寇描ぎ沈線をも

たなし)もの (1)、1条のもの (3・4・6)、3条の

もの (5) がある。 (2) は‘臼伐竹府により静止し

ながら沈線を施す甕であるが砂粒を合み、焼成が悪

くljf砂りである。色謁］は (1) は淡褐色、他は赤褐色

を情す（〉

鉢 (7) I I径31cm前後の大きな鉢である。張り

出した胴部より喪f1iJ様に「く」の字状に外反し、 11

縁端部外側に面をもつ。胴部より 11縁端部にかけて

横}j向に刷毛目が施され、 Jri部に 2条の『む描き沈線

がめぐる。胴池卜。平に黒斑がみられる。色調は赤褐

色を情する c 包含r1けより検出した。

2. 古墳時代の土器

土師器

椀 (9) l I径10cm、沿高 1. 3 Cill0 丸昧をおびた

r5 

第68図弥生時代迎物‘応則図 (1 : 1、 8は 1: 2) 0 20 cm 
I I I I I I I - I f 
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底部より r1緑部が稲直に if.ちtがり、端部を丸くお

さめる。[J緑部内外面をヨコナデ、底部外面にはヘ

ラ記砂がみられる。胎t、焼成とも良好で色調は淡

棺色を惜する。 SX 13より出t。

須恵器

椀 (10) I l径11cm前後。丸味をおびた底部より

I l縁部をわずかに外反させて端池を丸くおさめる。

fl縁部内外面をヨコナデし、底部外面はヘラケズリ、

内面をナデている。内面にヘラ iじ乃がみられ、胎L

は緻密で焼成も良好。色調は淡臼灰色を閑する。 S

D 7より出上。

杯身 (11) I I径 6cm前後。受部はやや!:}jに引

き出され、 Il縁部は短く内飢する立ち上がりをもっ

杯身形態の終木に近い形態である。胎上は堅緻で焼

成も良く、色調は淡阪色を惜す。 SD4より出上。

杯蓋 (12) 犬片部を欠くが、'½[珠つまみをもっ

と考えられる杯蓋で、 r1縁部にかえりをもつ。口径

11cm前後。 3分の 1程の破片で胎上は堅緻で焼成も

良好である。色謁］は淡阪色でSD7より出し

高杯 (13) I I径12cm、化仕高 9cm、脚部高 5.5 cm、

脚部底径10cm。杯部の 11縁湘は外 I:Jjにのびる。脚

池は「八」のオ：形に広がり脚端部近くで水‘ドになり、

稲ドして端部を丸くおさめる。脚；・;-i;中央に 2条の沈

線がめぐる。胎 Lは細砂粒を合み、焼成は良く色温l

は淡灰色を堪する。 SD6より出し

杯蓋 (14) I I縁部はほ；ぶ雁直に立ち、 II縁祁と

天附'fl¥の境には明瞭な稜がみられる。犬井郎を欠く

がやや平飢な天井部になると息われる。 lJ径は復尼

長でllcrn前後である。 llf1'土は緻密で色』,';]は阪臼色で

ある。 SD7より出土。

埴輪

円筒埴輪 15~17) (15) は底淵のみで接合に

より完形にはならなかった。復厄による底径が16cm

ほどで、外面には縦 }j向に刷毛11調整され、底部は

内外面ともユビオサエ、外面はその後横方向にヘラ

ケズリされている。瞬が断面「M」字状でヨコナデ

により貼り付けられ、箱の!・.には『l形の透孔が施さ

れる。(16) はPJ筒部から II縁部にかけてのIり筒埴輪

で、外面には縦 }j向の刷:Gilが施されるのみである。

謬ょ (15) とlwl様に「M」字状に貼り付けられ緬の
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22 

第70図

-117-



~-「C~. ~,? 

~~~~~~ 「―-〈
- -t 

0 10cm 
,, ―・1 I I I I 29 

第71図 謙倉～室町時代土沿実測図 (1 : 4) 

下に楕円形の透孔が施されている。 fI径28cm前後。

(17)はrJ径37cm前後。 lJ縁部は外反ぎみにのび、 r1 

縁端部外側に面をもつ。外面は縦方向の刷毛tlを施

したあと横方向に休止せずに刷毛目調整している。

内面は fI縁部より円筒 I・.半をじに横}j向に刷毛Flを

施し、以ドをナデている。箱の貼りつけは (15)、(16)

と同様で、第．．段 Hの廂のドに楕円形の透しがは

いる。 (15)、 (16)、 (17) とも胎土は良好で色調は黄

褐色である。 (15) はSX 13の周溝内より出tし、 (16)、

(17)はSX 13の南東周辺より一括出上したものであ

る。

3. 奈良時代の土器

土師器

杯 (18~21) LJ縁部を外いjにのばして端部を

丸めるもの (18、19、21) と外 f-.}jにのばした LJ縁

部からわずかに /:;jに立ち tがり端部を丸めるもの

(20)にわけられる。すべて口縁内外面をヨコナデし、

底部外面は未調整、内面はナデられている。いずれ

も口径 11cm内外、底径2.0~3.4cm。 (18) は底部にユ

ビオサエの痕がみられ、 (20) は 1~1滅が笞しい。 (21)

はI:器焼成拡の床面焼十．直卜．より検出したものであ

る。

甕A (23) 球形に近い体部から［］縁部を外I又さ

せ端部を k方につまみあげる甕で、 r1縁端部のヨコ

ナデのため外側が凹む。器面の調整技法はf本部外面

に縦方向、内面に横方向の刷毛Hを施す。色調は淡

褐色を見す。胎上、焼成とも良好で色調は淡赤褐色

である。 SB10より出土。

甕 B (24、25) 通称長胴甕と呼ばれる長胴の甕

-118-

で、[I緑部及び底部の形態は甕Aとfri]様であるが、

L J径は (24) が20cm、(25) が28cm前後と甕Aに比べ

大きくなる。調整技法は、 f本部外面は縦力向、底部

外面は不定方向、内面胴部ト・半に横;j向の刷毛llを

施し、下半はヘラケズリする。 (25) は内面[l縁部ま

で刷毛11がみられ、 (24) よりも刷毛Ilは粗い。(24)

は淡褐色、 (25) は茶褐色で、 (24)、 (25) とも SX 13 

より出土した。

須恵器

杯蓋 (22) 扁平な‘信珠つまみをもつ杯蓋で、平

坦な天井部から r1縁部をゆるやかに内対させ、端祁

を短く乖下させる。 K井部を中心として約％程をロ

クロヘラケズリする。胎土は砂粒を多く合み、色凋

は淡灰色を足す。ヒソトより出し

大甕 (26) r Ht 28cm前後。胴部最大径は51cmに

もなる甕で、丸味をおびた胴部から!I縁部を「コ」

字状に外反させ、[l縁端部を肥ft/させる。閾整技法

は胴部外面全体に平行叩き Ilを施したあと横}j向の

ナデ痕跡が線状に数条胴部をめぐる。胴部内面は、

詞心円文を施す。色調はril仮色で、 SD7より出 I:。

4. 鎌倉～室町時代の土器

土師器

皿 (30) [ l径8.8cm。料晶2.4cm。[l縁部は内'/'j気

味に直立し、端部を丸くおさめる。!I縁部内外面を

ヨコナデ、底部外面をユビオサエのあとナデつけて

いる。器壁は底部で最も薄く 2mm前後となる。色謁

は淡黄褐色を足する。 SK16より出上。

鍋 (27、28、29、31) 外反する LJ縁部より端部

を内側に折り曲げた鍋で、通称伊勢型鍋と呼ばれる。



r J縁部内外面はヨコナデ、胴部外面 I--.'j':は粗い刷毛

Hを斜めに施し、 ド半から底部にかけてはヘラケズ

リされる。内面は平滑にナデられ、底部外面に煤が

i寸行する。(28) はll径25.2cm、器高は12.3cm、(29)

はlJ径22.6cm。器高10.7cmで賠壁は底部で 2mm前後

と非常に薄い。(27) は折り返えされた口縁端部上面

に面をもつ。色調はおおむね淡褐色を唱し、 (27) 

7. 小

調査の結果、弥生時代から中！仕までの遺構を検出

することができた。遺構は調査区の各所に散在し、

周辺部に拡がる可能性をもつ。ここでは遺構と遺物

について若干の考察を加えて遺跡の性格に迫りたい()

1 . 遺構について

SD? SD8の I:l1/i断面（第65[J<'.]) は、 SD

8の第 IIl¥1樅乱L、第＼層堆積Lillを除くと第 1

｝怜耕作L、第 IIIi;~: 堆積LI (黄褐色tを中心とする

twJ、第N府堆積J:II (暗茶術色上を中心とする JM)

第V/,; が遺構珊土(;且褐色I:)と店本的に上府の！怜序を

詞じくする~ まだ SD7、sosの中間より調査区

怜i側にトレンチを人れ検出された溝状遺構の層序と

もIr-i] . であった さらに SD7は、その南側部分で

)j向を西）jへ変える 3 このことはトレンチで検出し

た溝状の遺構と合せて SD7、 S08は大きく }j形

に巡る /,1;-j溝であると考えられ、その一辺は20mを越

えるべ SD7、 SD8やトレンチにより検出された

溝状遺構より埴輪片や須恵料蓋 (14) が出土してお

り、また埴輪片は遺構周辺より多址に出上している C

このことは、この方形/r'i]溝が削平された古墳の周溝

である可能/"I:をもつと推測され、時期を埴輪の年代

におくと 6祉紀前艇から中葉（後述）、また須恵料蓋

(21) の時期は、 TK47、(5lit紀木から 6枇紀初頭）
l'.• 

の時代が考えられ、後期の古墳と推測される？この
2 

ような例としては、古車遺跡D地区の SX42があげ

られる 3

次に 1店のみであるが、凋査悦の南西隅に検出さ

れたt悩焼成肱は、 t広内よりの遺物が七師料の小片

しかなく、その調整技法より奈良時代とした。県卜＾
3 

の焼成拡は、斎‘向跡 (3 基〗をはじめ史跡水池上僻
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(28)、 (29)はSK16より出土。(31)は包含hりより出

土した。

羽釜形鍋 (32) I l径24cm前後。内傾する口縁部

をもち端部は外側に折り曲げられ、ヨコナデにより

凹状の面をもつ。イ本部外面は 3~4 本/cmの粗い刷

=t~ を施し、内面はナデで付 Kげられている。色調

は淡褐色である。包含/,;針i出土。

結

:41 51 

製作遺跡 (16翡）堀田遺跡 (20甚）のほか 6遺跡、

62基に及ぶk尭成琺が確認されている。その分布状況

は名張市鴻之巣遺跡、 (1 訊〗、 [JL] 日市市落河原遺跡、
(3扇）を除く約94%が明和町に集中している。

2 . 遺物について

弥牛．時代前期のt料は、削り出し突幣をもつ壺(8)

もあり若 F古相を帯びるものもあるが、おおむね第

I様式の新段陪に比定される。甕の多数は赤褐色を

呈しており、いわゆる「亜流の遠賀川式t悩」、紅村
＆ 

弘氏にはう「金剛坂式」と呼ばれる惜乍の上料であ

ふ赤褐色を足する弥生前期の土料は、昭和46年度
, 9; lo) ⑪ 

に調査された冴遺跡の他に、納所遺跡ゃ上箕廿l遺跡

笠より出tしており、時期的には前期後半より最未

段階に出現し、尼張地方より伊勢湾西岸に分布する

t悩である。

埴輪は、すべて円筒埴輪で完形品になるものはな

かった：）調整技法としては、縦位に刷毛調整したあ

と、横位に途中休止せずに＾度に.[111転させる C種

ョコハケを施している。また透孔は、すべてPl形で

：．角形や}j形のものはない 3 箱は断面「M」字状を

望している。以卜の議点より川西編年でいう第V期

(6 世紀前葉から中巌〗に位岡づけたい。
追跡の発掘調査は、浅尾・‘；匂田が行ない、報文の

執箪につし)ては、し’匂田があたった

u曳Iせ↑If・'; 対廿Jll券J)J)

〈,;u

① 111辺II召：．「陶邑古喉跡群 l」 平安'/:[~]考古クラプ 1966 

② JI叫義貰他『古用遺蹄発掘凋介報;t;---C地区ー』

・,f(県教育委員会 1973 

S X/42は、規模としては18.0X118,01 、溝輻 2.0~3.0m 、深



さ2:i-3:icmを測り、奈良時代の溝や鎌弁時代の溝に掘りぬかれ

てしヽるためその時代の遺物とともに項恵沿杯、地、七師＇沿椀、

甕などが出Lしてし＼る さらに結沿では「J.'i]溝から出 Lした I.

料の型式からみて、 :iC木 G C初に作られたことが1;jJられ

るか、盛l:、 u本部とも確認で沢なか）だ— 1j1略一方形墳の

封 tが令く削平され、墳麓のl,'i]溝だけが検出されたとも考えら

れる」と結んで＼ヽる

R 『史跡 斎';匂跡発掘湖査概報』 ・'. 重県教ff委員会 •庫県斎

怜；跡温］育'¥務所 1979、1982

4¥ 「水池 I::沿製作址」『斎‘古跡発掘』 斎‘ゃ；研究会編 1979 

51 「堀 Ill 遺跡」『昭 fll:i5年度恥i圃場整備 •)f 惚地域坪蔵文化財発

掘，ll,¥]介報；t;-』 ・前県教ff委員会 1981 
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(5) 『庫県坪蔵文化財年報 14』 >fi: 県教育委員会 198・1 

'71 「落（＂［原遺跡」'『Hげ1117 年度県ャi圃場整備 i~ 惚地域坪蔵文化財

発掘調杏報；乃』 ・・重県教育委員会 1973 

3 紅村 弘「東悔西部」『弥'I●： t: 糾 l 』 --~_·L ーサイエンノ、社

1983 

I・~ 11叫義貫、谷本鋭次『令剛坂遺跡発掘訓介恨；1;-"' 11/j利l町教

育委員会 1971 

⑩ 伊藤久嗣 『納所遺跡ー遺構と遺物一』 :_ ,f(県教育委員

会 1980

⑪ 仲見秀雄、真 I廿炸成、大場範久『 I 、箕川•弥'\:.式遺跡 第^＾

次，，I,~] 行報；';·』 1970 

⑫ 川西宏中；「い］筒貼鯰柁，面」『考廿臼::雑，9ど』第li4け第 2り 1978 



N 阿山郡大山田村 平松代遺跡

1 . 位岡と環境

布引山地の鞍部の一つ、長野峠を西へ越えると、

そこは卜野盆地の最東端部大山田村である。木津川

水系の――口支流、服部川の最 I:流域に形成された河岸

段丘を利用して、 卜＾阿波、ド阿波の巣落が形成され

ている。周囲を 500m~700m の山に囲まれ、村内小

盆地の観を堪する所である。

近世、伊賀街道四宿の一つとして発達した上阿波

元町は、再三の大火に見舞われ、後に宿場は平松に

遷る。元禄 9年 (1696年） 8月のことである。服部

川はこの平松で鉤の手に屈曲し約 300m南流するが、

宿場はその左岸に沿って町立てされた。

当該遺跡(1)は、ここ旧平松宿に東接する河岸段丘

第72図遺跡位骰図 (1 : 50000) 
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K、標高 280m前後の水田ドにある。阿山郡大山田

村大字卜．阿波字平松代である。

かつて村内の布引山地）引根l(笠取山北方）でサ

ヌカイト製有舌尖頭器が出上しており、この地域の

歴史の古さを物語っている。縄文時代の上器の出士

は、府見によれば 3例ある。西谷遺跡、川久保遺跡

(2)、永井氏城跡で、いずれも前期末～中期以降に

属し、今回当該遺跡出土の早期押型文土器が、今の

ところ当村最古の土器であろう。

その他、大森遺跡 (3)、北切遺跡 (4)、三谷遺跡

(5)、田中遺跡、歌野遺跡、西沖遺跡など弥生時代以

降中世に至る各時期の遺跡がある。上阿波、下阿波



） ー l 2 2 I



には中世城衣れも多く、現在までに野中城 (7) をは

じめ 19在れが知られているが、中には風呂谷孔代跡 (6)

のように発掘調査後ただちに破壊されて、すでに幻

と化したものもある。

2. 出土遺物

猜和竹序は、第一府が暗灰褐色耕作土で、第ごI怜

は黒褐色包含層であり、更にそのド層が黄褐色の地

山である。耕作土上面から地山面まで約60cmである。

発掘区内では遺構は検出されず、包含I竹の最ド層

;';;i; から出 Lした僅かな遺物につしヽて紹介しておく。

I. 土器 L料は施文具によりネガティヴな押刑

文 I:悩 (1~7) と縄u文L悩 (8)

押型文 j~ 料のうち (1)~(6) までは格fll 文

が兄られる。

に分けられる勺

(1) はII ヤ手乳,~ に刻11をもち、 r1縁池

に径約 1cm、長さ約 3.2cmの施文原体を横位．に加l転

させたと思われ、頚部に縄文刺突を施している。料

壁の Iばさは0.8~1. 0cmであるの (2) は (1) より

薄 fで0.4~0. 7cm、頸部の刺突までは確認でぎなし、

が、 lI悴部から L1縁部の技法は (1) に準じよう。

いずれも、 I I縁部が外反する大川式に類似の深鉢と

しヽ部分ではなしヽかと推定される。

(7) は横位の市松文が施されており、

はj11]転縄文によって施文されている。

認できる (2) 

II. 石器

まだ (8)

(1)~(3) は II介茶褐色を帯び、 (4) は淡褐色、

(5) : よ棺褐色、 (6)~(7) は淡黄褐色、 (8) は

は茶褐色を惜する t料である。外面に煤の付/fが確

と (4) の内面はとりわけ1111凸なく

きれしヽ にfL I・. げられてしヽる。これが所謂「つぶし」

の技法によるものかどうかは惰者には判断できない。

図中に示したようなすり 1jが 1},'且f11L 

考えている。

してしヽ る。 '.ifiJれてしヽるが、縦約13cm、樅約 8cm、麻

さ約;). 4 cmであったと推定される。丸昧のある伍飯

形のようである。参杓までに、 i[さは現状で約 685

りである。

石料にはこの他にサヌカイトの剥片も採取してい

るが削受する勺

(3)~ (5) は胴部の破片と息われるが、 (6)に

つし)-cは、外内するカーブから見て深鉢の底部に近
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3. 結びにかえて

伊賀において、縄文時代吊期に属する遺跡は、名

張川流域では白早稲遺跡、梢・柏原遺跡（以}:名張

市）、木津川流域の上小山遺跡（島ヶ原村）、池ノ側遺

跡（上野市）、八王f遺跡（青山町）、久米川流域では

和田遺跡 (I:野市）、柘植川流域で構出遺跡（伊賀町）、

が知られている。いずれも木津川の本流・支流域に

位漑しており、今[ii]はその中の服部）II上流域での新

発兄遺跡である。

上記の中では最もド流に属する上小山遺跡の標高

は 130mで、その他は標高 210m~300 mの間に位

漑し、いずれも丘陵地、舌状台地、あるいは汀J岸段

丘上に立地しているようである。

白吊稲遺跡以外では全て押型文上悩の出上をみて

いる。ここに紹介した数点の上げ苔片も所謂大川系の

縄文い期に屈するもので、 (1)~(7) はいずれも

田戸下層併行の押型文t器であろう。絶対址が少な

いので、比較にはならぬが、ここに兄る格臼 l文に

は、例えば棺・柏原遺跡で兄られた菱形状のものは

なく、全て円形乃至は方形に近い形のネガティヴな

押型文であり、束庄内A遺跡や鐘突遺跡などで兄ら

〈参考文献〉

奈良県教育委員会『奈良県文化財調査報告』第二隼、「大川遺跡」

1958年。

鎌木義呂編『日本の考古学:[I 縄文時代』 河出書房 1967年

—ー：重県教育委U会『東名阪道粋埋蔵文化財調査報告』「東庄内 A遺

枕」その他。 1970年。

山本稚靖「木津川ルートとその遺跡―縄文時代の伊賀地方一」

『伊賀盆地研究会々報 4』1978年所収 など。

松阪市教育委員会『鐘突遺跡発掘調査報告』 1981年。
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れるような楕円形のものもない。

伊勢側ではすでに東U:内A遺跡（鈴鹿市～亀山市

）や射原垣内遺跡、鐘突遺跡（松阪rfj) などで比較

的多駄の縄文吊期の上器が出土しており、樋ノ谷近

跡（度会郡大宮町）では県下初例の縄文りI_期の堅‘六

住届跡も発兄されている。伊賀においては未だその

ような例は聞かない。今[I 1]の発掘区は狭く、遺構（よ

なく、遺物も少ないが、周辺の水田ドには遺構や更

に多拭の遺物が埋蔵されている可能性も!・分 f想さ

れるところではある。

大山田村だけに限定すれば、縄文I壻沿出土遺跡ぱ

これで 4i列Hとなった。 ド阿波の川久保遺（後期）

は ,1~遺跡よりややF流のrμJじ盆地内にあり、平Illの

西谷遺跡（前期木～中期）、出後の水井氏城跡（晩期

後半）はもう少し西ド流の山田盆地内にある。この

中で西谷遺跡は上賠の出f:械が比較的多い）jで、 30

点と報告されているが、いずれにもせよ、伊買にお

ける縄文時代の遺跡は大概小規模なものが,r,1,i,在する

という指摘は、ここにおいても足とせねばならない

であろう。 （田阪仁）

大山田村教育委員会 r大山川村史』 (L) 1982り

村山町教育委U会『村山町史』 1983年，＂

島ケ原村史編纂委U会『島ケ原村史』 1983年

二直県教育委U会『Ifせ史の道調査報；『伊釣＇街道』 1983年

竹内理廿也編『考古遺跡・遺物地名表』原始・ 古代編．柏，り1ガ

1983年。

後藤禾II民「縄文I:器をつくる」 舶I原和郎編『縄文人の知恵

,Jヽ・-;::館 1985年1所収。



V 上野市高山 青ノ代遺跡

1 . 位岡と歴史的環境

こも a) 

東名阪白動車道の友生インターチェンジから東へ

約 6kmで K野市蓮池に至る 3 小盆地をいくつも持つ

J: 野盆地の東部、高山東山中に源を発する高山川が

小さな蛇行を繰り返しながら西流• 北流し、蓮池で
J,! 

久米川と合流する。青ノ代遺跡(1)は、この高山川右岸

の谷底平野に位．閥する複合遺跡である。現状は水田

と畑地であり、行政卜は上野市高山字村ノ代からい］

市蓮池字青ノ代にまたがっている。高山から蓮池に

かけて棚HJが続くが、標高は高所で 256m前後、低

所で 224m前後を測る。比高がきつく、低所の水田

では湧水の激しさに対して、暗梨排水も設けられて

しヽた。
j う '~1,

伊賀国は総じて城館の多い所で、近隣の喰代、蓮

第76図遺跡位閥図 (1 : 50000) 

-125-

池、 卜．友生、比自岐地内におよそ 30の城館が分布し
,i 

ている。ここ高山地内にも従来から中世城館として
21 

数館が報告されて tヽる。

弘安元年 (1278年） 11月の伊賀喰代厨申状に見え

る高元右馬入道は高山村の在地士楽と推定されてお
J) 
り、従って、少なくとも13世紀代の遺構、遺物があ

るいは苔該遺跡から出土する可能性も十分あると％

初から予想された。

なお、周辺地域ですでに発掘調査した遺跡を—舟瞥

してお＜と、高猿 6号墳 (2)、馬場遺跡 (3)、蓮池

代遺跡 (4)、摩之上遺跡 (5)、渕遺跡 (6)、大門遺

跡 (7)、Fり合遺跡 (8)、I:寺遺跡 (9)、西出中、
~4 

近世墓 Oo)、鳥場西遺跡 (11)、E塚古墳などがある。



また、昭和23年 ~26年に崩都大学が調査した石山

古墳 (13) はじ塚古墳の北西約 600mの山上にあり、

夙に有名である。

喰代地内には40甚あまりの古墳があるが、隣接す

2. 遺

第 1次調査として幹線排水路部分を約 2,000rri、

また、第 2次調査として削平される部分の約 2,000

面を調査した。第 1.次闊査では遺構は確認できず、

第 2 次調査でも、 A~C 悩の 3 調査区のうち、確認

できたのは B区のみであった。ここでは、この B区

について報告したい。

桂本層序は、第 l層：耕作土、第 II層：茶褐灰色

1:、第III層： /,J~ 褐色上、第W層：暗褐色土、第 Vl,;t; 

：黒褐色tである。地山は黄褐色tで、地山までの

深さはso~120 cmである。北が最も高く、ゆるやか

に南にドがり、発掘区中央から南ではまた高くなる

検出された遺構はわずかであるが、発掘区の南へい

くほど密で、現在の住居と杭複するようである 発

第77図遺跡地形図 (1 : 5000) 
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る高山地内では全く知られず、中世城使れ以外に、住

居跡を伴う遺跡が今[nj確認されだ意義は大ぎいと息

われる。

構

掘lメ．．中央より北でも遺構は確認されたがまとまりは

ない。以ドに tな遺構について概述するっ

(1) 掘立柱建物

S81 ピJ 卜を確認し得なかった部分もあるが、

桁行 4間 X梁行 4間の東西棟で、棟}j向N60°Wの総

柱掘立柱建物である。柱間は、桁行で2.20+2.7り＋

2. 50+2.85mと不揃いであるが、梁行は2.20mとほ

ぼ笠間である。柱掘形は30~40cm で、 Pit Aより li

料椀 (11・12) が出t:してしヽ る 平安時代末から鎌

介時代初めにかけてのものと息われる

(2) 土拡

SK3 SBIの北東隅辺りで検出されており、

長径90cm、短径70cmの梢i円形のu広である 瓦料椀
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(17~20) が出土しており、 S B 1と同時期と思わ

れる。

(3) 溝

SD4 発掘区中央よりやや南がりを横切るかたち

で検出されており、輻0.6~1 m・ 深さ 20~30cmの溝

である。 SB1のピソトがこれを切る形で検出され

ており、時期は SB1よりも古い。遺物は伴わない。

SD5・6 SD5は発掘区南寄りの束壁際で、

また SD6は発掘区東寄りの南壁際で検出された。

ともに埋土は明灰褐色を足し、幅約20cm、深さ約10

3. 遺

出士遺物としては、古墳時代後期から奈良時代の

須恵器・士師器、平安時代末から鎌倉時代の瓦器・

土師器・山茶椀• 陶器類、室町時代以降の士師器・

陶磁器類・古銭などがあり、整理箱に約20箱程度で

ある。いずれも破片であり、全体像を窺えるものは

少ないうえに保存状態も悪い。遺構に伴うものは少

なく、そのほとんどが包含層出土である。

1 • 古墳時代後期～奈良時代

(1) 須恵 器

蓋 (1・2) (1)はA区、 (2)はB区包含層出士で

ある。ともに％程度の残りである。

(1)は、口径13.2cm、料高 3.5cm前後である。胎士

・焼成とも良好で、非常に良質の須恵器である。明

灰色を星す。天井部はヘラケズリされ、項部には宝

珠つまみがつくものと思われる。[]縁部内面にはか

えりをもつが小さく、ほとんど内壁面に密着する。

(2)は、口径18.4cm、器高 2.0cm前後である。胎土

に 1~4mmほどの白色砂を少址含む。焼成はおおむ

ね良好で、淡肖灰色を星す。天井部は総体にふくら

みが少なく、扁平に成形されている。ヘラケズリさ

れ、 I頁部には宝珠つまみがつくものと思われる。天

井部と~]縁部の境界は段をなし、端部はわずかなが

らド方に屈曲する。

杯 (3-6) (3・4)はA区、 (5)はA トレンチ、

心は B区包含層出土である。残りは％以下で、いず

れも焼成は良好・淡灰色を星す。

(3) は、 ~J 径 10.0cm、器高 2.6 cm前後。胎土に 1mm 
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cmである。同時期のものであろう。 SD5からは士

師器の細片が 2点出士したが時期は不明である。 S

05は SD4より新しい。

(4) そ の 他

SX2 集石遺構である。 SB 1南東隅の、桁行

1間x梁行 2間の中におさまるもので、石の重なり

は少なく、おおむね平坦である。石にはりつくよう

なかたちで、瓦器椀 (13~15)、瓦器皿 (16) が出土

している。

物

前後の白色砂を含む。底部は肥厚し、内面はヘラケ

ズリが施される。受部は水平につまみだされ、口縁

部の立ちあがりは短く、やや内傾して丸くおさまる。

浅く小型化されたものである。

(4)は、[]径14.6cm、器高 4.5cm前後。胎土に最大

径 4mmの白色砂を含む。やや摩耗している。イ本部は

丸みを帯び、やや原手である。口縁部は外反ぎみで

端部は丸くおさまる。底部はヘラケズリされる。

15)は、 [J径12.6cm、器高 4.2cm前後である。胎土

は良好である。イ本部は丸みを帯び、 LJ縁部は外反し

端部は丸くおさまる。

(6) は、高台径10.8cm前後。胎土に 1~3mmの白色

砂を含む。中央でやや薄くなる底部に、断面方形の

しっかりした高台がほぼ直立してはりつけられてい

る。

壺 (7) A区包含層出上である。 rJ径11.0cm前

後。焼成は良好であるが、胎士に 1~4mmの白色砂

を多く含む。口縁部の破片で、色調は淡灰色を呈す。

内面には自然釉が見られる。薄手でていねいなつく

りである。

(2) 土 師器

長甕 (8) 試掘坑N0,9包含層出土である。残

りは悪く、口縁部からf本部にかけての破片である。

口径は25.4cm前後。胎土に金雲母を少量含み、焼

成はおおむね良好である。暗乳白色を星す。 rJ縁部

は「く」の字状に外反し、端部は短くかえる。詳細

は不明であるが、体部外面と口縁部内面に横方向の、

またイ本部内面には縦方向のハケメが施されているよ



うである。

甑 (9) 試掘琺NOS包含層出上である。 f本部

ト平の破片である。底部径は20cm前後と大きい。胎

tに金雲母を含む。焼成は良好で暗褐色を堪す。体

部内外面には粗いハケメが斜めに施される。また粘

tの継ぎめが見られ、指圧痕が明瞭である。

2 . 平安時代末～鎌倉時代初頭

(1) 黒色土器

椀 (10) B区包含層出上で底部が％残存する。

高台径は 8.8cm前後。胎土に 2~4mm前後の白色

砂と金雲f:Jを含む。焼成はあまい。内面にだけ炭素

を吸行させた、いわゆる黒色上僻A類である。底部

は、中央部にかけて肥ft-/し、断面逆三角形の高台が

外開してはりつく。ナデつけた痕は明瞭である。

(2) 瓦器

o SB 1 (Pit A) 出土遺物

椀 (11・12) (11) は、口径16.0cm、悩高 5.6

cm前後、 (12)は、各々 15.6cm、5.35cm前後である。

ともに甘怜高指数34を測り、高台径は 7.0 cm前後と大

きい。胎t、焼成は良好で、黒阪色を堪す。

ほぼ平らな底部 (11)、あるいは、やや歪曲し、器

壁の薄い底部 (12) に、断面逆こ角形の高台がほぼ

直立してはりつく。（本部は丸みをもって間ぎ、 LJ緑

部はヨコナデされ、わずかに外反しておさまる。端

部内面には、輻 1~2mmの沈線がめぐる。

内底面の11訂文は、少なくとも 3輪以卜の連結輪状

文と思われる。 内圃ヘラミガキは、 (11)が非常に密な

のに対し、 (12)はやや間隙をもつつ外面ヘラミガキは

簡索化されている。分割数は 2~3 [n]であろうか。

o SX2出土遺物

椀 (13-15) (13) はr1縁部の、 (14・15) は底

部のみの破片であり、全体像は窺えない。胎十．・焼

成はともに良好である。黒阪色を堪すっ

(13)は、 rI径14.5cm前後、 rI縁部で謡壁4nm弱とや

や原めである。内面の沈線は段状を惜す。内面ヘラ

ミガキは非常にTi痕で緻密であるが、外面ヘラミガ

キは簡素化されている。

(14) は、高台径7.0cmを棋ljり、 SB1出土の瓦料椀

同様大きい。起伏をもつ底部に断面逆三角形の高台

がはりつく。暗文は連結輪状文と息われるが、それ

-~130-

に先行してハケメが施される。

(15)は、高台径 5.8cm前後。中央でやや]'{みをもっ

てふくらむ底部に、断面逆三fり形の高台がはりつく。

内底面には比較的丁寧な暗文が施され、少なくとも

4輪以卜．の連結輪状文であろう。

(14-15)は、ともに残りが悪く判断し難しヽが、内面

ヘラミガキはf本部下部まで密に施されているようで

ある。

皿 (16) r J径 8.6cm、料高1.55cmを測る。胎上

焼成は良好である。 1仄白色を見す。底部はKげ底状

である。 LJ縁部はわずかに外反し、端部は面をもつ。

内底面はジグザグ状II介文が施され、内面ヘラミガキ

に先行する。

o SK3出土遺物

椀 (17-20) ¼ ~¾ 程度の残りで、いずれも底

部を欠祖する ci09) 以外は外面に指It痕が兄られ、

凹凸がある。

f I径13. 8cm~16 . 0cm前後と若干ばらつきが見られ

る。胎十．は、 (-j 色砂• 金雲犀を少址含むもの (19)

もあるがほぼ良好で、焼成もおおむね良い。黒l仮色

である。

f I縁部は短く立ちぎみで、端部はヨコナデを受け

外反ぎみである。内面には例外なく 1~2mmの沈線

が明瞭に残る。内面ヘラミガキは簡索化されたもの

である。

(19) 及び (20) の外面は、 l*l耗のため調整法は

不明である。

〇 包含層出土遺物

椀 (21-25) 全体像を窺えるものは (21)のみで、

他はすべて底部の破片である。いずれも B区包合Kり

出士。

(21) は、口径16.4cm 、翡闊 5.4cm 、「(,•j台径5.4cm前後。

岱高指数30を測る。胎I:・焼成ともに良好で、内底

面陪文、内面ヘラミガキは銀l仮色に光る。

平らな底部に断面逆 ~fり形の低い高台が直,'r. して

はりつく。 f本部は直線的に開ぎ、口縁部はゆるやか

に屈曲する。内面の沈線は 1m両且度である。

賠文は 3輪以卜の連結輪状文であろう。内面ヘラ

ミガキは密であるが、（本部下部で多少の間隙をもつ。

外面は9伊耗のため不明。

(22~25) は、 (24) の高合径が 4.4 cmとやや小さ



しヽか、他は5.6~5.8cm とほば均ーである。胎土・焼

成はおおもね良好である。黒灰色を情す。

高台は、断面が逆:_iり形のもの (22・23)

台形のもの (24・25)

瞭である。

と、逆

とあるが、ナデつけた痕は明

暗文は連結輪状文と思われるが、 (22・25)はe字状

のようにも見える。内面ヘラミガキは、底部付近に

認められることからおおむね密と息われるが、外面

は摩耗のため不明である。

(23)は、ヘラミガキに先行してハケメが施される。

皿 (26-30) 残りの良いもので％程度である。

ほとんどが、底部外面に指圧痕を残し、成形時のま

まである o (26~29) 

tである()

(3) 

皿 (31・32)

iよB[x~ 、 (30) はE トレンチ出

l Jf f: 8. 9 cm~1 0. 0cm、岱高1.lcm~l. 7cm前後。 29

は胎土に小石を少械含むが、他は良好で、焼成も良。

黒阪色である。底部は卜げ底状で、 LJ縁部は短く屈

曲し、端部は外反する。面をもつもの (26・28) も

ある。

賠文はジグザク状で、内面ヘラミガキに先行する。

土師器

(31) はA区、 (32)はEトレンチ
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包含層出土である。％以ドの残りである。

口径 8. 2 cm~8. 4 cm、沿高 1. 5 cm~1 . 6 cmである。

(31) は淡褐色、 (32) は明褐色を惜す。

「l縁部のみヨコナデでftI: げる。底部はやや/:げ

底状となる。 (31) に比べ、 (32) はり手である。

羽釜 (33-35) (33) は、 B区出土で％の残り、

(34・35) は、 A区出土でともにrJ縁部の細片である。

胎上に金雲け• 白色砂を含み、焼成はややあまい

もの (34) を含む。色調は茶褐色 (33)、乳白色 (34)、

I培褐色 (35) とさまざまである。 (34)は、内面に煤

が付行する。 (33)のfI径は、 23.2cmである。

[ l縁部が「く」の字状に外反し、端部が折り返さ

れるもの (33・34) と、 トドに肥I厚するもの (35)

がある。内外面はナデ、 [J縁部はヨコナデを受ける。
5 

(33) は、大和凡型 dと息われる。

鍋 (36) 試掘坑No,3包含層出土で、 r1縁部の細

片である。胎土・焼成ともに良好で、内面は孔臼色

・外面は暗孔白色を呈す。

[ J縁部は「く」の字状に外反し、 rI縁端部は三角

形状に t:}jにつまみあげられる。やや厚手。

(4) 陶器

山茶椀 (37・38) (37) はB区、 (38)はA[ふ

それぞれ包含層出土である。

(37)は、口径15.6cm前後である。胎土・焼成ともに

良好で、淡灰色を惜す。薄手にf!: 上げられる。残り

は悪く、形態は不明であるが、口縁部はやや外反し

ておさまる。歪みは大きく内面には自然釉が見られ

る。

(38)は、底部のみの破片である。高台径は 7.6cmを

測る。胎土に金雲母を含むが、焼成は良好である。

淡灰色を星す。高台は、はりつけ高台で退化してお

り、底部には糸切り痕が残るが、ナデにより大半が

消えている。

山皿 (39) r 1径8.8cm、料高3.0cm前後である。

E トレンチ包含層出士。

胎土は緻密であるが臼色砂を少斌合む。焼成は良

好で淡灰色を望す。口縁部からf本部にかけての内面

には日然釉が見られる。

練鉢 (40) U緑部からf本部にかけての破片で、

C トレンチ包合層出上である。

口径は28.8cm前後。胎上に細かな金雲母を含む。

-132-

焼成は良好で淡灰色をはす。 1本部は直線的である。

l」縁部はヨコナデを受け面をもつ。

常滑焼甕 (41) r 1縁部から日部にかけての破片

であるが、 LJ縁端部はわずかに欠損する。 A区包含

層出土である。

胎土は密で、焼成も良好である。やや赤みを帯び

た灰色を足する。肩部からやや肥J'{.しながら立ちあ

がり、口縁部は鋭く外反する。口縁部はヨコナデを

受ける。肩部には自然釉が見られる。

3 . 室町時代以降の遺物

(1) 土 師器

鍋 (42・43) ともに口縁部の細片で、 (42)はB

区、 (43)はE トレンチ包合層出土である。

(42)は、 r1径25.0cm程度のものであろう。胎土は良

好で、焼成はややあまい。外面が暗褐色、内面が乳

白色を閑す。 fI縁部はヨコナデされ、外}jにつまみ

あげられる。

(43)は、[l径26.5cm前後のものであろう。胎上に白

色砂を少斌合み、焼成は良好である。暗乳fl色を呈

す。口縁端部はヨコナデを受け外方につまみあげら

れる。端部外面には凹みが見られる。

(2) 陶 磁 器

天目茶椀 (44-47) (44) はE トレンチ、 (45)

はB区、 (46)は Jトレンチ、 (47)はA区のいずれも

包含層出土。

(44)は口径11.8cm前後。胎士・焼成ともに良好で

ある。釉な光沢のある鉄釉である。

1本部は直線的に＼［ちあがる。 11緑部は若干内側に

折れ、端部は外反して丸くおさまる。 f)縁部からf本

部下半にかけての破片である。

(45)はLJ径11.2cm前後。胎土・焼成ともに良好で、

釉は光沢の鈍い鉄釉である。

体祁は丸みを帯び、口縁部はやや内対し、端部は

短く外反し丸くおさまる。 r1縁部からf本部上半に

かけての破片である。

(46)は口径11.2cm前後。胎七・焼成ともに良好で、

光沢をもつ鉄釉がかけられる。

1本部は丸みを幣び、 rJ縁部は内／仁腎し、端部は短く

外反する。 u縁部から1本部下半にかけての破片であ

る。



(47)は、胎土に白色砂を含み、焼成は良好である。

釉は鉄釉で光沢をもつ。

底部の破片でヘラケズリが見られる。高台は露胎

である。

大海茶入 (48) 口縁部％の残りで、試掘拡NO,

9包含層出土である。

口径 5.2cm前後。胎上・焼成とも良好で、光沢を

もつ鉄釉がかけられる。肩の張る器型をなすイ本部は、

最大径で 8.8cmを測る。短く直立する口縁部は端部

内面に面をもつ。

灰釉椀 (49・50) ともに B区包合層出土で、底

部の破片である。

(49)は、胎土は密・焼成は良好である。高台付近ま

で釉がかけられている。

ヘラケズリが施され、ほぼ直立した高台がケズリ

だされる。

(50)は、胎士に白色砂を少駄含む小椀である。 (49)

と同様、高台付近まで釉がかかり、ヘラケズリが施さ

れている。高台は方形に直立してケズリだされ、底

部は厚い。ロクロ阿転方向は時計[n]りである。

灰釉皿 (51) B区包含層出士で、口縁部の破片

である。

[ I径11.2cm前後。胎土に白色砂を少屎含む。焼成

は良好である。釉は「l縁部内面のみにかかる。縁釉

←、―--• -----t --~~7" 4 2 

~ ーー--~43

ロニ

皿であろう。

灰釉鉢 (52) B区包含層出上。口縁部の破片で

口径27.0cm前後。胎士は粗く、焼成もややあまい。

釉もほとんどはげおちており残りはよくない。口縁

部は―三角形状につまみだされて肥厚し、ヨコナデを

受ける。

青磁椀 (53・54) (53) はC トレンチ、 (54)は

E トレンチ包含層出土である。

(53)は口縁部の出士で、11径12.8cmを測る。胎士は

精緻、焼成も良好で、淡灰緑色の釉が薄くかかる。

［］縁部はやや肥原し、外反ぎみに丸くおさまるもの

である。

(54)は底部の出土である。釉はうぐいす色を呈し、

麻さは非常に薄い。胎土・焼成は (53) と同様。底

部から高台にかけてヘラケズリされ、しっかりした

高台がケズリ出される。また、底部は 1.3cmと非常

に1ばしヽ。

擢鉢 (55-62) (55・57) はE トレンチ、 (56)

は試掘琺NO,3 、 (58~62) は B 区のそれぞれ包含層

出土である。

(55~59) は l」縁部の破片である。 (55) は口径30cm

前後、軟質のもので、胎土に白色砂、金裳f:Jを含む。

l J縁部は直線的で、端部内面が段状を閑するもので

ある。 4条の筋目が見られるが分割数は不明である。

亡 ~50ロニ
45 ¥ • 疇 47

07 N'1 48 
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第81図遺物実測図 (1 : 4) 
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(56)は、 fI径30m前後。硬質で胎土には畝大径 4mm

程の白色砂を含む。口縁部はやや外反し、端部内面

は段状を星す。 4条の筋目が見られ、分割数は不明

である。

(57)は、 fI径30cm前後、硬質で、胎土には 2mm前後

の白色砂を多く含む。口緑部がやや内弩し、端部は

外}jに肥麻するものである。

(58・58)は、 lJ 径33cm前後。硬質で胎上に 1~3mm

の白色砂を含むものである。施釉されたもので[J縁

部はやや内内し、縁帯をつくるものである。筋Hは

4. 結

遺構は、第 2次調査のB区で検出されたのみで、

遺物についても、そのほとんどが包含層出士であり、

必ずしも良好な資料とは占えない。ここでは、掘立

柱建物と瓦器椀を中心に要点をまとめて結語とした

しヽ。

1 • 掘立柱建物について

青ノ代迎跡では、掘立柱建物 (SB I) が 1棟検

出された。ピットを検出し得なかった部分もあるが

4間X4間の総柱掘立柱建物と考えられる。この S

B Iの南東隅には、桁行 l間X梁行 2間に収まる形

で見石遺構 (SX 2) が検出されており、建物に伴

うものと思われる。

同じような形で船石を伴う建物は、伊勢市中ノ垣
⑥ 

外遺跡に 1例見られるだけであるが、南束隅に同じ

プランで上琺を伴う例は最近各地で見つかっている。
⑦ 

伺中ノ垣外遺跡をはじめ、明和町斎宮跡、松阪市草
R ⑨ ⑲ 

山遺跡、鈴鹿内木野C遺跡、名張di梢・柏原遺跡など

での検出例がそれである。このj)広の性格について

は、中ノ垣外遺跡では、近世の民家を例にとり）脱で

はないかと推測しており、また斎't匂跡では、上拡内

の出土遺物より、台所や納戸の可能性もあると指摘

している。

集石遺構と士拡とが同一の性格をもつかどうかの

問題、点はあるとしても、これらが、総柱掘立柱建

物の南東隅で検出されている、［ば、及び時期的に‘ド

定時代から鎌紆時代にかけてに限られる ,r,1,i_で共通

しており興昧深い。今後の検出例に期するところ

が大ぎい。

5~6 条を数える。

(60~62) は、 f本部あるいは底部の砂片である。内面

の筋目は 4~6 条を数える。

(3) 古銭

古銭は 3枚出士したが、うち判読可能な 2枚につ

いて報告する。ともに B トレンチ包合f,;1出土である r

永楽通宝 (63) 径 2.5cm、原さ 0.1cm。「通」の

字を欠損する。初鋳は1587年である。

天聖元宝 (64) 径2.2cm、肘さ 0.1cmである。縁

をわずかに欠損する。北末銭で初鋳は1023年である()

吾,,, ↓" 

2. 瓦器椀について

出士遺物の中で、遺構に伴うものは上師料の細片

を除けば瓦料のみであった。伊質では、畿内、紀伊

とともに瓦器が見中的に分布するが、そのほとんど
⑪ 

は、川越氏の指摘する大相型に属するもので、青ノ

代遺跡出土の瓦器もその例外ではない。

当遺跡出七の瓦料椀は、包含府出f:も含め14,r,1,i,報

内したが、全体像を窺えるものは 3/,i_のみであり、

また、他のものについても残りが悪く、 f*f耗してい

るものもあり型式分類は避けた。

S B 1出十の (11・12) 及び SX 2出上の (14)

の高台径は 7.0 cmを測る。報告された伊賀地内の瓦

沿椀で、高台径 7.0 cmを測るものは、伊買町的場遺

J2 
跡で 1例 (A類）あるのみであり、大きめといえよ

(
)
 

ニl

また、 SX 2出 Lの (14)、SK3出上の (17)、包

含層出土の (23) にはそれぞれハケメが施され、こ

のような出土例は、伊質町的場追跡・ I・.州]'rfi城山城
14 15 

逍跡、 1,iJドり合遺跡、大山田村北切遺跡で数冽兄ら

れるだけである。

これら 2点は、渭遺跡出土の瓦料椀の特色といえ

るが、先にも述べたようにこれらは大和型の範店を

越えるものではない。

器高指数は30~34、摩耗したものを除けば、内面

のヘラミガキはおおむね密であり、外面のヘラミガ

キは簡索化の傾向をたどる。時期の想定は難しいが
⑯ 

臼石編年に依拠すれば IIー 6に相判すると考えられ、

若干輻をもたせても、 12棋紀後半から、 13世紀にか
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けての所産と考えられる。包合層出土ではあるが、

大和81型dの羽釜も出上しており、伺時期のものと

息われる。

3 . まとめ

今回の調代では、中世の集落の一端を窺うにすぎ

なかったが、出土遺物から勘案して、古墳時代後期

から奈良時代• 平安時代末から鎌倉時代籾頭、屯町

時代以降というように、見落が断続的に常まれたも

のと思われる。遺構は第 2次調査B区以外には確認

されず、その所在・推移については明らかにし得な

かったが、これらの集落が高山青ノ代、蓮池青ノ代

と広範囲にわたり点在したことはf想される。

高山から蓮池に通ずる市道をはさんだ、 A・Bト

レンチを中心とする高所は、すでに削平・客I:. あ

るいは中世以降の間墾を受けているようである。古

墳時代後期から奈良時代にかけての須恵賠・ 士師僻

が多く採庄されたのはこの地屁である。

また、 C・Dトレンチを中心とする谷筋の北側は、

湧水のため湿地幣があるようで地盤が不安定である

が、谷筋南側は比較的安定しており、第 2次調育B

区で、庄落の端を窺うことがでぎたわけである。

E トレンチを中心とする部分についても、中枇を

中心とする遺物が多く採隼されたが、農林水咋部耕

Ul:l 

① 『・州の中IH:城飴;, 爪県教育委員会 1976 福井1建 店

J ム•重の城.J ~rf: 県良，り出版会 1979 

2>;11~1 こ jµ] し

:]) 『・重県の地名』平凡社 1983 

4,. 山田猛「！り場西遺跡」『昭和:i2年度県宮圃場柊備地域坪蔵文化
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地第こ諜及び、上野耕地事務所・ L野東部上地改良

区との再三の協墳の結果、盛土対応、現状保存され

るに至った。

以上のように、遺物の散布状況から遺跡の範囲を

広大なものとし、断続的な餡落の点在を推定したが

遣構は確認しておらず、想像の域を脱しないもので

ある。 ⑰ 

最後に、周辺の見落遺跡である、蓮池代遺跡及び
⑱ 

下り合遺跡について若干ふれておく。

蓮池代遺跡は、奈良時代を中心とする集落跡であ

るが、出上遺物を兄ると、やや門遺跡の方が古）怜を

帯びるようである。また、蓮池代遺跡では、墨内土

僻・ドl面硯が出tし、公的な性格が強いとされるの

に対し、渭遺跡では[1}竹的なものが多く、ー•般巣落

を予想させる。

ドり合遺跡は、鎌介時代・室町時代後期に比定さ

れ、若r渭遺跡の方が先行する要索をもつ。しかし

ドり合遺跡が鎌介期全般を通じて常まれた集落であ

るのに対して、その継続期間が短いようである。出

上遺物を見ると、日＇常雑料類が多く、ハケメが施さ

れた瓦謡椀の出土例からも、性格はよく似た見落と

考える c

なお、 l 雌はW阪が、 I]~1V 章は稲垣が文責を負う c

会・ ・・重県斎-,.:,,-跡温l杏t務所 1984・198:i 
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VI 名張市中村観音寺遺跡

1 . 位岡と歴史的環境

宇生山中に源を発する一級河川宇陀川は、「伊賀大

断屑」に沿って北東に流れ、名張市中央部の新町橋

付近で、名張川に合流する。この間、いりくんだ宅

牛山系の谷餅から流れ出る多くの小河川と合流する。

観音寺遺跡 (1)は、その一支流である釜石川を見

ドろす丘陵先端部に位岡する。後世の削平のために

現況は、附段状であるが、前面に広がる沖積地との

比高匁は15.0m前後と、眺州のひらけた好所に占地

する。

行政 t、本迎跡は、名張市中村字観行井に位骰す

ふこの中村という地名については、現在では追跡

の立地する丘険)/i]辺の狭い範［井］をさすが、平安末期

第82図 追跡位附図 (1 : 50000) 
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の「藤原実辿所領譲状案」によれば、現在の名張市

丈／＇、・、 fi,-'-i、柏原から中村、瀬古IIにかけての地域を

さしたとみられ、本迎跡が、地理的・地形的にその

中央部に薗まれていたと tヽ えよう。

近年、この地域は、大阪へのべ J ドタウンとして

急速なl開発が進み、それとあいまって、発掘調査も

急増し、あらためて！炉史の様相があきらかになりつ

つある。以ドにその概略を述べる。

まず、縄文時代では、赤H1、1,:,1、柏I恥迎跡 (2). 辻

坦内遺跡 (3). など滝川流域の沖積地に広範な迎跡

が早期より常まれ、辻坦内追跡では、 1仕期の押形文

t料、中・後期の深鉢などが出上し、長期にわだる



近跡の継続がうかがわれる。一方本遺跡後方の丘険

J: に展間された前山遺跡群中の臼吊稲遺跡 (4) で

は、い期のサヌカイト製打舌尖頭料が出土している。

しかし、土器・遺構は検出されていない。

弥牛時代前期では、平尼山遺跡(5)・t山遺跡(6)

などの丘l凌 t・.の小規模な避跡で、 ！：悩片が採見され

てし)る：こすぎなし、 しかし、 t山遺跡出上例は、弥

牛時代前期中段l壻にJ成し、伊質地方におし)て最古の

遠賀川系の t料であり、畿内から伊勢沼両界の•よ

町中ノ庄追跡への仏揺を考える卜で貫軍な責料を提

供してしヽる-中期では、発掘例は少なし＼が、水匁形

士料を出！：しだ辻坦内直跡・多数のサヌカイト片を

f平なう御所厨内遺跡 (7) などが知られ、とも：こflJ 

形竪'/く式fr屈が検出されてしヽることは興11未深・し、］後

期から古培時代前期にかけて、迎跡り数は増大する

蔵持］］月ti逍跡(8) • 井手城hi'放逍跡 (9) • 前l且遺跡

群内の人参峠遺跡 (10)・L山追跡 (6)・「l早稲逍跡

(4) . 1j1ノ谷逍跡 (11)・I:東野遺跡 (12) などが知

られてしヽるが、その多くは、しヽわゆる平地に形成さ

れることはなく、比高 10~20rnの料I岸段Jr.f: や、本

直跡のように丘陵の先端部に貸まれ、中には、比高

第83図 氾跡地形図 (1 : 6000) 
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50m~80m の極めて高所な丘険尾根線!·.に常まれる

ものもある。古墳時代前期の逍跡としては、弥生時

代末から継続する前山遺跡群内の各追跡をはしめと

して、赤目柏・柏原遺跡・ト東野遺跡などが知られ、

庄内式併行期から布留式併行期の I濯｝を多数出Lし

てし＼る このように名張盆地南；・wの.j・: 陀川流域にお

し＼ては、炭F't:II、'd¥::f受!Plから古瑣II、'1=代訓期：こか：t、見

落の増加をみ、それは詞時に水稲耕作の技術向 i-.:こ

支えられだ牛活枯位の安定をぷすものとしヽえよう

しかし、本流域における古fttの出現は、発掘例から

すると、後期をまたなくてはならず、盆地北部の）：

旗古珀群が中期初頒に突如として大型の前）j後円瑣

の岱造を間始するのとは対称的である , ;-: 詑川流域

の廿i墳群はおおむね100~l~OJ店を数えることがでぎ

るが、この中：こあ.)て、横j〖式イ j'.哨を内森1;L体と t

る前）j後円珀である）iti高神社 l砂珀 (13). 琴'I汀//古

墳 (14) などはその開lt的な存在であろうか 木迎

屈亦周辺の古墳群としては、）j瑣を t体とする高塚古

培群 (15)・ 今^ ツ塚古墳群 (16)・ 中村古瑣群 (17)など

がある 中村古墳群の 2砂瑣は、全長11.2rnのIi_ k 

な横穴式石‘令をもち名張盆地におしヽてもイi数の規校



第84図 追構‘ド面図 (1 : 2000) 

をもつ。以後、この名張の地は、畿内から東国へ通

ずるじ要道として様々な歴史の舞台に登場する。飛

凡• 奈良時代の掘立柱建物28棟や円面硯を出士した

鴻ノ東遺跡 (18)・ 大型の円面硯を出上した浦逍跡

(19)・見見廃芋(20)・ 赤坂遺跡 (21)など、本迎跡を

合めて、‘ヤ陀川布岸に展開される古代の見落のあり

方は、古代律令制下の地域の様相を解明する I:での

貫屯な遺跡である。また、ヽ'1該地域の古代木から中

枇は、東大寺をはじめとする打}J社寺と、！！、［川の悲

2. 遺

観行寺迎跡は古状にのびる丘陵の先端に立地する

ため南へゆるやかに傾斜し、最も高い北東端と南西

端との比高は、1.5m前後をはかる。追跡の士府の桔

本的],;~:序は、第 IJ杓：耕作上（約20cm)・ 第II層：粘

灯茶褐色土（約20cm)・ 第 [ll/'i't : 枯質黄褐色上層（地山）

である。第 ll層中に、弥生～中枇に↑ る追物が混人

-139-

党に代表される地}j上豪層との攻了卜の歴史である。

この過程の中で生ずる内外のイ盾に対応するために

地方t梨層は自己防衛のf段として、堀を巡らす城

餅iを槃造しはじめる。伊質地）jにはこのようないわ

ゆる「中祉城鉗i」が数多く知られ、本追跡周辺にも、

滝野氏城 (22)・'/匂城館跡 (23)・ 受宕堡 (24)などが第

かれ、『三国地砧』には、ヽ'1中村所在として、中村）＼

郎氏‘む (25) が記されている。

構

するが、単•の時期の包合 },;,7 として分Kりすることは

できない。追構の検出は第 illI怜直 tである。

1 • 弥生時代後期の遺構

(1) 竪穴住居

S81 南隅を奈良時代の竪‘六式住屈 (SB5) 
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によ＇）て切られているが、 •辺 7.3 m程の正}j

形フランをもつ住屈と考えられる。 4方に輻40

cm・ 深さ 10cm前後の周溝を巡らせる。 t柱'/くは

南西隅のものが径80cmと大きく、他は50cm前後

である。 4'パで構成され柱間は 4.0mである。

東収に接して長径1.5m、短径0.8m、深さ 1.0

mの二段に掘り凹められた楕円形の貯蔵穴が

設けられている。この埋土中より、高杯甕な

どが出土している。現存限高は13cmと浅いが、

暗褐色の坪t中には、総数 145点のt料片が包

含されてしヽ た。 しかし、しヽずれも細片で、原位

置を保った状況のものはない。

SB? '. 南町時代の堀 (SD34) によって北

隅を欠損しているが、長辺8.0m・短辺7.2mの

長方形フランをもつ住居と復元でぎる。現存す

る3ヶ所のコーナーは、丸味をもっている。検出

面から床面までの深さは10cmと浅い。南から東 第86図 S B 3実測図 (1 : 100) 
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胃

にかけて輻30cm・深さ10cmの周溝が巡る。じ柱穴は径 前後である。南東隈に接して長径 1.3m・ 深さ20cm

70cm・ 深さ 50cm程の 4穴で構成され、柱間は 4.0m の浅い凹地があり、オ'ifのt料を出J:する。遺物は、
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この他に、北西壁にもだれかかった状況で高杯 2点

などが出tしている。また、床面中央部で40cm余り

の範間にわたっで焼+がみられた。

S83 発掘lメ西端での検出のため完掘されてい

ないが、 —辺 6.5 mの方形ブランをもつ住居と考え

られる。南から東にかけて周溝が巡る。 t柱穴は径

50cm前後と平均しているが、深さは20~60cm と菜が

みられる。南壁に接して長径 1.2mの[ll]地が検出さ

れたが、遺物はみられない。遺物は、拮l溝内に落ち

込んだ状況で小形壺．鉢などが出士したほか、賠黒

褐色の埋土中より総個体数51の土料が出J:している。

検出面より床面までは20cmである。

(2) 方形周溝塞

SXt 発掘区北西端で「コ」の字状を呈する溝

状遺構を検出した。南側は、後祉の削平のため、周

溝が—-r作］するものか、あるしヽは、検出された状況で

その機能を果たすものかは不明である。 t軸はN25°

E を示し、溝内側で•辺13m 前後を測る。溝輻は、

最大2.lm、最も狭しヽところで1.7m、西隅は、輻2.0

mほど掘り残し陸橋部状を呈している。 /NJ溝坪土は、

大きくド層の淡褐色粘質・t:(約5.0cm)とい付の枯質

暗黒褐色士（約15cm) に分 f,;~~ することができ、両,,;,,;

にわたって総叶 151個体分のt悩が合まれている。

溝によって区圃された内側で、弥牛式I:料を伴なう

遺構としては、長径2.4m、短径0.6mの楕円琺 (S

K29) がある。

(3) 溝

SD 49 S B 2の南東隅から南へ向かってのびる

輻40cm、深さ 25cmの溝である。茶褐色の坪上中より

高杯 1l.i.、甕片が出土している。

2 . 奈良時代の遺構

(1) 竪穴住居

SB4 一辺 4.0mの正方形フランをもつ。 SB

2 と侑複して検出された。 j~柱穴・語］溝などはみら

れず住居としヽうよりも方形tサ広とすべきかもしれな

し）

゜
SB 5 ・ 辺 3.0mの正）j形を望する。 SB 1と
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．
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第89図 SB4・9・10・17、 S036・49実測図 (1 : 100) 
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頂複する。 SB4同様t柱穴などの施設はなしヽ。 1禾

面より須恵料片を出J:する。

SB  11 長辺2.5m、短辺2.0m、現存壁高0.23m

の長方形を足する。 SK31および SB 4掘立柱建物

掘形によってt])られているが、奈良時代の須恵悩片

を出士することから、この時期のものとした。柱穴

などはみられない。

(2) 掘立柱建物

SB6 桁行 3間以K、梁行 l間以上の建物で、

棟方向は、ほぼ頁南を向く。いずれの掘形も長辺1.3 

m、短辺0.9m、深さ0.9mと大型である。掘形内に

は径30cm程の柱穴が確認されるものもある。 SB 7 

と重複して検出され、 SB 7に先行するものと思わ

れる。なお、 SB 7の掘形では、人頭大の河原石を

坤込んで柱を安定させた状況がみうけられたが、 S

A 

B 6 には石材はみられなしヽ。掘形内より須忠沿片•

士師料片が出上しており、とくに北東から 2番tIの

掘形からは、 ミニチ ;Lアの須恵料壺、長頸壺、ミニ

チュア鍋が一括出七した。

S B  7 桁行 2間以上、梁行 l間以 I:の建物で、

S B 6と重複している。柱掘形は長辺 1.2111、厨辺

1.0 111とSB6に比べて方形に近く、人頭大の利JI恥

石を用いて柱の安定に役立てている。

SB 8 発掘区北西隅で検出した長辺 1.1111、知

辺 0.8111の長方形の掘形から想定される建物である。

S B 6・S B 7詞様の粘質茶褐色の坪士をもち、 2

つの掘形が重複しており、 SB 6とSB 7の建て杯

えと同様に、西側にのびる建物であろう。

SB 9 桁行 4間(8.7111)・梁行 2間(4.0m)でS

B 7より 4.5111東に棟方向をそろえて建てられてい
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／ 

3、乃I ＼ 参
C 

多1/ ／ 

----ロ E- - -~F 

lI ~ se;ヽJ..・ . ◎ • ／ I I い、0 -G -

冒
H 

〇 固 I

•>~// ＼徊◎ ° I 

＼
 

＼
 

ヽ

＼

／
 

◎
 

＼
 

Y
¥

＼
r
 咲

[
＼
 

／
 /

’
◎
 □) 

◎
 

◎
 

◎
 

◎ 

◎

c

 

O匂
‘‘’ 

◎
)
 

L-206.25m 

5m 
「—- I I 

第90図 S B 12・13・14実測図 (1 : 100) 
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る。掘形は•辺 0.7 rn前後の正方形を店本とするが、

不定形のものも含まれる。北東隅の掘形は、奎町時

代の石組溝によって消滅している。

SB 10 2間X 2間の正方形フランをもつ建物で

あろう。しかし、 SB 9と棟をそろえ、柱間がSB

9と同様 2.2rnで、 SB 9とSB10がつらなった 2

間X 6間の長大な建物と考えることもできる。掘形

は一辺 0.7mの正方形を基本とする。

S812 SBlOより 3.6m南側に建てられた桁行

2間以J:、梁行 4間以 Lの建物である。後世の削平

と中批の水溜 (SP 57) によって柱穴の大半を欠損

する。西側柱列では、 辺^ 0.6mの正）j形の掘形を

基本とし、北西隅柱が0.85mx0.75mと大きい。柱

7 冒↑
I I ぐ........~ 

~へらV

I゚ 

I 

1--

／ `  ゞ
I 

0 i 
工

:':E ェ ..., i 
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l-207. 25m 

◎ 

間 2.0m算間である。棟方向は真南をさす。

SB 13 桁行 3間 (6.6m)、梁行 2間 (4.5m) の

建物である。棟方向はN37°WでSB7・SB9など

南面する建物群とは方向を巽にする。掘形は況20.6

m の方形を基本とするが、対応する—•対の掘形は径

0.4 mの円形を用する。埋土は SB 4同様粘質賠茶

褐色で、須恵• 土師悩片を含む。

SB 14 桁行 2間以K、戊行 2間以卜＾の建物であ

る。掘形は、一＾辺 0.7 mの方形に近く、柱間2.25m

である。坤上中より須恵悩、士師料を出J:するが、

埋土は淡茶色を見し、他のものと涅なる。棟方向は

真南を向く。

SB 15 桁行 3間、 (6.4m)、梁行 2間 (4.3m) で
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第91図 S B 16・21・22実測図 (1 : 100) 
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棟方向はN52°Wをボす。掘形は辺0.7mの）j形を

枯本とする。埋士は賠茶褐色で、須恵・士師沿を含む。

SB 16 桁行 3間 (6.6m)、梁行 2間 (4.7m)。S

B 7、SB 9同様に南面する建物である。遺構検出

面が南西に｛頃斜しているためか、北東隅掘形を欠損

し、深さも南西隅のものが最も深く 0.4mである。

S B 7などの南面する建物群とは約40m離れている

が、方形の掘形をもち、須恵• 土師料を含む。真南

を向く。

(3) 溝

SD 33 輻0.8m、深さ 0.5m、SB 7などの南面

する建物群と平行して走り束端で「 L」字に曲る。

陪茶褐色の埋土中より須恵・士師料を含む。東西12

m分を検出し、東端を延長すると SB16北側柱列と

直線的につながる。

3 . 鎌倉時代の遺構

(1) 溝

SD 41 SD 10と枯行してのびる溝である。輻1.3

し卜．輻6.lm、 ド輻1.5m、深さ l.Om。検出した範

囲は 7.0mであるが、発掘区外南東の湿地閤につら

なると思われる。遺物は、埋士下層のヘドロ状陥灰

色土中から多堪の瓦料が出tしている。

4 . 室町時代の遺構

発掘区全域にわたってこの時期の遺構を検出した。

とくに：．方を深で区画した創i跡は、屯町期の城在れの

様相を知るうえで貴ii:な資料である。

この項では、まず、濠をもつ館に伴なう遺構・施
A-- - B 

L=206.0Dm 

2m 

第92図 中枇堀南北十:M断面図 (1 : 80) 

m、深さ 0.3m。北西に向かってゆるやかに仰斜し、 c- -・D 

北西端で、径 0.6mの．＾段に掘り[u Iめられた十．坑に

つらなる。この上琺 (SP 58) は、深さ 0.7mで水

溜りと考えられる。賠黒褐色の埋±:中にl蟷怜片を合

む。

S D42 発掘区北東端で検出した溝である。耕作

七、 1禾上の直ドから地山を切り込んで逆台形状を情

E—· —-

第94図 S 042土層断面図 (1 : 80) 

第93図 中世堀東西上層断面図 (1 : 80) 

—· —F 
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設について、つづいて、館外の遺構について述べる。

1 • 館に伴なう遺構・施設

(1) 土塁・濠

S A60 郭内東隅の沿内側で、輻2、.5m、長さ 13.5

mにわたって地山が 0.4m前後高い平肌面が残り、

この面 I:に門跡 (SB 26) が位骰する。また郭全体

をみると、濠にそって「コ」の字状に室町時代後期

の遺構の検出されない空fl部分が認められかって濠

にそってこ方に土閑が構亮されており、その音じが

SA 3の状況で残存したと考えられる。

SD 34・35 外梧］で長辺46.0m、短辺32.0m以上

の「コ」の字状を呈する深である。 L輻3.0m-3.5

m、 F輻0.5m、深さ l.Om-l.3mで断面逆台形状

を情する。底面の標高は南西隅が最も低く、この部

分にSD36、 SP57へ連続する浅い溝が切り込まれ、

濠内の水拭調節をおこなっている。この周濠は一周

連続するものではなく北東隅で、目然の岩盤からな

る比高 3.0mの高まりによって分断されている。小

谷に面した西側については、 トレンチ調査の結果、

落ち込みなどの遺構は認められず、自然の傾斜を利

用して防御施設としたものと思われる。濠内埋土は、

大きく~---:-層に大別できる。 ド府はヘドロ状の黒灰色

士で、濠が灌水状態であったことが推測される。中

層は粘質茶褐色上で、上府は、中府に比べやや明る

＜砂やi歴を多く含も。下層中には遺物は含まず、中

層より屯町後期の丸瓦・揺鉢片が出士する。 K層に

もわずかに！：師料片を含むが、深埋土中には近世陶

僻類はみられない。

(2) 掘立柱建物

S 823 2間 (4.8m) X 2間 (3.8m) の総柱建

物である。棟方向は N37°Eをぷし、 S824、 S825 

とほほ並立する。径0.3m、深さ 0.3mの円形の掘形

を基本とし、淡茶色の埋土中に土師料片を合む。

S 824 3間 (6.0m) X 2間 (4.Om) の総柱建

物である。棟方向は N38°E。桁行、 i菜行とも柱間は

2.0m布間である。径0.3m、深さ 0.2mの円形掘形で

浅い。

S 825 3間 (6.5m) X 2間 (4.6m) の建物と

して復凡したが、柱間も不揃いであり、疑問が残る。

しかし、柱穴は径、深さとも 0.4mと安定しており、
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また、この建物を区圃する ~II の溝 (S D39) が検出

されていることから建物を想定した。淡茶色の柱穴

埋上中に上師料片、拙鉢を含む。これら 3棟の掘 i'r.

柱建物の柱穴内には平石を裾えたものはなく後述す

る柵列 (SA52、SA53) とは対称的であるし

(3) 門

SB 26 土橋と考えた部分を挟んで郭外に 4穴、

郭内にも 4穴対応する柱穴を検出した。郭外のもの

は、 2.0mの笠間で、郭内のものは両端に大小 2';尺

が一組となり、両端の 2穴には平石を裾えている。

また、郭内の柱穴間には長径 0.5mほどの附円孔が

あり、石材のぬき取られた痕跡と考えられる。これ

らの柱穴はいずれも多凧の炭を含み火を受けたよう

である。

(4) 土橋

S X50 冷南東部で、濠輻が 5.5mにわたって1.2 

m前後に狭くなり底面も 0.5m高くなる部分が認め

られる。底面には人頭大の河原石が坪め込まれてお

り、その上を整地している。このことからド部を陪

染とした土橋をつくり、門 (SB 26) を第いたと息

われる。
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(5) 井戸

SE 59 径2.3m、深さ4.Omの索掘りの井}iであ

るCl 耕作上直ドから 1.3m程傾斜をもち、さらにド方

ヘ壺状に掘りドげてしヽる。そのため II径に比して中

位の径は1.3m、底径0.8mと狭い。坪土は詳しく観

察することができなか.)だが、 卜．部で0.3m~0.4m

の汀JI原石が多数投げこまれてしヽた。追物は底位から

室町後期の拙鉢が出Lし、その使用時期のー＾端を知

ることがでぎる。また前述の沖Jh;[石とともに近代の

鎌柄頭が混人しており、完全に埋没したのは近年の

ことのようである。

(6) 溝

S D36 濠 S034の南隅を切り込んで沿内の水屈

調節に具したと考えられる小溝である。ゆるやかに

南へ傾斜しながらイi組みされた「 S」字状の溝を通

り、水溜り SP57へとつらなる。石組みは西側のみ

を人頭大の河原イiで 4段に積み卜．けている。

S D37 南西濠から 2.8m隔てて並走する輻2.0m

前後、深さ 0.6mの溝である。坪士は砂質淡茶色を

呈する。逍物は含まれていないが、坪J:除去後、 Ji

料を伴なう柱列を検出していることからその卜．限を

鎌介時代後半とすることができるぐこの溝と濠とに

ぱさまれた窄(1部分につしヽては先に述べた通り土壻

を想定することができることから、土唱内側の側溝

と考えられる。

SD 38 南東濠から 4.0m隔てて;tf;_走する輻！ムの

溝である。柵列 (SA53) と南西L唱想定部分まで

の 8.5mで完結する" S 037詞様土培内側の側溝で

あろう。

SD 39 S B 25 を「 L 」字状に囲も輻1.2m~l.3m

の浅し汀晶である。深さは、北東端で 0.1m と最も浅

く、コーナーで 0.2111、北西端で0.35mと傾斜する。

坪上は黒I仮色砂質で上師料片、拙鉢を合もぃ SE59 

と接することから排水的な施設と思われる。

(7) 土拡

SK 47 長径1.8m、短径1.2m、深さ0.25111の陪

円肱である。長辺の.}jに 0.2mほどの河原石を並

べている。坪Lはスミを極めて多く含んだ賠茶褐色

tで、拙鉢を合も。 SB25のほぼ南東隅に掘られ、

家I冦内の施設とも考えられる。

(8) 集石
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S X 51 径 2.0mの円琺の中に人頭大の石を放き

つめ、石材・壁Lとも火を受けて焼t化している。

逍物はススの付杵した士師沿皿、揺鉢、青磁片など

多い。

(9) 水溜り

SP 59 長径7.0m、知径5.0mの陪円形を惜し、

北側地山面から底面まで 1.0m。坪上は、粘質の黒

阪色でヘドロ状を情する。遺物の出上はないがSD

34、 SD36と連続することからこの時期のものと考

えた。

(10) 柵列

SA1・SA 2「コ」の字状の濠に[JF]まれた郭内

中央部を N56°Wの方向に並走する2ダrJの柱列を検出

した。しかし、他の柱';',くとは建物を構成せず、また

2列の柱'/くはり：し）に対応するものの、柱列間が12.0

mと長く束柱も認められないことから、独立した 2

列の柵列と考えた。 SA52は門跡と考えた SB26の

南側柱列と }j向をそろえて北両へ 3間分検出された。

柱間は1.87m裕間である。柱穴径は 0.4mを桔本と

し、深さ 0.2m、しヽずれも底に平らな石を裾えてし、

るし埋上は茶褐色を閑し t師悩片、拙鉢片を含む0



S A53は、 SA52に対応して西側へ約12.0m離れた

地r,¥で、北西へ10間分検出されたへ柱間、柱穴坪L、

大ぎさとも SA52と詞じであるが、ギイiをともなう

ものは南東から第 2'/くのみである）

5 . 館外の遺構

(1) 掘立柱建物

SB 17 3間 (6.4m) X 2間 (3.6m) の側柱か

らなる長}j形の建物であるう N32°Eで、濠 SD34の

南偶に位附する。径0.3m、深さ 0.3mの柱'/くをもつ。

SB 18 3間 (6.0m) X 2間 (4.0m)(の総柱建

物で、 N38°Eを向く。柱間は桁行l間分が長く他の

2間は1.87mと宵間である。戊行も官間ではなし＼っ

SB 19 桁行 3間 (5.6m) X戊行 2間 (4.4m)

の総柱建物である。棟）j向はN34°Eを示す。柱'/くは

径0.3m、深さ0.2mの円形である。黒阪色砂質の坪

_f: から上師閤趾ILが出tし-cし)る。なおこの建物を「 L」

字状に開も柱ダrjが認められる。

S 820 桁行 2間 (6.3m) X栄行 2間 (4.2m)

で中央に束柱をもつ建物と復元でぎる。棟）j向N36°
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Eをボす。戊行柱間は 2.3m布間であるが桁行は不

揃であることから建物としての疑間が残る。しかし、

検出された柱穴群の中で、深さ0.6m、径0.5mとき

わめて安定した柱穴によって構成される建物である。

埋土は黒I仮色砂質を閑する。

S821 SB22と重複して検出された桁行 3間(6.8

m) X梁行 3間 (5.7m)の長方形プランをもつ総柱

建物である。棟方向はN36°EでほぼSB22と同じで

ある。柱間は縦方向で 1間分は短く f也は 2.5m布間、

梁方向は 1間分は長く、他は 1.6m; 年間で企圃も S

B 22と同一である。柱'/くは径 0.4mの円形で深さは

0.2~0.3m と相対的に浅い。黒灰色砂質の埋上に、

村磁片、上師料片、瓦料片を合も。

SB 22 3間6.0m) X 3間 (6.Om) の正方形フ

ランをもつ総柱建物である。棟方向はN35°E。柱間は、

桁• 梁ともに 2間分等間である。柱穴は径 0.5mの

円形を拮本とするが、深さは、梁行布間2間分は0.5

mと深く、柱間の狭し、北側柱列は 0.2mと浅し ) 0 埋

tは、黒灰色砂質tで、揺鉢、士師悩片、 1凸岱片を

含む。

4 . 室町以降

(1) 掘立柱建物

SB 27 S B 28の南側で、棟方向をそろえて検出

された桁行 2間(4.4m)、` 索行 2間 (5.2m) で、東側

にはり出し部を持つ総柱の建物である。柱間は桁行で、

2.2m筈澗で、戊行は、3.0m+2.2mである。

柱穴は径50cm、深さ 45cm前後を悲本とする。

SB 28 発掘区北端で、 2}jを11組みによ

って区圃された中で、 SB27とともに検出さ

れたものである。

桁行 2間(6.0m) 渫行 2間 (4.8m) で棟}j

向はN24°Eである 3 柱間は、桁行 3.0m、梁

行は 2.4mでともに布間である。柱穴は、径30cm、

深さ40cmを基本とする。北東の柱列は、上師料鍋片

を出士する方形竪穴状遺構埋上 I:面で検出された。

また近世の溝によって削平されているため浅い。）作］

辺から窃永通屯が出土しており、また先の切り合い

関係からこの時期のものと考えた。

(2) 柵

SA 4・5 SB 27、SB28にそって長さ21cmに

わたり積まれている。長径60cm、短径30cm前後の山

石を 3~4 段乱雑に積んでいる。イi積時の裏込め中

には、室町時代後期のli片が混人しており、 SB27、

SB 28とともにこの石組の時期を宰町以後と定める

ことができよう。
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3. 遺

観音寺遺跡から出上した遺物は、弥生時代後期の

竪穴住居及び方形I作］溝煤からの弥生士脳、石悩、奈

良時代掘立柱建物群に伴う須恵料、土師悩、中世城

館跡を中心とした建物群に伴う上料、瓦、陶料、鉄

悩の~時期のものに大別することがでぎる。しかし、

いずれの時期のものも丘陵上の立地という遺跡の性

格から、その多くが細片で、剥落が激しく、調整法

官の観察は不十分にならざるを得なかった。

しかし、方形周溝媒溝内、及び竪';尺住居出上の上

料群は、伊質地方における弥牛時代後期の土辟編年

t重要な資料である。以ド、時代別に概述していく。

1 • 弥生時代後期の遺物

方形）,';]溝煤溝内 (SX 29)、竪穴住居 (SB 1、 S

B 2、 SB3) のいずれの遺物もII附黒褐色の追構埋

上中のものが多数を占め、 1米面に原位岡を保って検

出されたものは数点にすぎなしヽ。しかも、埋tは、

床面より叫確な層位をもって分培しうるものではな

く、さほど長くない時期に逐次集積されてきたもの

と考えられる。よ-;て本稿では、各遺構ことに記述

を進めていくことにする。

(1) S X29出土遺物

広口壺A (1~3) 外舟ぎみに長く伸びた頸部

をもち[l縁部が下方あるいは l・・ドに拡張され面をな

すものである。 1は、[l径17.2cmを測り、精良な胎

土で孔(!色を呈す。 2は、赤褐色を惜し胎土に砂粒

を含む。[J縁端面に 1条以上の沈線が巡る。 3は、

ド方に唯卜＾されるとともに l:外方にも枯上をはりつ

け、ヨコナデして面を広く掠張するもので、円形浮

文を貼った装飾的な土料である。頸部外面にタテハ

ケの痕跡が残る。[J縁のみの出土であるため、悩台

と考えることもできよう。

広口壺B (4・5) 訂部から知く外弩ぎみに

のびる fI緑部をもち端部に面をもつものである。い

ずれも r1縁部のみの出J:であるが、ともにI1径 6.5

cm前後で、赤褐色を閑する。

広口壺C (6) 肩部から明瞭な稜をもって直線

的に外傾する I1縁部をもち、端部を丸くおさめるも

のである。胴部は、中央にはりのある球形で、やや
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物

突出した平底となる。悩高15.7cm、最大I炭径15.0cm

の中型の壺である。調整序は不明であるが、悩体中

央に、焼成後うちかいた長径 3.0cmほどの附円孔を

もうけてし iる。

広口壺D (7) 肩部と明瞭な稜をもって直立す

る頸部をもつものである。[J縁部を欠損するが、大

きく外反すると考えられる。最大腹径23.5cmを測る

無花果形の胴部からなだらかに）氏部へ移行し、輻広

い平底となる。調整笠不明。

広口壺 E (8) f本部中央部が強く張り出した扁

平な胴部に、やや外反する短い[J縁部をもつもので、

端部は丸くおさまる。 ll縁部は強くヨコナデされ、

体部内面にヨコ方向の断続的なハケ[j (0 +j I . Scm) 

が施される。 r1径10.0cm、推定料高21.0cm。

長頸壺A (9~12) 球形に近い胴部にn復径の％

内外の径をもち、 l: 方へ直線的に長く伸びる頸部を

有するものである。いずれも悩高20cm余りの小形の

ものである。 9は、ややはり出した胴部からなだら

かに頸部へとつながり、底部は、 fj J広し、平底となる。

10は、丸味のある胴部をもち、J 、突出した平底となる。

11は、他のものに比べて頸部の外栢度がつよい。 12

は、中央が強く張り出す麻盤lミ形の体部をもつ。い

ずれも[l縁端部で外反するものではなし lo

短頸壺 (13・14) 長胴の1本部に外笞ぎみに間＜

r 1頸部をもつ壺である。口頸部高が、化怜高の％前後

を測る。 13は、悩高21.7cm、最大I]復径16.3cm、II径

11.0cm、長胴の体部からなだらかに頸部へ移行し、

l l縁端部は丸くおさまる(,14は、 Il縁部を欠捐するが、

明瞭な稜をもって肩部から頸部へ移行し、稜直ドに

クシ目を施して飾る。 f本部外面にタテハケ、内面!・.

半部にヨコハケ、 ド'j噌15に不定方向のハケの痕跡が

みられる。

甕 A (15) 受け口状[l縁をもつ甕である。[l縁

部のみの細片であるため[l径には疑間が残る。 lr--f部

から外反したのち短く直立し、端部はつまみ出され

て、内傾する面をもつ。[l縁部外面に左下がりのハ

ケが施される。

甕 B (16~19) 「く」の字状に外反する[J縁部を

もつ甕である。 16は、 ll縁部を欠担するが、1本高16.8
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cm、最大腹径16.4cmを測り、 1本部外面にハケの痕跡

を残す。 17~19は、しヽずれも口径、悩高とともに 10

cm前後で、 Il径が最大腹径をしのぐ小刑の甕である。

[ 1縁端部は、 17では、面をもち、 18は、丸くおさま

る。また、 19は、端部外面をヨコナデして帷直な面

をもち尖頭状を閑する。

壺• 甕底部 (ZO~Zl) 壺と甕の底部をそのものだ

けで判別することはむづかししヽので、 ・括してI氏部

として摘出すると 52個体を数える。そのうち底部が

粋 I判］ももの (20) は6個体にすぎず、多くは平底

(21) を閑する。

鉢A (22) 胴部よりそのまま[l縁端部へ移行す

るものである。[l径9.6cm、甘恥高7.2cm。平底の底部

から内舟ぎみに外 I・.方へひろがり、端部をヨコナデ

して尖頭状をなす。体部外面に細かいハケ Hが認め

られる。

鉢 B (27) 口縁部を行する鉢を括して鉢B類

とする。 27は、口緑部が、外傾したのち卜外力へつ

まみ出される。いわゆる受け［］状を隅する。 rI縁端

部に刻みHを施し、[1縁部外面に 3条の横線を、肩

部に櫛描波状文を巡らせ、さらに、 1本部中央部に斐lj

みHのある突幣を貼りつける装飾的な鉢である。体

部内面中央部を右ドがりのハケで調整し、 l・. 半部か

らIl縁にかけてヨコナデする。推定ll径12.6cmで、

浅い椀状を哨するものと息われる。

鉢底部 (23~26·28) 鉢の底部と考えられるも

のは27個体分出Lしている。平底のもの (23) が'f:

数以 I:を占め、上げ底を閑し、外面に指頭It: 痕の残

るもの (24)、ドーナ j ツ状に!U]ももの (26) は、す

くない。また底部に径 1.0cm前後の円孔をもつ{i孔

鉢 (28) などもある。

ミニチュア土器 (29) 広[l壺B類を模倣してつ

くられたものと息われる。 11径6.0cm、(,怜高9.8cm。

悩壁 1.5 cm前後のIりi手のもので、全体をナテ調整し

て1t r. げる。イ本部ト・半に焼成前の円孔を穿っている。

茶褐色を堪し、胎土は緻密で、オ'1:Fの金戊員を含む。

高杯A2 (30~32) 曲折してたつIl縁森15をもつ

杯部を裾ひろがりの高い脚台に乗せた高杯である。

tヽ ずれも杯部の細片であるが、推定 Il 径 20~Z5cm を

測る。[J縁部外面を強くヨコナテして杯I氏部との境
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に稜をなす。

脚部の個体数は61を数え、すべて中空のものであ

る。 35は、「ハ」の字状にスムースに端部まで移行す

る脚高10cm以上の長脚のものである。外面をヘラミ

ガキし、 3孔を穿つ。 36は、 3条の沈線を巡らす薄

手のもので、脚裾部に 5孔を穿つ。 35に比べややふ

くらみをもって裾部へ移行する。 38・39は、脚高 8

cm余りの短脚のものである。唯•調整法の観察でき

る39では、外面をヘラミガキした後裾部内外面をヨ

コハケし、さらに全体にタテ方向のハケを施してい

る。

高杯 B (33・34) 半球状の杯部をもつ高杯であ

る。 33は、[I径16.0cm、器高13.lcmを測る。脚部は

細い筒部から内宵ぎみに裾部へ移行し、端部は丸く

おさまる。筒部には、クシ状工具による横線が 2条

巡り、中央部に 3孔を穿つ。 34は、口径15.0cmで浅

い椀形の杯部のみである。いずれも調整等不明。

器台 A (40) 裾部から LJ縁部まで曲線的にスム

ースに移行する料台である。甘怜高10cm、乳黄色を閑

し精良な胎十．で薄手にftr. げられている。

器台 B (41) 裾ひろがりの1本部から大きく屈析

した口縁部をもち、端部を垂ドさせて面をもつ器台

である。[J径17.0cm、名閻高15.0cm。IJ縁端面と、体

部 1-.半部に沈線を巡らせ、 1本部 F半には、ドl孔と三

角孔を I・.下に配する。また、 1本部と皿部の境に断面

：角形の凸帯をはりつける。

器台 C (42・43) 中央部のやや張る1本部から屈

析して、 Il縁部、裾部へそれぞれ移行する料台であ

る。ともに内面の指おさえによるl川凸が顕著である。

42は、内面に右ドがりのハケの痕跡がみられる。い

ずれも、推定料高13~14cm を澗る。

(2) SB 1出土の遺物

広口壺A (44~46) 長く外卜．方へ伸びた頸部か

ら外反する[1縁部につづぎ、端部をド方に拡張して

面をもつ。 46は、口径21.0cm、L1縁端面に 4条の沈

線を巡らし、頸部と1本部の境に断面：．角形の凸帯を

貼りつけその直ドに櫛目を施す。 44・45はいずれも

端面に装飾をもたない。

広口壺B (47) 肩部から短く外弯ぎみにのびる

11縁部をもち端部に面をもつ。 rI縁のみの出土であ

るが推定r1径12.0cm。
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広口壺C (48) 討部から明瞭な稜をもって直線

的に外偵する II縁部をもつ。端部に面をもつ。推定

I If苓15.4cm。

広口壺 E (49) 肩部から外ン対する口緑部ヘスム

ーズに移行し、明瞭な稜をもたない。端部は丸くお

さまる。中央部のはった扁ギな胴部がつくものと思

われる。 II(tl0.8cm、頸部はヨコナデされる。

長頸壺A (50) f本部卜平部のみの出土である。

球形の胴部に突出した平底の底部をもつ。最大腹径

12.4cmf本部外面にハケの痕跡が残る。燈黄色を閑す。

短頸壺 (51・52) 51は、直立したのちやや外反

する口縁部をもち端部は丸くおさまる。！け部にクシ

目列が巡る。 52は、 lI径11.2cm、II径部は肩部から

叩的な稜をも')て外宵ぎみに直立する。端部は若 F

肥Jt/ し面をもつ。肘部には51 詞様クミ~Il列が巡る。

甕A (57・58) 受け fI状を呈する口縁部をもっ

甕である。ともに II縁のみの細片で、 rI径には疑間

が残る。口縁部をヨコナデし外面にクシ状T具によ

る刺突文を施している。賠黒褐色を用し胎上に砂粒

を多く含む。

甕 B (53~56) いずれも LJ 径 15~16cmで、内面

に明瞭な稜をもって「く」の字状に外反する fl縁部

をもつものである。 53は、熔黄色を惜し薄手にfL r. 
げられる。調整法や胴部の形状を知り得るものはな

いが、細片の中に数点だけタタキ IIの観察できるも

のがある。

鉢 A (59) 口径8.0cm、料高7.3cmの小形の鉢で

ある。底径 2.8cmの平らな底部から内肉ぎみに外!・.

}jへのびるf本部をもつ。 r1縁端部はヨコナデされ、

内面はナデつけて粘上巻ぎ tげ痕を消している。淡

燈色を呈す。

鉢 C (60) 脚台をもつ鉢である。脚高 2.4cm、

底径 5.4cm。脚部は「ハ」の字状に開き、端部でわ

ずかに肥}'f.し丸くおさまる。脚内外面ともヨコナテ

し、 f本部外面をタテ方向のハケ目を施す。

有孔鉢 (64) 底径4.3cmの平底の中央部に径0.8

cmの円孔を穿つ。 1本部内面はハケ調整したのちなで

消している。外面は淡茶色を用するのに対し、内面

は黒灰色を閑する。

高杯A1 (69) I I径24.0cm。浅いf本部から直線的

に外傾する fI縁部をもち、端部はヨコ }j向に若「つ
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第105図 S B 1出土遺物 (1 : 4) 

まみ出され、水平な面をもつ。口縁部と1本部との境

に明瞭な稜をもち、 2条の沈線が巡る。

高杯Aが70) 口径28.0cm 、 ~1縁部のみの出士で

あるが、明瞭な稜をもって外反する。端部は丸くお

さめられる。脚部は、 69同様「八」の字状にゆるや

かに開く長脚のものと思われる。

高杯B (72) 「l縁部を欠損するが、浅い椀形の

杯部をもつものと思われる。杯部と脚部の接合は、

円筒状の脚部を挿入したものである。孔黄色を足し

胎土は緻密である。
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高杯C (71) 口径20.5cm、深い杯部をもち、 r1 

縁部のヨコナデは強くなく外反度は弱い。内面の稜

はほとんどH立たず、椀状を呈する。イ本部をIJ縁部

高とはほぼ等しく、高杯A類と B類との中間的な様

相を示す。

(2) S 8 3出土の遺物

広口壺A (77~79) LJ縁端部を拡張して面をも

つ壺である。いずれも 11縁部のみの出士であるが、

口径15.0cm前後と推定される。 79の端面には 1条の

沈線が巡る。

広口壺 8 (80・81) 肩部から外傾したのちわず

かに外反する[1縁部をもつ。 80は、推定r1径11.0cm、

淡燈色を足す。 r1縁部はヨコナデされ、端面に 1条

の沈線が巡る。 81は、 11径 9.0cm、器高13.2cm、最

大腹径13.9cm。肩部から頸部へなだらかに移行し、

わずかに外反し、外J:方に面をもっておわる。胴部

中央部の張った球形のf本部をもち底部は突出しない

平底となる。淡茶色を惜し、精良な胎士による薄手

のつくりである。

長頸壺A (83~85) 83は、口径15.6cm、頸高14.0

cmと大形の長頸壺である。直線的に外傾する fI頸部

をもち外面をていねいにヘラミガキし、[I縁部はヨ

コナデする。淡燈色を呈する。 84は、 I1径9.4cm、料

高21.9cm最大腹径14.3cm。球形の胴部から直立する

長い頸部をもち、わずかに外反しておわる。底部は

突出した平底となる。外面には、細かいタテ方向の

ハケを施す。 85は、最大腹径13.0cmの球形の1本部に

突出した平底がつく。 f本部外面にタテハケがみられ

る。

長頸壺 8 (86・87) ;-Jのはった長胴の体部から

直立したのち内舟ぎみにのびる r1頸部をもつ壺であ

る。 86は、脳高17.0cm、頸高5.9cm、IJ径8.8cm。底

部は突出した平面である。黒褐色を足し胎tに砂粒

を多く合む。

短頸直口壺 (88) 球形ないし扁平な1本部にきわ

めて短い[1縁部をつけた壺である。口径 9.0cm。IJ 

頸部は直立しり蚕くヨコナデされ、端部は尖頒状を屋

する。け部外面に櫛描波状文 (5本/I. 2cm) が 3条巡

る。また、頸部に 2ヶの円孔を穿つ。

甕 8 (89・90) 89は「く」の字状に外反する 11

縁部をもち端部は面をもっておわる。推定lH和24.0
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cm、[J縁部内外面ともヨコナテし、肩部に江状［具

による刺突文を施す。 90は、最大腹径21.0cm。f本部

全面に煤が付行し、内外面とも、ハケ Hの痕跡が残

る。

鉢C (91) f!ff:ll.2cm、岱高 9.2cm。深p椀形

の杯部をわずかに裾のひろがる短い脚部にのせた鉢

である。杯部は内弯ぎみに卜外方へのび尖頭状を閑

しておわる。

蓋形土器 (96・97) 96は口径13.4cm、器高 6.5

cm。平坦なつまみ部をもち笠形の体部をなす。外面

はていねいにヨコナデされる。内面端部に煤が付行

する。 97は、端部を欠損するが、 K井部の［川もつま

みをもつ笠形の蓋と考えられる。

有孔鉢 (100) 底部のみの出士である。底径4.0

cmの平底に径 1.0cmの円孔を穿つ。内面は黒1バ色、

外面は黄茶色を呈する。

高杯A1 (101) f如ClIft:25.0cm、脳高20.0cm、

浅い杯部に直立したIJ縁部をもち端部は外方にわず

かにつまみ出され水平な面をもつ。 I1縁ド部には 2

条の［川線が巡り、脚部にはトドニ段、交互に 6個の

円孔が穿たれる。

高杯Aが102) 推定口径20cm。11縁部が強くヨ

コナデされ、杯部との境に明瞭な稜をもって巻き込

むように外反する。脚部の形状には、直線的に「ハ」

ノ字状にひらくもの (103)、裾でやや屈折するもの

(104)、脚高5.0cmの小形のもの (106) がみられるが、

長脚のもの (105) がt流を占める。

(4) SB 2出土の遺物

高杯A2 007) 口径27.0cm、器高18.0cm。深い

杯部から、強くヨコナテされたrJ縁部へつづく高杯

である。脚部は中央でややふくらんだ後、裾部へ移

行する。脚部外面にはヘラミガキの痕跡がみられ、

裾部はヨコナデされる。杯内面底部は指おさえによ

り若干凹む。

高杯D (108) B類に比して深い杯部を、裾ひ

ろがりの短い脚部にのせた高杯である。杯部は内肉

ぎみにのびたのち、わずかに外反し、端部に面をも

っておわる。剥落がひどく調整布不明。

甕 B (109) 「く」の字状に外反する II縁部をも

ち端部は丸くおさまる。 Il径14.0cm、最大I炭径11.2 

cmで、 11径が最大11笈径を凌ぐ小形の甕である。 f本部
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第107図 奈良時代の遺物

内外面とも細かいタテ方向のハケを施す。黒褐色を

旱する。

ミニチュア土器 (110) [I径6.2cm、僻晶4.3cm。

内弯ぎみにのびるイ本部をもち端部は尖頭状をなす。

内外面ともヨコナデする。
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2. 奈良時代中葉の遺物

この時期の遺物は、 SB 6、SB7、などの大型

掘立柱建物掘形埋上・士琺 SK31、SK32、方形竪

穴状遺構などから出土している。須恵器片が多く土



師器は細片で図化できたものは数、点にすぎなしヽ。

(1) 須恵器

杯蓋A (111) f I縁部のみの破片である。推定

l J径11.6cmで、 fI縁部内面にかえりをもつ。かえり

は、日縁端部よりもややド方へ突出している。

杯蓋 B (112~119) 犬井部を粗くヘラ削りし、

中央部に扁平な宝珠形つまみをもつ。[l縁端部は短

く屈曲し端部内面はわずかに肥I'-/する。いずれも口

径17cm前後を測る。つまみは扁平なもの (116・119)

と、まだ屯珠形のおもかげを残してしヽるもの (113・

118)とがある。内面はいずれも横ナテ調整後、 ftr. 
げナテを施す。 119は、他のものに比して）く井部のふ

くらみがすくなく平らに成形され内外面とも横ナテ

調整をし、ヘラケズリ痕を残さない点やや新しい様

相をぷす。

杯身 A (120~133) 高台をもつ杯身で、[J縁部

が外 k方へのび丸くおさまるものである。高台が「ハ」

ノ字形にふんばり高台ド端部内側に接地面のあるも

の (120~124)、ややふんばるが高台端部が水平なも

の (125~133) に分類することができる。総体的に

l I径は15cm前後を測る。しかし、 125は推定ll径10

cmで直線的に卜方へ伸びる口縁部をもつ小型のもの

である。

124は、胎土に砂粒を多く含み、焼成の甘い粗雑

な感を与える。料壁は/'l手で、断面方形の高く安定

感のある高台のつくものである。 132・133は、他に

比して高台が底部端につくやや小ぶりのものである。

外面の調整法としては、内外面とも横ナデされてい

るが、 f本部ド'fにヘラケズリの痕跡を残し稜をもっ

てr1縁部へ移行するもの (127・128) もある。

杯身 B (134~139) 平肌な底部から直線的に外

J:}jへのびる口縁部をもつものである。端部は丸く

おさめられる。 f本部は内外面とも横ナデされ、底部

は未調整である。また内面中央にはff:上げナデを施す。

杯身 C (140・141) 平飢な底部から内宵ぎみに

のびる r1縁部を持ち端部がわずかに肥)'/して丸くお

わるものである。 f1径11.0cm前後と小ぶりで、内外

面ともていねいに横ナデされる。底部外面は未調整

で粘上の巻も I・.げ痕が残り、内面中央にfl:上げナデ

を残す。

直口壺 (142) l l縁部のみの出上である。直立
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して I:方に伸びる口頸部を持ち端部はやや内側に肥

料し、水平な面をもつ。推定IJ径15.4cm、内外両と

も横ナデされる。

長頸壺 (143) 頸部のみの出tである。 II頸部

は細長く、 卜:}jへ次第に外反しながらのびる。推定

頸高12.4cm、II径10.0cm、胎tに砂粒を多く合み、

全体に淡緑色の自然釉がかかる。

甕 (144・145) 145は「く」の字状に外反する i:-1

縁部を持ち、端部は内偵する面をもつ。 IJ縁部はロ

クロナデされ1本部外面には平行タタキ 11、内面には

同心円文が残る。推定lJ径31.0cm。144は、外反する

I I縁端部を外L方へつまみ出し内傾する面をもって

おわる。頸部内外面はロクロナデされ、 f本部外面に

平行タタキ目を残し、内面は、ていねいにナデ消さ

れている。推定IJ径32.0cm。

鉢 (146) 内弯する II縁をもち、悩壁は f:端へ

近づくにしたがって薄く、端部は外 J・_方へつまみ出

され、内傾する面をもっておわる。内外面ともてい

ねいに横ナデされ、 1本部内面F半は不定方向のナデ

で調整される。推定口径19.0cm。

円面硯 (147) loほどの細片であるため底径、

傾きには疑間の残るところではあるが、8方に長方形
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のスカシ孔をもつI氏径約18.0cmの円面硯と考えられるc

胎上・焼成とも良好である。

ミニチュア土器 (148) U径3.4cm、長径9.4cm、

短径5.0cm、料高5.6cmをはかる桁円球の体部に短く

直立する II縁部をもつもので、あたかも［表瓶を模し

た如くのものである。 f捏ねによって成形され[II]凸

が激しし )0

(2) 土師 器

甕 (149・150) 149は、推定IJ径29.0cm、II縁

部はやや内弩ぎみに外上）jへのびたのち内側へ短く

かえり、端部に水平な面をもつ。口縁部内外面はナ

デられ、 1本部外面にはじドがりの細かしヽハケが施さ

れる。 f本部内面については不明。明褐色を見す。

150は、推定IJ径25.8cm、「く」の字状に外反した口

縁部をもち端部に外 k方に向く面をもつ。｛本部外面

にはハケを施す。口縁部の調整については剥落がひ

どく不明であるが、若「—タテ方向のハケを残す。

高杯 (151) 断面 9角に面取りをした脚柱部に

水平方向に開く浅い盤状の杯部をのせたものである。

脚柱外面はヘラ削りされ、杯部内外面はていねいに

ナデられている。胎上は緻密、赤燈色を閑す。

皿 (152) r I縁部のみで口径には疑間が残る。

口縁部は、横ナデされ端部は肥/'/し丸くおさまる。

高杯の杯部とも考えられる。胎士は緻密で、赤燈色

を閑す。推定rI径17.0cm、料高2.6cm。

3 . 鎌倉時代の遺物

瓦器椀 (153~156) A類、器高指数30前後で、

断面刈形状に近い、高台が貼り付けられ、外面の

ヘラミガキは消滅して指頭圧痕の残る椀である。

しヽ ずれも lI径15. 0cm~15 . 2cm、料高4. 2cm~4 . 7 cm 

を測る。 154は、他に比して麻手のものであり、内面

ヘラミガキは密である。 155は、内面底にヨコ方向に

ハケ調整したのち賠文を施す。 156は甘怜高指数28で

やや（扁年である。

B類 (157) r 1径15.0cm、器高3.7cmを測る。沿高

指数24をぶし扁平な惑を与えるものである。高1本部

はあまり内弯せず外 }.jjへ開き、高台は断面二角形

の低いものである。内面のヘラミガキには間隙があ

り、外面には指頭圧痕を残す。
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4 . 室町時代の遺物

(1) 擢鉢

摺鉢A (158~165) 車欠質のもので、内面に施さ

れた筋 U が 1 単位 3~5 条を数え、内面を 10前後に

分割するものを A類とする。以ドII縁の形能により

3形態に分類する。

A 1 (158~161) 口縁は端部で外反し内傾する面

をもつ。 158は、推定[J径26.0cmの瓦質の揺鉢である。

3条の筋Hが、口縁直ドまで掻きじげられる。 160は、

推定 ~I 径24.0cm。乳白色を惜する。筋目脱体は不明

であるが、内面を 6~8 分割し f本部中位まで掻き t

げている。161は淡燈色を足しやや硬質である。内面

を 1 単位 4 条の筋 H で10~12分割する。推定 l I径30

.Ocm。

A 2 (162~163) 底部から直線的にのびて端部

がヨコナデされて尖頭状をなす。 162は、lJ径28.0cm。

胎土にO.lm~0.3m の長石を多く合み孔黄色を用す。

原体 4 条の筋目で内面を 13~15分割する。 163 は、

162同様の色調、胎土をもつ。口縁内面には 1条の横

線が巡る。原1本4条の筋l-Jで横線直下まで掻き tげ

られる。内面を 10~12分割する。

A3 (164、165) LJ縁部をヨコナデするが端部が

丸くおさまるものであるともに淡赤色を足す」：師質

の播鉢である。内面に軽い段をもち、その直ドまで

ゆる＜カーブした筋目が掻き上げられる。165の外面

にはクシ状工具による横線がみられる。

擢鉢B (166、167) 茶褐色ないし赤褐色を呈し、

硬く焼き占められ、原体 5~6 条の筋目で、内面を

20前後に分割したものを総称して B類とする。とも

に口縁端部は外反して丸くおさまり、内面直ドに段

をもつ。

摺鉢C (168、169) 硬＜焼き締められ、施釉さ

れた揺鉢である。内面の筋Hもほば全面にひろがる。

169は[J縁のみの出上であるが、外面に輻2.5cmの縁

帯をもち 2条の凹線を巡らす。

(2) 土師器

皿 A (170~172) I I径7.5cm前後、岱高1.3cm前

後で、底中央部が指オサエによって凹む「へ‘ノ皿」

に似たものである。イ本部はナデ調整され、 卜外方



向を向き、底部には、指頭圧痕が残る。

皿B (173、174) [ If釜10cm、閤苔泣j1.8 cmを測り、

底面がほば平姐な皿である。 f本部内外面ともヨコナ

デする。底部は凹凸がはけしい。いずれも煤が付着

している。

鍋 (175、176) 「く」の字状に強く外反するIJ頸

部をもち、[I縁部は断面_:_角形を呈し、端部は卜]方

につまみ上けられている。いずれも[I径部のみの破

片で、[l径には疑間が残るが、 175は[l径24.0cm、や

や丸昧をもっだ体部をもつものと息われる。 1本部は

粗いヨコ方向のハケを施す。176は[If和26.0で、 f本部

外面にヨコハケとタテハケをまばらに施す。

(3) 瓦質土器

鉢 (177)

羽釜 (178)

推如 l径28.0cm。直立する1本部に 2条

の凸帯を貼り付ける。内外面とも黒色を足する。凸

帯の間に印刻文の痕跡を残す。火舎の[I縁部と息わ

れる。

[ I径24.0cm。大きく内針する[I縁部
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に、 l析面長 }j形の鍔が水平に巡る。

(4) 陶磁器

青磁皿 (179) l !ft 15. 0cm。直線的に外傾する

4. 結

観行寺遺跡は、名張川の支流釜石川左岸に面した

丘陵端に位閥する弥生時代から中世に至る複合遺跡

である。水田面からの比高20m前後と前面に広がる

沖積地を今哨できるヽ，'r.地をもつ。後世の掘削のため

遺跡の西側は消滅しているが、総面積は 7,000m'を

越えると息われる。

調査の結果、弥生時代後期の小駈落、奈良時代中

葉の宜術的色彩の濃い建物群、室町時代後期の中世

城館跡を中心とした建物群の：＾時期の遺構を検出し

たc 

その他鎌倉時代中頃の瓦料を伴なう大溝を検出し

たが、その時期の確実な建物等は今[n]の調査では確

認することはできなかった。

以ドに各時期1圧に今Lnlの調査の成果と問題点を列

記しておきたしヽ。

1 • 弥生時代

この時代に属する遺構・遺物は、 3棟の竪穴住居

(SB1~3) と「コ」の字状を呈する溝状遺構 (s

X29)それらに伴なう総点数350余りの士器、石料で

ある。この溝状遺構は、西側を後世の掘削のため確

認できないが、溝内側で：一辺13mを測る方形区画を

もつものと推測される。 f昔l溝の深さは一定ではなく、

現存する 2つのコーナーがやや高く、北西隅では、

輻 2.0mにわたって陸橋部状に掘り残されている。

この溝内からは総個体数 150余りの弥生土賠が出土

しているが、上料の配閻には意図的なものが見られ

ず、区画内からの転落により遂次見積されていった

ものと息われる。これらの土器の器種構成は、壺あ

るいは甕と思われるものが35%、鉢が18%、高杯が

41%、料台 4%、その他 2%と、他の竪穴住居に比

して位j杯の比辛が高い。また僻台形士器 4点、 f本部

を焼成後うち欠いて隋円孔を設けた壺など1義器的な

意味をもつ遺物の出土が顕著である。このようなこ

f本部から、水平方向へのびたのち端部で垂直につま

みあげられた口縁部へつらなるものである。淡緑色

を足す。高台の付くものと思われる。

吾,,,,a 

とから、この溝状遺構を方形周溝慕と考えてよかろ

う。伊質地方における方形周溝墓の検出例は、弥生
f 

中期の大山田村北切 B遺跡での 2桔と、後期のL野
2 

市山ノ川遺跡との 2遺跡で、南伊賀では初の検出と

なった。この方形固溝墓をとりまくように 3棟の竪

穴住居を検出しているが、後述するように、時間的

に大きな隔たりは認められず、集落内において居住

地と墓地とが隣接して営まれていたことが推測され

る。

土器では流水文の施された細片が•点混人するほ

かは、壺、甕、高杯、鉢、器台など畿内第V様式に

属するものである。

遺跡全体の器種の構成比率をみると、壺あるいは甕が

40%、鉢形土器19%、裔杯38%、その他3%と、方形周溝

墓 SX29の41%を最高として極めて高杯の比率が高
:3.: 

い。蔵持黒田遺跡など県内外の統計結果と比較する

と、一般住居跡における器種構成はおおむね壺、甕

があわせて55%前後、高杯が20%前後、鉢形士料が

18%前後となっており高杯の比辛が 2倍近い値をぷ

す。これと同様の傾向をもつ遺構としては、摂津の
'4 

会ド山 P・Q地点祭祀址、あるいは奈良県六条山方
5) 

形竪穴、方形土i広などが相当し、いずれも非H常的

性格をもつと解されている遺構である。このような

ことから方形固溝募をとり囲み短期間に終結する見

落の様相を知る上で興味深い。

次に、本遺跡出土土器群の指向する時期について

各器種ごとに留意される点を整理していきたい。

広fI壺では、 lJ縁部の形態から 5型式に分類して

観察したが、 lI縁端部をド方に拡張して面をもつA

類の出土が多く、これらは「弥生式土賠駈成」分類
: 6 

の畿内第 V様式壺Aと類似している。伊賀盆地では、
(7 

この種の壺は J:野市オ良遺跡 SD1に類例がみられ、

LJ縁端部を大きく拡張乖卜させ 4条の沈線と円形浮

文で飾るものと、 lJ縁端面に半載竹管を施し、 LJ縁
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部内面に波状文を巡らす装飾的なものが報内をされ

てしヽる。これに対して本遺跡では、 S B 1、 S B 3、

S X29から軽い沈線が施されるか、あるいは無文化

したものが出土し、 SB 2からは検出をされていな
,3 

い。また、後期後半の名張rli蔵持黒田遺跡ではすで

に壺A類はみられない。 11緑部が直紛邸Jに外傾する

壺 B類は11縁端部に面をもち、 1本部は丸味をおびて

いるものの料高を凌賀するには至っていない。類例
,81 

は、 J・.野rtilH 中遺跡に•例あるのみで、畿内では、

繹向東田土坑 l 卜)~例と類似し後期中頃の所哨とさ
~; 

れている。長禎壺は、 SB 3 (83) を除いてすべ

て器高20.Ocm-25. 0cmと小形化してしヽるが、頸部と

体部の稜は比較的明瞭で、直立する L1頚部をもつ点、

典形的な長頸壺のフロホーションを残している。前

出の蔵持黒田遺跡 SX 6出土例は頸部とf本部との稜

があまく大ぎく外仰する口縁部をもつ。また蔵持黒
,JO 

田 SX6と同時期頃の名張rti士山遺跡 SK7出土例

は、料高12cm最大腹径12.0cmとt枢めて小形化し短い
(7 

lJ頸部をもつ。これに対してオ良遺跡では長頸壺の

占める割合いが高く、料高も25cm-30cmの大形品が

t流を占める。伊質盆地出土の長頸壺の最大腹径を

x軸に、悩高を y軸として図化したものが表 lであ

るが、これによると器高25cm以に最大腹径12cm以

上の I群、料高20cm-25cm、最大腹径12. 0cm -14 . 0 

cmのII群、岱高16.0cm以ドのIII群と大きく 3つに分

けられる。そしてそれらはおおむね、オ良遺跡、観

音寺遺跡、蔵持黒田 SX6に

相当する。また、畿内では、
cm 

第V様式の中で最も古いとさ 8 

れる西ノ辻 I地、点式iiiがI群と、
I • 

新しい時期とされる唐古第45 7 • 

十層式J-iが III群に近い値をぷす,13。' ! • 

高杯では椀状の杯部をもつ B 6 

類と皿状の杯部をもつ A類が

みられる。 A類はさらに fI緑 5 

部が直立ぎみに立ち t・_がる A1

類と、杯部から稜をもって外 4 

反する心類に分けられる。遺

構毎にみると SB 1、 SB3 3 

ではふ類、心類が共伴して

いるが SB2、 SX29では A1
6 
（第 2表）

類はみられない。表 2はオ良遺跡、観r,乍芋遺跡、 r祓

持黒田遺跡出士の高杯のLJ縁部長を y軸に、外傾指

数（杯底部径そ r1縁部径 X100)を;4軸として図化し

だものであるが、 II縁部長が短く外傾指数90%以 t

のものがA1類に相甘し、 A国としたものは外傾指

数80%~90% をぷす。この表の如く高杯の杯部の形

態希はl」縁部の外傾度と長さによ→ て規定されるこ

とがわかる。 A1類は観行寺遺跡で 2冽、オ良遺跡

で 1例とその占める割合いが低く、第＼様式の初頭
15 

とされる奈良県悩I駁rfj忌部山遺跡のように、直立．あ

るいは内傾する fI縁部をもつものを Lf本とし、大形

の装飾的な料台、長頸壺 l群を伴なうものとは様相

を料にしているで現在までのところ伊買盆地ではこ

cm (y) 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

II 

／
 

ぶ
:

▲
 

▲
 

●上野市オ良遺跡

● 名張市観音寺遺跡

▲ 名張市蔵持黒田遺跡

0 5 

（第 1表）

. . 
• • 

▲ ● 

• 

． . . . 
． 

(X) 

10 15 20 25 
cm 

● 上野市オ良遺跡

● 名張市観音寺遺跡

▲ 名張市蔵持黒田遺跡

口70 80 90 100 % 
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のような組成の遺跡は検出されていないへまた、蔵

持、•,1ヽ＼田遺跡の高杯は、外傾指数が60%~80%の範囲

におおぎくばらつきをみせ Il縁部の発逹と In]時に外

傾度が増している 0A1類としたものは河内の西ノ辻
ft, ,4, 

E式、摂津の会下山「、 L住居祉資料に、また A2類
f7 

は、摂津の田能 6y調査区 2溝に類似する。杯部と

脚部の接合手法は、 SB1を例にとると、中空のま

まの脚桔部の上縁に杯底部を梢みいt、、中央に粘J:

塊を明らかに充坦したものが54個体中26個体確認さ

れ、充坦によるおさえの結果と断定しえないが杯中

央部が凹むものが14個体と中期に盛行する枯上円板

を充煩する手法の遺制が高いJI]合いで残存している。

また、内面のシポリ目を残すものは極めて少なく

ナデによってていねいに消されており、内面にシボ

リ且を残すものをt流とする蔵持黒田出土例とは異な

る。脚部の形態は内弯ぎみに開くもの 1点、円筒状

の脚部片 2個体、他は「八」の字状にゆるやかに開く

もので、すべて中空形態をとり、これはオ良遺跡に

もいえる。器台では、小形で無文のものと装飾的な

ものが SX29より 4個1本出土しているが、いずれも

筒形器台で、無文のものもゆるやかに受部から裾部

へ移行するもので、蔵持黒田出土例「く」の字に受

部と裾部が分かれるようなものではない。また、装
JS 

飾的な器台は、鈴鹿rti上箕田W式料台 B類と、 ド段

の透し孔が＿••角形であることを除けば文様構成はす

べて乎欠する。甕として識別できるものは極めて少

ないが、単純に「く」の字状に外反するものと、い

わゆる受け II状を閑するものがある。イ本部の調整法

は摩滅がひどく不明な点が多いが、タタキ目が観察

できるものは数点で、多くはハケ目を残すものである。

この傾向は、オ良遺跡でもみられ、これに対して
19 

蔵持黒田遺跡、同市井手城屋敷遺跡ではタタキを施

すものがt流を占める。また、甕ないしは壺の底部

が軽く凹むものあるいはドーナノツ状に凹もものの

占める割合いは、 10%前後とフラソトな平底が圧倒

的に多いこともタタキによる調整法が主流でないこ

との傍証となろうか。口縁端部の形態はオ良遺跡で

は、わずかにド方に垂れさがり面をもつものが多く、

本遺跡例は、面をもつもの、丸くおさまるものが

共伴する。しかし端部が上方へつまみあげられるも

のはなく、蔵持黒川遺跡 SB 1 f禾面賓料以後散兄さ
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れる。鉢の調整、底部の形状も甕と同様の簡向にあ

る。イ本部中央部に刻n凸幣を巡らせ受けIJ状 lI縁を

もつ鉢C類は、 F焙形士脳との関連が強いとされ、
fg 

類例は前出のL箕田W式鉢 B類にみられる。以上の

諸点から観行寺遺跡の時代的な位置づけについて、
iO ,Jt 5 

大阪府大師山遺跡、安満遺跡、奈良県六条山遺跡な

どで試みられている畿内第 V様式の細分の成果に依

拠して整理していくと、大師山遺跡では弥生後期を

前半 2小期、後半 3小期に、また六条山では前半、後

半各 3小期に細分し、いずれも、その画期を△一種[J 

縁壺、 F焙形土料、細頸壺などの出現に求めている。

この二大区分に従うならば、観音寺遺跡からはそ

のいずれの器種も出土しておらず、後期前半に中心

を潰くといえようヘオ良遺跡からは手焙形土悩の出

土をみ、また排-f:中からの採集品であるが弥生後期

末頃の小形器台など新しい要素もみうけられるが、

加飾に富む壺 A類、大形品の長頸壺の多址さ、高杯

A間を伴なうことなど、本遺跡に比して古相の要素

も多く、先行する士料を摘出することも可能である。
3 

蔵持黒田遺跡の報文の中で、後期後半の 4細分が

示されており、その中で最も古いとされる SX6出

士資料中には、外偵指数73%前後の外碩度の高い中

実形態の高杯やf焙形土料を伴ない、また長頸壺の

形態などから、高杯A】を伴なわない SX29、 SB2 

よりも後出と考えられる。 このようなことから、限

られた責料の中で伊質地方の弥生後期の土料の様相

について述べることについては限界があろうが、お

おもね、オ良遺跡 SDI、観行寺遺跡 SB1、 3を

後期古相、 SX29、 SB 2を中相に、蔵持黒111遺跡

S X 6を新相として大禍ないと思われる。さらに、

今後の資料の増加をまって伊賀地方における細分化

が進められることであろう。 また、伊賀地方の弥生

後期の地域性については、すでに「近江• 東海との

つながりをもちながらも、圧倒的な畿内様式の優性
8 

さにおおわれた感がある」とされているように、本

遺跡でも、近江・東海とのつながりをボす高杯C

類や受け fI状[_J縁甕A類などがわずかに認められる

にとどまる。

2 . 奈良時代

この時期の遺構としては、方形の掘形をもつ掘立

柱建物10棟などが検出された。そのうち 7棟はじ軸



をN89°Eに向けばぼ南面するへすべての柱穴を検出

できた建物がすくないだめその機能につし)て占及で

きなしヽが、掘形の大ぎさからすれば SB6・SB7

が中心的建物と考えられようか。この SB 6・7を

中心として 8棟の掘立柱建物が船中し、 SB 16が 1

棟離れて建てられている。掘形内及び周辺遺構の遺

物から時期を推定すると、かえりをもつ須恵悩杯蓋

--、I圧の他は、奈良時代中頃と考えられる。遺物は、

須恵料が多く、中にドl面硯を含む）なお、硯を伴な

う奈良時代の遺跡は、名張盆地では宇陀川左岸に、

西から、辻坦内遺跡、観音寺遺跡、浦遺跡、赤坂遺

跡、鴻之巣遺跡と点在し、夏見廃寺を含めて相吐の

関連を今後検討していくことが必要であろう。

3 . 室町時代

この時期に属する遺構としては、 10棟の掘立柱建

物などがある。うち 4棟は城館堀内に他は堀外で検

出されてしヽる。城館は、 3 }jを輻2.5m、深さ 2.5m

の堀で区画されており、北側は、比高15m余りの小

谷へつらなる。内溝長辺43m、短辺29.5mの長方形

を屋する城館跡である。この堀にそって、この時期

の遺構が認められない空臼地帯が輻 2mにわたって

「コ」の字状に巡りここに土閑を想定することができ

る。堀は瓦料片を含む柱穴を削り取って掘込まれて

いることからその上限を鎌倉時代後半に求めること

がでぎる。

館跡に伴なう土沿類は、播鉢をはじめとする日常

雑料が多く、その中で揺鉢A類 B類が中心をなす。

このことから城館の時期はおおむね15C後半から 16

C前半に中心を韻くと考えられる。堀内からの出土

遺物はきわめて少ないが堀I未雁ir. で軒丸瓦、埋土中

層で揺鉢A類が出上している。しかしいずれの層に

も近世陶料類がみられないことから、 16C前半以後

短期間に堀が埋没したと考えられ、城館跡そのもの

もこの時期に廃絶したと考えられる。なお、堀埋士、

膚のi歴層中には、若fの須恵僻片、弥生士悩片を

含むことから、土閑盛土が埋積したと思われる。堀

外の建物群については、 S B16柱穴内及び、 SK44 

から、揺鉢A、 B類が出上しており、城館内建物と

大きな時期恙は認められない。

門跡と考えた S826を、大手門と考えるかどうか
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名称
月廿葵(N日NJ 方向 NH f (m) 梁行(m)

SA 

6 (3) X (1) 南 面 ((6. 7) (2. 6) 

7 (2) X (1) ケ (4.4) (2. 1) 

， 4 X 2 // 8.6 3.8 

10 2 X 2 l1 
I 

4.2 4.1 

12 (2)X(4) 11 (4 2) (7.6) 

13 3 X 2 N53°E 6.6 4.5 

14 (2)X(2) 南 面 (4. 6) (4. 7) 

15 3 X 2 N38°E 6.4 4.3 

16 3 X 2 南 面 6.6 4.7 

17 3 X 2 N°E  6.4 3.6 

18 3 X 2 N32°E 6.0 4.0 

19 3 X 2 N38°E 5.6 4.4 

20 2 X 2 N34°E 6.3 4.2 

21 3 X 3 N36°E 6.8 5.7 

22 3 X 3 N36°E 6.0 6.0 

23 2 X 2 N36°E 4.8 3.8 

24 3 X 2 N38°E 6.0 4.0 

25 3 X 2 N41°E 6.5 4.0 

27 2 X 2 N24°E 4.4 5.2 

28 2 X 2 N24°E 6.0 4.8 

（第 3表）

は疑間が残る所であるが、堀に並行して走る古道を

堺としてこの時期の建物が棟方向をほぼN36°E前

後にそろえて建てられており、その生活l廿水を確保

するため井戸が遺跡の中で—•ヶ所しか検出されなか

ったことから、土嬰に囲まれた建物を中心として、

相nの関連をもってー＾つの集粁落を形成していたもの

と考えられる。

この中心的館の構造については、この時期の完堀

例が少ないため詳しく註及できないが、 S825を取

り囲むように S039が巡りこの内側には焼土とスミ

を伴なう SK49が掘られ、また調理用具としての拙

鉢が多いことから、井戸を含めてその性格がうかが

われる。

中央部を走る 2列の柵列にはさまれた遺構として

は時期不明の SK43があるのみで、空白地帯となる。

柵列 SA53の南側には、 SB 24. SB 23の 2棟の建

物が、建てられている。この南西の S037とSA53、

S A53とSA52、 SA52と北側堀 S035のそれぞれ

の距離はいずれも 12m前後で 2列の柵列によって郭

内が 3等分された形となっており、 3分された地削

にそれぞれ独自の機能が付りされていたとも考えら



れる。 SA53とSD37、SD38に囲まれた地区内に

S B 23. S B 24の2棟が常まれてしヽる。 しかし SB

24は、 2間X 2間の総柱建物で倉庫的なものとも考

えられるし、 S823もt屋とするには規模が小さいc

今後の発掘例をまって検討していく必要がある。

（イ ~f尿晋作）

〈ti:〉

l 田中柑久椎• 新Hlff「北!:JJA・B遺跡」 11(1f!l58年度県常圃場

整備小蔑地域埋蔵文化財調査報；'r -: w. 県教育委H会 1984 

2 谷本鋭次「上野rti山ノ川遺跡」『昭和48年度県宮圃場棺備事党

地域埋蔵文化財調査報告』 ．．．屯県教育委U会

J~, 1J<I I昌也.l"l l!I f . :_『蔵持黒田遺跡』 名張rli遺跡調査会

1979 

4 石野博信• 林川行弘• 森岡秀人『増補・会下山遺跡』芦屋rli

教育委U会編 1985 

I 5 ,'J:i/漢ほか『パ条山遺跡』奈良県立f岡原考古‘、戸研究所編

1981 

(61 佐I泉真「畿内地方」『（弥生式 tr,怜駆成） 本編 Z.) 1968 

1 西森平之『オ良遺跡発掘調育報？；.』 I・.野rli教有委員会 1983 
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⑧ 字佐晋• •森川桜男「伊例における弥牛式J:器・□f: 師料集成」

『伊質郷士史研究 4』1961

(!lj 石野博信•関川尚功『潟向』余良県桜井rli教育委U会 1976 

J~ l11Jlll仁「七山遺跡」『名張市遺跡調査概要lIII』1989

;J_i) 小林行椎「大阪府枚岡rli額田町西ノ辻遺跡 l地、,,',i,の士料」『弥

牛．式士料鮨成 1』1958

,1_2) 木永稚椎•小林行雄• 藤}j嫌．．『大和l!f古弥生式遺跡の研究 J

京都帝国大学文学部考古学研究報告第16冊』 1943

J3; 長頚壺の統計的処理については、『飛り• 藤原向発掘調査報告

Ill』奈良県国立文化財研究1981を参考とした 3

ii 高杯についても前掲⑬を参考とした n

J~ 網f善教ほか『忘部山遺跡発掘調育報告，F』奈良県都市計画

地方審墳会 1977 

S6) 小林行雄「大阪府枚I笛lrli額田町西ノ辻遺跡 E・F・0・H地

、 •.'i, のt料」 r弥生式上器駐成 1c: 1958 

.iZ 森田克行・橋本久f[[ 『安満遺炉が発掘調査報告内』高槻rli教育

委い会 1977 

⑱ 如11 寺成・大場範久•仲兄秀雄『 I今．箕 Ill 弥牛式遺跡第．．次調

査報告』鈴鹿市教育委U会

⑲ 水 fl 昌也• 門Illf _:_『井出• 城I対敷遺跡』名張rli教有委U会

1985 

~-0, 網いl'r•教ほか『 ;nJ内長野 rli k師山遺跳』関西大学 1977 
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ー 飯南郡飯高町森 岸本遺跡

1 . 位置と環境

飯高IHJ深野の几落の東側は、桐田川により形成さ

れた刈洋段丘 I:であり、棚11!状をなす水田がひろか

＇）てしヽる。 H(l和 59 年度畜哨経祈；環境整備1~業がこの

地域で実施されることになり、 J0J年 4月に分布湛l査

を行っだ。その結果、深野字;;,本におし)て、縄文i:

料、中祉f:帥料笠の散布地を確認した。松阪耕地事

務所と協汲0)jえl,iJ年 5月22・23日に，，J¥掘調査を行

った（う

訥掘晶l杏は、 4X 2 111の試掘抗を18ヶ所設定して

行った。 7ヶ所において縄文f:料、山茶碗、上(llfi沿

皿序が出f:した＂また咀機により既に削 'I;;されてい

た整備事業水Ill地No20の水田で約50m'にわたり遺構

を確認したところ柱穴を検出した。

'ヽ1地域における整備事業は、述ダム j:'l'により発

生する砕石を使い水Ill面のI木tけを行うという複合

的なr:,jtを実施しており、緊急な対I心の必嬰かあ ・J

だへ再度松阪耕地中；務所との協汲が枯たれ、400面に

ついて発掘謁査を実施することになっだ。追跡範囲

の他の部分は、削中せす」At対応がなされることに

な—ー）た。ぶ掘におしヽて中安時代木葉の柱ゾいが出t し

ているので遺跡略氾砂を 7Cl<Mとした。謁査は、

9Jl]()fl、1111に実施しだつ ,;f,¥]査は、文化諜技帥祈

田洋、 I日Il: 事川阪f:、 /,i)l・：事増HI安牛があたった。

謁査にあたり飯高町森林糾合、建設省•ー．重 J: 本＇ド

務所の協力を得だ。報古内作成につし)て宇治山111高

校教諭嬰義次氏の御教ぷを得だ，出して謝迎を表し

ます。

lい本遺跡は、行政 t飯南郡飯，化町森71番地他に所
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属する。森の中でも肖地区は、深野と呼称され、遺

跡所在地の小字は、岸本と呼称される。

1) 自然的環境

櫛田川は、その卜流• 中流において中央構造線に

沿って東流し、 ド流では北流して伊勢高にそそぐ、

三重県で第 2番目に長い川である。全長は、約87km

• 河床勾配は、命である。中央構造線沿いのこの川

の岩石函頭の談観は、花I蘭片麻岩、赤色チャート、

緑泥片岩、結晶片岩窟多種多様に及び複雑かつ笑し

い。櫛田川は、飯南郡粥兄で中央構造線を斜行する。

したがって飯南町柿野地区では、花尚片麻岩の露頭

が多いのに対し、粥兄以西では、絹雲母千枚岩内の

露頭が多くなり外閤の特徴をぶしている。飯高町地

内では、高兄山から局ヶ臥に連なる高兄山地が北に

せまり、西側から南側には、大台山系の山々がせま

っており、その間を櫛田川は、蛇行しつつ谷を開析

している。両界には、狭い料J岸段丘を形成しており、

本流にそそぐ支流が土砂を運び河岸段丘Kに小扇状

地を形成している。

飯高町深野地区も櫛田川左岸のこのような段丘 I:

の小扇状地区に立地しており標高約225m-240mのと

ころに現在鮨落が常まれている。鮨落裏の畑の土壌

には結品片岩打の小石が多い。水田は、墾落の東の

標切約214m-225 rnの段fr面に石垣を積んで作られ

ている。段丘低位面と櫛田川の北高匁は、約10mを

はかりかなり急峻な崖となっている。

料本遺跡は、現在の集落に近い段丘面でも比較的

高い標高約220m-225m程度の水田に立地している。

2) 歴史的環境

縄文前期•中期の遺跡は、現在飯高町内では発見

されていない。ただ打遺跡の条痕系土器は、胴部の

みの残存であり明確には、位閥づけられないが、か

なり古相でありい期末～前期に比定できる可能性が
, 2 

ある。後期の遺跡は、飯高町赤桶の向ノ東遺跡があ

り、中津式、元住吉山 1I式、窮滝式の土料と石鏃、

フレイク布がかなり出土している。飯南町において
J, 

も中期から連続する粥見波留遺跡、り1.期からの複合
〔4 5 

遺跡であるド仁柿の白合遺跡、夏明の広遺跡布があ

る。さて柑本遺跡の近隣では、 しLJ市牧fI A遺跡(3)、
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牧lI B遺跡(4)でイi鏃、フレイク笠が表採されてし)

るが、時期決定は難しい。縄文晩期の遺跡としては、
6 

飯南町深野の東沖遺跡があり、条痕i:料が出ている

弥牛時代前期の遺跡としては、飯高町深野込坦内

遺跡(3)があり、第 1様式の壺破片が出 Cいる。中

栗 f遺跡では、前期貼り付け突幣の壺が出土してい

る。中期では、岸本追跡(1)、 4条 l単位の櫛描文

-I: 怜怜片が表採されたし:Hrli Lり遺跡(2)、i廂状文の

ある土器片が表採されているし:Hrh牧IIA遺跡(5J 

8 

がある。飯南町におしヽては、横野チカネ遺跡、中期， 
の壺．甕が表採された殿垣内遺跡宵がある。

古墳から奈良時代の追物は、飯南郡では現在唯・
10 

飯南町下L柿ド組の北沖遺跡で古墳時代後期 S字II 

縁上師料甕台部が表採されている('

平安時代には、 ,(,'j野山及び熊野・ー．山の｛げ仰の波及

の 1ルートとして櫛田川水系が利用された。また「伊
!I 

勢兵乱記」にみるように、滝野城の攻防、平信兼の

谷野城(8)籠城の伝承布も残る。平安時代後半の逍

跡としては、痒本遺跡(1)、瓦料を出している I:り

遺跡(2)、飯南町ド仁柿北沖遺跡がある＾
12 

嫌倉時代には、 『神鳳抄』 にみるように＇ぶ水の御

蘭となる。この時代の遺跡としては、青磁が表採さ

れているJ:り遺跡(2)がある c

室町時代には、櫛田 JIIJ--. 中流域は、梓山城に拠/,i,

を潰く北吊氏を中心とする南朝の勢力範囲として、

位沢づけられる。吉野と伊勢平野を結ぶ交通の要衝

であり、なおかつ飯高町滝野地lメ^．庄ri]越の街道にみ

るように、霧山城にも平近の地勢であ~)た。

室町後半から安上桃山時代にかけては、多数の中
13 

枇城館が造宮された 3 櫛田川上流より飲高町苓城、

波瀬城、青HI城、森城(7)、谷野城(8)、 し[lr1i城

(13)、邸水城(9)、福本城(10)' 九曲城(12)、田引

城、赤桶城、下滝野城邪がある。飯南町では、 {j間

野滝野城・有間野鉄中城芥がある。室町時代の遺物

散布地としては、飯南町岸本遺跡 (1)、しflrli 1-. り

遺跡 (2)、粟野遺跡(11)、飯南町深野‘心；ノ西遺跡、

飯南町深野束沖遺跡等がある。この時代の見落は、

現在の庄落と重複している場合が多く、狭い谷あい

の見落立地からすれば、古い屋敷地を拡輻して新し

い屋敷地を構える場合もあり、考古貨料の表採につ

いても困難を伴うが、今後の分布調査が期待される。



も^
第111図遺跡範囲図 (1: 5.000) 

250 m 

ヽ

第112図発掘rメ．域図 (1 : 2000) 
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2. 遺

刈遺跡における桔本的層序は、第 I層耕J:、第 II

層貨褐色粘質土（床土）、第III層黒褐色上、第IVIKI褐

色砂質±(地山）である。黒褐色土が包合層であり、

遺構は、すべて地山面で検出した。

遺構としては、、ド安時代末艇の掘立柱建物 SB 1、

宅町時代の土砿 SK2とその他の柱穴群がある。柱

穴群については中祉の鍋、上師僻皿小片が出上して

しヽるが、建物跡としてまとまらなかった勺

1) 平安時代末葉の遺構

SB 1 3間X2間の総柱建物である。東西棟で柘

行7.5111、戊行5.0111である。棟}j向は、磁北に対し

2度北にふる。桁行、梁間の柱間は、ともに2.50111で

ある。柱穴の直径は、約40~50cm で、検出面からの

深さは、約50cmである。柱穴の坤tは、黒褐色上で

ある。遺物は、 3 つの柱穴から山茶椀• 土師悩皿が

出上している。いずれも 12棋紀後半の所産である。

構

2) 室町時代の遺構

SK2 東西辺 1m・ 南北辺1.:fo1 の方形上坑である，—

る。埋士は、晴褐色上で中に扁‘ドな川I扇1i (径20~

30cm、/'/さ 5cm前後）が地山よりやや t・.に閥かれて

し1/こ。深さは、地山までが46cm、敷石までが約40cm

であるへ石は、 l恥形をとどめずくずれてし 1/こへ I用J:

中より羽釜、鍋が出上した これらは、火葬r祓廿料

として転用され、このt±rtは、火綽墓の可能『tもあ

ろうかと考えた。しかし、複数の鍋• 羽釜が出上し

たこと、それらに煤が付着していたことを考え合せ

て、烈炊用の屋外炉をここでは想定しておきたし＼

SK3 SK2の東側に隣接する n 東西辺 1m・ 

南北辺 0.7 mの方形上絋である Cう｝朋l:は、賠褐色で

ある。深さは、地山まで47cm中に SK211-i]様の扁平

な川原石が 7 枚閥かれており、地山面より 5~10cm

の高さである o SK  2 との切り合し叶刈係は、イヽ•明で

ある。坪士中より鍋の小辺が出J:したが、図ぷはで

ぎなか→ たヘ

3. 逍物

1) S B 1出土遺物

山茶椀 (1・2) 1は、口縁部が薄fで外反す

るもので推定lI径16cm、推定沿高 6cmである 3 淡灰

色を呈し、胎上は精良である。焼成は、堅緻である。

SB 1 柱穴出 I~ 。 2 は、 1とは別の柱六中より出十→

した。 r1縁がやはり薄手で外反する。推定r1径15cm、

推定悩晶 5.9 cmである。色調灰色、胎上は、均仇で

良好である。焼成は、硬しヽ。しヽずれも 12世紀後半の
, 14 

所産であろう o r哨地は、料芙窯力'o

土師器皿 (3) やや/y:手でlI縁部が斜め r.h:こ引

き出され、端部が先細る。推定lI径14cm、沿高 2.5

cmである。 rI縁部ヨコナテで、底部の調整は不叫

色調淡褐色を堪し、胎士は良好で白色砂を合む。上

師悩小皿と Iri]じ柱穴から出土し ・rし)る。 12枇紀後l
15 

の所哨であろうい
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土師器小皿 (4) やや肘手で、 Il縁部が斜め I:)j

にリIき出され、端部が先細るし、推‘崖lI径 8cm、推定

料高 1.1 cm。色謀l淡褐色で、胎上は良好(I色砂を含

む。焼成は、良好である

2) SK 2出土遺物

鍋 A (5・6) I J縁部が、外I又し-)つ立ち卜.がり、

内側に折り返されて扁‘ドに圧延されてし＼る(、 5は、

推定11径27.7c皿色調淡孔褐色で胎tは、的で「l色

砂を多く含む3 焼成は、良好である. 6は、推定11

径28cmo 色調淡杓褐色。胎上は良好で(1色砂を合もn

焼成は、良好である。

鍋 8(7) 頷部からくの字状に立ち卜.が＇）た II縁

部は、真!: に引き出された後、内側に短く折り返さ

れる。「J径32cm。色調淡伶褐色。胎L、焼成ともに

良好である。
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鍋 C (8) くの字状に屈曲しつつrJIぎ出された

l l 縁部は、その端面を内側に折り返されて断面—゜．角

形を閑する，、推定ll径22.4cm。色調孔褐色。胎上は、

並で日色砂を合も。焼成は良好であるヘ

土釜 A (9) f本部t半に最大径を持つ c; l l縁部

は、内傾して端部がやや先細る。鍔部は、やや短く、

余1めド）jに直線的にはりつけられてしヽるへ鍔部ド端

には刷t調整痕が残る。イ本部は、球形を足し、 I: 半

を横方向に、 ド半を斜めド）jに刷毛温l整している。

おそらく半乾屎状態で個体を倒岡させ、時訓11]りに

刷も調整を施したものと息われるヘ

3) 包含層出土遺物

¥ 1) 縄文時代の遺物

条痕系縄文土器 (10~14) いずれも内外面とも

に条痕がある。色調黒褐色で胎Lは、良質である＇）

胎Lに白色徽砂、黒雰母を合も。焼成は堅緻である。

(10) は、胴部で外面には、原体輻1.5cmに6本の条

痕がつく。条痕は、斜め方向に右ドがりに施されて

おり、角度は、様々であり各単位が切り合づて t• るヘ

おそらく料面の調整が應図されてしヽるためであろう

内血には、外血と [r--i]じ原1本幣の横）j向の条痕が施さ

れる C (11) は、 I原体輻1.4cmに4本のやや浅し)条痕

が施される。外面は、斜）j向にかなり乱方向に施さ

れ、内面は、横方向である 0 (11)の条痕は、他の個

体よりもやや甘く、あるいは、植物の苓か目然木の

小枝布を数本合せて料面調整した可能性もあるヘ

(12)は、 I原体 l単位1.5cm輻で条痕が6本つく。外

面は、斜め方向に右ドがりに条痕を施し、内面は、

横）j向に条痕を施している o (13)は、原体l単位1.5 

cm輻で 6本の条痕が施される。外面は、横方向で横

方向に（骨［横）j向の後だて }j向もある。）、内面は

横方向に条痕が施される，， (14)は、原体l単位1.5cm 

幅で条痕が 6本施される。外面卜部は、右ドがり斜

め}j向に、中央部が横方向、 ド部が布ドがり斜め }j

向に施される。この横方向の条痕部が、粘tひも巻

き上げ痕と対応する。内面は、横）j向の条痕である。

無茎石鏃 (15) 長さ 2.lcm、輻1.2cm。表側、外

側ともに、縁に調整が加えられている＾材質は、サ

ヌカイト製である。

-
A
 

？〉 弥生時代の遺物

細顎壺 (16) いわゆる受Il状 Il縁を持ち、 II緑

部は、やや内傾して直立し、先端が丸くおさまる

l I縁部外面には、原体輻 9mmに5条の櫛描波状文を

施す。鍔部は、縦方向に刷毛i/t;]整が岱されてし)ふ

I I縁部内面ぱ、横ナデされている n 鍔部内面には指

圧痕が残るへ色調賠褐色を閑し、 )j合J:精良で(1色徽

砂を合も。焼成は、堅緻であるへ排定Il径 9.0cmで

ある。

甕 (17) 薄手で、「く」の字状に直線的に引き出

されたlJ縁部は、その端部を I:ドに肥}'!~ させる。 lI 

縁部端面には、ヘラ状」．．具による刺突が施される＂

f本部外面は、たて）j向の刷毛調整が施される r, /Ji体

輻 1.6 cm あたり 7 本の刷-t~j である 0 f本部内面は、

B
 

A
 

B 
．． 

219.70m 

第114似I SK2·SK3 平面図•断面図 (1 : 20) 
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斜め方向の刷毛調整の後それをナデ消している。色

調橙褐色を吊し、胎土は良好である。胎士には、 (I

色砂、赤色粉が混人している。焼成は、良好である。

第 3様式新段階である。推定fI径18cm。

台付鉢 (18) 内傾する頷部から、水平方向に折

り曲げられた II縁部は、その端部が下乖する。端面

には、ヘラ状工具による刺突文が施される。 f本部に

は、原体輻 1.2 cmに9条の櫛描横線が、 2単位施さ

れる。口縁部い：面、内面ともていねいなヘラ序きで

ある。色調赤褐色を惜し、良好な胎士には、長石質

白色徽砂が含まれている。焼成は、堅緻である。推

定口径22.8cmである。

R 平安時代以降の遺物

平安時代土師器皿A (19) やや厚手でlI縁部が

外反する。色調淡褐色、胎上は、良好である。推定

[ I径14cm。

平安時代土師器皿 B (20) It{. 手で斜め上方に引

3. 結

岸本遺跡の調査は、小規模ではあったが、櫛田川

t流の飯高町における最初の発掘調査であり、この

水系の文化伝播について若干の考古資料を提示する

ことができた意義は、大きい。以ド、遺構・遺物に

ついてまとめてみたい。

1) 遺構について

SB 1は、 3間 X 2間の総柱建物で桁行 7.5m X 

梁行 5.0mであり面積37.5而である。時期は、 12世

紀後半に位骰づく。このような 3間 X 2間の掘立柱

建物は、平安末から鎌倉時代において、かなり一般

的で建物の基本単位であったと考えられる。同時代

の 3間十 2間の掘立柱建物をいくつかあげたい。馬
⑯ 

場遺跡 SB1 (7.2m X4.2m、30.24m'、総柱東西棟、
,1↑ 

束隣に建物）、玉城町赤垣内遺跡 S819 (6.7m X4.5 
''、11!;

m、30.15而、東西棟）、明和町受場遺跡 SB4 (5.8 

mx4m、23.2而、南北棟井戸に隣接）、名張市柏．
Jg・ 

柏原遺跡 SB2 (6.6m X4.7m、33.2面東西棟）等

が例示できる。約30m'~40m' の家屋面積は、 1 世帯

の居住する最少の単位として可能であろう。今渭遺

き出された後fI縁部は外反する。 lI縁部のみ横ナテ

されだ低部には指圧痕が残り未調整である。色調淡

褐色を足し、 ll合上は良好である。胎上には赤色粉を

含む。焼成は、良好である。推定lI径14cm。推定料

高2.4cmである。 12世紀代の所廂か。

瓦器椀 (22) lJ緑部がやや外反し、 lI縁部内面

に沈線を持つ。体部内外面にヘラミガキが施される。

色調賠灰色を足し胎土・焼成ともに良好である。推

定LI径14.2cm。12世紀前半の所咋であろう。

室町時代土師器皿C (21) 薄手でrJ縁部が内弯

しつつ直立する。色調孔褐色で胎土・焼成ともに良

好である。推定口径11.4cm、脳高2.3cmである。

室町時代土師器鍋C (23) 薄手でlI縁部がくの

字状に立ちじ：がり端部は、つまみ出されて断面：．角

形を呈する。イ本部外面は、刷毛調整がなされ、 lJ縁

部内外面は、ヨコナデである。色調乳褐色を足し、

胎上焼成ともに良好である。推定lI径は、 30.8cmで

ある。

五
口

圭
口

跡 SB1のような 3間 X 2間を枯本単位と考えたが、

平安時代末葉から鎌倉時代には、これに1面廂、 ~ 

面廂、 ：＾面廂が付くものも多数現れる。まだ 4間x

4間で隅に土坑を持つ建物も現れる。そうした例と

比較するとき門遺跡の SB1の規模は、かなり小さ

い。また 3間X 2間の掘立柱が単独で立つ場合、副

困を伴う場合、 3間X 2間の掘立柱建物[J体が副厨

である場合を考慮に人れておく必要もある。このよ

うな要素を合せて、居住空間の大小、またその意昧

する段階層差を考えていく間題提起としたい。

2) 遺物について

① 縄文時代条痕系土器

1本部のみの破片であるため判断の根拠は、今 1つ

弱いが、内外面の条痕であること、両面にもf黄方向

の施文であること、胎土中に繊維を混人すること卯

古い要索が強い。現段階では、茅1l I /: 層式～剥ヶ島

台併行の吊期に位閥づけるか、あるいは島浜貝塚の

北白川卜層の前期に位漑づけるかは、徽妙なところ
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である。

② 弥生時代土器

わずか 3,r.1,i, であるが、幾内的特徴を持つ細頚壺、

甕、台付鉢がある。これらは、中期中様の第 3様式

祈段階に比定される。細頸壺は、 II縁に波状文を施

し、頭部に刷毛目を施している。この杵徴は、東庄
,,6 

内 B遺跡細頸壺 B類 (62)(ただし受けrI状 LJ緑の形
7 

態・ イ本部刷毛調整の類似である）・亀片遺跡壺形士

悩b'(104)(ただしこの個体には突帯がつく）に類似

するものである。胎上から在地咋かと考えている。

甕は、薄手で、 fl縁が上ドに肥厄し、端面に櫛状I

具による刺突を施すこと布から、飛り• 藤原向発掘
⑳ 

調査報告III、藤原窮西辺地区の調査 SE610出上甕

E類に比定できよう。 SE 610は、甕 Eが大部分で

あり、［川線文の初現段階である。当遺跡の甕は、吉

野方面からの搬人の可能性もある。台付鉢は、藤原

窮西辺地区の調査 SE610出土台付鉢 B類の、腹部

に稜をもち、 LJ縁端部をド）jに折り曲げる特徴に類

似している。ただ岸本遺跡の台付鉢の端部には、櫛

描刺突が施されている点が異なる。胎土が、賠褐色

を呈し、搬人品の可能性もある。

@ SB  1出土遺物

S B 1の柱穴から出土した山茶椀は、藤澤編年の

II ー 4 段階に比定できる。士師岱は、斎'r~';編年の S

D30521井行のものである。

〈JI:)

(l", 位閥と環境の 1J !'I然的環境をまとめるのに際して参！詔した

文献は、次のとおりである，

0飯南町「飯南町史」 昭和59年

0 松阪 rli 史編さん委 U会『松阪市史』第•巻、自然編

Or!i村昌:_.前田昇 「櫛田川の段丘地形」 r大阪教育大'iら研究

糸亡笈1』 H(l禾1148年．

2 宮ノ東遺跡以ド飯心町内の遺跡については、『飯晶町史』近刊

の草稿段附で、宇治山田高校槌義次氏のまとめられたものを

拝見し、参照させてしヽただしヽたヘ

¥3) 槌義次 飯南町『飯南町史』 P 47 H麻[159年

4 3創甘t),i;:P67 

5',3/ ヶ P89

,_6, ,) ,, P90 

7 飯高町にわげる弥'!:時代の表採遺物は、 IJ:l.義次氏の努力によ

④ SK 2出土遺物

SK 2出士の土師料鍋 A、鍋 B、鍋 C、羽釜 Aは、
;?l 

ミゾコ遺跡 SD2出土の遺物と同時期と考えられる。

時期的には15廿紀末第と考えられる。これらの鍋は、

いわゆる伊勢型鍋と呼称されているものであり、室

町後半における門遺跡の孜沸容料の供給は、伊勢平

野からなされていたことをボ唆している。士釜につ

いても、伊勢地方のものと考えている。

§ 包含層出土瓦器椀

包含層出士瓦料椀 (22)は、原手で内外面にかなり

ていねいなヘラミガキがなされており、大和型瓦謡
泣2

である。川越編年の第 l段階D型式にあたり、 11世

紀末葉の所産と考えられる。平安時代後'I':における

大和型瓦器の流通を考えるうえでの好資料となろう。

櫛田川流域における瓦器の発兄例としては、先述の

飯高町じu市上り遺跡、飯南郡粥見城、 1腰遺跡、飯

南町横野百合遺跡、勢和村下村A遺跡芥がある。特

に国道368号線と 166砂線の交差点に近く、芙杉村を

経て榛原に至る分岐点に位附する (i合遺跡において

大和型瓦謡が表採されている。また近畿自動中．道に

かかる緊急発掘調査により下村A遺跡において出t

した瓦器t椀及び瓦料鍋も輪花山茶椀の時期と同時期

と考えられ、大和型瓦器である。これらの発兄は、

平安後半の大和型瓦料の流通を考えるうえでぷ唆す

ることが多い。 （増田安生）
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J(J 昭和60年度県営［圃場整備事業にかかり、 H(lf[l59年度に分布調

査され、昭和59年11月に試掘かなされたこ縄文後期、‘ド安木

艇の土悩かII¥i: している：表採の S字lI縁甕は、増lll安牛に

よる，

JI 矢ヶ瀬消•編杵「飯南郡飯高町Ill り I. 粟野瑯上史」 p9 『延

久元年 (1069年）散位岱fガ朝臣、散位‘ぷ近朝臣笠としヽう公卿

悪人共、卜Lそ・・．百人瓦午りの兵を手：ひ伊勢國ヘ,:「．越へ、飯高郡

高知11へ楯籠り、金銀米麦を取り、メ't女を掠めて流すこと

甚し、'....'』とある

J2 『神鳳抄』によると刈俣谷（櫛廿l川 I:流域） 1こは、粥見・滝野

・’ぶ水の御[;;Iiかあ')た，

, J3 :_ ift県教育委U会『り［の中 i廿城館』 Pll5-Pll7参間

.14, 藤澤良裕『瀬戸古窯址群 l』 瀬I日が史民俗貨料節紀＇校 瀬

Ii市歴史民俗貢料館 1982年

15 ミ‘ノコ遺跡(~*県教宥委 U会 1984年）の SB3HH!:皿B

-II類併行であろう

,16 森りij 稔• 山田猛 :_Ji: 県教育委t1会『II(]和56年度県’祈，捕l場整
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備t党地域 坪蔵文化財発掘調査報告』 1982年 J,O 木ド正史 「藤原窮西辺地区の温l査」 P73 『飛乃• 藤原‘；月発

171 小 F.迫明 ，が坦内遺跡 P41 :_if(県教育をn会 『昭和48年 掘，；位］在報;';-Ill』奈良国立文化財研究所 昭和:i:i年 3JJ:rn I 

度県ャi捕l場整備小槃地域 埋蔵文化財発掘調杏報；t;.』 1979 J,l 増ItI安'I: :_引県教育委ti会『ミ‘ノ．］遺跡発掘調査報；'(』

年 PW・21 1985年-3 I l 

1Js: 高兄'J'i雄 愛場遺跡 P 63・64 ~ 重県教育委H会『昭和57 J,_2 川越俊• 「大和地hi!¥!:<!)瓦料をめぐる^ ．． ．．．の間題」『奈良

年度農槃枯棺整備,~党地域 埋蔵文化財発掘湖査報店』 19 国立文化財研究所創立30/,'fJ年，lじ念，』証文集 文化財論殻』 11({ 

33: ド3ll 禾1158!ド

J91 1-+1阪L 柏・柏阪遺跡 :_~ 県教育委委会『昭和58年県常捕

場整備 •Ji業地域 埋蔵文化財発掘調査報告』 1984年3月
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